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　北陸新幹線は，日本海沿いに上越市，富山市，金沢市，福井市

等の主要都市を経由し，東京と大阪を結ぶ路線として計画され , 

現在，金沢市までの建設が進められています。その建設に先立ち，

当事務所では，計画路線内の遺跡で平成 13 年度から発掘調査を

実施してまいりました。

　本書は，平成 18 年度に調査を実施した早月上野遺跡の成果を

まとめたものです。

　早月上野遺跡は，魚津市と滑川市の市境を流れる早月川と角川

とにはさまれた上中島台地上に位置し，古くから縄文遺跡として

知られてきました。発掘調査の結果，縄文時代中期から晩期にわ

たり営まれた縄文集落の姿が明らかになりました。広場を囲むよ

うに環状土坑群が巡り，その外側に掘立柱建物，さらに外側に竪

穴建物が配された環状集落であることがわかりました。竪穴建物

をはじめ遺跡内からは，多量の土器や石器のほか，土偶や石棒な

どの精神文化に関わる貴重な遺物も出土しています。

　こうした発掘調査の成果が，文字の記録には現れることのない

人々の生活をひもとく一助となり，地域の歴史と文化財の理解に

役立てば幸いです。

　本書をまとめるにあたり，ご協力とご指導を頂きました関係機

関および関係諸氏に厚く感謝申し上げます。

　平成 24 年 12 月

　　　　　　　　　　　　　　 公益財団法人富山県文化振興財団
　　　　　　　　　　　　　　 埋蔵文化財調査事務所　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　所 長　岸　本　雅　敏

序
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遺跡の発掘調査報告書である。
２　調査は独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構からの委託を受けて，公益財団法人富山県

文化振興財団が行った。
３　本遺跡の発掘調査期間と本書刊行までの整理期間は下記の通りである。
　　調査期間　　平成 18（2006）年５月８日～ 12 月８日
　　整理期間　　平成 22（2010）年４月１日～平成 25（2013）年３月 31 日
４　本書の編集は金三津道子が担当した。本文執筆は金三津の外，藤本信幸，松永篤知が担当し，藤

本が第Ⅲ章３・第Ⅳ章１，松永が第Ⅵ章３，その他を金三津が分担した。
５　発掘調査から本書の作成に至るまで，下記の方々から多大な御教示・ご協力を得た。記して謝意

を表したい。（敬省略，五十音順）
　　長田友也，小島俊彰，谷口康浩 ,  古川知明，麻柄一志
　　魚津市教育委員会，小矢部市教育委員会，富山県教育委員会，富山県埋蔵文化財センター，
　　富山市埋蔵文化財センター

凡　　例
１　本書は２分冊からなる。第一分冊には本文・挿図・一覧表，第二分冊には写真図版を掲載する。
２　本文・挿図で扱った遺構・遺物は，一覧表に掲載している。
３　本書で示す方位は全て真北である。
４　挿図の縮尺は下記を基本とし，各図の下に縮尺率を示す。
　　遺構　竪穴建物：1/40，掘立柱建物：1/100，溝：1/40，土坑：1/40・1/80
　　遺物　土器・土製品：1/3・1/4，石製品：2/3・1/3・1/4・1/6
５　遺構の略号は以下のとおりである。
　　ＳＢ：掘立柱建物，ＳＤ：自然流路・溝，ＳＩ：竪穴建物，ＳＫ：土坑，ＳＰ：柱穴
　　調査時に重複等により遺構の平面プランの確認が困難であったものは，ＳＸの略号を用いている。
６　遺構番号は，調査時に付した番号とした。番号は，遺構の種類にかかわらず連番とするが，竪穴

建物・掘立柱建物・埋設土器には新たに番号を付した。
７　遺物は種類に関わらず連番を付し，本文・挿図・一覧表・写真図版の遺物番号は全て一致する。

ただし写真図版 97・98 については第 177 ～ 180 図の拓本番号を付す。
８　遺跡の略号は，市町村番号に遺跡名を続け，「０４ＨＵ」とし，遺物の注記には略号を用いた。
９　遺構の地山及び炭化物層 , 遺物の煤付着部分及び赤彩等は以下のとおりに示す。これ以外につい

ては，図中に凡例で示した。
　　　地山                　　炭化物・煤・コゲ　    赤彩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○赤彩　　　●黒色土器

10　土層及び遺構埋土の色については，農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩
研究所色票監修『新版標準土色帖』を参照した。

11　遺構一覧・遺物一覧の凡例は以下のとおりである。
　　①遺構の埋土に切り合い関係がある場合は，備考欄に新＞古のように記号で示す。
　　②規模の（　）内は現存長を表す。
　　③土器法量の（　）内は復元長を表す。残存部が少なく計測不能なものは空欄とした。
　　④重量はｇ単位で示す。計測は大きさにより台秤と電子秤を使い分けた。

⑤胎土色調は，農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修『新
版標準土色帖』を使用した。
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第Ⅰ章　調査の経過

１　調査に至る経緯

（1）調査の契機
　北陸新幹線は，東京を起点として高崎，長野，富山，金沢，福井を経由し大阪に至る延長約 700㎞

の路線である。昭和 48（1973）年に整備計画が決定し，全国新幹線鉄道整備法のもと建設工事が進め

られている。平成 13（2001）年には上越・富山間が，平成 17（2005）年には富山・金沢間，平成 24

（2012）年には金沢・敦賀間の建設工事が，それぞれフル規格で着工している。金沢までは平成 26

（2014）年度，敦賀までは平成 37（2025）年度までの完成が予定されている。

　北陸新幹線の富山県内における駅及びルートの概要は，昭和 60（1985）年に日本鉄道建設公団（現

独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構，以下，鉄道・運輸機構）から富山県教育委員会（以下，

県教委）に示され，路線予定地内の埋蔵文化財の取り扱いについて，日本鉄道建設公団北陸新幹線第

二建設局（現鉄道・運輸機構）・県教委・富山県埋蔵文化財センター（以下，県センター）により協議

が行われた。その結果，埋蔵文化財の分布状況を把握するため，路線敷の用地買収完了地域で早急に

分布調査を実施することとなった。

　昭和 60（1985）年，県教委と県センターにより路線敷全長 63.9㎞のうち約 38㎞について分布調査

が行われ，周知の埋蔵文化財包蔵地（以下，包蔵地）を含め県東部で 16 箇所，県西部で 11 箇所の包

蔵地が確認された。以後，平成７（1995）年，平成 14（2002）年には県東部，平成 18（2006）年には県

西部において，県センターと当該市教育委員会により未調査部分での分布調査が実施された。

　分布調査の結果を受けて，用地内における包蔵地の確認調査の要望が鉄道・運輸機構から県教委に

出され，両者の協議の結果，確認調査を財団法人（現公益財団法人）富山県文化振興財団（以下，財団）

が受託することとなった。これを受け，平成８（1996）年，財団は小矢部市下川原遺跡において確認

調査を実施した。平成 11（1999）年以降は，県東部から順次実施しており，早月上野遺跡では平成 17

年度に実施した。

　確認調査の結果を受けて，鉄道・運輸機構から範囲の確定している包蔵地について本調査の要望が

出された。鉄道・運輸機構と県教委，財団の協議の結果，平成 13（2001）年度から財団が北陸新幹線

関連の本調査を受託することとなった。平成 13 年度に，工事認可が下りるとともに，朝日町竹ノ内

Ⅱ遺跡・柳田遺跡・下山新遺跡の本調査を実施した。以後，東から順次本調査を実施している。また，

県西部においては平成 18（2006）年度に小矢部市下川原遺跡で本調査を実施して以後，西から順次本

調査を実施している。早月上野遺跡は，平成 18 年度に本調査を実施した。

（2）既往の調査
　早月上野遺跡の発見は古く，明治 35（1902）年に道路工事に伴い石器が出土したことが報告されて

いる（下新川郡役所 1909）。以後，多くの研究者が遺物採取に努めている。また，地元の上中島小学

校には大正年間に出土した遺物が保管されており，現在は魚津市立歴史民俗資料館にて保管している。

戦後は，市内の中学生が歴史クラブを中心にして遺物採取や小規模な調査を行っている。こうした調

査により，本遺跡は縄文時代中期から晩期までの遺物が出土することが確認され，遺跡の範囲も台地

上５～６万㎡を超えるものと推定されてきた。
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第 1 図　調査位置図・遺跡位置図　（1：50,000）
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1０００m 1０００ ２０００ ３０００0



第Ⅰ章　調査の経過

3

　昭和 48（1973）年３月に北陸自動車道のルートが発表されたのを受け，同 48 年 11 月～ 12 月・49

年３月に，北陸自動車道の建設予定地内で県教委による分布調査が実施されている。踏査では，早月

上野遺跡・吉野遺跡を含め台地全体に大規模な遺跡の広がりが予測された。

　昭和 49・50（1974・1975）年度には，広域農道（スーパー農道）の建設に先立つ緊急調査が県教委

により実施された（１・２次調査）。この調査は遺跡南端部で行われたが，古くから知られていた縄

文時代だけでなく，旧石器時代・平安時代・室町時代の遺構 ･ 遺物が検出されている。

　昭和 54・55（1979・1980）年度には，北陸自動車道建設に伴い魚津市教育委員会（以下，市教委）

により路線内全面を対象とした試掘調査が実施されている（３・４次調査）。調査対象地のうち西端

にあたるＡ地区でのみ遺構が検出されている。遺物量は多く，縄文時代中期前葉から近世におよび，

弥生時代後期の土器も出土した。

　昭和 56・57（1981・1982）年度には，圃場整備に先立ち市教委が台地上全体で試掘調査を実施して

いる（５・６次調査）。報告では，台地中央付近の上野神社周辺から東側一帯に良好な包含層が存在し，

台地上の角川に面した部分が遺跡の中心部と考えられている。この調査結果を踏まえ，圃場整備施工

時には，盛土や保護砂などによる遺跡の保護処置が取られた。

　平成 17（2007）年度には，北陸新幹線建設に伴い，財団が包蔵地確認調査を実施し，20 本のトレン

チを設定した。５・６次調査で遺跡の中心と考えられた部分にあたる，調査対象地東側約 300ｍの地

帯で縄文時代の遺構 ･ 遺物を確認した。これを受け，平成 18（2006）年度に財団が本調査を実施した。

　平成 19（2007）年度には，北陸新幹線建設に伴う墓地の移転のため市教委により調査が実施された。

調査地は遺跡のほぼ中心付近であるが，圃場整備などによる地形の改変を受けており遺物包含層およ

び遺構は検出されていない。

分布調査 確認調査 本調査

年度 調査主体 文献 年度 調査主体 調査面積（対象面積） 文献 年度 調査主体 調査面積 文献

昭和48 県教委 1 昭和54 市教委
800㎡ 4

昭和49 県教委 620㎡ 2

昭和60 県教委・県センター 昭和55 市教委 昭和50 県教委 2,000㎡ 3

昭和56 市教委 （3000㎡）
5

平成18 財団 7,954㎡（延べ11,700㎡） 7

昭和57 市教委 （150,000㎡）

平成17 財団 980㎡（19,000㎡） 6

平成19 市教委 50㎡ 8

第１表　既往の調査一覧

文献
1 　富山県教育委員会 1974『高速自動車国道北陸自動車道関係埋蔵文化財包蔵地分布調査報告書　富山市 ･ 朝日町間』　　

2 　富山県教育委員会 1975『富山県魚津市早月上野遺跡第１次緊急発掘調査概報』

3 　富山県教育委員会 1976『富山県魚津市早月上野遺跡第２次緊急発掘調査概報』

4 　魚津市教育委員会 1982『富山県魚津市早月上野遺跡－北陸自動車道関係埋蔵文化財調査報告書Ⅰ－』

5 　魚津市教育委員会 1983『富山県魚津市早月上野遺跡－第５・６次調査（範囲確認のための試掘調査）概要－』

6 　財団法人富山県文化振興財団 2006『北陸新幹線関係埋蔵文化財包蔵地調査報告（６）　水橋入部遺跡 ･ 水橋上砂子坂遺跡 ･ 砂

子坂遺跡 ･ 早月上野遺跡』

7 　財団法人富山県文化振興財団 2007『埋蔵文化財年報』－平成 18 年度－

8 　魚津市教育委員会 2008『富山県魚津市　市内遺跡試掘調査報告書』
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第 2 図　調査位置図（既往の調査）　（1：5,000）
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２　発掘作業の経過と方法

　調査の作業工程及びその方法・内容は，平成 16（2004）年 10 月に文化庁から示された『行政目的で

行う埋蔵文化財の調査についての標準（報告）』に則って進めた。

　発掘調査の基準となるグリッドの座標は，国土座標（平面直角座標系第７系）を基に設定した。Ｘ

86200Ｙ22100 をＸ０Ｙ０とし，南北方向をＸ軸，東西方向をＹ軸とした。なお，日本測地系を基に

基点を定めたので，国土地理院のＷｅｂ版ＴＫＹ２ＪＧＤの変換プログラムにより世界測地系に変換

した。世界測地系に変換した座標はＸ86546.5433，Ｙ21830.2699 である。グリッドは２ｍ方眼とし，

各グリッド名は北東角のＸ軸，Ｙ軸の座標とした。発掘範囲は，Ｘ６～ 159・Ｙ１～ 157 である。

第 3 図　調査区区割図
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第 2 表　調査体制

調査事業担当 総　括

所長　　　　　　　　岸本　雅敏

総　務

チーフ　　浅地　正代 調査総括 調査第二課長　　　宮田　進一

主査・副所長　　　　山本　正敏 主任　　　岩田　扶紀
調査員

チーフ　　　　　　森　　　隆

副所長・総務課長　　加藤豊次郎 埋蔵文化財技師　　藤本　信幸

期間 延べ日数 調査面積 担当者 検出遺構 出土遺物

H18.5/8 ～ 12/8 154日 7,954㎡（延べ11,700㎡） 森　　　隆
藤本　信幸

竪穴建物・掘立柱建物・
環状土坑群・土坑・埋設
土器・溝

縄文土器・土偶・打製石斧・磨
製石斧・石鏃・石皿・砥石・筋
砥石・磨石・敲石・凹石・石刀・
石棒・石錘・玉類・土師器・須
恵器
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４　普及活動

３　整理作業の経過と方法

　出土遺物は，現地において可能な限り洗浄・バインダー処理・注記・分類を行った。石製品につい

てはメモ写真を撮影し，整理台帳を作成した。調査概要については『埋蔵文化財年報　平成 18 年度』

として発刊している。

　報告書刊行に向けての本格的な室内整理作業は，平成 22 年４月に開始した。22 年度は土器の接合・

復元・実測，石製品の実測，遺構の挿図および図版作成，図面編纂，自然科学分析を行った。23 年

度は写真撮影，遺物挿図作成，図版作成，原稿執筆，24 年度は編集，印刷，校正を行った。遺物の

洗浄・バインダー処理は現場において現場整理作業員が行い，土器・陶磁器の注記・接合・復元・色

塗り，石製品の注記は，室内整理作業員が行った。遺物の実測は，土器を調査員及び室内整理作業員

が行い，石製品を業者に委託した。遺構実測図及び写真は，各台帳を作成して整理し，遺構カードと

ともにパーソナルコンピューターを使用してデータ入力を行った。データ入力は人材派遣会社に委託

し，職員および整理作業員が補足した。遺構・遺物のデータは観察表として掲載している。遺物の写

真撮影は，業者委託し，デジタルカメラで撮影し，写真図版には，デジタルデータを使用した。自然

科学分析は，業者に委託し，結果報告を掲載した。

４　普及活動

　発掘調査結果を広く一般に公開・普及するために，調査工程を検討しながら対象地区を選定して現

地説明会を実施した。早月上野遺跡では平成 18 年９月 24 日に調査区西側を会場に開催し，約 60 名

の参加があった。竪穴建物群に沿って巡回できるよう通路を設定し，竪穴建物内の様子や遺物の出土

状況を観察できるよう配慮した。また，仮設テントにおいて縄文土器や土偶，石棒等の出土遺物を展

示した。

　遺物整理作業中には，平成 23 年８月 28・29 日に，財団において氷見市上久津呂中屋遺跡の出土土

器検討会が開催され，あわせて早月上野遺跡の縄文時代中期竪穴建物出土遺物を中心に公開した。

第 3 表　整理体制

実施年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

整理業務担当

総　括
所長 岸本　雅敏

総　括
所長 岸本　雅敏

総　括
所長 岸本　雅敏

副所長 池野　正男 副所長 池野　正男 副所長 池野　正男

総　務
総務課長 竹中　慎一

総　務
総務課長 竹中　慎一

総　務
総務課長 松尾　　亙

チーフ 浅地　正代 主任 江本　裕一 主任 江本　裕一

整理総括
調査第二課長（兼任） 池野　正男

整理総括
調査課長 島田美佐子

整理総括
調査課長 島田美佐子

チーフ 越前　慎子 チーフ 越前　慎子

担　当 主任 金三津道子 担　当 主任 金三津道子 担　当 主任 金三津道子
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第Ⅱ章　位置と環境

１　地理的環境

　魚津市は，富山県の北東部に位置する。地形は南東側に立山連峰・剣岳から連なる毛勝山，僧ヶ岳

等の山岳地帯を配し，その前山である丘陵地帯，平野部の扇状地帯からなる。山岳地帯から流れ出る

布施川・片貝川・角川・早月川等の急流河川は，山地を削り扇状地を形成しながら，市域を貫流して

日本海へ注ぐ。扇状地上を流れる河川の両側には，河岸段丘が発達しており，魚津市内で現在確認さ

れている埋蔵文化財包蔵地の多くは，この河岸段丘が発達した洪積台地上に立地している。

　早月上野遺跡は，早月川と角川に挟まれた上中島台地の最奥部に位置し，標高は 65ｍ～ 80ｍを測る。

上中島台地は洪積世後期に扇状地として形成されたものが浸食され段丘化した地形で，幅約１㎞，長

さ約２㎞で南北に細長く，北側は緩やかに下降し平野に連なる。南側は弧状の浅い谷を挟み，一段

高い台地となる。東西両側は角川と早月川により形成された河岸段丘が発達しており，段丘崖は角川

側で約 30ｍ，早月川側で約 10ｍの比高差となる。遺跡はこの台地上のほぼ平坦面に立地し，東西の

段丘端まで長さ約１㎞，幅 500ｍの範囲に広がっている。

２　歴史的環境

　魚津市内の遺跡を，それぞれ時代毎に概観していく。

　旧石器時代の遺跡は少なく，片貝川左岸の野方台地縁辺に所在する石垣平Ａ遺跡，上中島台地上の

早月上野遺跡がある。早月上野遺跡では，ナイフ形石器・搔器等の石器群が出土している。

　縄文時代の遺跡は古くから知られた遺跡が多く，中期には台地上に大集落が出現する。早月川流域

の上中島台地では升方遺跡（中期），早月上野遺跡（中期～晩期）があり，角川を挟んだ野方台地には

火焔型土器が出土した大光寺遺跡（中期），宮津Ａ遺跡（中期），本江Ｂ遺跡（後期・晩期），印田遺

跡（中期～晩期）などがある。片貝川右岸の天神山台地には早期の押型文土器が出土した桜峠遺跡（早

期・中期）や，中期の天神山式の標式遺跡である天神山遺跡（中期）などが存在する。北陸地方では，

中期に遺跡数が増加するが，後期・晩期まで続く例は少ない傾向にある。魚津市内では，早月上野遺跡・

石垣遺跡・印田遺跡・本江遺跡など中期に出現し，後・晩期まで継続する遺跡が多くみられる。北陸

地方の後・晩期には沖積平野に遺跡が立地する例が多くみられるのに対し，魚津市域を含む富山県東

部では，中期と同様に台地上に立地する例が多い。また，中期に出現し，後・晩期まで継続する遺跡

は，台地上の広大な平坦地に位置することが地域的な特徴としてあげられる。

　弥生時代・古墳時代では遺跡数が減少し，角川流域の佐伯遺跡（弥生中期），竪穴建物 4 棟を検出

した湯上Ｂ遺跡（弥生時代後期～古墳時代初頭），片貝川左岸野方台地末端に位置する友道遺跡（古

墳時代後期～奈良時代），北陸自動車道建設に伴い竪穴建物が検出された印田遺跡（古墳時代中期）

などがある。

　古代の遺跡は平野部に多くみられるようになり，天王寺Ａ・Ｂ遺跡，仏田遺跡，友道遺跡，大光寺

Ｂ遺跡，佐伯遺跡などがある。友道遺跡では奈良・平安時代の須恵器・土師器の他に白鳳時代の瓦が

出土しており，寺院が存在する可能性が指摘されている。仏田遺跡は国道８号線入善黒部バイパス建
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２　歴史的環境
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設に伴う調査で，竪穴建物 10 棟，掘立柱建物 15 棟を含む集落跡が検出されている。

　中世には遺跡数が増加する。特に，山城・城館が丘陵上に出現する。松倉城跡は増山城跡（砺波市），

守山城跡（高岡市）とともに「越中の三大山城」としてその名を知られ，本丸部分は県の史跡に指定さ

れている。鎌倉時代の築城が推定され，天正年間に魚津城に拠点が移るまで，新川地区における政治・

経済・軍事の拠点として重要な位置を占めており，周辺には升方城，水尾城，水尾南城，坪野城，天

神山城などの多くの支城（山城）がある。

　近世の魚津は，天正 15 年に加賀藩領となって以後，富山藩誕生後も加賀藩の直轄支配を受け，藩

政の終わりまでその状態が続けられた。魚津城下には郡代所及び魚津町奉行所が置かれ，政治・経済・

文化の中心地として繁栄している。また，室町時代末から江戸時代にかけて加賀藩を支えた越中七金

山のうち，松倉金山，虎谷金山，河原波金山の３箇所が松倉城跡東南３～５㎞の山中にあり，豊富

な資金源となっていたことが知られている。

引用・参考文献
魚津市 1968『魚津市史』上巻

魚津市 1982『魚津市史』資料編

魚津市教育委員会・富山県教育委員会 1959『天神山遺跡調査報告書』

魚津市教育委員会 1971『魚津市石垣遺跡発掘調査報告書』

魚津市教育委員会 1973『魚津市埋蔵文化財遺跡分布調査報告書 1973』

魚津市教育委員会 1981『佐伯遺跡－県道拡張に伴う緊急調査報告』

魚津市教育委員会 1982『早月上野遺跡－北陸自動車道関係埋蔵文化財調査報告Ⅰ－』

魚津市教育委員会 1983『早月上野－第 5・6 次調査概要－』

魚津市教育委員会 1983 ～ 1985『富山県魚津市遺跡分布調査概要Ⅰ～Ⅲ』

魚津市教育委員会 1986『本江地内埋蔵文化財発掘調査報告－本江Ｂ遺跡・丸塚・灰塚－』

魚津市教育委員会 2002 ～ 2005『松倉城塁群発掘調査報告Ⅰ～Ⅳ』

魚津市教育委員会 2008『天神山遺跡発掘調査報告－一般県道小川寺木下新線災害防除事業に伴う埋蔵文化財発掘調査－』

財団法人日本地図センター 1973『土地分類図（富山県）』

財団法人富山県文化振興財団 2009『埋蔵文化財年報　平成 20 年度』

富山県教育委員会 1979『佐伯遺跡発掘調査概要』

富山県教育委員会 1982『北陸自動車道遺跡調査報告－魚津市編　湯上Ｂ遺跡・湯上Ｃ遺跡・宮津Ｃ遺跡－』

富山県埋蔵文化財センター 2006『富山県中世城館遺跡総合調査報告書』
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№ 遺跡番号 遺跡名 所在地 種類 時代 備考
1 204001 平伝寺遺跡 平伝寺 散布地 中世
2 204002 天王寺Ｂ遺跡 経田字天王寺 散布地 奈良・平安
3 204003 天王寺Ａ遺跡 経田字天王寺 散布地 奈良・平安
4 204004 天神野新Ｃ遺跡 東尾崎 散布地 縄文
5 204005 東尾崎遺跡 東尾崎 散布地 縄文（中～晩）
6 204006 天神野新Ｄ遺跡 天神野新 散布地 不明
7 204007 天神野新経塚 天神野新 経塚 中世～近世
8 204008 天神野新Ａ遺跡 天神野新 散布地 縄文（中）
9 204009 天神野新Ｅ遺跡 天神野新 散布地 不明

10 204010 天神野新Ｂ遺跡 天神野新 散布地 縄文
11 204011 天神野新Ｆ遺跡 天神野新 散布地 不明
12 204012 蛇田遺跡 蛇田 散布地 縄文・中世
13 204013 洗足学園遺跡 天神野新 散布地 縄文
14 204014 蛇田Ｂ遺跡 蛇田 散布地 近世
15 204015 天神山Ｂ遺跡 天神野新 散布地 縄文
16 204016 天神山遺跡 小川寺字天神山 集落 縄文（中）
17 204017 天神山城跡 小川寺字天神山 散布地・山城 弥生（後）・中世 昭和27年市指定史跡
18 204018 中山遺跡 小川寺字中山 散布地 縄文（晩）
19 204019 西の川原遺跡 小川寺字西の川原 散布地 縄文（中）
20 204020 吉兵衛平遺跡 小川寺字吉兵衛平 散布地 縄文（中）
21 204021 観音山遺跡 小川寺字観音山 散布地 縄文（中）
22 204022 長引野Ｂ遺跡 長引野 散布地 縄文（中）
23 204023 長引野Ａ遺跡 長引野 散布地 縄文（中）
24 204024 桜峠遺跡 布施瓜字上野 集落 縄文（早・中） 昭和40年県指定史跡
25 204025 黒沢遺跡 黒沢字早稲田 散布地 縄文（中～晩）
26 204026 魚津埋没林遺跡 釈迦堂 散布地 縄文（晩） 昭和30年国指定特別天然記念物
27 204027 末広町遺跡 末広町 散布地 中世
28 204028 上村木一里塚 吉島 塚 江戸
29 204029 本江Ａ遺跡 本江 散布地 縄文（後）
30 204030 本江Ｂ遺跡 本江 集落 縄文（中・後）・平安・室町
31 204031 本江Ｄ遺跡 本江 散布地 中世
32 204032 本江Ｃ遺跡 本江 散布地 中世
33 204033 本江丸塚 本江 塚 室町
34 204034 本江塚跡 本江 塚 室町
35 204035 本江灰塚 本江 塚 室町
36 204036 四ツ塚 印田 塚 中世
37 204037 印田遺跡 印田 集落 縄文（中～晩）・古墳（中） 印田近世墓を含む
38 204038 印田大塚 印田 塚 室町
39 204039 魚津町奉行所跡 双葉町 その他 江戸
40 204040 魚津城跡 本町 城館 中世 昭和27年市指定史跡
41 204041 住吉遺跡 住吉 散布地 縄文
42 204042 友道遺跡 友道 散布地 古墳（後）・奈良・平安
43 204043 大光寺遺跡 大光寺 集落 縄文（中）・室町
44 204044 大光寺Ｂ遺跡 大光寺 散布地 奈良・平安・室町
45 204045 友道神明社遺跡 友道 散布地 中世
46 204046 宮津Ｂ遺跡 宮津 散布地 縄文
47 204047 宮津Ｃ遺跡 宮津 散布地 縄文
48 204048 宮津Ａ遺跡 宮津 散布地 縄文（中）・室町
49 204049 湯上Ｂ遺跡 湯上 集落 弥生（後）・古墳（前）
50 204050 湯上Ｃ遺跡 湯上 散布地 弥生（後）
51 204051 湯上Ａ遺跡 湯上 散布地 縄文
52 204052 室田砦 室田 山城 中世
53 204053 大谷遺跡 大谷 散布地 弥生？
54 204054 石垣遺跡 石垣字大坊 集落・墓 縄文（中～晩）・室町
55 204055 石垣平Ａ遺跡 石垣平 散布地 旧石器・縄文・中世
56 204056 石垣平Ｂ遺跡 石垣平 散布地 縄文
57 204057 大谷砦 大谷 山城 中世
58 204058 大谷尾根砦 大谷 山城 中世
59 204059 佐伯遺跡 佐伯 集落 縄文（前・中）・弥生・奈良・平安
60 204060 山下遺跡 佐伯 散布地 縄文（前・中）
61 204061 山下Ⅱ遺跡 佐伯 散布地 中世
62 204062 吉野中世墓 吉野 墓 鎌倉
63 204063 吉野遺跡 吉野 散布地 縄文（中） 早月上野遺跡に含まれる
64 204064 早月上野遺跡 上野 集落 旧石器・縄文・奈良・平安・中世・近世
65 204065 稗畑砦 稗畑 山城 中世
66 204066 後藤城跡 金山谷 山城 中世
67 204067 金山谷横穴状遺構 金山谷 横穴 中世？
68 204068 北山城跡 北山 山城 中世
69 204069 北山Ⅰ遺跡 北山 散布地 縄文
70 204070 荒惣山砦 坪野 山城 中世
71 204071 坪野城跡 坪野字城山 山城 中世
72 204072 大菅沼遺跡 大菅沼 散布地 縄文（中）
73 204073 小菅沼Ｃ城跡 小菅沼 山城 中世
74 204074 小菅沼武家屋敷跡 小菅沼 城館 中世～江戸 （武隈屋敷跡）
75 204075 小菅沼Ａ城跡 小菅沼 山城 中世
76 204076 小菅沼Ｂ城跡 小菅沼 山城 中世
77 204077 松倉城跡 鹿熊字城山 山城 中世 昭和40年県指定史跡
78 204078 焼山砦 鹿熊 山城 中世
79 204079 鹿熊オヤシキ遺跡 鹿熊 城館 中世
80 204080 淋光寺遺跡 鹿熊 寺院 中世
81 204081 鹿熊ホーエン遺跡 鹿熊 城館 中世
82 204082 やせもり砦 坪野 山城 中世
83 204083 西ノ番砦 坪野 山城 中世
84 204084 長蔵砦 宇都呂 山城 中世
85 204085 中ノ堂砦 宇都呂 山城 中世
86 204086 赤坂砦 大熊 山城 中世
87 204087 升方城跡 升方字城山 山城 中世 昭和27年市指定史跡
88 204088 南升方城跡 升方 山城 中世
89 204089 石の門砦 升方 山城 中世 （石の門・石の門南城郭・土の門）
90 204090 升方遺跡 升方 散布地 縄文（前・中）
91 204091 水尾城跡 升方 山城 中世
92 204092 鹿熊城殿遺跡 鹿熊 城館 中世 （春日社城郭遺構）
93 204093 水尾南城北遺跡 大熊 包含地 縄文
94 204094 水尾南城跡 大熊 山城 中世
95 204095 白倉小学校南遺跡 鉢 散布地 縄文
96 204096 鉢遺跡 鉢字鉢造 散布地 縄文（中・後）
97 204097 虎谷金山跡 虎谷字三郎谷 その他 室町・江戸
98 204098 大野焼窯跡 窯 江戸
99 204099 川原波金山跡 川原波 その他 室町・江戸

100 204100 松倉金山跡 松倉字七枚 その他 室町・江戸
101 204101 坪野遺跡 坪野 散布地 縄文（中）
102 204102 小菅沼神社 小菅沼 城館 中世
103 204103 平沢遺跡 平沢 散布地 縄文
104 204104 慶野遺跡 慶野 散布地 縄文・中世
105 204105 東山大平遺跡 東山字大平 散布地 縄文（中）・平安
106 204106 東城空割遺跡 東城 散布地 縄文（中）・奈良 旧，常泉寺田遺跡
107 204107 出遺跡 出 集落 弥生・古代・中世・近世
108 204108 吉野遺跡 吉野 集落 縄文（中・晩）・中世・近世
109 204109 石垣平遺跡 石垣平 散布地 縄文・近世
110 204110 経田西町遺跡 経田西町 散布地 古墳（前）
111 204111 ＨＳ－０９遺跡 蛇田 散布地 近世
112 204112 石垣新遺跡 石垣新 散布地 縄文（前・中・晩）・中世・近世
113 204113 鹿熊三枚田遺跡 鹿熊 中世城館 室町・戦国
114 204114 鹿熊矢竹遺跡 鹿熊 中世城館 室町・戦国
115 204115 平伝寺東遺跡 平伝寺 散布地 中世
116 204116 浜経田遺跡 浜経田・岡経田・天王 散布地 古墳・古代・近世
117 204117 仏田遺跡 仏田 集落 古墳・古代・中世・近世
118 204118 江口遺跡 仏田・江口 散布地 古代・中世

第 4 表　周辺遺跡一覧
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第Ⅲ章　縄文時代

１　概　要

　早月上野遺跡は，早月川と角川に挟まれた上中島台地上の平坦面に位置する。調査地区は遺跡の南

東側に位置し，約 400ｍに渡る。縄文時代の遺跡として，明治時代から知られた早月上野遺跡の遺構

集中範囲のほぼ中心部分を横断する。

２　層　序

　基本層序はⅠａ層：（表土，耕作土），Ⅰｂ層：褐灰色砂質土・粘質土（旧耕作土・床土），Ⅰｃ層：

褐灰色砂質シルト，黒褐色粘質土（圃場整備時のまぜ返し土），Ⅱ a 層：黒褐色粘質土（遺物包含層），

Ⅱｂ層：にぶい黄褐色粘質土（遺構面），Ⅲ層：明黄褐色粘質土（地山）となる。

　Ⅰ a 層下には，圃場整備施工時の保護層である浅黄色砂礫が 20 ～ 40㎝の厚さで盛土されているが，

圃場整備以前の旧水田面において既にかなりの地形改変と削平を受けており，遺物包含層であるⅡ層

が残存する部分は少なく，保護層及びⅠｂ層直下にⅢ層が露出する場合が過半を占め，調査地区東端

部分では，Ⅰ a 層直下にⅢ層が露出する。包蔵地確認調査時の壁面観察から，本来の縄文時代遺構面

はⅡ層の黒褐色粘質土上面にあることが予測されていた。このため，西側 3,746㎡はⅡ層上面で遺構

検出を行ったが，遺構の重複が激しいことから，Ⅲ層上面まで下げないと遺構の平面形を把握できな

い遺構が多かった。検出した遺構の多くは削平を受けており，特に西側で検出された竪穴建物の多く

は，Ⅲ層上面で建物の掘込みを検出できず，貼床や石組炉が露出するような状態であった。　

３　遺　構

　縄文時代の遺構は，竪穴建物 41 棟，掘立柱建物 17 棟，環状土坑群５基，貯蔵穴 49 基，埋設土器 32 基，

配石墓６基，石組遺構４基などの他，おびただしい数の土坑を検出した。時期は大きく縄文時代中期

中葉～後葉，晩期の２時期が見られた。

　概ね遺構は同心円状に規則的に配置されており，縄文中期中葉～後葉では最も外側から貯蔵穴，竪

穴建物，掘立柱建物，環状土坑群が作られている。晩期は環状土坑群，埋設土器，掘立柱建物が作ら

れている。２時期とも同心円状に配置された遺構の中心地に遺構の検出が周りに比して少ない遺構希

薄地帯が認められた。この遺構希薄地帯は集落の中心地として祭祀がおこなわれる場や墓域として機

能する広場であったと考えられる。このことから当遺跡は広場を中心とし，その周囲に掘立柱建物及

び土坑群が配置され，外周に竪穴建物群，さらに外側に貯蔵穴群を配置した形態を取る環状集落であっ

たことが判明した。以下，各遺構について記述する。

（1）竪穴建物
　竪穴建物は 41 棟検出された。調査区西側の Y20 ～ Y35 間と調査区東側の Y90 ～ Y125 間の２地帯

に集中しており，西側は 16 棟，東側は 25 棟が検出された。全国の遺跡の多くがそうであるのと同様

に当遺跡も後世の開発が遺構の構築面を壊しており，竪穴建物の床面際や石組炉の炉石上端際まで削

２　歴史的環境
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平され，遺構の残存は非常に悪いものとなっている。いきおい，調査時において竪穴建物の検出は石

組炉の検出が先行し，建物の平面形の検出はその後ということが多々あった。残存具合の悪さから石

組炉のみで掘方が検出されないものもみられたが竪穴建物が集中する地帯であることから，石組炉遺

構として分離せず，竪穴建物に含めている。また，同様の理由で炉や壁溝などの検出がなく竪穴状の

掘込みのみの場合も竪穴建物に含めている。

　ＳＩ１・２・３・４・９・10・11・12・13 は埋土中の炭化材を用いて放射性炭素年代（AMS 法）

を測定している。竪穴建物や建物内で検出した遺構の規模は長軸（ｍ）×短軸（ｍ）×深さ（ｍ）を記

載している。石組炉の規模は長軸（ｍ）×短軸（ｍ）を記載し，建物が調査区外にかかる場合や他遺構

に切られている場合は残存部を計測し，括弧内に記載している。

　　

　１号竪穴建物（ＳＩ１，第 11・51・136・138 図，図版 22・23・28・32・49・112・113）

　X44Y24 に位置する。円形を呈し，7.04ｍ× 6.7ｍ× 0.15ｍ を測る。ＳＩ４に切られる。炉周辺で

地山である明黄褐色粘質土を用いた硬化した貼床が検出された。主柱穴はＳＰ 3019・3020・3021・

3024 が考えられる。壁面に沿ってＳＰ 229 ～ 232・3022・3023 が検出されている。中央からやや北

よりで石組炉が検出された。単式炉で規模は 0.85ｍ× 0.68ｍ，長さ 20㎝～ 35㎝の石を五角形状に組む。

炉底は土器敷であったが，土器の下から焼土が入った深さ 0.1ｍの掘込みが検出されたことから素掘

りの焼成部から土器敷へと変えたと思われる。放射性炭素年代測定では後期中葉～後葉となり土器に

よる年代観とは異なる結果となっている。これは堆積する包含層が薄いため後世の撹乱による混入が

あったものと思われる。出土遺物は縄文土器（１～ 12），磨製石斧（1335），敲石（1349・1350）がある。

　２号竪穴建物（ＳＩ２，第 12・51・145・146・155 図，図版 16・22・23・28・32・49・116・124）

　X38Y24 に位置する。南半部は調査区外へとのびるため形状は不明である。（6.8ｍ）× 3.68ｍ× 0.1
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ｍを測る。上部が削平され非常に浅く，古代以降に撹乱を受けたようで埋土からも土師器が少量出

土している。主柱穴は不明確だがＳＰ400・401・402 が検出されている。石組炉は調査区南東壁際で

検出された。上部の削平のため炉石が露出する状態であった。単式炉で規模は 0.64ｍ× 0.58ｍ，長さ

20㎝～ 30㎝の石を方形に組んでいる。炉底は土器敷であったが，土器の下から焼土が入った深さ 0.1

ｍの掘込みが検出されたことから素掘りの焼成部から土器敷へと変えたと思われる。放射性炭素年

代測定では８世紀後葉～９世紀となる結果となっている。今回の調査では古代の遺構も検出されてい

ることから後世の撹乱による混入があったものと思われる。事実，ＳＩ２の埋土からも若干の古代土

師器片が出土していることからも混入は明らかである。出土遺物は，炉出土の縄文土器（13）の他，

砥石（1438・1446），垂玉（1559）がある。

　３号竪穴建物（ＳＩ３，第 12・51・114 図，図版 22・49・99・105）

　X41Y27 に位置する。南半部は調査区外にのびるため形状は不明である。（5.52ｍ）× 4 ｍ× 0.2ｍ

を測る。調査区の南壁際に石溜まりがみられた。貼床・石組炉が検出されていないことなど竪穴建物

でない要素を多分に持つが，竪穴建物を想起させる掘込みを検出しているため竪穴建物としている。

出土遺物は縄文土器（14 ～ 17），石鏃（1036・1039・1050）がある。放射性炭素年代測定では中期中

葉～後葉となる結果がでており，出土土器の年代観と一致する。

　４号竪穴建物（ＳＩ４，第 11・51・108・130 図，図版 14・22・23・28・32・50・109）

　X45Y26 に位置する。円形を呈し，6.24ｍ× 5.5ｍ× 0.15ｍを測る。ＳＩ１を切り，ＳＩ 14 に切られる。

主柱穴はＳＰ3026・3029・3030・3034 が考えられる。壁面に沿ってＳＰ296・297・299・3036・3037

が検出されている。石組炉は竪穴建物のほぼ中央で検出された。複式炉で規模は 0.84ｍ× 0.64ｍを測

る。主炉は約 40㎝の長大な石を方形に組み，副炉は長さ約 10㎝の石をコの字に組んだもので長軸の

中心ラインから東半部側に設置されている。主炉内部には焼土が薄く堆積していた。放射性炭素年代

測定では後期中葉の結果となっている。これは重複するＳＩ１の測定結果とほぼ同様であることから，

堆積する包含層が薄いことによる後世の撹乱に伴う混入があったものと思われる。出土遺物は，縄文

土器（18 ～ 27），土偶（1004），磨製石斧（1232）がある。

　５号竪穴建物（ＳＩ５，第 13・51 図，図版 22・28・53）

　X38Y18 に位置する。ＳＩ６と重複する。削平を受け，包含層直下に石組炉が露呈した状態で検出

された。炉の上面に古代の溝が作られたため炉石が原位置からやや動いていた。壁溝は検出できず規

模や平面プランは不明である。主柱穴はＳＰ3005・3006・3007・3008 の４本主柱と思われる。石組

炉は単式炉で規模は 0.8ｍ× 0.6ｍ，長さ 20㎝～ 25㎝の石を五角形もしくは方形に組んでいたと思わ

れる。炉底は土器敷であったが土器（28）の下には焼土が薄く堆積していた。

　６号竪穴建物（ＳＩ６，第 13・51 図，図版 22）

　X40Y20 に位置する。円形をなし，9.04ｍ× 8.8ｍ× 0.1ｍを測る。ＳＩ５，ＳＩ７と重複する。後

世の削平のため残存状態が非常に悪く，北西側は壁が直立せずになだらかに立ち上がるのみであった。

炉や壁溝は検出されず竪穴建物でない要素を多分に持つが竪穴建物を想起させる掘込みを検出したた

め竪穴建物としている。柱穴状の遺構は複数検出したが主柱穴を明確にできなかった。出土遺物は，

縄文土器（29・30）があるが，いずれも小片である。

　７号竪穴建物（ＳＩ７，第 13・51 図，図版 22・28）

　X41Y18 に位置する。削平を受け包含層直下に石組炉が露呈した状態で検出した。ＳＩ 6 と重複す

る。壁溝は検出されず規模や平面プランは不明である。主柱穴はＳＰ 261・3011・3012・3014 の４本
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主柱と思われる。石組炉は単式炉で欠損した炉石があるが，原位置が圧痕として明瞭に残る。規模は

0.8ｍ× 0.55ｍ，長さ 20㎝～ 40㎝の石を長方形に組んでいたと思われる。炉底は土器敷であった。出

土遺物は，縄文土器（31）がある。

　８号竪穴建物（ＳＩ８，第 12 図，図版 22・28）

　X43Y16 に位置する。削平を受け包含層直下に石組炉が露呈した状態で検出した。周囲には規則性

を持った並びを持つ柱穴や壁溝と思われるものは全く検出されず規模や平面プランは不明である。石

組炉は単式炉で規模は後世の撹乱により原位置から若干動いている炉石があるものの，0.65ｍ× 0.5

ｍで，長さ 20㎝～ 30㎝の石を方形に組んでいたと思われる。炉底は土器敷であった。出土遺物は縄

文土器があるが，接合せず図化していない。

　９号竪穴建物（ＳＩ９，第 14・52・106・114・115・121・122・127・130・144・145・149・155 図，

図版 16・22・28・50・99・100・103・106・109・115・117・124）

　X50Y29 に位置する。円形を呈し，9.04ｍ×（4.8ｍ）× 0.1ｍを測る。ＳＩ 13 に切られ，ＳＩ 16

を切る。北西隅に明褐色粘質土を用いた硬化した貼床が検出された。主柱穴は判然としないがＳＰ

3147・3148・3152・3153・3154・3157・3158 が可能性として考えられる。竪穴建物のほぼ中央で石

組炉が検出された。規模は長軸×短軸とも 0.55ｍで，長さ 10㎝～ 40㎝の石をコの字に組み，一方を

開口させる。欠損かと思われたが据えた痕跡は検出できていない。炉北側で炉底からやや浮いた状態

で土器底部（37）が出土している。放射性炭素年代測定では中期末・後期初頭の結果となっている。

出土遺物は，縄文土器（32 ～ 67），有孔球状土製品（975），石鏃（1026 ～ 1028・1032 ～ 1035），ピ

エス・エスキーユ（1056），打製石斧（1058・1130・1138・1143），貝殻状削器（1194），磨製石斧（1240），

石錘（1404），砥石（1437），黒曜石剥片（1483），垂玉（1561）がある。

　10 号竪穴建物（ＳＩ 10，第 15・52・108・114・127・136・144・150 図，図版 14・16・22・23・51・

99・106・112）

　X44Y30 に位置する。北西側は古代の溝，南東半部は撹乱により切られ，平面形は不明確だが円形

と思われる。7.92ｍ×（4.3ｍ）× 0.1ｍを測る。ＳＩ 11 と重複する。柱穴状の掘込みは検出されたも

のの主柱穴は明確にできなかった。炉・壁溝・貼床は検出されなかったが竪穴建物を想起させる掘込

みを検出しているため竪穴建物としている。床面から大型の石棒（1488）が出土している。放射性炭

素年代測定では早期末・前期初頭となり土器による年代観とは異なる結果となっている。今回の調査

では早期～前期の遺物や遺構は検出しておらず，混入によるものであることは明らかだが，調査区外

に早期～前期に該当する遺跡の存在を示唆している。出土遺物は，縄文土器（68 ～ 71），土偶（1003），

石鏃（1029），貝殻状削器（1201），磨製石斧（1332），石錘（1405），石棒（1488）がある。

　11 号竪穴建物（ＳＩ 11，第 52・121 図，図版 22・51・103）

　X45Y31 に位置する。北西側は古代の溝，南東半部は撹乱により切られ，平面形は不明確だが円形

と思われる。（５ｍ ）×（4.5ｍ）× 0.1ｍを測る。ＳＩ 10・12 と重複する。柱穴状の掘込みは検出さ

れたものの主柱穴は明確にできなかった。炉・壁溝・貼床は検出されなかったが竪穴建物を想起させ

る掘込みを検出しているため竪穴建物としている。放射性炭素年代測定では中期中葉の結果となって

いる。出土遺物は，縄文土器（72 ～ 76），打製石斧（1134）がある。

　12 号竪穴建物（ＳＩ 12，第 52・114・115・144・149 図，図版 22・51・99・100・115）

　X46Y34 に位置する。東側はＳＩ 11 を切る。北西側は古代の溝，南東半部は撹乱により切られ，

平面形は不明確だが円形と思われる。（５ｍ）×（4.7ｍ）× 0.1ｍを測る。柱穴状の掘込みは検出され
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たが主柱穴は明確にできなかった。炉・壁溝・貼床は検出されなかったが竪穴建物を想起させる掘込

みを検出しているため竪穴建物とした。放射性炭素年代測定では晩期後葉～弥生時代の結果となった。

ＳＩ 12 は環状土坑群３と重複しており，晩期以降の撹乱による混入があったものと思われる。出土

遺物は，縄文土器（77 ～ 83），石鏃（1037・1047），打製石斧（1061・1062），石錘（1406），石核（1481）

がある。

　13 号竪穴建物（ＳＩ 13，第 16・53・107・108・114・115・125・127・129・130・135・138・140・

144・147・148・153・154 図， 図 版 14・22・28・32・51・99・100・105・106・108・109・112 ～

115・119・120・123）

　X51Y31 に位置する。西側はＳＩ９と重複し，北東側は圃場整備により切られ平面形は不明確だが

円形と思われる。（6.4ｍ）×（５ｍ）× 0.1ｍを測る。柱穴状の掘込みは多数検出したがいずれも浅く

主柱穴は明確に判断できなかった。石組炉は複式炉で規模は 0.72ｍ× 0.6ｍを測る。主炉は 35㎝～ 40

㎝の長大な石を方形に組み，副炉は15㎝～20㎝の石をコの字に組んでいる。炉底は土器敷であったが，

土器の下から焼土が入った深さ 0.05ｍの浅い掘込みが検出されたことから素掘りの焼成部から土器

敷へと変えたと思われる。放射性炭素年代測定では晩期中葉の結果となっている。ＳＩ 13 は環状土

坑群５と重複しており，晩期以降の撹乱によって混入があったものと思われる。出土遺物は，縄文土

器（86 ～ 96），土製耳飾（994），土偶（1000），石鏃（1038），石錐（1053），打製石斧（1059・1060・

1180），貝殻状削器（1195），擦切石器（1217），磨製石斧（1238・1319），敲石（1351），凹石（1372・

1373），石錘（1407），筋砥石（1456），剥片（1474 ～ 1476），石核（1472），石刀（1516），石冠（1545）

がある。

　14 号竪穴建物（ＳＩ 14，第 17・53・107・114・130・135・136・144・155 図，図版２・16・22・

23・28・32・52・99・109・112・115・124）

　X46Y29 に位置する。ＳＩ４・９・10・11 と重複し，平面形は不明確だが円形と思われる。（7.36ｍ）

×（５ｍ）× 0.4ｍを測る。後世の削平により石組炉の上端部が少し露出していたため検出し得た。柱

穴が重複し，主柱穴は判然としないもののＳＰ3038 ～ 3040・3042 ～ 3047・3267 が該当すると思われる。

石組炉が重複し，２時期の使用が伺えた。下層の炉を埋めた後やや北側にずれた上部に炉を再構築し

ている。上層で検出した石組炉は単式炉で後世の削平時に炉石が動き原位置をとどめないものや欠損

してしまったものもあるが 0.95ｍ× 0.7ｍの規模と思われる。長さ 45㎝幅 40㎝の三角形状の石と 50

㎝の長大な石を向かい合わせ，側辺は長さ 25㎝～ 40㎝の石を用いて方形に組んでいる。炉底は土器

敷であった。下層で検出した石組炉は複式炉で 0.9ｍ× 0.65ｍを測る。主炉は 35㎝と 50㎝の長大な

石を用いて方形に組み，炉底は石敷で，拳大の石を敷きつめていた。炉石の最上端から炉底まで約 0.2

ｍの深さを測り，他の石組炉に比して深い。副炉は長さ 20㎝の細長い石を L 字状に組んでいた。コ

の字となるための該当部分を精査したが石を据えた痕跡は検出できなかった。いずれの炉からも焼土

は検出していない。出土遺物は，縄文土器（97 ～ 107），土製耳飾（995），石鏃（1041），磨製石斧（1243・

1246・1321・1330・1331），石錘（1408・1409），勾玉（1562）がある。

　15 号竪穴建物（ＳＩ 15，第 12・52・121・138・145 図，図版 22・29・103・113・117）

　X49Y23 に位置する。削平を受け包含層直下に石組炉が露呈した状態で検出した。炉の周囲に柱穴

や壁溝は検出できず規模や平面プランは不明である。炉石が一部抜けてなくなっていたが抜けた痕跡

が明瞭に残っていた。石組炉は単式炉で原位置から大きく動いている炉石があり規模は不明瞭だが，

約 0.6ｍ× 0.5ｍで，長さ 30㎝～ 40㎝の石を方形に組んでいたと思われる。炉底から土器片が数点出
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土している。出土遺物は，縄文土器（84・85），打製石斧（1135），敲石（1352・1353），砥石（1436）

がある。

　16 号竪穴建物（ＳＩ 16，第 14・53 図，図版２・23・29・32・52・53）

　X50Y26 に位置する。楕円形を呈す。5.34ｍ×（4.3ｍ）× 0.25ｍを測る。上層で検出したＳＸ284 を

掘り下げた際に検出した。ＳＩ９に切られる。主柱穴はＳＰ3262・3263・3264・3265・3268 で５本

主柱と思われる。ＳＰ3268 には柱が残存していた。柱は黒く炭化し，埋土に焼土が多量に堆積して

いたことから建物が焼失した様相が伺えた。石組炉はほぼ中央から検出し，炉の北西寄りで硬化した

貼床が検出された。石組炉の規模は長軸，短軸とも 0.9ｍで，長さ 35㎝～ 50㎝の石を用いて六角形

に組んでおり，ＳＩ 18 の石組炉２と類似した石の組み方をしている。炉底は土器敷であったが，土

器の下から焼土が入った深さ 0.1ｍの掘込みが検出されたことから素掘りの焼成部から土器敷へと変

えたと思われる。出土遺物は，縄文土器（108 ～ 116）がある。

　17 号竪穴建物（ＳＩ 17，第 18・54・131・138 図，図版 24・25・29・32・53・54・110・113）

　X102Y106 に位置する。円形を呈す。3.76ｍ× 3.16ｍ× 0.25ｍを測る。やや南よりに床面積より一

回り小さな範囲で貼床を確認した。主柱穴はＳＰ4200・4201・4203・4205 が考えられ４本主柱と思

われる。ほぼ中心付近で石組炉を検出した。浅い土坑内に作られ，掘方で 0.68ｍ× 0.6ｍを測る。土

坑内の北東半の部分に 15㎝～ 20㎝の細長い石でコの字状に組み一方は開放している。炉底は土器敷

であった。石組の南半部が当初からなかったのか破壊行為などで欠損したのかは不明だが，土器敷は

南西半部にも広がる。出土遺物は，縄文土器（117 ～ 123），磨製石斧（1251），敲石（1354）がある。

　18 号竪穴建物（ＳＩ 18，第 20・21・55 ～ 61・84・115・127・130・137・140・144 ～ 146・148 図，

図版３･ ７･ ９～ 12・24・25・29・33・53 ～ 59・99・100・106・109・114 ～ 118）

　X106Y100 に位置する。楕円形を呈す。（9 ｍ）× 7.16ｍ× 0.35ｍを測る。ＳＩ 21 に切られる。竪

穴建物の平面形から一回り小さい範囲でほぼ全面に貼床が確認された。規模の大きな柱穴状の掘込み

を数基検出したものの主柱穴は明確にできなかった。平面プランに北西部と南東部分を分割するよう

なくびれがみられ，石組炉が北西寄りと南東寄りに分かれることから１つではなく２つの竪穴建物が

重複したものの可能性があるが，断面観察では分離し得なかった。石組炉は北西側から石組炉１，南

東側から石組炉２・３が検出された。石組炉１は 0.6ｍ× 0.53ｍの楕円形の土坑から検出したもので，

15㎝大の平たい方形の石を中央に置き，周囲を長さ 15㎝～ 25㎝の石で円形に囲う。石には被熱痕が

みられた。石組炉２は 0.64ｍ× 0.58ｍを測る。長さ 20㎝～ 30㎝の石を六角形に組んでいる。炉底の

表面に被熱痕がみられた。石組炉３は 0.58ｍ× 0.54ｍを測る。10㎝～ 20㎝の細長い石や平たい石を

用いてコの字状に組み，一方は開放している。向き合う２辺の長さに差がありバランスの悪い造作で

あるが炉石が抜けた痕跡は検出していない。石組炉１の周囲からは床面に置いていたと思われる土器

が土圧によって押しつぶされた状態で多数出土している。

　建物の中央付近からやや東寄りでＳＫ4127 が検出された。2.95ｍ× 1.65ｍ× 0.6ｍを測る。完形の

土器や 40㎝を超える長大な石が出土している。しかし，出土したのは上部からで土坑が埋没する過

程で浅い凹み状になった段階で土器や石が堆積した様相を呈している。断面図ではＳＫ4127 とＳＩ

18 の埋土を分離させているが，調査時の所見では埋土に明確な差が認められたわけではなく，ＳＩ

18 の埋没と時期差なくほぼ同時期に埋没したと捉えられた。出土土器の年代観もＳＩ 18 出土土器と

差は認められないことからＳＫ4127 はＳＩ 18 に伴う貯蔵穴など竪穴建物に付随する施設か，別の遺

構としてもＳＩ 18 の廃絶後すぐに掘削されたと思われる。出土遺物は，縄文土器（130 ～ 186），打
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製石斧（1063 ～ 1067），貝殻状削器（1202・1203），磨製石斧（1233・1241・1244・1245），擦石（1340），

凹石（1374・1375），石錘（1410），石皿（1432），砥石（1442・1444），石核（1468）がある。ＳＫ4127

出土遺物は，縄文土器（577 ～ 583），砥石（1455）がある。

　19 号竪穴建物（ＳＩ 19，第 19・62 ～ 65・84・116・130 図，図版 10・24・25・59 ～ 64・100・109）

　X107Y107 に位置する。楕円形を呈す。（8.32ｍ）× 6.88ｍ× 0.3ｍを測る。壁溝を北東際で一部検

出した。竪穴建物の平面形から一回り小さな範囲で貼床が確認された。主柱穴はＳＰ4012・4015・

4016・4082・4083・4084・4085 が考えられ７本主柱と思われる。また東側と西側の壁際に沿って壁

柱穴と思われる直径 10㎝～ 30㎝の柱穴が並ぶ。石組炉は検出できなかったものの炉石に使用し得る

石が床面から複数個出土したことから建物の廃棄に伴い炉を壊したのかもしれない。建物中央付近か

らやや南寄りでＳＫ4081 が検出された。2.12ｍ× 1.6ｍ× 0.58ｍを測る。貼床上面から検出されたが，

柱穴もしくは貯蔵穴など竪穴建物に付随する施設として掘削されたものかどうかは判然としない。別

の遺構としてもＳＩ19 の廃絶後すぐに掘削されたと思われる。出土遺物は，縄文土器（187 ～ 240），

打製石斧（1070 ～ 1072），磨製石斧（1239）がある。ＳＫ4081 出土遺物は，縄文土器（565 ～ 576）で

ある。

　20 号竪穴建物（ＳＩ 20，第 18・66・67・84・140・146 図，図版 24・25・63 ～ 66・114・116）

　X104Y108 に位置する。楕円形を呈す。5.28ｍ× 3.48ｍ× 0.15ｍを測る。主柱穴はＳＰ4104・4206・

4207・4208・4211 が考えられ５本主柱と思われる。壁柱穴と思われる柱穴状の掘込みが壁際に沿っ

て並ぶ。中央より東寄りに土器口縁部のみが床面に置かれた状態で出土している。住居の埋土を掘り

下げて検出したことから，後世の削平によって上部が壊されたものとは考えられず意図的におこなっ

たものか。また，建物中央付近からやや北東寄りに平たい石が内部に入った土器底部が出土しており，

埋甕炉であった可能性がある。建物南西隅からＳＫ4103，中央付近からＳＫ4105 が検出された。Ｓ

Ｋ 4103 は 1.16ｍ× 0.78ｍ× 0.39ｍ，ＳＫ4105 は 0.6ｍ× 0.42ｍ× 0.5ｍを測る。貼床上面で検出され

たが，竪穴建物に付随する施設として掘削されたものかどうかは判然としない。出土遺物は，縄文土

器（241 ～ 262），凹石（1376），砥石（1447）がある。ＳＫ4103 出土遺物は，縄文土器（589）である。

　21 号竪穴建物（ＳＩ21，第 20・22・68 ～ 71・107・126・131・149・155 図，図版 11・13・24・

26・30・33・65・67 ～ 69・99・105・110・124）

　X104Y98 に位置する。ＳＩ18 を切る。ＳＩ22 に切られ，平面形は不明確だが楕円形と思われる。

（６ｍ）× 5.2ｍ× 0.25ｍを測る。柱穴状の掘込みは数基検出したものの，主柱穴を明確にできなかっ

た。石組炉は竪穴建物の中央付近で検出した。全ての炉石が原位置からずれていたうえ，炉の上部に

人頭大の大きな石が乗る状態であったことなど，廃棄時に炉の破壊行為がおこなわれた状況が観察さ

れた。原位置から動いている炉石が多いが，単式炉で規模は 0.6ｍ× 0.5ｍ，長さ約 30㎝の石を方形

に組んだものと思われる。南西端のＳＫ4126 は貼床上面で検出され，土坑底部出土の縄文土器（286）

は，竪穴建物内出土の破片と接合しており，貯蔵穴など竪穴建物に伴う施設と考えられる。出土遺物は，

縄文土器（263 ～ 296），土製耳飾（996），削器（1184），磨製石斧（1247・1248），石核（1482），混入

の可能性が高いが岩版（1555）がある。

　22 号竪穴建物（ＳＩ22，第 20・22・72・73・121・125・130・138・145 図，図版 12・24・26・30・

33・65・69・70・103・105・109・113・116・117）

　X102Y99 に位置する。ＳＩ21・23 を切る。円形と思われる。（4.4ｍ）× 4.05ｍ× 0.2ｍを測る。柱

穴状の掘込みは多数検出したものの規則性が乏しく主柱穴を明確にできなかった。埋土からは多くの
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土器片や人頭大を超える大きさの石やその石に混じって石皿も数点出土しており，建物の廃絶後に遺

物や石の廃棄場として使用されたと思われる。石組炉は中央からやや北寄りで検出された。単式炉で

規模は 0.65ｍ× 0.42ｍ，10㎝～ 20㎝の長さの石を楕円形に組む。造作はＳＩ23 の石組炉と酷似する。

炉底は土器敷で中央付近に深鉢の底部が置かれ，土器敷の下には薄く焼土が堆積していた。出土遺物

は，縄文土器（304 ～ 327），打製石斧（1136），剥片（1183），磨製石斧（1235 ～ 1237・1242），敲石（1355)，

石皿（1433），砥石（1439・1440）がある。

　23 号竪穴建物（ＳＩ23，第 20・22・71・141 図，図版 13・24・26・30・33・66・67・70・114）

　X101Y100 に位置する。ＳＩ22 に切られる。南東隅が角張る平面ラインが検出されており，方形を

呈していたものと思われる。（3.7ｍ ）×（3.3ｍ ）× 0.1ｍを測る。柱穴状の掘込みは多数検出したもの

の規則性が乏しく主柱穴を明確にはできなかった。石組炉は竪穴建物の中央付近で検出された。規模

は 0.72ｍ× 0.42ｍで，10㎝～ 25㎝の長さの石を楕円形に組んでいる。造作はＳＩ22 の石組炉と酷似

する。出土遺物は，縄文土器（297 ～ 303），凹石（1377）がある。

　24 号竪穴建物（ＳＩ24，第 23・74 図，図版 24・30・71）

　X103Y95 に位置する。遺構の重複が多く竪穴建物の平面形を検出できなかったが，石組炉が検出

されたため竪穴建物の存在を知り得た。周囲に土坑など遺構が多数みられたが竪穴建物に伴うものか

どうか明確に区別できなかった。石組炉は単式炉で規模は 0.98ｍ× 0.6ｍ，30㎝～ 40㎝の長大な石を

長方形に組む。炉底には焼土が堆積する。出土遺物は，縄文土器（328 ～ 337）がある。

　25 号竪穴建物（ＳＩ25，第 23・54・115・121・124・130 図，図版 24・26・30・71・100・103・104・109）

　X97Y101 に位置する。楕円形を呈す。5.84ｍ× 3.6ｍ× 0.3ｍ を測る。竪穴建物の内部からＳＰ

4231・4232 を検出している。建物中央から北寄りで規模 0.22ｍ× 0.2ｍ，約 10㎝の細長い石を３つ

三角形に組んだ小型の石組炉が検出された。出土遺物は，縄文土器（124 ～ 127），打製石斧（1068・

1131・1132・1170），磨製石斧（1234）がある。

　26 号竪穴建物（ＳＩ26，第 23・54・131 図，図版 24・26・30・71・72・110）　

　X94Y96 に位置する。建物の肩部がほとんどなく規模は不明である。深さは 0.16ｍを測る。柱穴状

の遺構は検出されたが多数の遺構に切られ竪穴建物に伴うものとそうでないものを明確に区別するこ

とはできなかった。出土遺物は，縄文土器（128・129），磨製石斧（1249）がある。

　27 号竪穴建物（ＳＩ27，第 24・74・116・121・125 図，図版 24・26・31・33・70・73・100・103・105）

　X113Y110 に位置する。南部分のほとんどが調査区外となり規模は不明だが残存部は（2.7ｍ）×（0.8

ｍ）× 0.15ｍを測る。柱穴は検出されなかった。石組炉は単式炉で規模は 0.58ｍ× 0.45ｍを測り，長

さ 12㎝～ 24㎝の石を長方形に組んでいる。炉底は土器敷であった。出土遺物は，縄文土器（338 ～

342），打製石斧（1073・1074・1139），剥片（1182）がある。

　28 号竪穴建物（ＳＩ28，第 24・75・82・132 図，図版 24・27・31・73・110）

　X116Y111 に位置する。北東部分は調査区外となり，ＳＩ29 と重複するため規模は不明瞭だが円形

もしくは楕円形を呈すると思われる。残存部で（4.16ｍ）×（3.2ｍ）× 0.08ｍを測る。床面際まで削平

されていたためＳＩ29 との先後関係は不明瞭だが，同一遺構の可能性がある。炉の検出はなかった。

建物中央と思われる付近からＳＫ2156 土坑が検出され，ほぼ完形の土器（534）が出土している。硬

化した貼床が土坑を囲うように検出され，焼土の検出はないが埋甕炉の可能性がある。主柱穴は検出

されなかった。出土遺物は，縄文土器（347 ～ 349）がある。ＳＫ2156 出土遺物は，縄文土器（534・

535），磨製石斧（1277）である。
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　29 号竪穴建物（ＳＩ29，第 24・75 図，図版 24・27・31・72・73）

　X117Y112 に位置する。北東部分は調査区外となり，ＳＩ28 と重複するため規模は不明だが円形も

しくは楕円形を呈すると思われる。残存部で（4.32ｍ）× 3.76ｍ× 0.08ｍを測る。床面際まで削平さ

れていたためＳＩ28 との先後関係は不明だが，同一遺構の可能性が高い。建物中央付近から石組炉

が検出された。0.92ｍ×0.68ｍの土坑内に作られたもので，長さ16㎝～28㎝の石が土坑のラインに沿っ

て置かれている。炉石が全周しておらず壊された様相を呈している。硬化した貼床が土坑を囲うよう

に検出された。主柱穴は検出されなかった。出土遺物は，縄文土器（350 ～ 352）がある。

　30 号竪穴建物（ＳＩ30，第 24・75 図，図版 24・27・31）

　X122Y117 に位置する。多数の遺構に切られ規模は不明。主柱穴はＳＰ4254・4253・4254・4256 が

考えられる。石組炉は単式炉で 0.62ｍ× 0.36ｍの規模を測り，長さ 20㎝×幅 20㎝と長さ 30㎝×幅

10㎝の規模の異なる２つの石と 20㎝～ 25㎝の細長い石を用いて長方形に組んでいる。造作はＳＩ33

と同じである。出土遺物は，縄文土器（345）がある。

　31 号竪穴建物（ＳＩ31，第 25 図，図版 24）

　X127Y122 に位置する。楕円形を呈す。5.25ｍ× 3.3ｍ× 0.28ｍを測る。貼床と思われる硬化した明

黄褐色粘土の堆積が見られたので竪穴建物とした。出土遺物は，縄文土器の小片のみである。

　32 号竪穴建物（ＳＩ32，第 25・74・141 図，図版 24・27・31・72・114）

　X123Y115 に位置する。7.2ｍ×（4 ｍ）× 0.18ｍを測る。壁溝が一部検出された。竪穴建物の平面

形から一回り小さい範囲でほぼ全面に貼床を確認した。主柱穴はＳＰ2177・4257・4258・4260・4262

が考えられる。石組炉は北東寄りで検出し，径約 10㎝の石を中央に置き，周囲に長さ 25㎝内外の

石を４個用いていびつな方形状に組む。ＳＩ18 炉１と造作が近似している。建物中央付近からＳＫ

4265 が検出された。1.05ｍ×（0.4ｍ）× 0.4ｍを測る。貼床上面から検出されたが，柱穴もしくは貯

蔵穴など竪穴建物に付随する施設として掘削されたものかどうかは判然としない。別遺構としてもＳ

Ｉ32 の廃絶後すぐに掘削されたと思われる。出土遺物は，縄文土器（343・344），凹石（1378）がある。

　33 号竪穴建物（ＳＩ33，第 25・75 図，図版 24・27・31・33・73）

　X126Y113 に位置する。楕円形を呈す。3.2ｍ× 2 ｍ× 0.1ｍを測る。中央付近から石組炉を検出した。

単式炉で規模は 0.55ｍ× 0.4ｍ，長さ約 25㎝×幅約 13㎝と長さ約 15㎝×幅約 10㎝の規模の異なる２

つの石と長さ約 10㎝～ 25㎝の石を用いて長方形に組んでいる。造作はＳＩ30 と同じである。主柱穴

は検出されなかった。出土遺物は，縄文土器（353 ～ 355）がある。

　34 号竪穴建物（ＳＩ34，第 27 図，図版 24・27）

　X109Y117 に位置する。楕円形を呈す。（6.8ｍ）×（3.4ｍ）× 0.4ｍを測る。竪穴建物の平面形から

一回り小さい範囲でほぼ全面に貼床が確認された。炉は検出されなかった。主柱穴はＳＰ4003・ＳＰ

4017 と思われる。出土遺物は，縄文土器があるが，小片のため図化していない。

　35 号竪穴建物（ＳＩ35，第 26・83 図，図版 24・27・31）

　X109Y114 に位置する。他の遺構との切り合いが多く建物の壁は検出できなかったが，壁溝が検出

され，その規模から（7.84 ｍ）×（5.36ｍ）以上の楕円形を呈すると思われる。調査区の北壁を精査す

ると 0.2ｍの層厚でＳＩ35 と思われる埋土が検出されている。壁溝から一回り小さい範囲でほぼ全面

に貼床が確認された。主柱穴はＳＰ4012・4020・4032・4233 の４本柱と思われる。壁溝の中からは

壁柱穴が検出された。石組炉は南側付近で検出され，規模は 0.32ｍ× 0.28ｍと小型で 15㎝内外の石

を４個用い方形に組んでいる。建物中央付近から南寄りでＳＫ4011 が検出された。1.6ｍ× 1.28ｍ× 1.0



25

第Ⅲ章　縄文時代

ｍを測る。貼床の上面から検出されたが，柱穴もしくは貯蔵穴など竪穴建物に付随する施設として

掘削されたものかどうかは判然としない。別遺構としてもＳＩ35 の廃絶後すぐに掘削されたと思わ

れる。出土遺物は，縄文土器片がある。ＳＫ4011 出土遺物は，縄文土器（545・546）である。

　36 号竪穴建物（ＳＩ36，第 27・76・115・123・141 図，図版 24・31・33・72・100・104・114）

　X101Y91 に位置する。削平を受け包含層直下に石組炉が露呈した状態で検出し，炉の北側で竪穴

建物の壁の掘込みと思われるラインを一部検出した。主柱穴はＳＰ4244・4245・4246 が考えられる。

石組炉は単式炉で規模は 0.82ｍ× 0.65ｍを測り，長さ 25㎝～ 45㎝の石を用いて方形に組む。炉底は

土器敷であった。出土遺物は，縄文土器（356 ～ 359），打製石斧（1069・1161），凹石（1382）がある。

　37 号竪穴建物（ＳＩ37，第 27・141 図，図版 24・31・114）

　X102Y104 に位置する。多数の土坑に切られ，竪穴建物の平面プランが全く検出できなかったが石

組炉のみ残っていた。多数の土坑のなかには竪穴建物に伴う柱穴などもあると思われるが全く区別で

きない。石組炉は単式炉で規模は 0.56ｍ× 0.5ｍを測り，長さ約 25㎝～約 30㎝の石を長方形に組ん

でいる。出土遺物は，縄文土器片，凹石（1383）がある。

　38 号竪穴建物（ＳＩ38，図版 24）

　X106Y113 に位置する。ほとんどが調査区外に続き形状は不明。（6.9ｍ）×（1.5ｍ）の範囲で貼床と

思われる硬化した明黄褐色粘土の堆積が見られたので竪穴建物とした。出土遺物はない。

　39 号竪穴建物（ＳＩ39，図版 24）

　X110Y109 に位置する。ほとんどが調査区外に続き形状は不明。（3.3ｍ）×（1.2ｍ）の範囲で貼床と

思われる硬化した明黄褐色粘土の堆積が見られたので竪穴建物とした。出土遺物はない。

　40 号竪穴建物（ＳＩ40，図版 24）

　X126Y112 に位置する。ほとんどが調査区外に続き形状は不明。（2.7ｍ）×（1.2ｍ）の範囲で貼床と

思われる硬化した明黄褐色粘土の堆積が見られたので竪穴建物とした。出土遺物はない。

　41 号竪穴建物（ＳＩ41，第 74 図，図版 24・71）

　X117Y120 に位置する。大半が調査区外に続き形状は不明。（4.5ｍ）×（3.0ｍ）の範囲で貼床と思わ

れる硬化した明黄褐色粘土の堆積が見られたので竪穴建物とした。出土遺物は縄文土器（346）がある。

（2）遺構希薄地帯（広場）
　夥しい数の遺構が検出された中において周囲に比して顕著に遺構の検出が少なく，モノクロ写真で

は白く抜けて見えるほどの地帯が３箇所みられた。この希薄地帯は集落の中心地として祭祀がおこな

われる場や，墓域として周囲とは空間の使用において異なる，「広場」としての性格を持つと考える。

中央にあるものを遺構希薄地帯１，西側にあるものを遺構希薄地帯２，東側にあるものを遺構希薄地

帯３とした。３箇所とも北側および南側が調査区外へと続くため全形は明確ではないが遺構希薄地帯

１・２は円形，３は卵形を呈すると思われる。以下，便宜的に広場の名称を用いる。

　広場は，遺構出土遺物も少なく，包含層出土遺物の分布も同様な傾向にある（第 10 図）。包含層出

土遺物の分布は，西側竪穴建物群から広場２西側までに濃く中期から晩期までの遺物が混在する。広

場１東側は東側竪穴建物群周辺に若干みられるだけで，あとはほぼない。広場１は，晩期のものが少

量出土するが，広場１の西側縁辺で確認された晩期埋設土器の遺物が後世の削平等により散らばった

ような状況を呈している。広場１～３はほぼ包含層出土遺物の分布がみられない，空白地帯となる。

　遺構希薄地帯１（広場１）　

　Y70 ～ Y80 間に位置し，東西幅約 30ｍを測る。内部には円形や楕円形のほか，アメーバー状を呈
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した不定形の土坑が多数作られているがその周囲と比較すると遺構の掘削深度が総じて浅く全体に遺

構の起伏は低いものとなっている。縁辺部には環状土坑群１が巡り，その外周に掘立柱建物，竪穴建

物が同心円状に巡る。広場１を中心とした環状集落を形成していたと思われ，掘立柱建物・竪穴建物

等から出土する遺物の時期は中期中葉～後葉を主体としており，広場１は当該時期に帰属すると考え

る。貯蔵穴群は出土遺物が少なく時期に関しては不明であるがこの環状集落に付随するものと考えら

れる。広場内部土坑からは縄文時代中期中葉以降晩期までの遺物が散発的に出土するが，周辺に比し

て出土量は少なく，包含層出土遺物の分布も同様な傾向にある。

　遺構希薄地帯２（広場２）

　Y50 ～ Y60 間に位置し，東西幅約 18ｍを測る。内部には円形・不定形の土坑が検出されたが周囲

と比較すると遺構の検出されない部分のほうが明らかに多い。西側縁辺付近には後期の配石墓が６基

作られている。外周には掘立柱建物が放射状に巡り，埋設土器が二重の同心円状に巡る。さらに外側

には環状土坑群２・３・４・５が位置し，広場２を中心に環状を呈する。これらの遺構から出土する

遺物は後期から晩期のものが主体となることから，後期から晩期に属す広場とみられる。

　遺構希薄地帯（広場３）

　Y90 ～ Y95 間に位置し，東西幅約 20ｍを測る。内部には円形や不定形の土坑が検出されたが周囲

と比較すると検出されない部分のほうが明らかに多い。東側に竪穴建物，西側に掘立柱建物が位置す

るが広場３を中心とする様相ではない。北東側縁辺部で中期の埋設土器（32 号）が１基確認されてお

り，包含層出土であるが広場３の中心部からヒスイ大珠が出土しており，祭祀場や墓域の可能性が高い。

（3）掘立柱建物
　「掘立柱建物」は，港北ニュータウンにおける調査で初めてその存在が指摘された遺構で，「掘立柱

建物（跡）」「長方形柱穴列」等と呼称されている。ここでは，「掘立柱建物」の名称を用いる。掘立柱

建物は広場１の周囲からＳＢ１～８の８棟と，広場２の周囲からＳＢ９～ 17 の９棟の計 17 棟が検出

された。ＳＢ 1 ～８は全て主軸が広場１を中心とした同心円状に建てられるのに対し，ＳＢ９～ 17

は全ての主軸が広場２を中心に放射状に建てられている。建物内に炉や貼床は伴わず，ＳＢ９～ 17

は埋設土器（埋葬施設？）と同一地帯に分布し，関連性が高い様相を示していることから，葬送・祭

祀等に係わる性格をもつと思われる。出土遺物が少なく，個々の柱穴の時期を明確にすることはでき

なかったが，主に配列からＳＢ１～８が縄文中期中葉～後葉，ＳＢ９～ 17 が晩期と考える。

　この 17 棟のうちＳＢ10・11・13 ～ 17 は調査時に柱穴が長方形に結ばれることを明瞭に視認したが，

それ以外は調査終了後の検討により建物とした。通常，検討方法は全体写真や平面図などによる視認

作業，断面図による埋土の類似性の確認，出土遺物の精査でなされようが，当遺跡は激しく重複する

夥しい数の遺構があり，それに伴って個々の断面図作成が不可能で記録がないものがあることも加わ

り，遺構の関連性を見出すことが困難であった。そのため，掘込み深度や底面レベルの近似をグルー

ピングすることにより関連性の高い遺構を浮かび上がらせ，規則性がみられ，かつ長方形に結びうる

配列のものを掘立柱建物とした。同作業により環状に結びうるものとして環状土坑群２を抽出した。

　建物の規模については使用主柱数，間数，長軸（ｍ）×短軸（ｍ）を記載している。柱穴はそれぞれ

程度の差はあるが重複しており幾度か建て替えられた様相を呈している。その結果として柱穴一つ一

つを分化できず柱穴の本数が不明瞭となっている場合は長軸（ｍ）×短軸（ｍ）のみ記載している。長

軸・短軸は両端に位置する柱穴の最も外側の２点間が長い方の１辺を使用している。柱穴の規模は遺

構ラインが良好に残るものを計測し，長軸（ｍ）×短軸（ｍ）で表記している。長軸２ｍなど規模が大
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きい柱穴は概して楕円形を呈しており，柱穴が重複した結果である可能性が高いと思われるが分化で

きないため計測値はそのまま記載している。文章中は円形・やや楕円形は便宜的に径（数値は長軸）

を使用している。

　１号掘立柱建物（ＳＢ１，第 28 図，図版４･35）

　X90Y82 に位置する。主軸は N － 53°－ W で広場１に対して同心円状に建つ。8.8ｍ×５ｍの長方

形である。柱穴が激しく重複し何度か建て替えられたものと思われる。建物の復元を明確にし得ない

が８～ 10 本主柱と思われる。また，重複のため柱穴の形状は不明瞭であるが円形かやや楕円形を呈し，

径約 0.8ｍ～ 1.5ｍ，深さ約 0.5ｍ～ 0.7ｍを測る。

　２号掘立柱建物（ＳＢ２，第 28・122 図，図版４・35・103）

　X88Y85に位置する。主軸はN－38°－Wで広場１に対して同心円状に建つ。４本主柱，１間×１間，

4.5ｍ×４ｍの方形である。他遺構との切り合いにより不明瞭な柱穴があるものの長軸１間 3.2ｍ，短

軸１間３ｍ。柱穴は円形かやや楕円形を呈し，径約１ｍ～ 1.5ｍ，深さ約 0.3ｍ～ 0.8ｍを測る。出土

遺物は打製石斧（1150）がある。

　３号掘立柱建物（ＳＢ３，第 29・77 図，図版４･ 35・74） 

　X94Y85 に位置する。主軸は N － 51°－ W で広場１に対して同心円状に建つ。６ｍ×３ｍの長方

形である。短軸の北西側に棟持柱を持つ。柱穴が激しく重複し相対する柱穴が不明瞭で何度か建て替

えられたものと思われる。建物の復元を明確にし得ないが９本主柱と思われる。重複のため柱穴の

形状は不明瞭であるが楕円形を呈し，長軸約 1.2ｍ～ 1.5ｍ，短軸約 0.7ｍ～１ｍ，深さ約 0.4ｍを測る。

出土遺物は，縄文土器（360 ～ 365）がある。

　４号掘立柱建物（ＳＢ４，第 29 図，図版４･ 35）

　X88Y88 に位置する。主軸は N － 28°－ W で広場１に対して同心円状に建つ。７本主柱以上，３

間以上×１間，10ｍ以上×５ｍの長方形である。長軸１間３ｍ，短軸１間 3.8ｍ。柱穴はやや楕円形

か隅丸の方形を呈し，長軸約１ｍ～ 1.7ｍ，短軸約 0.8ｍ～ 1.2ｍ，深さ約 0.5ｍを測る。出土遺物は縄

文土器片があるが，小片のため図化していない。

　５号掘立柱建物（ＳＢ５，第 30 図，図版４･ 35）

　X90Y93 に位置する。主軸は N － 17°－ W で広場１に対して同心円状に建つ。４本主柱以上，１
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間以上×１間，3.5ｍ以上× 3.5ｍの方形である。１間約 2.3ｍ。形状はやや楕円形を呈し，径 1.2ｍ，

深さ 0.9ｍ～ 1.2ｍを測る。

　６号掘立柱建物（ＳＢ６，第 30・82・131・132 図，図版４･ 35・110）

　X90Y90に位置する。主軸はN－16°－Wで広場１に対して放射状に建つ。６本主柱，２間×１間，5.8

ｍ× 3.8ｍの長方形である。長軸の１間は 2.7ｍと 1.7ｍの２種があり，短軸１間は 2.3ｍ。柱穴はや

や楕円形を呈し，両端の柱穴と間に入る柱穴では規模が異なる。両端は径 1.4ｍ～ 1.6ｍ，深さ１ｍ～

1.2ｍを測り，間に入る柱穴は径約 0.8ｍ～１ｍで小さい。ＳＢ 5 とＳＢ 6 は柱穴が同規模で他の掘立

柱建物に比べ顕著に掘込みが深く，また主軸方向もほぼ同じであることから，併存した可能性が高い。

出土遺物は，縄文土器（532・533），磨製石斧（1250・1263）がある。

　7 号掘立柱建物（ＳＢ７，第 31・77 図，図版４･ 35・74）

　X78Y65 に位置する。主軸は N － 35°－ W で広場１に対して同心円状に建つ。8.3ｍ以上× 4.6ｍ

の長方形である。柱穴が激しく重複し何度か建て替えられたものと思われ，相対する柱穴に関しては

不明瞭である。激しい重複のため柱穴の形状も不明瞭であるが楕円形を呈すとみられ，長軸１ｍ～ 1.9

ｍ短軸 0.8ｍ～ 1.3ｍ，深さ 0.4ｍ～ 0.6ｍを測る。出土遺物は，縄文土器（367 ～ 369）がある。

　８号掘立柱建物（ＳＢ８，第 31 図，図版４･ 35）

　X73Y67 に位置する。主軸は N － 34°－ W で広場１に対して同心円状に建つ。７本主柱，7.3 ｍ× 4.8

ｍのいびつな長方形をなし，長軸１間は 1.7ｍ～３ｍ，短軸１間は３ｍと 3.8ｍで不揃いなものとなる。

短軸のそれぞれ北側・南側に棟持柱の可能性がある柱穴が位置しており，南側ＳＫ1227 は若干浅いが，

棟持柱に含めると９本柱の亀甲形配列になる。柱穴は円形もしくは楕円形を呈し，径 0.9ｍ～ 1.6 ｍ，

深さ 0.4ｍ～ 2.2ｍである。

　９号掘立柱建物（ＳＢ９，第 32・77・122 図，図版５･ 36・75・103）

　X63Y40 に位置する。主軸は N － 84°－ E で広場２に対して放射状に建つ。２間以上×１間以上，5.8

ｍ× 3.5ｍで柱穴がいくつか重複し建て替えがあったものと思われる。１間は２ｍ～ 2.3ｍ。柱穴の形

状は円形で径１ｍ～ 1.2ｍといびつな楕円形で長軸 2.2 ｍのものがあり，深さは 0.7ｍ～１ｍを測る。

出土遺物は，縄文土器（370 ～ 376），打製石斧（1147）がある。

　10 号掘立柱建物（ＳＢ10，第 32・77・144 図，図版５･ 36・75・123）

　X59Y41 に位置する。主軸は N － 69°－ E で広場２に対して放射状に建つ。６本主柱，２間×１間，7.5

ｍ× 5.2ｍの長方形である。長軸の１間は 3.2ｍと 2.8ｍの２種があり短軸１間は 3.4ｍ。柱穴は楕円形

を呈し，長軸 1.3ｍ～ 1.6ｍ，短軸 0.9ｍ～ 1.5ｍ，深さ 0.4ｍ～ 0.6ｍを測る。出土遺物は，縄文土器（377

～ 383），石棒未成品の可能性が高い加工礫（1430）がある。

　11 号掘立柱建物（ＳＢ11，第 33・77・131 図，図版５･ 36・75・109）

　X55Y42 に位置する。主軸は N － 64°－ E で広場２に対し放射状に建つ。10 本主柱，３間×２間，

８ｍ× 5.6ｍの長方形である。柱穴がいくつか重複し建て替えがあったと思われる。長軸１間は２ｍ

～ 2.5ｍ，短軸１間は２ｍ。柱穴は重複により楕円形のものもあるが全て円形で径 1.2ｍ～ 1.5ｍの規

模に収まり，深さ 0.5ｍ～ 0.7ｍを測る。出土遺物は，縄文土器（384・385），磨製石斧（1259）がある。

　12 号掘立柱建物（ＳＢ12，第 77 図，図版５･ 36・74）

　X51Y43 に位置する。ほとんどが調査区外に続くが，直線上に並んでおり掘立柱建物とした。主軸

は N － 62°－ E で広場２に対して放射状に建つ。２間以上×１間以上で１間約 2.4ｍ。柱穴は円形を

呈し，径 0.8ｍ～ 1.2ｍ，深さ 0.6ｍ～ 0.8ｍを測る。出土遺物は，縄文土器（366）がある。
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　13 号掘立柱建物（ＳＢ13，第 33 図，図版５･ 36）

　X63Y46 に位置する。主軸は広場２に対して放射状に建つ。８本主柱，２間×２間，5.6 ｍ× 4.8ｍ

の長方形である。長軸１間は 2.2ｍ，短軸１間は 1.8ｍ。柱穴は円形かやや楕円形を呈し，径約１ｍ～ 1.2

ｍ，深さ 0.5ｍを測る。

　14 号掘立柱建物（ＳＢ14，第 34・77 図，図版５･ 36・75）

　X60Y49 に位置する。主軸は N － 62°－ E で広場２に対して放射状に建つ。８本主柱，３間×１間，

８ｍ×５ｍの長方形である。長軸１間は２ｍ～ 2.2ｍ，短軸１間は 3.3ｍ。柱穴は円形を呈し，径約 1.5

ｍ～ 1.8ｍ，深さ 0.8ｍを測る。出土遺物は，縄文土器（386 ～ 389）がある。

　15 号掘立柱建物（ＳＢ15，第 34・77 図，図版５･ 36・75）

　X57Y50 に位置する。ほとんどが調査区外に続くが，配列から掘立柱建物とした。主軸は N － 61°

－ E で広場２に対して放射状に建つ。３間×１間以上，7.5ｍ× 2.3ｍ以上の長方形である。長軸１間

は２ｍ～ 2.2ｍ，短軸１間は 1.8ｍ。柱穴は円形を呈し，径１ｍ～ 1.5ｍ，深さ 0.8ｍ～１ｍを測る。出

土遺物は，縄文土器（390 ～ 392）がある。

　16 号掘立柱建物（ＳＢ16，第 35・78・151 図，図版 35・75・76・120）

　X75Y61 に位置する。主軸は N － 46°－ E で広場２に対し放射状に建つ。６本主柱，２間×１間，6.5

ｍ× 5.5ｍの長方形で，長軸１間は 2.5ｍ，短軸１間は４ｍ。柱穴は円形を呈し，径 1.5ｍ～ 1.8ｍ，深

さ 0.8 ｍ～１ｍを測る。出土遺物は，縄文土器（393・394），石棒（1498・1504）がある。

　17 号掘立柱建物（ＳＢ17，第 35・78 図，図版 35・75）

　X72Y64 に位置する。主軸は N － 53°－ E で広場２に対して放射状に建つ。４本主柱，１間×１間，

6.2 ｍ× 5.5ｍの長方形である。長軸 1 間は 4.3ｍ，短軸１間は４ｍ。柱穴は円形かやや楕円形を呈し，

径約１ｍ～２ｍ，深さ 0.4ｍ～ 0.7ｍを測る。出土遺物は，縄文土器（395・396）がある。

（4）環状土坑群
　複数基の土坑が円形や楕円形に配列された環状土坑群は５基検出した。その性格については判然と

しないが環状土坑群１は広場１の縁辺を巡ることから広場と周囲を分けるため木柱もしくは立石等の

上部構造を持ち，広場を特別な空間として明示するために作られた可能性が考えられる。環状土坑群

２～５は木柱もしくは立石を立てたモニュメント的な存在であったと想定される。いずれの環状土坑

群も土坑の重複が激しく，何度かの造り替えがあったものと思われる。重複のため土坑の規模や形状，

環状土坑群を構成する土坑の数に関しては不明確である。規模は向かい合う土坑の外側部で計測した。

円形を呈するものは径（ｍ）を，楕円形を呈するものは長軸（ｍ）×短軸（ｍ）で表している。

　環状土坑群１（第 36・138 図，図版４･ 34・37・113）

　X85Y78 付近を中心として広場１の縁辺に位置し，調査区外へ続く。調査区内で検出したのは弧状

に巡る２つの土坑列で東側を環状土坑群１ａ，西側を環状土坑群１ｂとしている。１ａ・１ｂとも幅

約１ｍ～ 1.5ｍ，深さ約 0.6ｍ～１ｍの 35 基以上の土坑が径約 33ｍの円形に巡るものと思われる。重

複した掘込みの中にはＳＫ1308・1312 など柱痕がみられるものがある。環状土坑群１の内側と外側

では，検出された遺構の密度および深度において明瞭な差がみられ，内側は広場１となる。環状土坑

群１は境界として中期中葉～晩期末葉にいたる長期間にわたり機能していたと考えられ，木柱，立石

などの構造物があったとみられる。出土遺物は縄文土器片のほか，敲石（1358）がある。

　環状土坑群２（第 37 図，図版４･ 34・37）

　X75Y70 付近を中心とし，環状土坑群１ｂの南西側に位置する。約１ｍ～ 1.5ｍ，深さ 0.6ｍ～ 0.9
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ｍの 12 基以上の土坑が径約 7.2ｍの円形を呈する。出土遺物はなく時期は不明であるが，環状土坑

群３～５と同時期と考える。

　環状土坑群３（ 第 38・78・106・107・117・124・135・150 図，図版４･ 34・38・76・101・104・

112・120・121）

　X48Y35 付近を中心とし，環状土坑群４の西側半分と重複する。ＳＩ12 を切る。長軸 1.2ｍ～ 1.8ｍ

×短軸１ｍ～ 1.6ｍ，深さ 0.6ｍ～１ｍの 10 基以上の土坑から構成され，長軸９ｍ×短軸 7.5ｍの楕円

形を呈する。ＳＫ3205・3207・3208・3209・3237・3239 の平面形はいびつな楕円形状を呈しているが，

直径約 0.7ｍ～１ｍの窪み部分と舌状に張り出す部分が付随することにより楕円形状の平面形になっ

たものである。この環状を構成する土坑が木柱もしくは立石を建てるためのものと考えるとこの舌状

の張り出しは柱の抜き取り穴の可能性を持つものと思われ，いずれも内側に向かって張り出し部がつ

く。図版では，外側の掘込み部分が柱痕もしくは掘方と考えトーンを付した。他の土坑でも重複した

ものは柱の抜き取りのための掘込みであるかもしれない。断面観察ではレンズ状の堆積やブロック土

の堆積は見られたが，柱痕は確認されなかった。出土遺物は，縄文土器（397 ～ 399），有孔球状土製

品（986・987），打製石斧（1086・1087・1164・1171），磨製石斧（1322），石棒（1489 ～ 1491）がある。

環状土坑群３の時期は，おおよそ晩期中葉と考えられる。

　環状土坑群４（第 38・78・114・117・131 図，図版５･ 34・38・76・99・101・109）

　X49Y36 付近を中心とし，環状土坑群３の北側半分と重複しており，造り替えの可能性がある。Ｓ

Ｉ 12 を切る。長軸 1.2ｍ～ 1.8ｍ×短軸１ｍ～ 1.6ｍ，深さ 0.6ｍ～１ｍの 10 基以上の土坑が径約 6.8

ｍの円形を呈する。複数の重複が見られ，何度かの造り替えが考えられるが環状土坑群３と同様に柱

の抜き取り用の掘込みが含まれている可能性がある。ＳＫ3257 の内側の浅い張り出し状の掘込み（Ｓ

Ｘ446）からは，人の上腕骨片が出土している注７。出土遺物は，縄文土器（400 ～ 404），石鏃（1040），

打製石斧（1083），磨製石斧（1260）があり，環状土坑群３との間に大きな時期差はない。

　環状土坑群５（第 39・78・106・107・136 図，図版５･ 34・38・76・112）

　X53Y33 付近で，環状土坑群３・４の北側に位置する。長軸 0.8ｍ～ 1.5ｍ×短軸 0.7ｍ～１ｍ，深さ 0.6

ｍ内外の 10 基以上の土坑が径約６ｍの円形を呈する。ＳＩ13 を切っている。複数の掘込みが重複し

掘削前の平面形は不定形であったが，完掘すると内部に長軸１ｍ～ 1.2ｍ×短軸 0.7ｍ～１ｍ×深さ 0.1

ｍ～ 0.4ｍの円形の掘込みがあり，環状土坑群３・４と同じくこの掘込みが柱痕もしくは掘方と思わ

れ，図版でトーンをつけ明示することとした。掘込みと重複する箇所および，浅い張り出し部分は柱

の抜き取り痕である可能性が考えられる。出土遺物は，縄文土器（405 ～ 413），有孔球状土製品（983・

988・991），磨製石斧（1338）がある。環状土坑群５の時期は，出土遺物の時期から，おおよそ晩期

中葉～後葉とみられ，環状土坑群３・４と同時期である。

（5）貯蔵穴（第 40・41・87・92 図，図版 40 ～ 43）
　当遺跡は複雑に切り合う掘込みが多数検出され，平らな面などないほどである。それらは性格のわ

からない単に穴としか表現できないものがほとんどである。その中で Y140 以東では，切り合いをほ

とんど持たない直径１ｍ以上の掘込みが集中して検出された。果類などの貯蔵物は出土しなかった

ものの，規模・形状などから広場１を中心とした環状集落の外周に計画的に設けられた貯蔵穴群の可

能性が高いと判断した。埋土からの出土遺物は少なく，図化したものには後期～晩期の縄文土器（693・

805）があるが，ごく一部で，遺構の時期については判然としない。

　貯蔵穴の規模は，長軸 1.5ｍ以上の大型と長軸１ｍ内外の小型，の２種に大別した。深さに関して
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は後世の削平の影響に留意しなければならないが，大型は 1.5ｍ内外の深さを持ち小型は 1 ｍ以下が

多く総じて浅い。大型・小型とも断面形状に大差は見られず，①ほぼ直立かわずかに傾斜をもって掘

削され底面が平らなもの，②袋状に掘削され底が平らなもの，③ゆるやかな傾斜をもって掘削され壁

と底との境が明瞭でなく底面にいたるもの，の３つに大別できる。検出した貯蔵穴のほとんどは①で

あった。断面観察によるとレンズ状堆積のものが多い。

（6）配石墓
　広場２の西側縁辺付近で 10㎝～ 45㎝大の石を包含する土坑を６基検出した。６基とも骨など埋葬

を示す遺物は出土していないが，包含層・地山ともに石を含まないことから，土坑内の石は人為的に

配されたものとみられる。埋葬施設と考える埋設土器内にも意図的に拳大からの石が入れられた例が

あり，ここでは配石墓とした。ＳＫ534・915・917・938 は 1.5 ｍのほぼ等間隔で直線上に並び，約 1.2

ｍ西側ではそれらの配石墓と平行し，関連性が伺われる土坑が検出されている。この土坑列の延長

上 X68Y49 地点で検出されたＳＫ632 からは人の頭蓋骨片が出土し土坑墓と推察され，当該地点付近

が墓域であった様相を強めている。遺構の規模は長軸（ｍ）×短軸（ｍ）×深さ（ｍ）で表記している。

　516 号配石墓（ＳＫ516，第 43 図，図版 39）

　X68Y52 に位置する。不整な楕円形を呈す。1.2ｍ× 0.92ｍ× 0.42ｍを測る。石の配置に規則性はみ

られない。直線上に配置されたＳＫ534 やＳＫ915 などから北に約 0.3ｍ離れている。30㎝・45㎝の

長大な２つの石とその間に 15㎝大の石が３つ検出された。

　534 号配石墓（ＳＫ534，第 43 図，図版 39）

　X67Y53 に位置する。楕円形を呈す。1.15ｍ× 0.9ｍ× 0.8ｍを測る。10㎝～ 25㎝大の石６つを土坑

の北西側底面でかたまって検出した。土坑壁面に扁平な石を箱状に配置する。

　915 号配石墓（ＳＫ915，第 43 図，図版 39）

　X66Y54 に位置する。楕円形を呈し，0.8ｍ× 0.75ｍ× 0.6ｍを測る。複数の 10㎝大の石と 30㎝大

の石が北東側底面でかたまって検出された。石の配置に規則性はみられない。

　917 号配石墓（ＳＫ917，第 43 図，図版 39）

　X66Y55 に位置する。楕円形を呈す。1.55ｍ× 0.75ｍ× 0.3ｍを測る。10㎝～ 25㎝大の石が南西側

の一段深く掘込まれた底面で検出された。土坑壁面に小ぶりな円礫を箱状に配置する。埋土は上層に

黄灰色粘質土，下層に暗灰色粘質土が堆積しており，ＳＫ936・938 と近似している。

　936 号配石墓（ＳＫ936，第 43 図，図版 39）

　X66Y56 に位置する。円形を呈す。0.5ｍ× 0.45ｍ× 0.2ｍを測る。10㎝～ 15㎝大の石が埋土上面か

ら中位にかけ５つ検出された。配置に規則性はみられない。埋土は上層に黄灰色粘質土，下層に暗灰
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色粘質土が堆積しており，ＳＫ917・938 と近似している。

　938 号配石墓（ＳＫ938，第 43・79 図，図版 39・74）

　X65Y56 に位置する。不整な形状をなす。1.22ｍ×１ｍ× 0.45ｍを測る。10㎝～ 40㎝大の石が埋土

上面から中位にかけ５つ検出された。円礫をコ状に配置する。埋土は上層に黄灰色粘質土，下層に暗

灰色粘質土が堆積し，ＳＫ917・936 と近似する。出土遺物は縄文土器（460・461）がある。

（7）埋設土器（埋甕）　
　土器を人為に埋めたと認められる遺構に関しては埋設土器（埋甕）の名称を用いている。この種の

遺構は通称で「埋甕」が用いられることが多いが，埋甕炉など住居に伴うものに用いる意味合いも強

い。今回はそれぞれが単独で検出されたことから，本報告では土器が埋められた遺構として「埋設土

器」として扱うこととした。しかし，遺構番号では略称として便宜的に埋甕を使用している。埋設土

器は中期１基，後期 1 基，晩期 30 基の計 32 基検出された。後期・晩期の検出地点は広場２の周囲で

Y35 ～ Y50 間と Y62 ～ Y71 間に分かれ，西側は 20 基，東側は 11 基検出された。埋設状態は正位・

横位が認められ，両位ともに蓋状の土器を用いたものがみられた。その性格については不明瞭である

ものの，石刀や小型の打製石斧模造品が出土する埋設土器があることから埋葬施設と思われる。埋設

土器は広場２を中心に同心円状に分布するＳＢ９～ 17 と同一の地帯内から検出されており，掘立柱

建物群との同時性が伺える関連性の高い様相となっている。

　埋設土器が出土した土坑の掘方は土器を埋設する目的だけでは合理性を欠くほど大きなものがあ

る。掘方は複数の遺構の切り合いの中で検出したもので，別遺構を誤認している可能性もあることを

明記しておきたい。掘方の規模は長軸（ｍ）×短軸（ｍ）×深さ（ｍ）で表記している。

　１号埋設土器（埋甕１，第 44・93 図，図版 44）

　X45Y34 に位置し，掘方規模は 0.45ｍ× 0.44ｍ× 0.15ｍ。正位で検出した。上部は後世の削平を受

け体部以下が出土している。底部（806）は埋設時に一部欠損していたものか完全に接合しなかった。

　２号埋設土器（埋甕２，第 44・93 図，図版６･ 44）

　X57Y36 に位置し，掘方規模は 0.58ｍ× 0.58ｍ× 0.3ｍ。正位で検出した。上部は後世の削平を受け

体部以下（809）が出土している。

　３号埋設土器（埋甕３，第 44・93 図，図版６･ 44）

　X55Y39 に位置し，掘方規模は 0.32ｍ× 0.26ｍ× 0.18ｍ。正位で検出した。上部は後世の削平を受

け体部以下（810）が出土している。　　
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　４号埋設土器（埋甕４，第 44・93・150 図，図版６･ 44・45・47・120）

　X55Y39 に位置し，掘方規模は 0.48ｍ× 0.35ｍ× 0.3ｍ。正位で検出した。上部は後世の削平を受け

体部以下（811）の出土だが底部が一部欠損する。土器内部より石棒（1494）が出土している。

　５号埋設土器（埋甕５，第 44・94 図，図版６･ 44・45）

　X59Y39 に位置し，掘方規模は 0.64ｍ× 0.43ｍ× 0.22ｍ。正位で検出した。上部は後世の削平を受

け体部以下（814）の出土である。掘方南東側で土器と接するように長さ約 25㎝の石が検出された。

　６号埋設土器（埋甕６，第 44・96・144 図，図版６･ 44・115）

　X58Y40に位置し，掘方規模は0.58ｍ×0.54ｍ×0.08ｍ。正位で検出された。上部は後世の削平を受け，

体部下部から底部（827）の出土であった。内部には石錘（1417）を含む拳大の石が検出された。

　７号埋設土器（埋甕７，第 44・93 図，図版６･ 44・45・47・90）

　X55Y41 に位置し，掘方規模は 0.5ｍ× 0.47ｍ× 0.42ｍ。正位で検出した。上部は後世の削平を受け

体部以下（812）の出土だが底部が一部欠損する。

　８号埋設土器（埋甕８，第 44・94 図，図版６･ 44・45）

　X56Y41 に位置し，掘方規模は 0.45ｍ× 0.4ｍ× 0.24ｍ。正位で検出した。上部は後世の削平を受け

体部上半以下（815）の出土であった。

　９号埋設土器（埋甕９，第 44・95 図，図版６･ 44・45）

　X55Y41 に位置し，掘方規模は 0.5ｍ× 0.46ｍ× 0.14ｍ。正位で検出された。上部は後世の削平を受

け，底部は欠損しており体部（825）のみ検出された。

　10 号埋設土器（埋甕 10，第 44・93 図，図版６･ 44・45・47）

　X54Y42 に位置し，掘方規模は 0.95ｍ× 0.68ｍ× 0.25ｍ。正位で検出した。口縁部は後世の削平に

よるものか欠損し，体部（813）のみの出土であった。底部は欠損している。深鉢の内部から約 10㎝

～ 15㎝の石が５個出土した。

　11 号埋設土器（埋甕 11，第 44・94 図，図版６･ 44・45・47）

　X54Y42 に位置し，掘方規模は 0.54ｍ×（0.18ｍ）× 0.3ｍ。正位で検出した。口縁から体部（816）

にかけての出土であった。底部は欠損している。埋甕 10 に切られている。

　12 号埋設土器（埋甕 12，第 44・95 図，図版６･ 44）

　X54Y43 に位置し，掘方規模は 0.4ｍ× 0.37ｍ× 0.26ｍ。正位で検出した。口縁部は後世の削平によ

るものか欠損し，体部（820）のみの出土であった。内部から拳大の石が一つ検出された。

　13 号埋設土器（埋甕 13，第 44・97 図，図版６･ 44・45）

　X56Y42 に位置し，掘方規模は 0.79ｍ× 0.58ｍ× 0.28ｍ。正位で検出した。後世の削平により上側

部分が壊され，体部から底部（836）までの出土であった。

　14 号埋設土器（埋甕 14，第 44・94・153 図，図版６･ 44・46・48・90・120）

　X59Y45 に位置し，掘方規模は 0.46ｍ× 0.36ｍ× 0.38ｍ。正位で検出した。体部を一部欠損するが

ほぼ完形の深鉢（817）を据え，上側に別の深鉢（818）を蓋として逆位に据えている。蓋として用いた

深鉢は削平により体部下半以下を欠損している。土器内より石刀（1522）が出土している。

　15 号埋設土器（埋甕 15，第 44・95 図，図版６･ 44・46・48・91）

　X63Y45 に位置し，掘方規模は 0.88ｍ× 0.64ｍ× 0.28ｍ。正位で検出した。口縁部は後世の削平に

より欠損し，1/4 が残存するのみであるが，体部から底部はほぼ全周する（821）。内部から浅鉢（822），

壺口縁部（823）と約 15㎝大の石が２つ出土した。
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　16 号埋設土器（埋甕 16，第 44・96 図，図版６･ 44・46・48・90）

　X62Y46 に位置し，掘方規模は 0.49ｍ× 0.34ｍ× 0.24ｍ。正位で検出した。口縁は一部を欠くが，

体部はほぼ全周する（832）。体部下半から底部がほぼ水平に欠損しており人為的な様相を呈している。

　17 号埋設土器（埋甕 17，第 45・94 図，図版６･ 44）

　X62Y46 に位置し，掘方規模は 0.47ｍ× 0.35ｍ× 0.22ｍ。正位で検出した。口縁部は後世の削平に

よるものか欠損し，体部（824）のみの出土であった。体部は 3/4 周ほどで底部は欠損する。

　18 号埋設土器（埋甕 18，第 45・94 図，図版６･ 44・45）

　X60Y47 に位置し，掘方規模は 0.46ｍ× 0.37ｍ× 0.25ｍ。正位で検出した。後世の削平により上側

に位置した口縁の大部分が欠損するが，体部はほぼ全周する（819）。

　19 号埋設土器（埋甕 19，第 45・96 図，図版６･ 44・48・90）

　X60Y47 に位置し，掘方規模は（0.6ｍ）×（0.2ｍ）× 0.35ｍ。埋甕 18 に切られる。上部は後世の削

平により欠損し，体部上半部以下（829）の検出であった。底部に直径約５㎝の穿孔があく。

　20 号埋設土器（埋甕 20，第 45・97 図，図版６･ 46・91）

　X60Y49 に位置し，掘方規模は 1.1ｍ× 1.02ｍ× 0.16ｍ。横位で検出した。上を向いた側の 2/3 ほど

が土圧により壊れ，後世の削平など撹乱により多くを欠損している（835）。口縁部はほぼ全周を欠い

ており，埋設時から口縁が欠損していた可能性がある。

　21 号埋設土器（埋甕 21，第 45・98 図）

　X77Y63 に位置し，掘方規模は 0.58ｍ× 0.54ｍ× 0.46ｍ。正位で検出した。後世の削平によるもの

か口縁の多くを欠損している（837）。体部は 3/4 周ほどするが底部は欠損している。

　22 号埋設土器（埋甕 22，第 45・99・153 図，図版 46・91・120）

　X76Y63 に位置し，掘方規模は 0.82ｍ× 0.8ｍ× 0.44ｍ。正位で検出した。後世の削平によるものか

口縁は一部を残すのみであるが，体部は全周している（840）。底部をほぼ水平に欠損しており，人為

的な様相を呈している。土器内より石刀（1525）が出土している。

　23 号埋設土器（埋甕 23，第 45・96・153 図，図版 46・120）

　X76Y63 に位置し，掘方規模は 0.7ｍ× 0.56ｍ× 0.26ｍ。正位で検出した。後世の削平により口縁は

欠損し，体部から底部（833）のみの検出であった。土器内より石刀（1523）が出土している。

　24 号埋設土器（埋甕 24，第 45・98 図，図版６･ 46・48）

　X73Y72 に位置し，掘方規模は 0.68ｍ× 0.68ｍ× 0.2ｍ。横位で検出した。上側の口縁部，体部の一

部が欠けるがほぼ完形である（838）。

　25 号埋設土器（埋甕 25，第 45・99 図，図版 47・48）

　X74Y72 に位置し，掘方規模は 0.48ｍ× 0.46ｍ× 0.24ｍ。正位で検出した。体部上半から底部が出

土した（841）。この他に様相を異にする体部片が出土しており，蓋の可能性がある。

　26 号埋設土器（埋甕 26，第 45・99 図，図版 48・91）

　X81Y69 に位置し，掘方規模は 0.52ｍ× 0.5ｍ× 0.22ｍ。正位で検出した。後世の削平によるものか

口縁部は欠損し，体部から底部（844）のみの検出であった。蓋状に逆位にした深鉢（842）が被せられ

ていた。土器内より浅鉢（843）が出土している。

　27 号埋設土器（埋甕 27，第 45・96・132 図，図版 47・110）

　X80Y71 に位置し，掘方規模は 0.51ｍ×（0.27ｍ）× 0.22ｍ。正位で検出した。口縁部は欠損し，体

部から底部（834）のみの検出であった。土器内より磨製石斧（1279）が出土している。
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　28 号埋設土器（埋甕 28，第 45・95 図，図版 47・48・90）

　X83Y68 に位置し，掘方規模は 0.66ｍ× 0.52ｍ× 0.22ｍ。横位で検出した。後世の削平のため上側

の口縁部から体部の一部を欠くが，体部から底部にかけてはほぼ全周する（826）。口縁部を蓋状に覆

うように別個体の深鉢胴部片を据えていた。

　29 号埋設土器（埋甕 29，第 45・96 図，図版 47）

　X83Y68 に位置し，掘方規模は 0.46ｍ× 0.43ｍ× 0.24ｍ。正位で検出した。後世の削平により口縁

部は欠損し，体部から底部（831）のみの検出であった。底部は径約 10㎝の穿孔がなされる。

　30 号埋設土器（埋甕 30，第 98・132 図，図版 110）

　X72Y68 に位置し，掘方規模は 0.4ｍ× 0.4ｍ× 0.23ｍ。正位で検出した。体部から底部（839）が出

土している。土器内部には磨製石斧（1276）を含む 20㎝大の石が入れられていた。

　31 号埋設土器（埋甕 31，第 100・116・124・127 図，図版 91・100・104・106）

　X77Y71 に位置し，環状土坑群１ｂの内側にあたる。掘方は検出されなかった。土圧により大きく

壊れ，正位・横位の区別は不明である（845・846）。打製石斧（1075・1166），貝殻状削器（1200）が

出土している。打製石斧（1166）は刃部のない小型分銅形のもので，模造品の可能性がある。土器の

時期は他の埋甕が晩期後葉を主体とするのに対し，後期前葉のものである。

　32 号埋設土器（埋甕 32，第 85 図，図版 81）

　X100Y93 に位置し，広場３の北東側外縁にあたる。掘方規模は 0.72ｍ× 0.56ｍ× 0.50ｍ。正位で検

出した。後世の削平のためか口縁部 1/2 を欠くが，底部付近はほぼ全周する（590）。中期中葉のもの。

（8）土　坑
　調査区内では夥しい数の遺構が検出され，遺構番号を付した遺構だけで 2064 を数える。この他に

も重複が激しく個々を分離できず「土坑群」と呼称した遺構があり，総遺構数は 3000 を超えると思わ

れる。遺構番号を付した遺構の内，前項までで記述した以外 1600 余りの遺構の多くは，出土遺物も

なく性格も不明である。ここでは，石組遺構・配石墓・土坑墓など性格の推定が可能なもの，特徴的

な検出状況を呈するもの，遺物がまとまって出土したもののみについて，その他土坑として記述する。

遺構の規模は長軸（ｍ）×短軸（ｍ）×深さ（ｍ）で表記している。

　163 号土坑（ＳＫ163，第 42 図，図版 39）

　X40Y13，ＳＩ７の北西５ｍに位置する。1.2ｍ× 0.9ｍを測り，ややくびれたいびつな楕円形状を

呈する。約 20㎝大の石が南西側土坑底面でまとまって出土した。石は被熱していないが，埋土下位

は暗褐色粘質土の焼土であり，後世の削平を受けた竪穴建物の炉跡の可能性がある。包含層が薄く，

東側５ｍ～７ｍに位置するＳＩ５～８も削平の影響をかなり受けており，可能性は高いと考える。

　283 号石組遺構（ＳＫ283，第 42・79・109・127 ～ 129・131・136・139・144・146・147・150 図，

図版 39・74・106・108・109・112・113・115・116・119・120）

　X50Y34 に位置する。北側は壊されていたため正確な規模は不明である。1.5ｍ× 0.6ｍ× 0.2ｍ，コ

の字状の石組遺構である。約 0.5ｍの長大な石を一辺とし，両辺に 0.15ｍ～ 0.4ｍの同じく長大な石を

据える。石組の内寸は約0.1ｍと狭い。石に被熱痕はみられず，石組下部に0.2ｍの皿状の掘込みを持ち，

配石墓の可能性がある。出土遺物は，縄文土器（414 ～ 420），円盤状土製品（1007），貝殻状削器（1198・

1204・1216），擦切石器（1219・1220），磨製石斧（1256・1325・1337），敲石（1360），石錘（1414），

砥石（1453），筋砥石（1457），石棒（1492）がある。出土土器の時期は後期前葉を主体としている。

　284 号 土坑（ Ｓ Ｘ284， 第 42・79・114・126・127・137・141・155 図， 図 版 39・74・99・105・
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106・113・114・124）

　X50Y27 に位置する。約 5.8ｍ×３ｍの範囲に約 0.05ｍ～ 0.3ｍ大の多量の石と土器が出土した。石

群は２ｍの希薄部をもって西側と東側の２カ所に大きく分かれ，希薄部ではさらに長大な約 0.5ｍの

石が出土している。東側の石群の下部からＳＩ16，西側の石群の下部からは浅い掘込みをそれぞれ検

出しており，ＳＩ16の廃絶後の窪み状の地形に廃棄したものかと思われる。出土遺物は，縄文土器（421

～ 457），石鏃（1031・1042），削器（1185），貝殻状削器（1197），敲石（1347），凹石（1379），岩版

未成品（1557）がある。出土土器は中期中葉から後葉にかけてのものを主体としており，ＳＩ16 と大

きな時期差はなく，廃絶後すぐに廃棄されたと思われる。

　358・359 号石組遺構（ＳＫ358・ＳＫ359，第 42・79 図，図版 39・74）

　X55Y37 に位置する。ＳＫ358 とＳＫ359 との切り合いは不明瞭であったが，出土遺物の時期から

ＳＫ359 がＳＫ358 より新しいと考える。ＳＫ358 は 0.6ｍ× 0.5ｍ，ＳＫ359 は 0.88ｍ×（0.68ｍ）で形

状はやや方形を呈すると思われる。ＳＫ358 は約 20㎝大の中央の石の周りを約 15㎝～ 20㎝大の石が

囲むような所見を調査時に持ったが，人為的な配列かどうか判然としない。ＳＫ359 は約 10㎝～ 30

㎝大の石が埋土上面に方形に配され，配石墓の可能性が考えられる。出土遺物は，ＳＫ358 は縄文土

器（458），ＳＫ359 は縄文土器（462 ～ 466）がある。

　632 号土坑（ＳＫ632，第 86 図，図版 83）

　X68Y49 に位置し，広場２の西側縁辺にあたる。1.4ｍ×１ｍ深さ 0.69ｍを測る。土坑が重複し，形

状は不明である。人の頭蓋骨小片が出土しており注８，土坑墓と考える。広場２西側縁辺で検出した

配石墓列と約 1.2ｍの間隔で平行に並ぶ土坑列の延長上にある。出土遺物は縄文土器（661）がある。

　854 号石組遺構（ＳＫ854，第 42・79 図，図版 39・74）

　X56Y38 に位置する。1.06ｍ× 1.04ｍ深さ 0.37ｍを測り，円形を呈する。20㎝大の石が円を描くよ

うに配され，下部に掘込みをもつ。配石墓の可能性が考えられる。出土遺物は縄文土器（459）がある。

　1240 号土坑（ＳＫ1240，第 36・81 図，図版４）

　X87Y76 に位置する。１ｍ× 0.62ｍを測る。広場１の北東端で検出した埋設土器の可能性がある。

土圧により押しつぶされた状態であるが，おそらく横位とみられる。口縁部のほとんどを欠損した有

孔鍔付土器（515）である。ＳＫ1240 の他，広場１の東側では北からＳＫ1243・ＳＸ1234・ＳＫ1232・

ＳＸ1231（536）の不整形土坑からも有孔鍔付土器が出土し，環状土坑群１ａの内側５ｍ～７ｍに弧

状に分布しており，何らかの関連性が伺える。

　1244 号土坑（ＳＫ1244，第 82・124・136・145 図，図版 104・112・116）

　X90Y77 に位置する。環状土坑群１a の北西端で検出したもので，0.88ｍ×（0.68ｍ）深さ 0.84ｍを

測る。刃部のない模造品の可能性のある打製石斧（1172）が出土しており土坑墓の可能性が考えられ

る。出土遺物は，縄文土器（521），打製石斧（1172），磨製石斧未成品（1329），砥石（1443）がある。

注　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

注１　富山県教育委員会 1975『富山県魚津市　早月上野遺跡第１次緊急発掘調査概報』
注２　富山県教育委員会 1976『富山県魚津市　早月上野遺跡第２次緊急発掘調査概報』
注３　魚津市教育委員会 1982『富山県魚津市　早月上野遺跡　北陸自動車道関係埋蔵文化財調査報告書Ⅰ』

注４　魚津市教育委員会 1983『富山県魚津市　早月上野遺跡第５・６次調査（範囲確認のための試掘調査）概要』
注５　財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所 2006『北陸新幹線関係埋蔵文化財包蔵地調査報告（６）』
注６　魚津市教育委員会 2008『富山県魚津市　市内遺跡試掘調査報告書』
注７　国立科学博物館人類の海部陽介氏のご教示による。人の上腕骨の下側の骨片とみられる。
注８　注７に同じく，海部氏のご教示による。人の頭骨３片の他に，人の可能性のある骨片３，不明骨片２が出土している。
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第 18 図　遺構実測図
1. SI17　2. SI17石組炉　3. SI20遺物出土状況　4. SI20
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0 4m
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1：80（SIの平面図・断面図）
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SI19

３　遺　構



47

2 3 4

1

0 4m
2m1：40

1：80（SIの平面図・断面図）
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第 20 図　遺構実測図
1. SI18・SI21・SI22・SI23　2. SI21石組炉　3. SI22石組炉　4. SI23石組炉
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第 21 図　遺構実測図
1. SI18遺物出土状況　2. SI18石組炉1　3. SI18石組炉2　4. SI18石組炉3　5. SK4127
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第 22 図　遺構実測図
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第 23 図　遺構実測図
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第 24 図　遺構実測図
1. SI27　2. SI27石組炉　3. SI28・SI29　4. SI29石組炉　5. SI30　6. SI30石組炉
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第 25 図　遺構実測図
1. SI31　2. SI32　3. SI32石組炉　4. SI33　5. SI33石組炉
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第 26 図　遺構実測図
SI35
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第 27 図　遺構実測図
1. SI34　2. SI36　3. SI36石組炉　4. SI37　5. SI37石組炉
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第 28 図　遺構実測図
1. SB 1 　2. SB 2
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第 29 図　遺構実測図
1. SB 3 　2. SB 4
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第 30 図　遺構実測図
1. SB 5 　2. SB 6
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第 31 図　遺構実測図
1. SB 7 　2. SB 8
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第 32 図　遺構実測図
1. SB 9 　2. SB10
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第 33 図　遺構実測図
1. SB11　2. SB13
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第 34 図　遺構実測図
1. SB14　2. SB15
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1. SB16　2. SB17
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第 36 図　遺構実測図
1. 遺構全体図　2. SK1240遺物出土状況図　3. SK1242・SK1313・SK1314　4. SK1245　5. SK1308　
6. SK1312　　7 ～ 9. 土坑群
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第 37 図　遺構実測図
環状土坑群 2
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　（10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）粒50%混）
11. 10YR3/1　黒褐色粘質土
   （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）粒20%混）
12. 10YR3/2　黒褐色粘質土
   （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）粒60%混）

1. 10YR3/1　黒褐色粘質土
2. 10YR3/1　黒褐色粘質土
 （1より密度が疎）
3. 10YR6/6　明黄褐色粘質土
 （10YR3/1　黒褐色粘質土40%混）
4. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （10YR6/6　黒褐色粘質土粒20%混）
5. 10YR3/2　黒褐色粘質土

1. 10YR3/3　暗褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）粒50%混）
2. 10YR3/3　暗褐色粘質土
3. 10YR3/2　黒褐色粘質土　
4. 10YR3/3　暗褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）粒50%混）
5. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （3より密度が疎）

5. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）30%混）
6. 10YR3/1　黒褐色粘質土
7. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）粒10%混）
8. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）粒30%混）
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環状土坑群 3・4
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0 5m1：100

環状土坑群5

SK3230 SK3238 SK3240 SK3244

SK3260SK3249SK3246SK3245

SK3238

SK3228

SK3244

SK3230

SK3249

SK3240

SK3260

SK3246

SK3245

1. 10YR3/2　黒褐色粘質土
2. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）粒30%混）
3. 10YR2/2　黒褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）20%混)
4. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）20%混）

1. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）粒20%混）
2. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
3. 10YR2/3　黒褐色粘質土
4. 10YR2/2　黒褐色粘質土

1. 10YR2/2　黒褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）30%混）
2. 10YR2/1　黒色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）30%混）
3. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）50%混）

1. 10YR3/2　黒褐色粘質土
2. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
（10YR3/2　黒褐色粘質土30%混）
3. 10YR3/2　黒褐色粘質土

1. 10YR3/3　暗褐色粘質土
2. 10YR3/3　暗褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）粒30%混）
3. 10YR3/3　暗褐色粘質土
4. 10YR2/1　黒色粘質土

1. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土20%混）
2. 10YR3/1　黒褐色粘質土
3. 10YR3/2　黒褐色粘質土
4. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）粒40%混）

1. 10YR3/2　黒褐色粘質土
2. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
 （10YR3/2　黒褐色粘質土30%混）
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）粒20%混）
3. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
 （10YR3/2　黒褐色粘質土30%混）

1. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
 （10YR3/2　黒褐色粘質土30%混）
2. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土50%混）
3. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）粒30%混）
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1 2 3 4

5 6 7 8

9

13

10 11 12

0 4m1：80

SK2068 SK2073 SK2080 SK2088

SK2100

SK2111

SK2114

SK2117

SK2151SK2149SK2148

SK2133

SK2152

SK2068 SK2073 SK2080

SK2088

SK2117

SK2114

SK2111

SK2100

SK2133

SK2148 SK2149
SK2151

SK2152

1. 10YR2/1　黒色粘質土
2. 10YR3/3　暗褐色粘質土
3. 10YR3/3　暗褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）40%混、炭化物5%混）
4. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （10YR3/3　暗褐色粘質土30%混
   10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）30%混）

1. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
 （10YR3/2　黒褐色粘質土20%混）
2. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
3. 10YR3/2　黒褐色粘質土
4. 10YR3/3　暗褐色粘質土
5. 10YR3/2　黒褐色粘質土

6. 10YR3/3　暗褐色粘質土
  （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）粒10%混）
7. 10YR4/4　褐色粘質土
  （10YR3/2　黒褐色粘質土50%混）
8. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土

1. 10YR2/2　黒褐色粘質土
2. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
3. 10YR3/2　黒褐色粘質土
4. 10YR3/3　暗褐色粘質土
  （10YR3/2　黒褐色粘質土10%混）
5. 10YR3/4　暗褐色粘質土
  （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）20%混）

1. 10YR3/3　暗褐色粘質土
 （10YR2/1　黒色粘質土10%混
　 10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）粒10%混）
2. 10YR3/3　暗褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）40%混）
3. 10YR3/4　暗褐色粘質土
4. 10YR3/1　黒褐色粘質土
 （10YR6/4　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）50%混）
5. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土

1. 5YR3/4　暗赤褐色粘質土（焼土）
2. 10YR2/2　黒褐色粘質土
3. 10YR3/4　暗褐色粘質土
4. 10YR3/2　黒褐色粘質土
5. 10YR3/3　暗褐色粘質土
6. 10YR2/2　黒褐色粘質土

7. 10YR2/1　黒色粘質土
 （10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土30%混
   10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）10%混）
8. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
 （10YR3/2　黒褐色粘質土30%混）

1. 10YR3/4　暗褐色粘質土
2. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
3. 10YR3/4　暗褐色粘質土
 （10YR3/1　黒褐色粘質土30%混）
4. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
5. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （10YR3/1　黒褐色粘質土30%混）
6. 10YR2/2　黒褐色粘質土
7. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土

1. 10YR3/3　暗褐色粘質土
 （10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土30%混）
2. 10YR4/4　褐色粘質土
 （10YR3/3　暗褐色粘質土30%混）
3. 10YR3/3　暗褐色粘質土
4. 10YR3/3　暗褐色粘質土
 （10YR4/4　褐色粘質土30%混）
5. 10YR3/3　暗褐色粘質土
 （10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土40%混）
6. 10YR4/4　褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）20%混）

1. 10YR3/1　黒褐色粘質土
2. 10YR3/3　暗褐色粘質土
3. 10YR3/2　黒褐色粘質土
4. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
5. 10YR3/3　暗褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）70%混）
6. 10YR3/3　暗褐色粘質土
 （10YR3/1　黒褐色粘質土10%混）

1. 10YR2/1　黒色粘質土
2. 10YR3/3　暗褐色粘質土（砂分多）
3. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土（粗砂多）
4. 10YR3/3　暗褐色粘質土（粘性強）
5. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）20%混）
6. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）粒40%混）

1. 10YR2/2　黒褐色粘質土
2. 10YR3/4　暗褐色粘質土
3. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
 （10YR3/4　暗褐色粘質土50%混）
4. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （φ10～20cmレキ10%混）

1. 10YR3/1　黒褐色粘質土
 （10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土50%混）
2. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
3. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）50%混）
4. 10YR3/3　暗褐色粘質土
 （10YR2/2　黒褐色粘土30%混　10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土10%混）
   10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）10%混　φ10～20cmレキ10%混）

1. 10YR2/2　黒褐色粘質土
 （φ5～20cmレキ10%混）
2. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
3. 10YR2/1　黒色粘質土
4. 10YR4/4　褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）粒10%）
5. 10YR3/4　暗褐色粘質土
6. 10YR3/4　暗褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）30%混）
7. 10YR3/2　黒褐色粘質土
8. 10YR3/3　暗褐色粘質土
9. 10YR4/4　褐色粘質土（粗砂多）

1. 10YR2/1　黒色粘質土
2. 10YR3/3　暗褐色粘質土
3. 10YR4/6　褐色粘質土
4. 10YR4/4　褐色粘質土
5. 10YR3/3　暗褐色粘質土
6. 10YR2/2　黒褐色粘質土
7. 10YR3/4　暗褐色粘質土

8. 10YR3/3　暗褐色粘質土
9. 10YR4/4　褐色粘質土
 （10YR3/4　暗褐色粘質土20%混）
10. 10YR2/2　黒褐色粘質土
11. 10YR3/4　暗褐色粘質土
12. 10YR4/4　褐色粘質土
　（10YR3/4　暗褐色粘質土50%混） 
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第 40 図　遺構実測図
1. SK2068　2. SK2073　3. SK2080　4. SK2088　5. SK2100　6. SK2111　7. SK2114　8. SK2117　9. SK2133　
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1 2 3 4

5 6 7 8
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13 14 15 16

SK2061 SK2065 SK2074 SK2079

SK2099SK2089SK2086SK2082

SK2103 SK2104 SK2106 SK2108

SK2147SK2120SK2115SK2110

SK2061 SK2065 SK2074 SK2079

SK2099SK2089SK2086SK2082

SK2103 SK2104 SK2106 SK2108

SK2115SK2110 SK2110 SK2147

1. 10YR2/2　黒褐色粘質土
2. 10YR3/3　暗褐色粘質土
3. 10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）ブロック
4. 10YR2/2　黒褐色粘質土
 （10YR3/3　暗褐色粘質土30%混）

1. 10YR3/3　暗褐色粘質土
2. 10YR4/2　灰黄褐色粘質土
3. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土

1. 10YR3/3　暗褐色粘質土
2. 10YR3/4　暗褐色粘質土
3. 10YR3/1　黒褐色粘質土
4. 10YR3/3　暗褐色粘質土

1. 10YR3/2　黒褐色粘質土
2. 10YR3/4　暗褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）粒10%混）
3. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）10%混）
4. 10YR4/4　褐色粘質土
 （10YR3/1　黒褐色粘質土10%混）

1. 10YR3/2　黒褐色粘質土
2. 10YR3/4　暗褐色粘質土
 （10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土20%混）
3. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土20%混）

1. 10YR2/2　黒褐色粘質土
2. 10YR4/4　褐色粘質土
3. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土

1. 10YR3/2　黒褐色粘質土
2. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （7.5YR4/3　褐色粘質土（焼土）50%混）
3. 10YR2/2　黒褐色粘質土
4. 10YR3/3　暗褐色粘質土

1. 10YR3/2　黒褐色粘質土
2. 10YR3/3　暗褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）10%混）
3. 10YR3/2　黒褐色粘質土
4. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）30%混）
5. 10YR3/1　黒褐色粘質土

1. 10YR2/1　黒色粘質土
2. 10YR3/4　暗褐色粘質土
 （10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土40%混）
3. 10YR3/3　暗褐色粘質土
4. 10YR3/4　暗褐色粘質土
5. 10YR3/3　暗褐色粘質土
 （10YR4/4　褐色粘質土50%混）

1. 10YR3/2　黒褐色粘質土
2. 10YR5/4　にぶい黄褐色粘質土
3. 10YR3/3　暗褐色粘質土
4. 10YR4/5　褐色粘質土
5. 10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土
 （φ20cmレキ10%混）

1. 10YR3/4　暗褐色粘質土
2. 10YR2/3　黒褐色粘質土
3. 10YR3/4　暗褐色粘質土
 （10YR2/3　黒褐色粘質土30%混）
4. 10YR3/2　黒褐色粘質土
 （10YR6/6　明黄褐色粘質土（Ⅲ層）20%混）

1. 10YR3/4　暗褐色粘質土
 （10YR3/1　黒褐色粘質土30%混）
2. 10YR3/4　暗褐色粘質土
3. 10YR3/4　暗褐色粘質土
 （10YR3/1　黒褐色粘質土30%混）
4. 10YR3/4　暗褐色粘質土
 （10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土40%混）
5. 10YR3/4　暗褐色粘質土
 （10YR3/1　黒褐色粘質土30%混
   10YR4/3　にぶい黄褐色粘質土20%混）

1. 10YR2/3　黒褐色粘質土
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第 41 図　遺構実測図
1. SK2061　2. SK2065　3. SK2074　4. SK2079　5. SK2082　6. SK2086　7. SK2089　8. SK2099　9. SK2103　
10. SK2104　11. SK2106　12. SK2108　13. SK2110　14. SK2115　15. SK2120　16. SK2147
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第 42 図　遺構実測図
1. SK163　2. SK283　3. SX284　4. SK358・SK359　5. SK854
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第 43 図　遺構実測図
1. SK516・SK534・SK915・SK917・SK936・SK938　2. 遺構全体図
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第 44 図　遺構実測図
1. 埋甕 1　2. 埋甕 2　3. 埋甕 3　4. 埋甕 4　5. 埋甕 5　6. 埋甕 6　7. 埋甕 7　8. 埋甕 8　9. 埋甕 9　
10. 埋甕10・11　11. 埋甕12　12. 埋甕13　13. 埋甕14　14. 埋甕15　15. 埋甕16
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第 45 図　遺構実測図
1. 埋甕17　2. 埋甕18・19　3. 埋甕20　4. 埋甕21・22　5. 埋甕23　6. 埋甕24　7. 埋甕25　8. 埋甕26　
9. 埋甕27　10. 埋甕28　11. 埋甕29

３　遺　構
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第Ⅲ章　縄文時代

第 5 表　竪穴建物一覧

遺構
番号 座標 平面形

規模（ｍ） 施設
出土遺物 時期 備考 挿図 写真

長 幅 深 面積
（㎡） 炉 柱穴 貼床

SI1 X44Y24 円形 7.04 6.70 0.15 47.17 ○ 4 ○ 縄文土器，磨製石斧，敲石 中期中葉～後葉 第 3 期 SI1＜SI4 11 22，23
SI2 X38Y24 不明 （6.80） 3.68 0.10 （25.02） ○ 不明 縄文土器，砥石，垂玉 中期後葉 第 4 期 12 22，23
SI3 X41Y27 不整形 （5.52） 4.00 0.20 22.08 なし 縄文土器，石鏃 中期中葉？ 第 3 期 12 22
SI4 X45Y26 円形 6.24 5.50 0.15 34.32 ○ 4 縄文土器，磨製石斧 中期中葉～後葉 第 4 期 SI4＞SI1・SI4＜SI14 11 22，23

SI5 X38Y18 不明 不明 不明 不明 ○ 4 縄文土器 中期後葉 第 2 期 SI6と切り合うが新旧関係は不
明 13 22

SI6 X40Y20 円形 9.04 8.80 0.10 79.55 不明 縄文土器 中期後葉～後期前葉 第 5 期
～

SI5・SI7と切り合うが新旧関係
は不明 13 22

SI7 X41Y18 不明 不明 不明 不明 ○ 4 縄文土器 中期中葉～ 第 3 期 SI6と切り合うが新旧関係は不
明 13 22

SI8 X43Y16 不明 不明 不明 不明 ○ なし 縄文土器 中期中葉～ 第 2 期 22

SI9 X50Y29 円形 9.04 （4.80） 0.10 （43.39） ○ ６？ ○
縄文土器，打製石斧，磨製石斧，石鏃，
石錘，貝殻状削器，砥石，垂玉，ピエス
･エスキーユ

中期中葉～後葉 第 4 期 SI9＞SI16 14 22

SI10 X44Y30 円形？ 7.92 （4.30） 0.10 （34.06） 不明 縄文土器，磨製石斧，石鏃，石錘，貝殻
状削器，石棒 中期後葉 第 4 期 SI10＜SI14　SI10＞SI11 15 22，23

SI11 X45Y31 円形？ （5.00）（4.50） 0.10 （22.50） 不明 縄文土器，打製石斧 中期中葉～後葉 第 4 期 SI11＞SI10　SI11＜SI12・SI14 22

SI12 X46Y34 円形？ 不明 （4.70） 0.10 不明 縄文土器，打製石斧，石錘，石核
（チャート） 中期後葉 第 5 期

～ SI12＞SI11 22

SI13 X51Y31 円形？ （6.40）（5.00） 0.10 （32.00） ○ 縄文土器，磨製石斧，打製石斧，石棒，
凹石，石錘，石鏃，筋砥石 中期中葉～後葉 第 5 期 SI13＞SI ９ 16 22

SI14 X46Y29 円形？ 7.36 （5.00） 0.40 （36.80） ○ ４～
６？

縄文土器，打製石斧，打製石斧未成
品，磨製石斧，磨製石斧未成品，石錘，
擦石？石錘？，勾玉

中期中葉～後葉 第 5 期 SI14＞SI4・SI9・SI10・SI11 17 22，23

SI15 X49Y23 不明 不明 不明 不明 ○ 不明 縄文土器，打製石斧，敲石？ 中期後葉 第 4 期 22
SI16 X50Y26 楕円 5.34 4.30 0.25 （22.96） ○ 5 ○ 縄文土器 中期中葉～ 第 3 期 SI16＜SI9　周溝あり 14 ２，23
SI17 X102Y106 円形 3.76 3.16 0.25 11.88 ○ 4 ○ 縄文土器，打製石斧 中期前葉～中葉 第 2 期 18 24，25

SI18 X106Y100 楕円 （9.00） 7.16 0.35 （64.44） ○ 不明 ○ 縄文土器，磨製石斧，打製石斧，石皿，
擦石，凹石，貝殻状削器，敲石，石錘 中期前葉～中葉 第 2 期 SI18＜SI21 20，21 ３，

24，25
SI19 X107Y107 楕円 （8.32） 6.88 0.30 （57.24） ○ 7 ○ 縄文土器，磨製石斧，打製石斧 中期前葉～中葉 第 2 期 周溝あり 19 24，25
SI20 X104Y108 楕円 5.28 3.48 0.15 18.37 ○ 5 ○ 縄文土器，凹石，擦石 中期前葉～中葉 第 2 期 18 24，25

SI21 X104Y98 方形？ （6.00） 5.00 0.25 （30.00） ○ 不明 ○ 縄文土器，磨製石斧，削器，石核
（チャート） 中期中葉 第 3 期 SI21＜SI22　SI21＞SI18 20，22 24，26

SI22 X102Y99 方形？ （4.40） 4.05 0.20 （17.82） ○ 不明 ○ 縄文土器，磨製石斧，打製石斧，敲石，
石皿，剥片 中期中葉 第 3 期 SI22＞SI21・SI23 20，22 24，26

SI23 X101Y100 方形？ （3.70）（3.30） 0.10 （12.21） ○ 不明 ○ 縄文土器，凹石，擦石 中期中葉 第 2 期 SI23＜SI22 20，22 24，26
SI24 X103Y95 不明 不明 不明 不明 ○ 不明 縄文土器，擦石 中期中葉 第 3 期 23 24
SI25 X97Y101 楕円 5.84 3.60 0.30 21.02 ○ ２？ ○ 縄文土器，磨製石斧，打製石斧 中期中葉 第 1 期 23 24，26
SI26 X94Y96 不明 不明 不明 0.16 ○ 不明 ○ 縄文土器，磨製石斧，打製石斧 中期中葉 第 1 期 23 24，26
SI27 X113Y110 不明 （2.70）（0.80） 0.15 （2.18） ○ 不明 縄文土器，打製石斧 中期中葉 第 3 期 24 24，26
SI28 X116Y111 円形？ （4.16）（3.20） 0.08 13.31 ○ 不明 ○ 縄文土器 中期中葉 第 2 期 SI28＝SI29 ？ 24 24，27
SI29 X117Y112 円形？ （4.32） 3.76 0.08 16.24 ○ 不明 ○ 縄文土器 中期中葉 第 2 期 SI29＝SI28 ？ 24 24，27
SI30 X122Y117 楕円？ 不明 不明 0.20 ○ 不明 ○ 縄文土器，石皿 中期中葉 第 3 期 24 24，27

SI31 X127Y122 楕円 5.25 3.30 0.28 17.33 なし ○ 縄文土器 中期中葉～ 第 1
期？ 25 24

SI32 X123Y115 楕円？ 7.20 （4.00） 0.18 （28.80） ○ ５～ ○ 縄文土器，凹石，石皿 中期中葉 第 1 期 周溝（SD4266）か 25 24，27
SI33 X126Y113 楕円 3.20 2.00 0.10 6.40 ○ なし ○ 縄文土器 中期中葉 第 3 期 25 24，27
SI34 X109Y117 楕円 （6.80）（3.40） 0.40 23.12 ２～ ○ 縄文土器 中期中葉～ 第 1 期 27 24，27
SI35 X109Y114 楕円 （7.84） 5.36 0.20 （42.02） 4 ○ 縄文土器 中期中葉～ 第 1 期 周溝あり 26 24，27
SI36 X101Y91 不明 不明 不明 0.35 ○ ３～ 縄文土器，打製石斧，凹石 中期中葉～後葉 第 3 期 27 24

SI37 X102Y104 不明 不明 不明 不明 ○ 不明 縄文土器，凹石 中期中葉～ 第 3
期？ 27 24

SI38 X106Y113 不明 （6.9）（1.50） 0.20 （10.35） 不明 ○ 縄文土器 中期中葉～ 不明 24
SI39 X110Y109 不明 （3.3）（1.20） 0.30 （3.96） 不明 ○ 縄文土器 中期中葉～ 不明 24
SI40 X126Y112 不明 （2.7）（1.20） 0.20 （3.24） 不明 ○ 縄文土器 中期中葉～ 不明 24
SI41 X117Y120 不明 （4.5）（3.00） 0.15 （13.50） 不明 ○ 縄文土器 中期前葉～ 第 1 期 24
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３　遺　構

第 6 表　竪穴建物柱穴一覧

建物 遺構番号 位置 種類 平面形 規模（ｍ） 出土遺物 備考 挿図 写真長 幅 深

SI1

SP229 X46Y24 柱穴 楕円 0.42 0.32 0.13 11
SP230 X43Y25 柱穴 円 0.48 0.44 0.19 11
SP231 X44Y24 柱穴 円 0.40 0.40 0.10 11
SP232 X45Y23 柱穴 円 0.42 0.36 0.20 11
SP3019 X44Y24 柱穴 円 0.54 0.48 0.38 11
SP3020 X45Y24 柱穴 楕円 0.60 0.40 0.37 11
SP3021 X45Y24 柱穴 円 0.56 0.48 0.31 11
SP3022 X45Y26 柱穴 円 0.40 0.36 0.10 11
SP3023 X44Y26 柱穴 円 0.36 0.28 0.14 11
SP3024 X45Y25 柱穴 円 0.44 0.40 0.24 11

SI2
SP400 X39Y24 柱穴 円 0.40 0.36 0.31 12
SP401 X39Y24 柱穴 円 0.32 0.32 0.07 12
SP402 X38Y23 柱穴 円 0.46 0.44 0.18 12

SI4

SP296 X45Y28 柱穴 楕円 0.44 0.32 0.10 11
SP297 X46Y28 柱穴 円 0.32 0.28 0.16 11
SP299 X46Y24 柱穴 円 0.44 0.32 0.14 11
SP3026 X45Y26 柱穴 楕円 0.48 0.30 0.14 11
SP3029 X46Y26 柱穴 円 0.44 0.38 0.22 11
SP3030 X46Y27 柱穴 楕円 0.36 0.24 0.24 11
SP3034 X46Y27 柱穴 楕円 0.48 0.44 0.16 11
SP3037 X47Y28 柱穴 円 0.44 0.36 0.10 11

SI5

SP3005 X37Y19 柱穴 楕円 0.58 0.48 0.15 13
SP3006 X38Y19 柱穴 円 0.44 0.40 0.10 13
SP3007 X38Y18 柱穴 楕円 0.60 0.42 0.20 13
SP3008 X39Y19 柱穴 楕円 0.42 0.32 0.20 13

SI7

SP260 X41Y20 柱穴 円 0.32 0.30 0.34 縄文土器 13
SP3011 X41Y18 柱穴 円 0.32 0.30 0.21 13
SP3012 X41Y18 柱穴 楕円 0.36 0.28 0.14 13
SP3014 X42Y18 柱穴 楕円 0.40 0.28 0.10 13

SI9

SP3147 X49Y28 柱穴 楕円 0.74 0.44 0.19 14
SP3148 X49Y29 柱穴 不整形 0.74 0.56 0.18 14
SP3153 X50Y30 柱穴 楕円 0.74 0.44 0.46 14
SP3154 X50Y29 柱穴 不整形 0.48 0.40 0.23 14
SP3157 X50Y28 柱穴 楕円 0.48 0.38 0.16 14
SP3158 X50Y29 柱穴 円 0.32 0.28 0.20 14

SI14

SP277 X47Y28 柱穴 円 0.46 0.44 0.18 縄文土器 17
SP3038 X46Y28 柱穴 楕円 0.36 0.24 0.17 17
SP3039 X46Y29 柱穴 円 0.50 0.44 0.20 17
SP3040 X46Y28 柱穴 円 0.36 0.36 0.10 17
SP3042 X47Y28 柱穴 円 0.44 0.36 0.14 SP3042＞SP3043、3044 17
SP3043 X47Y28 柱穴 円 0.52 0.48 0.14 SP3043＜SP3042 17
SP3044 X47Y28 柱穴 楕円 0.96 0.40 0.20 SP3044＜SP3042 17
SP3045 X46Y30 柱穴 楕円 0.42 0.30 0.18 17
SP3046 X46Y30 柱穴 円 0.42 0.42 0.18 SP3046＞SP3047 17
SP3047 X46Y30 柱穴 円 0.44 0.46 0.12 SP3047＜SP3046 17
SP3267 X50Y28 柱穴 不整形 0.62 0.28 0.36 17

SI16

SP3262 X50Y27 柱穴 不整形 0.92 0.64 0.36 14
SP3263 X50Y28 柱穴 不整形 0.94 0.56 0.20 14
SP3264 X51Y28 柱穴 不整形 0.80 0.64 0.33 14
SP3265 X51Y27 柱穴 不整形 0.80 0.50 0.28 14
SP3268 X50Y26 柱穴 不整形 0.66 0.56 0.40 14 23

SI17

SP4200 X102Y106 柱穴 不整形 0.60 0.48 0.22 18
SP4201 X102Y107 柱穴 楕円 0.68 0.38 0.39 18
SP4203 X102Y107 柱穴 円 0.36 0.28 0.35 18
SP4205 X103Y106 柱穴 楕円 0.38 0.30 0.63 18

SI19

SP4082 X106Y107 柱穴 円 1.80 1.00 0.78 縄文土器 19
SP4083 X108Y109 柱穴 楕円 0.56 0.56 0.73 19
SP4084 X108Y109 柱穴 不整形 0.96 0.64 0.68 19
SP4085 X108Y106 柱穴 不整形 1.00 0.40 0.44 19
SP4086 X107Y108 柱穴 不整形 1.00 0.60 0.08 縄文土器 19
SP4212 X107Y108 柱穴 不整形 0.61 0.42 0.58 19
SP4215 X106Y105 柱穴 楕円 0.62 0.32 0.44 19
SP4216 X107Y106 柱穴 不整形 0.80 0.72 0.30 19

SI20

SP4104 X105Y108 柱穴 円 0.44 0.36 0.34 18
SP4206 X104Y108 柱穴 楕円 0.44 0.32 0.19 18
SP4207 X103Y108 柱穴 円 0.40 0.32 0.15 18
SP4208 X104Y109 柱穴 不整形 0.40 0.28 0.24 18
SP4211 X105Y108 柱穴 円 0.30 0.24 0.27 18

SI25 SP4231 X98Y101 柱穴 円 0.54 0.48 0.23 23
SP4232 X98Y102 柱穴 円 0.44 0.44 0.08 23

SI30

SP4253 X122Y117 柱穴 円 0.54 0.50 0.26 24
SP4254 X122Y117 柱穴 楕円 0.40 0.30 0.07 24
SP4255 X122Y116 柱穴 楕円 0.34 0.24 0.13 24
SP4256 X122Y116 柱穴 円 0.36 0.28 0.29 24

SI32

SP2177 X124Y114 柱穴 不整形 0.68 0.70 0.46 25
SP4257 X125Y114 柱穴 円 0.36 0.34 0.54 25
SP4258 X125Y115 柱穴 円 0.40 0.36 0.47 25
SP4259 X124Y115 柱穴 円 0.29 0.30 0.50 25
SP4260 X123Y115 柱穴 円 0.46 0.40 0.36 25
SP4262 X123Y115 柱穴 円 0.28 0.26 0.49 25

SI34
SP4003 X110Y118 柱穴 楕円 0.80 0.54 0.52 縄文土器 27
SP4004 X110Y117 柱穴 楕円 0.80 0.72 0.36 27
SP4017 X109Y117 柱穴 楕円 1.04 0.68 0.59 27

SI35

SP4012 X109Y113 柱穴 不整形 1.28 1.04 0.42 26
SP4020 X109Y115 柱穴 不整形 1.48 0.76 0.83 縄文土器 26
SP4032 X110Y114 柱穴 楕円 0.76 0.64 0.58 26
SP4233 X110Y115 柱穴 不整形 1.28 0.96 0.88 26

SI36
SP4244 X101Y92 柱穴 楕円 0.34 0.28 0.25 27
SP4245 X100Y90 柱穴 楕円 0.66 0.58 0.26 27
SP4246 X100Y92 柱穴 楕円 0.52 0.46 0.21 27
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第Ⅲ章　縄文時代

第 7 表　石組炉一覧

第 8 表　掘立柱建物一覧

遺構番号 位置 種類
平面形 規模（ｍ）

出土遺物 備考 挿図 写真
形 分類 長 幅 深

SI1 石組炉 X45Y24 単式炉 五角形 2 0.85 0.68 0.23 縄文土器 土器敷 11 28，32
SI2 石組炉 X39Y25 単式炉 方形 4 0.64 0.58 0.26 縄文土器 土器敷 12 28，32
SI4 石組炉 X45Y26 複式炉 6 0.84 0.64 0.25 縄文土器 11 28，32
SI5 石組炉 X38Y18 単式炉 六角形？ 2 0.8 0.6 0.2 縄文土器 土器敷 13 28
SI7 石組炉 X41Y18 単式炉 長方形 5 0.8 0.55 0.19 縄文土器，石皿 13 28
SI8 石組炉 X43Y16 単式炉 方形 4 0.65 0.5 0.2 縄文土器 土器敷 12 28
SI9 石組炉 X49Y28 単式炉 コの字形 4? 0.55 0.55 0.23 縄文土器 方形？ 14 28
SI13 石組炉 X50Y31 複式炉 6 0.72 0.6 0.23 縄文土器 16 28，32

SI14 石組炉（上層） X47Y28 単式炉 方形 4 0.95 0.7 0.16 縄文土器 17 ２，28，
32

SI14 石組炉（下層） X47Y28 複式炉 6 0.9 0.65 0.34 17 ２，28，
32

SI15 石組炉 X49Y23 単式炉 方形 4 0.6 0.5 0.19 縄文土器，打製石斧，敲石？ 12 29
SI16 石組炉 X50Y27 単式炉 六角形 2 0.9 0.9 0.32 縄文土器 土器敷 14 29，32
SI17 石組炉 X103Y106 単式炉 コの字形 1 0.68 0.6 0.2 土器敷 18 29，32
SI18 石組炉１ X107Y100 単式炉 円形 1 0.48 0.42 0.22 21 29
SI18 石組炉２ X105Y101 単式炉 六角形 2 0.64 0.58 0.28 21 29，33
SI18 石組炉３ X105Y101 単式炉 コの字形 4? 0.58 0.54 0.16 21 29，33
SI21 石組炉 X104Y99 単式炉 方形　 4 0.6 0.5 0.24 20 30，33
SI22 石組炉 X103Y99 単式炉 楕円形 3 0.65 0.42 0.16 縄文土器 土器敷 20 30，33
SI23 石組炉 X101Y100 単式炉 楕円形 3 0.72 0.4 0.16 縄文土器 土器敷 20 30，33
SI24 石組炉 X103Y95 単式炉 長方形 5 0.98 0.6 0.2 23 30
SI25 石組炉 X98Y101 単式炉 三角形 1 22 0.2 不明 23 30
SI26 石組炉 X96Y96 単式炉 長方形 5 0.58 0.45 0.18 縄文土器 23 30
SI27 石組炉 X113Y110 単式炉 長方形 5 0.58 0.45 0.16 24 31，33
SI29 石組炉 X107Y112 単式炉 長方形？ 5? 0.92 0.68 0.19 縄文土器 土器敷 24 31
SI30 石組炉 X122Y117 単式炉 長方形 5 0.62 0.36 0.2 縄文土器 24 31
SI32 石組炉 X124Y114 単式炉 円形 1 0.32 0.32 0.12 25 31
SI33 石組炉 X126Y113 単式炉 長方形 5 0.55 0.4 0.12 縄文土器 25 31，33
SI35 石組炉 X108Y114 単式炉 方形 1 0.32 0.28 不明 26 31
SI36 石組炉 X101Y91 単式炉 方形 4 0.82 0.65 0.2 縄文土器 土器敷 27 31，33
SI37 石組炉 X102Y104 単式炉 長方形 5 0.56 0.5 0.15 27 31

遺構番号 位置
規模（ｍ）

主軸方向 形態 柱穴数 出土遺物 時期 広場に対する主
軸の向き　　　 挿図 写真

長 幅

SB1 X90Y82 8.8 5.0 N-53°-W 長方形 8以上 中期 平行 28 4，35

SB2 X88Y85 4.5 4.0 N-38°-W 方形 4 打製石斧 中期 平行 28 4，35
SB3 X94Y85 6.0 3.0 N-51°-W 長方形 9 縄文土器，打製石斧 中期 平行 29 4，35

SB4 X88Y88 10～ 5.0 N-28°-W 長方形 7以上 中期 平行 29 4，35

SB5 X90Y93 3.5～ 3.5 N-17°-W 長方形 2以上 中期 平行 30 4，35

SB6 X90Y90 5.8 3.8 N-16°-W 長方形 6 縄文土器，磨製石斧 中期 平行 30 4，35
SB7 X78Y65 8.3～ 4.6 N-35°-W 長方形 10以上 縄文土器 中期 平行 31 4，35

SB8 X73Y67 8.3～ 4.6 N-34°-W 長方形 7 中期～後期 平行 31 4，35

SB9 X63Y40 5.8～ 3.5～ N-84°-E 4以上 縄文土器，打製石斧 晩期 放射 32 5，36

SB10 X59Y41 5.8 3.5 N-69°-E 長方形 6 縄文土器，加工礫 晩期 放射 32 5，36
SB11 X55Y42 8.0 5.6 N-64°-E 長方形 10以上 縄文土器 晩期 放射 33 5，36

SB12 X51Y43 5.6～ 1.2～ N-62°-E 3以上 縄文土器 後期～晩期 放射 5，36

SB13 X63Y46 5.6 4.8 N-72°-E 長方形 8 晩期 放射 33 5，36

SB14 X60Y49 8.0 5.0 N-62°-E 長方形 8 縄文土器 晩期 放射 34 5，36

SB15 X57Y50 7.5 2.3～ N-61°-E 5以上 晩期 放射 34 5，36

SB16 X75Y61 6.5 5.5 N-46°-E 長方形 6以上 縄文土器 晩期 放射 35 35
SB17 X72Y64 6.2 5.5 N-53°-E 長方形 4 縄文土器 晩期 放射 35 35
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３　遺　構

第 9 表　掘立柱建物柱穴一覧（1）

遺構番号 位置 平面形
規模（ｍ）

出土遺物 挿図 写真
長 幅 深

SB1

1 X93Y80 不整形 1.55 1.12 0.52
2 X93Y81 不整形 1.00 （0.95） 0.3
3 X92Y81 不整形 （1.25） 1.10 0.6
4（SP1280） X91Y82 不整形 1.70 1.58 0.64 縄文土器 28
5 X90Y83 楕円 1.10 0.95 0.49
6（SP1276） X89Y83 楕円 1.16 0.86 0.77 縄文土器 28
7 X89Y82 円 1.20 1.10 0.7
8（SP1300） X90Y81 楕円 1.45 1.30 0.58 28
9（SP1301） X89Y82 楕円 （1.20） 1.00 0.74 28
10 X90Y81 円 1.30 1.30 0.79
11 X90Y80 不整形 1.55 1.30 0.73
12 X91Y80 楕円 1.40 1.10 0.69
13 X91Y80 楕円 （1.00） 8.50 0.58

SB2

1（SP1275） X90Y85 円 1.24 1.16 0.72 縄文土器，打製石斧 28
2（SP1302） X88Y85 円 1.50 1.50 0.9 28
3 X87Y85 楕円 （1.40） （1.30） 0.65
4 X89Y83 円 1.25 1.00 0.33

SB3

1（SP1317） X95Y85 不整形 1.50 9.50 0.42 縄文土器 29
2 X95Y85 楕円 1.50 0.85 0.41
3 X94Y86 楕円 1.30 1.00 0.31
4（SP1316） X94Y87 不整形 （1.30） 0.90 0.3 29
5 X93Y86 楕円 1.55 1.15 0.44
6（SP1315） X93Y85 円 0.80 0.75 0.47 29
7（SP1251） X94Y85 不整形 （1.10） 1.10 0.46 打製石斧 29
8 X94Y85 円 0.75 0.65 0.44
9（SP1249） X95Y84 不整形 1.30 0.75 0.45 縄文土器
10 X95Y85 円 0.70 0.70 0.42 縄文土器
11 X95Y84 円 1.10 1.00 0.38

SB4

1（SP1267） X91Y88 不整形 1.40 1.16 0.46 29
2 X90Y89 円 1.30 1.20 0.61
3 X88Y90 楕円 1.10 8.50 0.53
4（SP1307） X86Y88 不整形 1.50 1.30 0.6 29
5 X87Y88 隅丸方形 1.05 0.85 0.52
6（SP1303） X89Y87 楕円 1.65 0.95 0.51 29
7 X90Y86 円 1.15 1.00 0.49

SB5
1（SP1306） X90Y92 円 1.20 1.00 1.1 30
2（SP1305） X91Y93 円 1.40 1.10 1.21 30

SB6

1（SP1284） X91Y90 円 1.52 1.12 1.04 縄文土器 30
2 X90Y91 円 1.00 1.00 0.21
3（SP1288） X89Y91 円 1.70 1.42 0.98 縄文土器 30
4（SP1286） X88Y90 楕円 1.60 1.32 1.13 縄文土器，磨製石斧
5 X90Y91 楕円 0.90 0.60 0.33
6（SP1283） X91Y89 円 1.52 1.24 1.24 磨製石斧 30

SB7

1 X80Y65 楕円 1.45 0.80 0.52 縄文土器
2 X80Y66 円 ? 1.25 不明 0.66 
3 X80Y66 円 ? 1.10 不明 0.59 
4 X79Y67 円 ? 1.25 不明 0.45
5 X79Y67 円 ? 1.20 不明 0.45
6 X79Y67 円 ? 1.00 不明 0.39
7 X78Y67 円 ? 1.10 不明 0.3
8 X77Y66 不整形 1.45 1.10 0.69
9 X78Y65 円 1.00 0.70 0.44
10 X78Y65 円 （1.50） 1.35 0.57
11 X78Y65 円 （0.90） 0.70 0.73
12 X79Y64 不整形 1.30 0.80 0.29
13 X80Y64 不整形 1.95 （1.00） 0.61 縄文土器

SB8

1 X75Y66 楕円 1.20 0.95 0.38
2 X74Y67 楕円 1.40 1.05 0.61
3 X74Y67 楕円 0.90 0.60 0.58
4 X73Y68 円 1.00 0.95 0.44
5 X72Y66 楕円 1.50 0.90 0.48
6（SP1309） X73Y66 不整形 2.20 2.20 0.76 31
7 X74Y65 楕円 1.40 1.20 0.56
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第Ⅲ章　縄文時代

第 9 表　掘立柱建物柱穴一覧（2）

遺構番号 位置 平面形
規模（ｍ）

出土遺物 挿図 写真
長 幅 深

SB9

1 X63Y41 不整形 1.30 （1.20） 1.15
2（SK781） X62Y42 円 1.50 1.40 1.04 縄文土器，打製石斧
3 X62Y41 円 1.10 1.10 0.94
4 X62Y40 不整形 2.30 （0.90） 0.81 縄文土器

SB10

1 X59Y39 楕円 1.40 （1.30） 0.54
2（SK789） X60Y41 不整形 1.55 1.15 0.56 縄文土器
3 X60Y42 楕円 1.25 0.85 0.68
4（SK790） X58Y43 不整形 1.62 1.50 0.74 縄文土器，加工礫
5（SK796） X58Y42 楕円 1.70 1.40 0.83 縄文土器
6 X57Y40 楕円 （1.60） 1.20 0.63

SB11

1 X55Y40 楕円 2.00 1.10 0.69
2 X56Y41 円 1.30 1.25 0.61
3（SP800） X56Y42 不整形 1.70 1.15 0.98 縄文土器，磨製石斧
4 X57Y43 不整形 1.70 1.30 0.48
5 X56Y44 不整形 1.30 0.85 0.57
6（SK868） X55Y44 円 1.75 1.35 0.66 縄文土器
7 X55Y43 円 1.60 1.40 1.04
8 X54Y42 楕円 1.60 1.30 0.93
9 X54Y41 円 1.50 1.30 0.43
10 X54Y41 不整形 2.10 1.50 0.53

SB12
1 X51Y42 円 1.04 0.88 0.83
2（SK867） X52Y43 円 1.28 （0.90） 0.63 縄文土器
3 X53Y44 不整形 1.40 不明 0.53

SB13

1 X64Y45 楕円 1.30 0.90 0.73
2 X64Y46 楕円 1.00 0.70 0.50
3 X64Y47 円 1.10 1.00 0.48
4 X63Y48 不整形 （1.20） 1.00 0.68
5 X63Y48 円 1.30 1.10 0.57
6 X62Y47 円 1.30 （1.10） 0.51
7 X62Y46 円 1.10 （1.10） 0.53
8 X63Y45 円 1.20 1.10 0.75

SB14

1 X60Y47 円 1.65 1.55 0.93
2 X60Y47 円 1.80 1.50 0.97
3 X61Y48 円 1.55 1.40 0.95
4 X61Y49 円 1.70 1.40 0.57
5 X61Y50 不整形 1.50 （1.20） 0.86
6（SX749） X61Y50 円 1.85 1.50 0.87 縄文土器
7 X59Y49 円 1.55 1.40 0.63
8 X59Y48 円 1.55 1.40 0.77
9 X58Y47 円 1.45 1.40 0.74
10 X59Y47 円 1.80 1.70 0.93

SB15

1（SK481） X57Y48 円 1.25 1.10 0.92 縄文土器
2（SK484） X57Y49 円 1.60 1.40 0.91 縄文土器
3 X58Y50 円 1.15 1.10 0.90
4（SK898） X58Y51 円 1.10 1.10 0.71 縄文土器
5 X56Y48 円 1.10 （0.60） 0.40

SB16

1 X74Y60 楕円 1.55 1.30 0.76
2（SK1214） X75Y60 楕円 2.10 1.60 0.76 縄文土器，凹石，石棒
3（SP1222） X76Y61 楕円 1.90 1.20 0.74
4 X75Y63 楕円 1.80 1.50 0.62
5 X74Y62 円 （1.60） 1.55 0.69
6 X73Y61 円 1.60 1.30 0.85

SB17

1 X72Y62 円 1.05 0.95 0.61
2 X73Y64 円 1.65 1.50 0.66 縄文土器
3 X72Y65 楕円 2.00 1.50 0.34
4 X70Y63 不整形 1.55 1.20 0.65
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３　遺　構

第 10 表　環状土坑群一覧

第 11 表　環状土坑群土坑一覧

遺構番号 位置
規模（ｍ）

土坑数 出土遺物 時期 備考 挿図 写真
径

環状土坑群１ X85Y78 33.0 35以上 縄文土器，敲石 広場１外周 36 4，34，37
環状土坑群２ X74Y70 7.2 12以上 37 4，34，37

環状土坑群３ X48Y35 8.8 10以上 縄文土器，打製石斧，磨
製石斧，石棒 晩期中葉～ 38 5，34，38

環状土坑群４ X49Y36 6.7 10以上 縄文土器，石鏃，打製石
斧，磨製石斧，人骨 晩期中葉～ 38 5，34，38

環状土坑群５ X53Y34 6.0 10以上 縄文土器，磨製石斧 晩期中葉～ 39 5，34，38

遺構番号 位置 平面形
規模（ｍ）

出土遺物　 備考 挿図 写真
長 幅 深

環状土坑１

SK1242 X86Y83 円 0.96 0.90 0.70 縄文土器 36
SK1245 X90Y77 円 0.88 0.84 0.60 縄文土器 36
SK1277 X88Y82 円 1.00 0.96 0.65 敲石
SK1308 X90Y80 円 1.40 1.20 0.56 柱痕 36
SK1312 X77Y72 円 1.50 1.40 0.92 柱痕 36
SK1313 X86Y83 楕円 1.24 1.00 0.70 36
SK1314 X86Y83 円 1.20 1.20 0.70 柱痕？ 36

環状土坑２

SK1310 X73Y70 円 1.20 1.15 0.61 柱痕？ 37
SK1311 X73Y70 円 1.25 1.20 0.80 37
SK1318 X74Y69 円 1.40 1.30 0.59 37
SK1319 X74Y68 楕円 1.30 1.05 0.87 37
SK1320 X73Y69 円 1.20 1.10 0.65 37
SK1321 X75Y68 不整形 1.50 1.00 0.45 37
SK1322 X76Y69 円 1.15 1.05 0.28 37
SK1323 X75Y71 円 1.15 0.60 37
SK1324 X75Y71 円 1.20 0.59 37
SK1325 X75Y71 円 1.00 0.63 37

環状土坑３

SK3205 X48Y33 円 1.30 1.20 0.74 38
SK3207 X49Y33 楕円 1.60 1.30 0.96 38
SK3208 X47Y36 楕円 1.45 0.90 1.03 縄文土器，打製石斧 38
SK3209 X48Y37 円 1.80 1.60 0.62 38

SK3222 X50Y34 楕円 1.50 1.00 1.03 縄文土器，打製石斧，
磨製石斧

SK3237 X47Y33 楕円 1.65 1.20 0.80 縄文土器 38
SK3239 X46Y35 円 1.50 1.10 0.97 縄文土器，石棒 38
SK3258 X49Y36 円 1.30 1.10 0.65

環状土坑４

SX446 X51Y37 不整形 4.72 縄文土器，石鏃，打製
石斧，磨製石斧，人骨

<SD420・
SK434・SK435

SK3206 X48Y35 楕円 1.25 1.00 0.70 38
SK3210 X48Y36 楕円 1.45 （1.30） 0.78 38
SK3223 X50Y35 不整形 0.80 0.60 0.88 38
SK3224 X48Y37 円 1.20 1.10 0.76
SK3225 X49Y37 円 1.50 0.55 38
SK3227 X50Y35 不整形 1.00 0.7
SK3231 X53Y35 不整形 1.16 0.76 0.44 縄文土器
SK3256 X51Y36 不整形 0.90 0.90 0.73
SK3257 X51Y36 不整形 1.60 0.60

環状土坑５

SK3228 X52Y33 楕円 1.20 0.90 0.70
SK3230 X54Y33 不整形 1.28 0.90 0.59 39
SK3238 X51Y34 不整形 2.10 1.15 0.69 縄文土器，磨製石斧 39
SK3240 X53Y35 楕円 1.50 1.20 0.65 縄文土器 39
SK3244 X52Y32 不整形 1.10 0.80 0.49 39
SK3245 X53Y32 不整形 1.50 1.40 0.63 縄文土器 39
SK3246 X53Y32 楕円 1.00 0.80 0.56 39
SK3249 X54Y34 楕円 1.10 0.85 0.65 磨製石斧 39
SK3260 X52Y34 楕円 1.15 0.80 0.68 39

※遺構の重復がはげしく個々の遺構平面の把握が困難であったため
　遺構番号を付けたもののみを一覧に掲載した。
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第 12 表　貯蔵穴一覧

遺構番号 位置 平面形
規模（ｍ）

出土遺物 備考 挿図 写真
長 幅 深

SK2061 X140Y141 円 1.36 1.24 0.96 41
SK2065 X141Y142 円 1.24 1.12 0.86 41 42
SK2068 X136Y142 円 2.32 2.24 1.04 40 40
SK2070 X138Y144 不整形 1.06 1.06 0.74 
SK2072 X139Y144 円 1.40 1.24 0.68 縄文土器
SK2073 X140Y145 楕円 2.16 1.60 1.32 SK2073＜SK2076 40 40
SK2074 X141Y143 円 1.04 1.04 0.88 41
SK2076 X140Y145 楕円 2.16 1.84 0.64 SK2076＞SK2073・SK2151
SK2078 X141Y145 不整形 1.52 1.20 0.38 
SK2079 X141Y143 楕円 1.54 1.12 0.88 41 40，42
SK2080 X143Y142 円 1.72 1.44 1.32 40
SK2081 X144Y142 円 1.10 1.00 0.46 
SK2082 X145Y142 円？ 1.28 （0.76） 0.94 41 42
SK2083 X145Y142 円 0.88 0.88 0.32 
SK2084 X144Y144 円 1.08 1.00 0.71 
SK2085 X145Y144 円 0.88 0.88 0.50 
SK2086 X146Y143 円？ 1.24 （0.72） 0.84 41
SK2087 X146Y145 円 1.04 0.90 0.67 
SK2088 X140Y143 円 1.84 1.84 1.04 40 40，43
SK2089 X143Y144 円 1.74 1.56 0.76 41 41，43
SK2091 X144Y146 不整形 1.68 1.42 0.77 
SK2094 X141Y147 円 1.84 1.80 0.68 
SK2095 X141Y144 不整形 1.64 1.04 0.46 縄文土器
SK2099 X145Y149 円 0.96 0.80 0.76 41 41，43
SK2100 X139Y143 円 1.60 1.50 1.34 40 41，43
SK2101 X144Y143 円 1.36 1.24 0.60 
SK2102 X145Y147 楕円 1.28 1.00 0.66 
SK2103 X145Y151 円 1.36 1.36 0.96 縄文土器 41 41，43
SK2104 X142Y144 円 1.20 1.12 0.84 41
SK2105 X142Y143 円 1.24 1.12 0.68 縄文土器
SK2106 X143Y148 円 1.38 1.12 0.84 縄文土器 41 41
SK2108 X145Y146 楕円 1.48 1.16 0.96 41 43
SK2110 X144Y151 円 1.44 1.20 1.00 41 41
SK2111 X144Y148 円 （1.44） 1.36 1.04 40
SK2114 X146Y150 不整形 1.84 1.60 1.20 40 41，43
SK2115 X147Y151 円 1.48 1.20 0.68 41
SK2117 X145Y148 不整形 2.32 1.68 1.52 40 41
SK2120 X146Y151 不整形 1.68 1.16 1.04 縄文土器 41 42
SK2122 X147Y152 円 1.40 1.36 0.84 
SK2123 X146Y153 円 1.24 1.04 0.51 
SK2131 X147Y153 不整形 1.96 1.68 0.66 縄文土器
SK2133 X150Y155 円 2.32 （1.84） 1.16 40 42，43
SK2147 X151Y154 円 1.60 1.32 0.92 41 42
SK2148 X151Y153 円 1.76 1.68 1.32 縄文土器 40 42
SK2149 X152Y154 円 1.84 1.46 1.44 40
SK2150 X152Y155 円 1.08 0.88 0.82 
SK2151 X139Y145 円 1.84 1.48 1.20 40 42
SK2152 X142Y147 楕円 3.28 1.70 1.28 40
SK2153 X143Y146 円 1.16 1.02 0.68 



80

３　遺　構

第 13 表　土坑一覧（1）

遺構№
位置

平面形
規模（ｍ）

出土遺物 時期 特記事項 切り合い 挿図 写真
Ｘ Ｙ 長 幅 深 

SK1 47 23 円 1.44 1.28 0.14 縄文土器，石錘
SK2 47 22 楕円 0.56 0.44 0.50 縄文土器 中期
SK5 47 22 楕円 0.72 0.60 0.12 縄文土器
SK50 32 10 円 0.36 0.36 0.31 縄文土器
SK61 31 8 不整 0.74 0.30 0.13 縄文土器
SK64 31 11 不整 0.68 0.60 0.24 縄文土器

SX89 30 10 楕円 4.10 3.12 0.10 縄文土器 浅い落ち込みに土坑が複
数重なった遺構

SD36＞SX89＞SK119，121，
122，SD153，
SK155～158

SK118 28 9 円 0.28 0.28 0.13 縄文土器
SK130 30 12 楕円 0.48 0.40 0.29 縄文土器
SK131 30 13 円 0.28 0.24 0.26 磨製石斧？，擦切石器
SK140 31 14 円 0.48 0.48 0.12 縄文土器 ＞SK141
SK148 27 7 楕円 0.64 0.36 0.36 打製石斧，磨製石斧未成品
SK161 38 11 楕円 0.60 0.32 0.90 縄文土器
SK163 40 13 不整 1.08 0.92 0.19 縄文土器 中期～ 竪穴建物の炉跡か？ 42 39
SK166 40 14 不整 0.68 0.40 0.20 縄文土器
SK171 41 14 楕円 0.44 0.36 0.23 縄文土器
SK173 44 17 不整 0.64 0.52 0.45 縄文土器，打製石斧
SK174 42 17 楕円 0.96 0.88 0.14 縄文土器 ＞SK195
SK176 42 17 楕円 0.44 0.36 0.10 縄文土器
SX180 36 19 不整 3.12 2.60 0.10 縄文土器
SK182 34 19 不整 1.16 1.04 0.42 縄文土器
SK185 43 14 円 0.46 0.38 0.18 縄文土器
SK186 43 14 円 0.44 0.36 0.16 縄文土器
SK192 44 19 楕円 0.80 0.54 0.21 縄文土器 後期
SK193 44 19 楕円 0.52 0.36 0.15 縄文土器
SK196 38 13 楕円 0.68 0.52 0.25 縄文土器
SK198 46 20 楕円 0.44 0.28 0.29 縄文土器
SK201 47 20 楕円 0.88 0.72 0.18 縄文土器
SK202 47 20 円 0.38 0.34 0.22 縄文土器 後期
SK204 48 21 楕円 0.30 0.20 縄文土器，土偶，打製石斧？ 中期～
SK205 48 21 楕円 0.28 0.20 0.17 縄文土器 晩期
SK206 45 19 不整 2.00 1.60 0.34 縄文土器 中期
SK213 39 16 円 0.36 0.34 0.35 縄文土器
SK219 43 17 不整 1.50 1.32 0.71 縄文土器，石刀，擦石，凹石，石錘 中期
SK220 42 19 円 0.66 0.60 0.22 縄文土器 晩期 ＞SI6 13
SK221 43 20 楕円 0.78 0.56 0.24 ＜SI6 13
SK222 42 20 不整 0.44 0.40 0.34 ＜SI6 13
SK223 39 19 不整 0.8 0.66 0.25 ＜SI6 13
SK224 40 19 円 0.64 0.58 0.44 ＜SI6 13
SK225 39 19 円 0.62 0.56 0.12 ＜SI6 13
SK226 39 20 円 0.30 0.30 0.14 ＜SI6 13
SK227 40 21 円 0.68 0.58 0.17 ＜SI6 13
SK228 41 22 円 0.40 0.38 0.11 ＜SI6 13
SK233 42 27 円 0.26 0.26 0.25 縄文土器
SK234 41 26 円 0.40 0.40 0.35 縄文土器
SK235 41 27 円 0.40 0.32 0.31 縄文土器
SK240 48 22 楕円 0.52 0.48 0.11 縄文土器
SK241 48 23 不整 0.62 0.36 0.21 縄文土器
SK242 48 24 不整 0.96 0.72 0.60 縄文土器，石冠
SK252 41 17 不整 0.36 0.36 0.22 縄文土器
SK256 42 20 不整 0.46 0.36 0.13 ＜SI6
SK259 41 17 不整 1.20 0.64 0.24 縄文土器，凹石 ＜SK257
SK261 42 20 円 0.40 0.12 ＜SI6
SK265 39 21 円 0.44 0.38 0.20 ＜SI6 13
SK266 41 22 円 0.32 0.30 0.21 ＜SI6
SK270 45 28 円 0.38 0.36 0.23 縄文土器
SK273 44 23 楕円 0.54 0.44 0.20 ＜SI1
SK280 42 16 円 0.40 0.12 縄文土器 ＜SK291
SK282 44 27 円 1.10 1.00 0.15 縄文土器 中期～

SK283 50 35 方 （2.80）（1.70） 0.21
縄文土器，打製石斧，貝殻状削器，擦
切石器，磨製石斧，石錘，敲石，砥石，
筋砥石，石棒？

後期～ 石組遺構（墓？） 42 39

SX284 50 27 不整 5.70 3.00 0.08 縄文土器，磨製石斧，貝殻状削器，石
鏃，敲石，凹石，石錘，岩版類 中期～ 配石遺構 ＞SI16 42 39

SK285 40 16 円 0.28 0.24 0.27 磨製石斧

SK292 53 30 楕円 2.32 0.98 0.48
縄文土器，打製石斧，貝殻状削器，磨
製石斧，磨製石斧未成品，凹石，筋砥
石，敲石，石錘

中期

SK293 51 32 円 1.56 1.52 0.29 ＞SI13　SI9内
SK294 50 30 楕円 0.84 0.50 0.10 ＞SI9 ？　SI9内　
SK295 49 29 楕円 0.66 0.48 0.08 縄文土器 中期～ ＞SI9 ？　SI9内
SK298 47 31 円 0.40 0.32 0.19 縄文土器
SK300 55 34 円 0.56 0.52 0.21 縄文土器
SK302 56 35 楕円 0.68 0.44 0.16 縄文土器
SK303 56 35 円 0.56 0.56 0.21 縄文土器
SK304 57 34 不整 1.36 0.72 0.35 縄文土器
SK307 58 35 不整 0.64 0.09 縄文土器 ＜SK308
SK308 58 35 楕円 1.14 0.74 0.33 縄文土器 ＞SK307
SK309 57 37 不整 0.96 0.14 縄文土器 SK377，SK378＞SK309
SK310 57 35 円 0.44 0.38 0.08 縄文土器



81

第Ⅲ章　縄文時代

第 13 表　土坑一覧（2）

遺構№
位置

平面形
規模（ｍ）

出土遺物 時期 特記事項 切り合い 挿図 写真
Ｘ Ｙ 長 幅 深 

SK311 57 36 円 0.56 0.48 0.36 縄文土器 中期～ ＞SK312
SK312 57 36 円 0.44 0.44 0.20 縄文土器 中期 ＜SK311
SK313 57 36 不整 0.52 0.30 縄文土器 後期 ＜SK452
SK314 57 37 不整 0.88 0.60 0.29 縄文土器 後期 ＞SX315
SX315 56 36 不整 2.74 1.18 0.12 縄文土器，磨製石斧 ～後期 ＜SK314
SK317 55 36 不整 1.68 0.40 0.27 縄文土器

SK318 55 36 不整 1.32 0.35 縄文土器，打製石斧，磨製石斧未成
品 中期～ ＞SK343，SK456

SK319 55 35 楕円 1.60 1.04 0.37 縄文土器 中期～ ＞SK456
SK320 55 35 円 0.68 0.68 0.27 縄文土器 ＜SK321
SK321 54 34 楕円 0.52 0.32 0.28 縄文土器 ＞SK320

SK322 55 36 不整 1.16 0.78 0.40 縄文土器，貝殻状削器，磨製石斧，凹
石 中期

SK324 55 37 円 0.40 0.36 0.19 縄文土器
SK325 55 37 円 0.40 0.36 0.11 縄文土器 後期～
SK326 56 37 不整 0.52 0.52 0.41 縄文土器
SK327 54 36 楕円 1.04 0.92 0.50 縄文土器，打製石斧 中期～
SX328 54 37 不整 0.48 0.27 縄文土器，擦切石器 中期 溝状 ＞SK329，370，394
SK329 53 37 0.96 0.37 縄文土器 ＜SX328，SK330
SK330 53 37 楕円 0.88 0.64 0.34 縄文土器，擦石，敲石 中期 ＞SK329
SK336 53 37 円 0.28 0.28 0.30 縄文土器
SK337 53 38 楕円 0.48 0.38 0.25 縄文土器，擦石
SK338 38 54 楕円 0.88 0.68 0.31 縄文土器 ＞SK448
SK341 52 37 不整 0.48 0.36 0.14 縄文土器，打製石斧
SK342 51 37 円 0.44 0.44 0.31 縄文土器 中期～
SK343 55 36 楕円 0.24 0.24 縄文土器 ＜SK318
SK344 56 37 楕円 0.48 0.40 0.07 縄文土器
SK345 54 35 円 0.48 0.44 0.14 縄文土器
SK346 52 38 楕円 1.10 0.64 0.21 縄文土器
SK348 53 37 円 0.36 0.36 0.20 縄文土器 ＞SK373
SK349 53 38 円 0.54 0.46 0.35 縄文土器
SK350 53 38 不整 0.44 0.36 0.21 縄文土器
SK351 54 38 円 0.40 0.32 0.24 縄文土器
SK352 55 38 円 0.60 0.52 0.35 縄文土器 ＞SK397
SK353 55 37 楕円 0.72 0.52 0.09 縄文土器 後期～
SK354 55 36 円 0.30 0.07 縄文土器，打製石斧 中期 ＜SK355
SK355 55 36 不整 0.52 0.38 0.33 縄文土器 中期～ ＞SK354
SK356 55 37 不整 1.28 0.44 0.42 縄文土器，筋砥石
SK357 54 38 楕円 0.52 0.40 0.30 縄文土器 中期
SK358 55 37 不整 1.24 0.60 0.14 縄文土器 中期 配石遺構（墓？） ＞SK393，457 42 39
SK359 52 38 不整 1.44 1.18 0.47 縄文土器 中期～ 配石遺構（墓？） 42 39
SK360 52 39 不整 2.08 1.64 0.35 縄文土器，打製石斧，貝殻状削器 中期 ＜SK363
SK361 53 39 楕円 0.42 0.32 0.13 縄文土器
SK362 53 40 円 0.78 0.64 0.14 縄文土器
SK363 53 40 円 0.54 0.48 0.32 縄文土器 後期 ＞SK360
SK364 52 40 円 0.38 0.38 0.30 縄文土器 中期
SK366 51 39 楕円 0.80 0.40 0.42 縄文土器 中期～
SK367 51 39 円 0.60 0.56 0.14 縄文土器 中期～
SK368 51 39 円 0.72 0.62 0.11 縄文土器 ＞SK389
SK369 51 38 円 0.50 0.44 0.28 縄文土器
SK370 53 36 円 0.48 0.44 0.34 縄文土器，磨製石斧 後期 ＜SK328
SK372 53 37 円 0.56 0.46 0.11 縄文土器 後期
SK374 53 37 楕円 0.36 0.24 0.11 縄文土器
SK375 54 36 楕円 0.58 0.44 0.46 縄文土器 中期～
SK376 58 35 楕円 1.80 0.44 0.20 縄文土器
SK377 57 35 楕円 1.00 0.84 0.31 縄文土器 ＞SK309，SK459
SK379 56 35 楕円 0.92 0.56 0.24 縄文土器，打製石斧
SK380 55 35 不整 0.58 0.56 0.24 縄文土器 ＜SK455
SK381 55 35 不整 0.80 0.56 0.37 縄文土器
SK382 56 37 不整 1.16 0.60 0.32 縄文土器
SK383 57 37 円 0.72 0.44 縄文土器 後期～ ＜SK390
SK386 52 38 円 0.40 0.40 0.24 縄文土器
SK387 52 39 円 0.40 0.36 0.17 縄文土器
SK388 51 38 円 0.36 0.36 0.16 縄文土器
SK389 51 39 不整 1.12 0.72 0.16 縄文土器 ＜SK368
SK390 57 37 円 0.44 0.36 0.29 縄文土器 ＞SK383
SK391 54 37 円 0.36 0.32 0.35 縄文土器
SK392 57 36 不整 0.70 0.23 縄文土器，石棒未成品 晩期 SK807 出土片と接合 ＜SK452
SK393 54 37 不整 1.44 0.60 0.45 縄文土器 晩期 ＜SK358
SK395 54 37 円 0.32 0.32 0.16 縄文土器 中期
SK396 51 40 円 0.36 0.30 0.27 縄文土器
SK397 55 38 円 0.58 0.50 0.26 縄文土器 ＜SK352
SK398 53 38 不整 0.48 0.36 0.20 縄文土器
SK399 52 40 円 0.40 0.40 0.27 縄文土器，磨製石斧
SK403 45 34 円 0.44 0.40 縄文土器 晩期
SK404 45 30 円 0.30 0.28 0.80 ＜SI41
SK405 53 29 円 0.36 0.30 0.15 縄文土器
SK406 53 29 円 0.28 0.24 0.12 縄文土器
SK407 52 28 楕円 0.40 0.28 0.18 縄文土器
SK408 52 31 楕円 0.68 0.56 0.17 縄文土器 ＜SI13 16
SK409 53 31 円 0.34 0.34 0.08 縄文土器 ＜SI13 16
SK410 53 32 楕円 0.84 0.48 0.13 縄文土器，円盤状土製品 ＜SI13 16
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３　遺　構

第 13 表　土坑一覧（3）

遺構№
位置

平面形
規模（ｍ）

出土遺物 時期 特記事項 切り合い 挿図 写真
Ｘ Ｙ 長 幅 深 

SK411 52 32 円 0.42 0.40 0.12 ＜SI13 16
SK412 55 30 1.16 0.27 縄文土器，筋砥石 中期～
SK413 56 32 楕円 0.54 0.38 0.15 縄文土器
SK415 56 32 円 0.44 0.40 縄文土器，磨製石斧
SK417 54 33 円 0.68 0.64 0.22 縄文土器，磨製石斧
SK421 52 36 円 0.52 0.52 0.14 縄文土器 ＜SD420
SK422 53 33 円 0.80 0.72 0.22 縄文土器
SK423 53 34 楕円 1.20 1.00 0.37 縄文土器 中期～
SK424 51 35 円 0.52 0.48 0.24 縄文土器
SK425 56 32 0.58 0.10 縄文土器
SK426 57 33 0.80 0.21 縄文土器，磨製石斧
SK427 51 35 楕円 0.90 0.68 0.32 縄文土器 後期～
SK428 51 35 楕円 0.74 0.54 0.34 縄文土器 晩期
SK429 52 35 楕円 0.48 0.35 縄文土器，砥石 晩期 ＜SK506＜SK419
SK434 52 37 楕円 0.40 0.28 0.20 縄文土器，磨製石斧 ＜SX446
SK435 51 37 円 0.34 0.35 0.16 縄文土器 ＜SX446
SK442 53 38 円 0.28 0.28 0.34 縄文土器 ＜SK441
SK445 55 34 不整 1.46 1.28 0.31 縄文土器 中期～ ＜SD420＜環状土坑列
SK447 53 39 不整 1.18 0.96 0.34 縄文土器
SK448 54 38 不整 1.56 1.40 0.38 縄文土器，砥石 ＜SK338
SK451 55 38 不整 0.84 0.64 0.41 縄文土器 ＜SK501
SK452 57 36 不整 1.20 0.88 0.32 縄文土器 中期 ＞SK313，392，359
SK453 57 37 円 0.60 0.60 0.10 縄文土器，打製石斧 晩期
SK454 57 38 不整 0.72 0.24 縄文土器，磨製石斧 ＜SK854
SK455 55 35 円 0.80 0.80 0.34 縄文土器 中期～ ＞SK380，456
SK456 55 35 円 1.12 1.02 0.45 縄文土器 後期 ＜SK318，319，455
SK457 55 37 不整 0.56 0.28 0.26 縄文土器 中期～ ＜SK358
SK468 61 54 不整 0.88 0.60 0.58 縄文土器
SK469 60 54 不整 0.48 0.46 縄文土器
SK474 57 40 円 0.32 0.28 0.15 縄文土器
SK476 57 39 円 0.32 0.32 0.23 縄文土器
SK477 56 40 不整 0.28 0.20 0.13 縄文土器，磨製石斧，石棒
SK479 55 42 不整 1.56 1.26 0.65 独鈷石，円盤状土製品
SK482 52 43 不整 1.32 1.00 0.35 縄文土器
SK483 58 47 不整 0.96 0.92 0.34 縄文土器 後期～ SX749 出土片と接合
SK487 52 41 不整 0.87 0.62 0.19 縄文土器
SK488 52 42 不整 1.20 0.50 0.38 縄文土器 ＜SK497
SX490 51 40 不整 1.32 0.40 縄文土器，砥石 中期 複数の土坑の重なり
SK491 51 41 楕円 0.60 0.44 0.19 縄文土器 ＞SK495
SK493 52 41 円 0.78 0.78 0.27 縄文土器 晩期
SK494 52 41 不整 2.16 0.94 0.31 縄文土器 ＞SK497
SK495 51 41 不整 1.54 0.96 0.19 縄文土器 後期～ ＜SK491
SK496 53 40 不整 0.84 0.48 0.31 縄文土器
SK497 52 41 円 0.52 0.52 0.12 縄文土器 後期 SK494＞SK497＞SK488
SK498 52 41 不整 0.46 0.32 0.39 縄文土器 中期～
SK499 53 41 不整 1.08 1.00 0.37 縄文土器 中期
SK501 55 38 不整 0.98 0.78 0.33 縄文土器 ＜SK384
SK503 56 37 円 0.40 0.36 0.20 縄文土器
SX504 56 37 不整 2.16 0.46 縄文土器 ＜SK505
SK505 55 37 円 0.30 0.24 0.18 縄文土器 ＞SX504
SK506 52 34 不整 2.08 0.58 縄文土器 中期～晩期 ? SK3238 と同一遺構？ ＜SD418
SK516 68 53 不整 1.24 1.00 0.27 縄文土器 後期～？ 配石墓 ＜SK517 43 39
SK517 68 53 円 0.60 0.60 0.47 ＞SK516
SK534 67 53 不整 1.30 0.90 0.61 後期～？ 配石墓 43 39
SK535 66 53 不整 1.40 0.92 0.39 縄文土器 ＞SK531，533，536
SK537 66 53 不整 2.28 1.46 0.53 縄文土器 後期
SK555 65 52 楕円 0.60 0.30 縄文土器 ＜SK554
SK558 64 51 不整 1.56 1.00 0.53 縄文土器 晩期～ SK560＞SK558＞SK559
SK562 65 52 楕円 1.08 0.88 0.44 縄文土器 SK561＞SK562＞SK563
SK566 65 53 不整 0.96 0.60 縄文土器 晩期 ＜SK565，567
SK568 64 52 円 0.76 0.23 縄文土器 晩期 ＜SK569
SK572 63 51 楕円 0.60 0.40 0.14 縄文土器 晩期
SK574 63 51 円 0.60 0.56 0.45 縄文土器 後期～晩期
SK579 62 51 楕円 0.80 0.44 0.46 縄文土器 SK579
SK586 61 52 不整 1.16 0.60 0.61 縄文土器
SK587 60 53 不整 1.08 0.72 0.47 縄文土器 後期～
SK592 60 52 円 0.62 0.56 0.48 縄文土器 中期～
SK594 60 52 円 0.30 0.30 0.07 打製石斧
SK595 60 52 楕円 0.52 0.40 0.20 縄文土器，打製石斧 晩期
SK596 60 52 不整 1.68 0.72 0.21 縄文土器，石錘 ＞SK597，599
SK601 61 52 楕円 0.60 0.48 0.15 縄文土器 後期 ＞SK585
SK602 61 53 不整 0.84 0.74 0.12 縄文土器 晩期 ＜SK603
SK604 62 53 不整 1.66 0.50 縄文土器 ＜SK603
SK607 62 54 楕円 0.64 0.56 0.41 縄文土器
SK609 62 54 不整 1.00 0.40 縄文土器 晩期？ 複数の土坑の重なり
SK610 63 54 不整 0.28 1.92 0.20 縄文土器，打製石斧 中期～
SK614 61 55 楕円 0.88 0.80 0.43 縄文土器 ＞SK613
SK615 61 56 不整 1.12 0.64 0.44 縄文土器 中期～
SK617 62 56 楕円 0.88 0.80 0.39 縄文土器 後期
SX618 62 55 不整 0.88 0.12 縄文土器，磨製石斧 複数の土坑の重なり
SK623 62 56 不整 0.86 0.52 0.47 縄文土器
SX631 69 50 不整 1.20 0.10 縄文土器，打製石斧 複数の土坑の重なり
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第Ⅲ章　縄文時代

第 13 表　土坑一覧（4）

遺構№
位置

平面形
規模（ｍ）

出土遺物 時期 特記事項 切り合い 挿図 写真
Ｘ Ｙ 長 幅 深 

SK632 68 50 不整 1.40 1.00 0.69 縄文土器，人骨 後期～ 土坑墓
SK633 67 50 不整 1.56 1.56 0.72 縄文土器
SK635 65 50 不整 0.88 0.44 縄文土器
SK636 66 49 不整 1.38 0.80 0.22 縄文土器 後期～
SK637 67 49 不整 0.88 0.44 0.16 縄文土器 晩期
SK642 66 47 不整 1.48 0.73 縄文土器 後期 ＜SK646
SK644 65 47 円 0.30 0.30 0.18 縄文土器 ＞SK645
SK648 66 46 不整 1.52 1.02 0.55 縄文土器 後期 ＞SK646
SK649 66 46 不整 1.12 0.49 縄文土器
SK650 66 46 不整 1.20 0.48 0.69 縄文土器，磨製石斧未成品 晩期
SK651 65 45 円 1.12 0.88 0.59 縄文土器
SK652 66 45 楕円 1.25 0.80 0.35 縄文土器 晩期～
SK655 64 47 楕円 0.58 0.40 0.29 縄文土器
SK656 64 46 不整 3.44 1.76 0.44 縄文土器，擦切石器，石棒未成品 ＞SK645
SK657 64 45 不整 1.88 1.34 0.55 縄文土器
SK658 63 48 不整 0.86 0.72 0.32 縄文土器
SX661 63 47 不整 3.52 0.54 縄文土器 複数の土坑の重なり ＞SK659
SK663 63 45 円 0.72 0.64 0.42 縄文土器 中期
SK665 63 45 不整 1.36 0.88 0.43 縄文土器 後期～ ＞SK664
SK667 62 44 楕円 0.52 0.32 0.16 縄文土器 後期
SK674 61 46 円 0.40 0.32 0.19 縄文土器
SK675 61 45 不整 1.80 0.90 0.54 縄文土器
SK676 62 45 楕円 0.66 0.48 0.55 縄文土器
SK677 62 45 不整 0.72 0.56 0.22 縄文土器 中期
SK679 62 45 不整 0.84 0.74 0.24 縄文土器 晩期～
SK681 61 44 円 0.40 0.36 0.14 縄文土器 晩期～
SK682 61 44 楕円 1.10 0.40 0.27 縄文土器，打製石斧 晩期～
SK683 63 47 楕円 0.62 0.36 0.28 縄文土器
SK686 62 47 不整 0.54 0.48 0.38 縄文土器 ～晩期
SK687 61 47 不整 1.28 1.10 0.26 縄文土器，石鏃，石刀 後期～ ＞SK688
SK688 61 47 不整 1.04 0.18 縄文土器 ＜SK687
SK689 61 47 円 0.36 0.36 0.42 縄文土器
SK690 60 46 不整 0.14 0.88 0.21 縄文土器
SK693 60 46 不整 1.10 0.44 0.35 縄文土器 後期～ ＞SK692，694
SK695 59 46 楕円 1.48 0.70 0.45 縄文土器
SK697 59 47 楕円 0.76 0.48 0.18 縄文土器
SK699 59 47 不整 1.16 0.80 0.38 縄文土器
SK700 59 51 不整 0.92 0.92 0.52 縄文土器 後期～
SK705 59 50 不整 0.84 0.68 0.27 縄文土器 晩期
SK706 59 50 円 0.48 0.44 0.41 縄文土器 後期～
SK708 58 49 楕円 0.88 0.60 0.21 縄文土器
SK712 57 48 楕円 0.80 0.40 0.29 縄文土器 晩期
SK713 57 48 円 0.68 0.56 0.29 縄文土器
SK714 56 48 楕円 0.64 0.50 0.39 縄文土器
SK715 56 48 不整 1.04 0.88 0.24 縄文土器
SK716 59 49 円 0.52 0.46 0.19 縄文土器 後期～
SK718 57 47 不整 1.76 1.28 0.48 縄文土器 後期～
SK719 56 48 不整 1.08 0.84 0.30 縄文土器 ＞SK720
SK723 56 46 不整 0.48 0.25 縄文土器 後期 ＜SK724
SK725 56 46 円 0.92 0.84 0.52 縄文土器 後期～ ＞SK726，740
SK730 56 47 不整 1.52 0.39 縄文土器 中期～後期
SK731 56 47 不整 0.80 0.48 0.28 縄文土器 ＞SK739
SK733 55 46 不整 2.46 1.36 0.68 縄文土器，磨製石斧 後期～
SK735 55 46 不整 1.36 0.60 0.42 縄文土器 ＞SK736
SK737 56 45 楕円 0.82 0.40 0.33 縄文土器
SK738 56 45 隅丸 0.68 0.72 0.32 縄文土器
SK739 56 47 円 0.48 0.48 0.43 縄文土器 ＜SK731
SK740 56 45 円 0.28 0.15 縄文土器 ＜SK725
SK741 56 46 不整 1.56 0.84 0.23 縄文土器 中期～
SK742 58 46 不整 1.38 0.72 0.25 縄文土器 晩期
SK743 57 45 不整 3.12 1.12 0.38 縄文土器，打製石斧 ～後期
SK744 58 45 不整 1.62 1.00 0.29 縄文土器，打製石斧 晩期 ＜SK745
SK745 58 45 円 0.66 0.66 0.54 縄文土器 後期～ ＞SK744
SK750 59 45 不整 2.26 1.24 0.64 縄文土器，打製石斧，石棒 晩期
SK754 61 44 円 0.82 0.72 0.32 縄文土器，打製石斧 晩期 ＜SK775
SK760 64 44 不整 1.28 0.62 0.40 縄文土器 ＞SK761
SK765 65 44 不整 0.68 0.25 縄文土器 中期～晩期
SK767 57 45 不整 1.80 0.94 0.62 縄文土器 晩期
SK768 58 44 不整 1.12 0.80 0.55 縄文土器 後期
SK770 59 45 円 0.76 0.76 0.36 縄文土器
SK771 59 44 楕円 0.62 0.46 0.16 縄文土器
SK774 58 44 不整 1.02 0.76 0.54 縄文土器 ＞SK772

SK775 61 43 不整 1.64 0.46 縄文土器 ＞SK754　　SK788と切り
合うが前後関係不明　　　

SK777 61 43 円 0.58 0.50 0.50 縄文土器 晩期

SK788 60 42 不整 1.96 1.16 0.70 縄文土器，石刀，打製石斧 中期・晩期 SK775と切り合うが前後関
係不明

SK791 59 39 楕円 0.84 0.44 0.20 縄文土器
SK793 60 41 不整 1.60 0.94 縄文土器 複数の土坑の重なり
SK794 56 43 不整 1.10 1.08 0.99 縄文土器，打製石斧，擦石，石棒 後期～
SK795 57 44 不整 縄文土器 晩期 複数の土坑の重なり
SK797 58 41 不整 0.86 0.58 0.33 縄文土器 晩期
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３　遺　構

第 13 表　土坑一覧（5）

遺構№
位置

平面形
規模（ｍ）

出土遺物 時期 特記事項 切り合い 挿図 写真
Ｘ Ｙ 長 幅 深 

SK803 57 40 不整 1.20 0.64 0.30 縄文土器
SK804 57 40 円 0.28 0.24 0.16 縄文土器
SK807 58 41 不整 3.24 1.60 0.88 縄文土器 晩期 SK392 出土片と接合 ＜SK899
SK809 60 39 楕円 0.60 0.40 0.35 縄文土器
SK825 62 40 不整 0.82 0.44 0.41 縄文土器
SK827 61 40 不整 1.92 1.34 0.49 縄文土器 晩期 ＞SK826
SK833 59 37 不整 2.04 0.64 0.23 縄文土器 後期～
SK835 58 37 円 0.52 0.44 0.31 縄文土器 後期
SK838 58 37 不整 0.48 0.29 縄文土器 ＜SK839
SK840 58 38 不整 0.48 0.36 0.16 縄文土器
SK846 59 38 楕円 0.76 0.44 0.32 縄文土器，石皿 晩期 ＜SK847
SK847 58 37 不整 1.64 1.28 0.51 縄文土器 複数の土坑の重なり ＞SK846
SK849 59 36 不整 0.88 0.53 縄文土器
SK851 57 38 不整 1.84 0.96 0.22 縄文土器 後期 ＞SK852
SK854 56 38 円 1.06 1.04 0.37 縄文土器 後期～ 配石墓か 42 39
SK855 56 39 不整 1.74 1.36 0.32 縄文土器，打製石斧，石刀 中期～後期
SK861 55 40 楕円 0.84 0.74 0.71 縄文土器 晩期
SK864 54 40 不整 1.20 0.42 縄文土器，磨製石斧 ＜SK863
SK865 52 42 不整 0.78 0.56 0.49 縄文土器 後期
SK869 56 45 不整 1.60 1.60 0.71 縄文土器
SK870 54 43 不整 0.84 0.60 0.48 縄文土器
SK872 55 44 楕円 0.92 0.70 0.84 縄文土器 後期
SX873 54 45 不整 0.48 0.40 縄文土器 複数の土坑の重なり

SK874 53 44 不整 3.20 0.26 縄文土器 後期～ SK875，877と切り合うが先
後関係不明

SK878 57 44 楕円 0.72 0.56 0.33 縄文土器 後期
SK879 54 43 不整 1.64 0.80 0.44 縄文土器 中期～
SK881 59 51 不整 1.60 0.88 縄文土器，石刀，打製石斧 後期

SK885 61 50 不整 3.68 0.86 複数の土坑の重なり 埋甕15＞SK885＞SK884，
888

SK886 62 50 不整 0.92 0.52 0.31 敲石
SK891 64 49 不整 3.00 0.40 石鋸形石器 複数の土坑の重なり
SK892 65 49 不整 0.70 縄文土器，石匙 後期～晩期 複数の土坑の重なり
SK895 67 48 不整 4.28 0.72 縄文土器 晩期 複数の土坑の重なり ＜SK896，897
SK896 68 48 不整 0.44 0.27 縄文土器 ＞SK895
SK897 67 48 不整 2.00 1.04 0.40 縄文土器 ＞SK897
SK899 58 41 0.48 0.72 縄文土器 晩期 ＞SK807
SK908 70 54 不整 5.12 2.34 0.40 縄文土器，打製石斧
SK915 67 54 不整 1.50 1.24 0.69 後期～ 配石墓か 43 39
SK917 67 55 不整 1.62 0.82 0.32 縄文土器 後期～ 配石墓か 43 39

SK923 68 57 円 0.64 0.66 0.24 北側に 0.24m オーバーハ
ング

SK926 67 57 楕円 0.80 0.64 0.11 縄文土器
SK932 65 55 不整 2.88 2.00 0.43 縄文土器 ～後期 ＜SK630，933
SK936 66 56 円 0.52 0.46 0.21 後期～ 配石墓か 43 39
SK938 65 56 不整 1.28 1.12 0.45 縄文土器 後期～ 配石墓か 43 39
SK940 64 56 不整 1.66 1.20 0.38 縄文土器 ＞SK952
SK946 64 57 不整 1.10 0.94 0.36 縄文土器 中期
SK952 64 55 不整 1.76 1.00 0.38 縄文土器 ＜SK940
SK955 63 57 不整 1.34 1.00 0.24 縄文土器
SK963 63 58 楕円 0.56 0.35 縄文土器
SK967 64 59 楕円 0.44 0.34 0.22 縄文土器
SK969 65 58 楕円 0.50 0.36 0.09 縄文土器
SK971 66 58 円 0.42 0.42 0.20 縄文土器 中期～
SK972 65 58 円 0.52 0.52 0.28 縄文土器
SK976 64 59 不整 0.40 0.32 0.26 縄文土器
SK981 65 59 不整 1.12 0.44 0.26 縄文土器 後期
SK996 70 55 円 0.30 0.26 0.20 縄文土器
SK1001 71 54 不整 1.08 1.06 0.33 打製石斧，土製耳飾 後期～
SK1023 71 57 不整 1.72 0.28 0.08 縄文土器 ＜SK1022
SK1029 72 58 円 0.64 0.52 0.40 縄文土器
SK1033 73 57 不整 1.72 1.24 0.22 縄文土器 ＜SK1034
SK1046 71 58 不整 2.12 0.63 縄文土器
SK1047 70 58 不整 1.50 0.80 0.29 縄文土器 中期～
SK1048 70 57 不整 0.84 0.64 0.30 縄文土器
SK1049 69 57 楕円 1.12 0.68 0.38 縄文土器，石棒
SK1052 71 59 不整 0.78 0.32 0.22 縄文土器
SK1061 69 57 不整 1.04 0.58 0.28 縄文土器
SK1069 70 60 不整 2.20 0.70 0.30 縄文土器 晩期 ＞SK1070
SK1070 70 61 円 0.62 0.60 0.37 縄文土器 晩期 ＜SK1069
SK1081 73 58 不整 0.92 0.74 0.16 縄文土器 ＜SK1080
SK1093 72 60 円 0.60 0.56 0.41 縄文土器
SK1094 72 60 楕円 0.62 0.44 0.18 縄文土器
SK1097 71 60 楕円 0.92 0.64 0.16 縄文土器
SK1105 71 61 楕円 0.92 0.60 0.80 縄文土器
SK1114 70 60 不整 3.08 1.44 0.69 縄文土器，打製石斧，石錘
SK1117 67 59 不整 1.16 0.52 縄文土器 後期 SK1118 出土片と接合
SK1118 66 58 不整 1.10 0.44 0.49 縄文土器 後期 SK1117 出土片と接合
SK1120 66 59 楕円 0.92 0.68 0.54 縄文土器
SK1144 67 60 円 0.24 0.24 0.20 縄文土器（有孔鍔付） 中期～
SK1153 69 62 楕円 0.48 0.40 0.20 縄文土器 後期 ＞SK1173
SK1171 68 63 不整 1.48 0.98 0.52 縄文土器 ＜SK1168
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SK1181 70 63 円 0.38 0.36 0.20 縄文土器

SK1183 70 64 不整 1.52 0.48 縄文土器 ＞SK1182　SK1184と切り
合うが先後関係不明　

SK1197 69 65 楕円 1.24 0.61 縄文土器
SK1201 70 65 楕円 1.08 0.84 0.66 縄文土器 晩期
SK1202 71 63 不整 0.85 縄文土器 複数の土坑の重なり SK1203と切り合う
SK1207 73 62 楕円 1.60 0.56 縄文土器，磨製石斧 複数の土坑の重なり SK1206，1209と切り合う

SK1210 73 62 不整 1.56 0.43 縄文土器 晩期 複数の土坑の重なり ＜SK1213　SK1208，1209，
1213と切り合う

SK1219 76 59 不整 1.88 0.70 縄文土器 中期～ ＞SK1218
SK1220 76 60 不整 1.72 0.60 縄文土器 晩期
SK1223 75 62 不整 0.70 縄文土器 複数の土坑の重なり
SK1225 73 65 不整 6.96 0.95 縄文土器 複数の土坑の重なり
SK1226 70 67 不整 2.30 0.64 縄文土器 後期
SK1227 72 68 不整 1.52 0.88 0.14 縄文土器 晩期
SX1228 78 78 円 1.04 1.00 0.24 縄文土器 後期～
SX1229 82 79 不整 0.42 縄文土器 後期 複数の土坑の重なり
SX1230 83 80 不整 0.34 縄文土器 中期～ 複数の土坑の重なり
SX1231 81 83 不整 3.20 0.24 縄文土器（有孔鍔付） 中期 複数の土坑の重なり

SK1232 83 81 不整 0.22 縄文土器，有孔球状土製品，打製石
斧 晩期 複数の土坑の重なり

SK1233 85 83 不整 1.64 1.56 1.13 縄文土器 中期～ 底部南西方向にオーバー
ハング

SX1234 84 80 不整 8.96 0.56 縄文土器，磨製石斧，擦石，有孔球状
土製品 中期～後期 複数の土坑の重なり

SK1236 85 84 円 0.76 0.66 0.16 縄文土器 中期～
SX1237 82 73 不整 0.05 縄文土器，磨製石斧，石核 中期～後期 複数の土坑の重なり
SK1238 82 77 不整 1.84 1.36 0.37 縄文土器 後期

SX1239 87 76 不整 8.50 0.66
縄文土器，有孔球状土製品，打製石
斧，磨製石斧，磨製石斧未成品，擦切
石器，敲石，凹石

後期～晩期 複数の土坑の重なり

SK1240 88 76 楕円 0.80 0.54 縄文土器（有孔鍔付） 中期～ 埋設土器 36 4
SK1241 88 79 不整 1.32 1.14 0.39 縄文土器，土偶 中期～
SK1243 85 79 不整 0.40 縄文土器（有孔鍔付） 中期～ 複数の土坑の重なり
SK1244 90 77 円 0.92 0.84 縄文土器，磨製石斧，打製石斧，石皿 中期 土坑墓か
SX1246 89 75 不整 0.92 0.58 打製石斧，石皿 複数の土坑の重なり

SK1247 94 82 不整 1.92 0.07 縄文土器，打製石斧，磨製石斧未成
品

SK1250 94 84 不整 1.56 1.20 0.38 縄文土器，削器
SK1252 94 86 楕円 0.68 0.52 0.16 打製石斧
SK1253 95 86 円 0.54 0.50 0.76 縄文土器，石錘 中期
SK1254 96 86 不整 1.56 0.44 石皿，砥石 複数の土坑の重なり
SK1255 97 85 楕円 1.08 0.66 0.53 縄文土器，打製石斧 中期
SK1256 98 88 不整 1.00 0.56 0.24 縄文土器 中期～
SK1257 96 88 円 0.44 0.40 0.22 縄文土器 後期
SK1258 96 87 円 0.68 0.62 0.74 縄文土器
SK1259 95 87 不整 1.00 0.64 0.20 縄文土器，磨製石斧，円盤形石器 中期
SK1260 95 89 不整 1.32 0.94 0.86 縄文土器 中期～
SK1261 95 89 円 0.66 0.60 0.52 縄文土器，打製石斧
SK1262 94 89 不整 0.80 0.50 縄文土器 複数の土坑の重なり
SK1263 93 89 不整 1.24 0.72 0.37 縄文土器
SK1264 93 88 不整 1.04 0.56 0.36 縄文土器
SK1265 92 88 楕円 0.52 0.40 0.50 縄文土器
SK1268 91 88 不整 0.94 0.56 縄文土器 複数の土坑の重なり
SK1269 91 87 楕円 0.60 0.44 0.23 縄文土器
SK1271 91 86 不整 0.88 0.70 0.39 縄文土器 ＞SX1272
SX1272 92 86 不整 2.08 0.50 縄文土器，敲石 中期～ 複数の土坑の重なり ＜SK1271

SK1273 93 87 円 0.60 0.56 0.08 縄文土器，磨製石斧，磨製石斧未成
品 中期～

SK1274 90 87 不整 1.68 1.28 0.26 縄文土器，貝殻状削器 複数の土坑の重なり
SK1278 90 84 円 0.42 0.36 0.35 縄文土器
SX1279 92 84 不整 3.48 0.72 縄文土器 中期～ 複数の土坑の重なり
SK1282 93 85 不整 0.88 0.74 0.25 縄文土器，打製石斧
SK1285 92 91 楕円 1.08 0.76 0.13 擦石，凹石
SK1287 88 89 楕円 0.96 0.68 0.11 縄文土器
SK1289 88 90 楕円 1.00 0.72 0.41 縄文土器，磨製石斧
SK1290 87 90 不整 1.16 1.12 0.35 凹石
SK1291 95 83 楕円 0.68 0.48 0.17 縄文土器，打製石斧，擦石
SK2059 140 141 不整 1.64 1.00 0.30 縄文土器 晩期～
SK2156 117 112 楕円 1.80 1.12 0.32 縄文土器，磨製石斧 中期～後期 SI28内 24 27
SK2157 118 112 不整 1.76 1.40 0.16 縄文土器 中期 SI29内 ＞SK2173 24
SK2161 120 122 不整 2.88 0.24 縄文土器 後期～ ＞SI41
SK2170 120 119 不整 6.60 3.80 1.14 縄文土器，加工礫 中期～ ＜SK2169
SK2171 122 117 円 0.52 0.48 0.30 中期～ ＞SI30 24
SK2172 117 112 円 0.48 0.40 0.10 中期～ SI28内 24
SK2173 117 112 円 0.40 0.14 中期～ SI28内 ＜SK2157 24
SK2174 118 113 円 0.48 0.48 0.40 中期～ SI29内 24
SK2175 128 123 円 0.40 0.36 0.20 中期～ SI31内 25
SK2176 125 115 円 0.32 0.32 0.20 中期～ SI32内 25
SK2178 125 115 不整 0.64 0.32 0.44 中期～ SI32内 25
SK2187 128 124 不整 1.36 0.34 ＜SI31
SK3010 40 20 円 0.80 0.78 0.18 ＜SI6 13
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SK3018 44 24 不整 0.52 0.36 0.32 SI1内
SK3025 45 26 不整 2.68 1.52 0.47 縄文土器
SK3027 46 25 楕円 0.32 0.24 0.22 SI4内
SK3028 46 25 円 0.32 0.32 0.12 SI4内
SK3031 46 27 不整 0.58 0.36 0.15 SI4内 ＜SK3032
SK3032 46 27 円 0.24 0.24 0.24 SI4内 ＞SK3031
SK3033 46 27 楕円 0.30 0.22 0.12 SI4内
SK3035 45 28 不整 1.00 0.52 0.17 SI4内
SK3036 46 28 円 0.48 0.40 0.13 SI4内
SK3041 47 29 不整 1.40 0.42 SI14内
SK3048 42 27 楕円 0.40 0.28 0.12 SI3内
SK3049 42 28 円 0.58 0.16 SI3内 ＜SK3050
SK3050 42 28 円 0.60 0.52 0.28 SI3内 ＞SK3049
SK3051 42 28 円 0.36 0.36 0.15 SI3内
SK3052 41 28 円 0.24 0.24 0.12 SI3内
SK3053 41 29 円 0.28 0.28 0.10 SI3内
SK3054 42 28 円 0.48 0.40 0.18 SI3内
SK3064 44 22 不整 1.12 0.48 0.12 縄文土器 ＜SK3063
SK3074 41 27 不整 2.72 1.60 0.50 SI3内
SK3075 43 29 楕円 0.52 0.40 0.18 SI10内 15
SK3076 44 29 楕円 0.40 0.28 0.12 SI10内 15
SK3077 44 30 楕円 0.64 0.54 0.22 SI10内 15
SK3078 44 31 楕円 0.40 0.26 0.10 SI10内 15
SK3079 44 31 楕円 0.40 0.26 0.06 SI10内 15
SK3080 44 32 楕円 0.76 0.60 0.14 SI10内 15
SK3081 43 31 楕円 0.36 0.18 0.32 SI10内 15
SK3082 43 30 方 0.44 0.44 0.14 SI10内
SK3083 42 30 方 0.40 0.36 0.48 SI10内 15
SK3084 45 33 不整 0.58 0.30 0.22 SI11内 ＞SK3085
SK3085 45 33 不整 0.48 0.44 0.18 SI11内 ＜SK3084，3086
SK3109 48 25 円 1.30 1.20 0.34 縄文土器（有孔鍔付） 中期～
SK3116 50 25 楕円 0.52 0.48 0.23 縄文土器，打製石斧 中期
SK3143 41 24 楕円 0.64 0.44 0.10 縄文土器
SK3150 49 29 楕円 0.46 0.36 0.12 SI9内 14
SK3151 49 29 円 0.48 0.40 0.20 SI9内 14
SK3160 41 26 不整 2.28 0.74 0.36 縄文土器
SK3161 39 26 楕円 0.76 0.60 0.58 SI2内 12
SK3166 49 33 不整 1.56 1.48 0.40 縄文土器 中期
SK3172 51 32 不整 0.76 0.56 0.20 SI13内 16
SK3173 50 32 円 0.38 0.36 0.22 SI13内 16
SK3174 50 32 不整 0.68 0.38 0.14 SI13内 16
SK3175 51 32 不整 0.46 0.34 0.12 SI13内 16
SK3176 51 32 不整 0.76 0.54 0.22 SI13内 16
SK3181 54 30 円 0.48 0.40 0.37 縄文土器
SK3198 51 33 楕円 0.68 0.44 0.22 SI13内 16
SK3200 51 33 楕円 0.82 0.58 0.28 縄文土器，石棒，石刀 SI13内 16
SK3229 53 33 不整 1.24 0.58 環状土坑群を構成か　　
SK3232 52 35 不整 0.76 0.60 環状土坑群を構成か ＜SK3260
SK3235 51 34 不整 0.32 0.29 縄文土器 複数の土坑の重なり
SK3248 52 32 不整 1.32 0.76 0.49 打製石斧 ＜SK3247
SK3261 52 26 不整 5.58 0.68 縄文土器 中期 ＜SI16＜SX284
SK3266 50 27 不整 0.40 0.34 0.11 SI16内
SK4005 111 115 0.48 0.63 中期～ SI35内 26
SK4006 110 115 円 0.54 0.54 0.52 中期～ SI35内 26
SK4010 110 113 円 0.58 0.56 0.37 縄文土器 中期～
SK4011 109 115 不整 1.56 1.28 1.00 縄文土器 ～中期 SI35内 26
SK4016 111 116 円 0.70 0.60 0.55 縄文土器
SK4018 109 117 円 0.72 0.66 0.62 縄文土器，石錘 中期～ SI34内 27
SK4019 111 118 方 0.50 0.50 縄文土器 中期～
SK4029 110 116 円 0.40 0.38 0.46 縄文土器，凹石 中期 複数の土坑の重なり
SK4036 110 111 円 0.38 0.32 0.20 縄文土器 中期～
SK4044 106 108 0.60 0.45 ＜SI19
SK4051 107 105 不整 1.80 1.20 0.29 縄文土器 ＞SK4056
SK4055 108 103 不整 0.72 0.66 0.43 縄文土器 ～中期
SK4059 103 110 不整 0.88 0.76 0.51 縄文土器，磨製石斧 ＞SK4060
SK4061 102 108 不整 1.56 0.32 縄文土器

SK4062 103 108 不整 1.12 1.48 0.20 縄文土器，打製石斧，磨製石斧，磨製
石斧未成品

SK4075 100 104 不整 0.98 0.31 縄文土器，打製石斧 複数の土坑の重なり
SK4078 105 97 不整 0.68 0.15 縄文土器，磨製石斧 中期～ 複数の土坑の重なり
SK4079 103 106 円 0.68 0.56 0.81 SI17内
SK4081 107 107 不整 2.08 1.60 0.60 縄文土器 中期 SI19内 19
SK4087 95 100 円？ 2.64 0.44 縄文土器 中期～
SK4093 97 98 不整 0.80 0.54 0.30 縄文土器
SK4094 98 98 不整 1.44 0.72 0.23 縄文土器 中期～
SK4097 101 97 不整 1.12 0.40 縄文土器，凹石 複数の土坑の重なり
SK4098 102 97 不整 1.40 1.32 0.44 縄文土器
SK4099 102 98 不整 1.20 1.10 0.38 縄文土器，磨製石斧 中期～
SK4102 104 95 不整 1.36 0.40 縄文土器 中期～
SK4103 104 108 不整 1.16 0.78 0.39 縄文土器 中期 SI20内 18
SK4105 104 109 楕円 0.60 0.42 0.50 中期～ SI20内 18
SK4106 99 98 不整 4.26 1.08 0.40 縄文土器 中期 複数の土坑の重なり
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SK4107 98 99 不整 1.04 0.80 0.30 縄文土器 中期～
SK4108 99 100 不整 3.40 1.00 0.40 縄文土器，磨製石斧，擦切石器 複数の土坑の重なり
SK4109 95 95 不整 1.80 1.12 0.19 縄文土器 中期～ SI20内 18
SK4110 94 94 不整 2.08 0.88 0.27 縄文土器 中期 SI20内 18
SK4112 96 97 不整 0.84 0.76 0.46 縄文土器 中期～
SK4113 97 96 不整 1.32 0.76 0.36 擦石 晩期？

SK4114 98 96 楕円 1.16 0.72 0.39 縄文土器，磨製石斧，磨製石斧未成
品 中期～

SK4118 101 100 不整 0.72 0.60 0.34 中期～ SI23内 22
SK4119 102 99 楕円 0.92 0.80 0.56 中期～ SI22内 22
SK4120 94 97 不整 0.68 0.64 0.24 中期～ SI26内
SK4126 103 98 楕円 1.24 1.06 0.50 縄文土器 中期 SI21内 22 26
SK4127 107 101 楕円 2.98 1.68 0.72 縄文土器，石皿，砥石 中期 SI18内 20，21
SK4204 102 108 不整 0.51 0.24 0.18 中期～ SI17内 18
SK4209 105 109 円 0.20 0.20 0.22 中期～ SI20内 18
SK4210 105 109 円 0.20 0.20 0.21 中期～ SI20内 18
SK4213 106 107 円 0.42 0.38 0.53 中期～ SI19内 19
SK4214 106 106 円 0.30 0.26 0.32 中期～ SI19内 19
SK4217 109 108 不整 0.84 0.47 0.14 中期～ SI19内 19
SK4218 107 100 不整 1.16 0.88 0.58 中期～ SI18内 21
SK4219 108 101 不整 0.51 0.40 0.27 中期～ SI18内 21
SK4220 107 102 円 0.38 0.35 0.27 中期～ SI18内 21
SK4221 106 101 楕円 0.44 0.25 0.12 中期～ SI18内 21
SK4222 105 99 楕円 0.54 0.44 0.14 中期～ SI21内 22
SK4223 104 98 円 0.33 （0.30） 0.10 中期～ SI21内 22
SK4224 105 98 円 0.31 0.24 0.18 中期～ SI21内 22
SK4225 104 100 楕円 0.70 0.44 0.37 中期～ SI21内 22
SK4226 102 99 不整 0.92 0.58 0.58 中期～ SI22内 22
SK4227 102 101 円 0.22 0.22 0.20 中期～ SI23内 22
SK4228 101 100 楕円 0.42 0.28 0.39 中期～ SI23内 22
SK4229 101 100 楕円 0.55 0.42 0.37 中期～ SI23内 22
SK4230 100 100 楕円 0.47 0.38 0.40 中期～ SI23内 22
SK4234 111 115 不整 0.54 0.60 0.39 中期～ SI35内 26
SK4235 108 114 不整 0.80 0.24 0.74 中期～ SI35内 26
SK4236 107 115 不整 1.00 0.80 0.23 中期～ SI35内 26
SK4237 107 115 楕円 0.47 0.26 0.54 中期～ SI35内 26
SK4238 110 114 不整 0.55 0.44 0.50 中期～ SI35内 ＜SK4007 26
SK4239 109 114 楕円 0.40 0.25 0.08 中期～ SI35内 26
SK4240 110 117 円 0.35 0.28 0.63 中期～ SI34内 27
SK4241 110 118 円 0.28 0.24 0.52 中期～ SI34内 27
SK4242 109 117 円 0.25 0.22 0.49 中期～ SI34内 27
SK4243 110 117 円 0.30 0.26 0.57 中期～ SI34内 27
SK4247 117 111 楕円 0.52 0.38 0.27 中期～ SI28内 24
SK4248 116 112 円 0.26 0.26 0.24 中期～ SI28内 24
SK4249 116 112 円 0.30 0.30 0.27 中期～ SI28内 24
SK4250 118 113 円 0.26 0.27 0.18 中期～ SI29内 24
SK4251 118 113 円 0.22 0.20 0.29 中期～ SI29内 24
SK4252 117 113 楕円 0.40 0.24 0.32 中期～ SI29内 24
SK4261 123 116 円 0.48 0.44 0.20 中期～ SI32内 25
SK4263 124 115 円 0.22 0.22 0.15 中期～ SI32内 25
SK4264 124 115 円 0.26 0.26 0.27 中期～ SI32内 25

※調査時に遺構番号を付した1639の土坑のうち，出土遺物のあるもの，竪穴建物などと切り合い関係のあるもののみ一覧表に掲載
　した。
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第 14 表　埋設土器一覧

遺構番号（新） 遺構番号
（旧） 位置 平面形

規模（ｍ）
状態 出土遺物 時期 備考 挿図 写真

規模 幅 深
1号埋設土器 SK403 X45Y34 円 0.45 0.44 0.15 正位 縄文土器 晩期 44 44
2号埋設土器 SK453 X57Y36 円 0.58 0.58 0.30 正位 縄文土器 晩期 44 6，44
3号埋設土器 13 X55Y39 円 0.32 0.26 0.18 正位 縄文土器 晩期 44 6，44

4号埋設土器 12 X55Y39 円 0.48 0.35 0.30 正位 縄文土器 晩期 ＞SK792 44 6，44，
45，47

5号埋設土器 2 X59Y39 楕円 0.64 0.43 0.22 正位 縄文土器 晩期 ＞SK792 44 6，44，45
6号埋設土器 3 X58Y40 円 0.58 0.54 0.08 正位 縄文土器，石錘 晩期 44 6，44

7号埋設土器 6 X55Y41 円 0.50 0.47 0.42 正位 縄文土器 晩期 44 6，44，
45，47

8号埋設土器 4 X56Y41 円 0.45 0.40 0.24 正位 縄文土器 晩期 44 6，44，45
9号埋設土器 5 X55Y41 円 0.50 0.46 0.14 正位 縄文土器 晩期 44 6，44，45

10号埋設土器 8 X54Y42 不整形 0.95 0.68 0.25 正位 縄文土器 晩期 埋甕10＞埋甕11 44 6，44，
45，47

11号埋設土器 9 X54Y42 不整
形？ 0.54 （0.18） 0.30 正位 縄文土器 晩期 埋甕11＜埋甕10 44 6，44，

45，47
12号埋設土器 7 X54Y43 円 0.40 0.37 0.26 正位 縄文土器 晩期 44 6，44
13号埋設土器 10 X56Y42 不整形 0.79 0.58 0.28 正位 縄文土器 晩期 44 6，44，45

14号埋設土器 18 X59Y45 不整形 0.46 0.36 0.38 正位 縄文土器，石刀 晩期 別個体が逆位で蓋となる 44 6，44，
46，48

15号埋設土器 1 X63Y45 楕円 0.88 0.64 0.28 正位 縄文土器 晩期 44 6，44，
46，48

16号埋設土器 11 X62Y46 楕円 0.49 0.34 0.24 正位 縄文土器 晩期 44 6，44，
46，48

17号埋設土器 19 X62Y46 楕円 0.47 0.35 0.22 正位 縄文土器 晩期 45 6，44
18号埋設土器 16 X60Y47 楕円 0.46 0.37 0.25 正位 縄文土器 晩期 埋甕18＞埋甕19 45 6，44，46
19号埋設土器 17 X60Y47 楕円？ （0.60）（0.20） 0.35 正位 縄文土器 晩期 埋甕19＜埋甕18 45 6，44，48
20号埋設土器 15 X60Y49 不整形 1.10 1.02 0.16 横位 縄文土器 晩期 ＞SK749 45 6，46
21号埋設土器 21 X77Y63 円 0.58 0.54 0.46 正位 縄文土器 晩期 45
22号埋設土器 22 X76Y63 円 0.82 0.80 0.44 正位 縄文土器，磨製石斧 晩期 45 46
23号埋設土器 23 X76Y63 楕円 0.70 0.56 0.26 正位 縄文土器，石刀 晩期 45 46
24号埋設土器 29 X73Y72 円 0.68 0.68 0.20 横位 縄文土器 晩期 45 6，46，48
25号埋設土器 30 X74Y72 円 0.48 0.46 0.24 正位 縄文土器 晩期 45 47，48
26号埋設土器 33 X81Y69 円 0.52 0.50 0.22 正位 縄文土器 晩期 別個体が逆位で蓋となる 45 48
27号埋設土器 32 X80Y71 円？ 0.51 （0.27） 0.22 正位 縄文土器，打製石斧，磨製石斧 晩期 45 47
28号埋設土器 36 X83Y68 楕円 0.66 0.52 0.22 横位 縄文土器 晩期 別個体の土器片が蓋状に覆う 45 47，48
29号埋設土器 35 X83Y68 楕円 0.46 0.43 0.24 正位 縄文土器 晩期 45 47
30号埋設土器 28 X72Y68 円 0.40 0.40 0.23 正位 縄文土器，磨製石斧 晩期
31号埋設土器 31 X77Y71 ― ― ― ― 不明 縄文土器，小型打製石斧模造品 後期 土圧で大きく破損し，埋設状況や規模は不明
32号埋設土器 37 X100Y93 楕円 0.72 0.56 0.50 正位 縄文土器 中期
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４　遺　物

　出土遺物は，遺構出土縄文土器・土製品 229 箱，包含層出土縄文土器・土製品 80 箱，石製品 44 箱

の計 353 箱がある。以下，種類ごとに記述する。　

（1）縄文土器の分類
　縄文中期前葉末から晩期にかけてのものがあり，中期中葉と晩期の２時期を主とする。縄文土器の

うち，遺構出土遺物を優先し，全形がわかるもの，および文様・器形等の特徴的なもの 974 点を図化

し，掲載している。分類は，時期・器種・器形・文様の有無等によって行っている。まず，中期・後期・

晩期の時期により３群に大別し，さらに群ごとに細分している。群および類については，対比される

周辺遺跡で報告されている分類・型式名を記している。遺跡の時期は 10 期に分けたが，群・類は必

ずしも時期と一致していない。器種は，深鉢，浅鉢・鉢，有孔鍔付土器，注口土器などの器種に大別

し，器種ごとに細分を行っている。また，器種ごとに精製のもの，および有文のものをａ類，粗製の

もの，および無文のものをｂ類とした。文様については，特徴的なものについて記載し，従来の呼称

されている名称を用いている。付着物については，主に炭化物（ススやコゲ）の有無について記載した。

備考は，底部圧痕，補修孔，同一個体の可能性などについて記載した。また，図版に掲載した各遺物

の観察表は，ここでの分類・時期を記入したが，詳細不明なものについては，大別のみ，もしくは不

明とし空欄とした。

Ａ　分　類　

Ⅰ群　中期（第 46・47 図）　　

  １類　中期前葉（新崎式期に併行）

　中期前葉後半に位置づけられる新崎式注 1 に併行する土器群。口縁部に横位無文帯，蓮華状文，楔

形刻目文，格子目文などを巡らし，胴部は斜縄文を地文としてｈ字状隆帯で区切るものが多用される。

平口縁が多く，入字状形の突起をつけるものがある。

  ２類　中期中葉（上山田・天神山式期に併行）

　中期中葉に位置づけられる上山田・天神山式注 2 に併行する土器群。器面を斜行する隆帯，渦巻文，

半裁竹管状具の押引きによる半隆起線文を主文様とし，眼鏡状把手，装飾突起などで飾った派手な深

鉢を代表とする。平口縁のほか，内屈する附加口縁がつくもの，波状口縁がある。従来の古府式，古

串田新式を含み，５段階に分けた小島（2008）注 3 の編年を参考とする。

  ３類　中期後葉（串田新式期に併行）

　　中期後葉に位置づけられる串田新式注 4 に併行する土器群。外反する器形に，頂部がＵ字状に落

ち込み「双頭波頂」と呼ばれる波状口縁の深鉢を代表とする。口縁に２条の平行する隆帯を巡らし，

貝殻，櫛状具等の刺突を施す。貝殻腹縁の押圧文，沈線による工字状文を多用する。

Ⅱ群　後期（第 47 図）

　１類　後期初頭（前田式期に併行）

　後期初頭に位置づけられる前田式注 5 に併行する土器群。やや張り気味の胴部に外反する口縁部を

もつ。口縁部に２条の平行沈線を巡らし，平行沈線間に縦方向の短沈線，蛇行沈線，列点文等を施す。

磨消縄文施文の中津式系土器注 6 が伴う。

  ２類　後期前葉（気屋式期に併行）

　後期前葉に位置づけられる気屋式注7 に併行する土器群。三角形刺突文と幾何学的沈線文を特徴とし，
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４　遺　物

末端刺突をもつ沈線文や波状沈線文が多用される。口縁部が内湾する深鉢が現れる。胴部には比較的

節の大きな縄文を縦位に施す。

  ３類　後期中葉（加曽利Ｂ１式期に併行）

　後期中葉に位置づけられる関東の加曽利Ｂ１式注8 に併行する土器群。口縁部内面に沈線文を有する。

胴部上半に数条の平行沈線を巡らし，縄文および細かい斜刻文を交互に充填するものを特徴とする。

滑川市本江遺跡注 9 でまとまって出土し，加曽利Ｂ１様式とされた一群と類似する。

  ４類　後期後半（井口・八日市新保式期に併行か）

　後期後半に属すと考えられる土器群。後期中葉の加曽利Ｂ１式以後の土器群で，従来の井口式注 10，

酒見式注 11，八日市新保式注 12 などと併行するとみられるが，詳細のわかるものが少なく，これらの

型式に当てはめられなかった土器群を一括している。滑川市本江遺跡の報告書において，「後期後半

（２）」注 13 とされたものに類似する。

Ⅲ群　晩期（第 47・48 図）

  １類　晩期前葉（御経塚式期に併行）

　晩期前葉に位置づけられる御経塚式注 14 に併行する土器群。胴部上半にくびれをもち，口縁部が外

反する深鉢を代表とし，台形波状口縁が卓越する。波頂部内側や頸部に三叉文や沈線文を多用する。

  ２類　晩期中葉（中屋式期に併行）

　晩期中葉に位置づけられる中屋式注 15 に併行する土器群。東北の大洞ＢＣ式後半からＣ１式注 16 に対

比される。くの字状口縁を特徴とし，あやくり帯縄文，フの字状入組文，鍵状文，列点文などの多彩

な文様が施される。

  ３類　晩期後葉（下野式・長竹式期に併行）

　晩期後葉に位置づけられる下野式注 17，長竹式注 18 に併行する土器群。東北の大洞Ｃ２式，Ａ式にそ

れぞれ対比される。胴部上半に沈線文，列点文，工字状文，眼鏡状文などを施す有文のものと，条痕

の深鉢とからなる。北陸東部では，条痕深鉢の口唇部に絡状体圧痕や貝殻による押引を施すものが卓

越する。

  ４類　晩期末葉から弥生時代前期（柴山出村式・大境Ⅴ式期に併行）

　晩期後葉に位置づけられる長竹式以後の土器群で，弥生時代前期に位置づけられる柴山出村式注 19

に併行する。東北の大洞Ａ’式に対比される。口縁部に指頭沈線を多用する。

Ｂ　時　期

　Ⅰ～Ⅲ期を中期，Ⅳ～Ⅵ期を後期，Ⅶ～Ⅹ期を晩期に大別した。群・類は必ずしも時期と一致して

おらず，対比すると第 15 表のようになる。なお，縄文および条痕施文の粗製の深鉢は，便宜上，斜

縄文のものを中期，縦縄文のものを後期，条痕のものを晩期としている。

Ⅰ期　Ⅰ群１類（中期前葉）新崎式期に対比される。同時期の遺跡には南砺市厳照寺遺跡注 20，富山市

長山遺跡注 21，朝日町下山新遺跡注 22 などがある。

Ⅱ期　Ⅰ群２類（中期中葉～後葉）上山田・天神山式期に対比される。従来の古府式，および半隆起

線文の使用という点から古串田新式を含むものとし，少なくとも３段階以上に区分されるが，ここで

は大別のままとし，一時期とした。同時期の遺跡には，富山市開ヶ丘狐谷Ⅲ遺跡注 23，朝日町境Ａ遺

跡注 24，魚津市天神山遺跡注 25，立山町野沢狐幅遺跡注 26，黒部市浦山寺蔵遺跡注 27 などがある。

Ⅲ期　Ⅰ群３類・Ⅱ群１類（中期後葉～後期初頭）串田新式期および称名寺・中津式併行に位置づけ

られる前田式を含むものとする。口縁外反器形，沈線文の使用という点から一時期としている。少な
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くとも２段階以上に区分可能であるが，出土量が少ないため，ここでは一時期とした。同時期の遺跡

は，小矢部市桜町遺跡注 28，富山市布尻遺跡注 29，富山市花切遺跡注 30 などがある。

Ⅳ期　Ⅱ群２類（後期前葉）気屋式期に対比される。同時期の遺跡は，氷見市惣領浦之前遺跡注 31，砺

波市安居五百歩遺跡注 32，富山市布尻遺跡などがある。

Ⅴ期　Ⅱ群３類（後期中葉）加曽利Ｂ１式期に対比される。加曽利Ｂ１式的な土器群は，富山県，石

川県を含む北陸地域に広く分布している。井口式等の在地の土器群が弱く，関東系の加曽利Ｂ１式土

器群が強く波及している段階であり，加曽利Ｂ１式の範疇で捉えられる土器群のみをⅤ期とした。同

時期の遺跡には，滑川市本江遺跡注 33 がある。

Ⅵ期　Ⅱ群４類（後期後半）加曽利Ｂ１式併行以後に対比される。井口式，八日市新保式などの諸型

式があるが，詳細がわかるものが少ないため，ここでは，後期後半として一括した。富山市長岡八町

遺跡注 34，南砺市井口遺跡注 35 などがある。

Ⅶ期　Ⅲ群１類（晩期前葉）御経塚式期に対比される。同時期の遺跡は，高岡市勝木原遺跡注 36，富山

市岩瀬天神遺跡注 37 などがある。

Ⅷ期　Ⅲ群２類（晩期中葉）中屋式期に対比される。同時期の遺跡には小矢部市桜町遺跡，南砺市井

口遺跡，朝日町境Ａ遺跡などがある。

Ⅸ期　Ⅲ群３類（晩期後葉）下野式・長竹式期に対比される。東北の大洞Ｃ２式～Ａ式に併行する。

北陸西部の石川県下では，中屋サワ→下野→長竹（Ａ式）として型式設定が成されており注 38，北陸東

部の富山県では，県西部の高岡市下老子笹川遺跡注 39 において，晩期中葉～弥生時代中期初頭までの

変遷が示されている注 40。当遺跡の位置する県東部では，当該時期の詳細な様相が分かる資料が少な

いため，少なくても２～３段階以上の区分が可能と思われるが，ここでは，一時期とした。同時期の

遺跡は，高岡市下老子笹川遺跡，富山市吉岡遺跡注 41 などがある。

Ⅹ期　Ⅲ群４類（晩期後葉末～弥生時代前期）柴山出村式期に対比される。当遺跡では，過去の調査

において弥生時代後期の土器が確認されているが，弥生時代前期に遡る遺物はなく，今回の調査区内

でも，弥生時代の遺物の出土はない。このため，Ⅹ期は晩期末葉の範疇に収まるものとした。同時期

の遺跡には，高岡市下老子笹川遺跡，氷見市大境洞窟Ⅴ層注 42，南砺市矢張下島遺跡注 43 などがある。

第 15 表　土器分類対比表

時期区分
早月上野 地域区分

時期 分類 北陸 東北 関東 近畿・中四国

中期

前葉
新保

中期大木

五領ヶ台
Ⅰ期 Ⅰ群 1 類 新崎

勝坂
鷹島

中葉
Ⅱ期 Ⅰ群２類

上山田・天神山 火炎
船元

古府
加曽利Ｅ

後葉
（古串田新） 里木

Ⅲ期
Ⅰ群３類 串田新・大杉谷 沖ノ原 北白川Ｃ

後期

初頭 Ⅱ群１類 前田・岩峅野 称名寺 中津
前葉 Ⅳ期 Ⅱ群２類 気屋 三十稲場 綱取・南境 堀之内 福田Ｋ
中葉 Ⅴ期 Ⅱ群３類 （酒見・井口） 宝ヶ峰 加曽利Ｂ
後葉 Ⅵ期 Ⅱ群４類 八日市新保 瘤付 安行 元住吉山・宮滝

晩期

前葉 Ⅶ期 Ⅲ群１類 御経塚 亀ヶ岡（大洞Ｂ） 
晩期安行 滋賀里

中葉 Ⅷ期 Ⅲ群２類 中屋 　　　（大洞Ｃ１）

後葉 Ⅸ期 Ⅲ群３類
下野 　　　（大洞Ｃ２）

浮線網状文系長竹 　　　（大洞Ａ）
（弥生時代） Ⅹ期 Ⅲ群４類 柴山出村 　　　（大洞Ａ’）
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Ⅰ群 1類土器群

Ⅰ群 2類土器群

146

554 560
589

346

559

847

548
518 163        

161

130

162

180

356

186

347

154

157

142
189

131

350

274

313

235

239

第 46 図　土器分類図 1

４　遺　物
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Ⅰ群 3類土器群 Ⅱ群 1類土器群

Ⅱ群 2類土器群

Ⅱ群 3類土器群

Ⅱ群 4類土器群

Ⅲ群 1類土器群

869
596 483

587 484

361
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第 47 図　土器分類図 2
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第 48 図　土器分類図 3
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Ｃ　器種・器形

深鉢形土器（第 49 図）

　Ａ類　胴部が張り，肩部から口縁部にかけて内湾するもの

　Ｂ類　胴部から口縁部が外反しながら直線的に立ち上がるもの

　Ｃ類　胴部が直線的に立ち上がり，口縁部がくの字状に内屈するもの

　Ｄ類　胴部は直線的または，やや張り気味に立ち上がり，口縁が内湾しキャリパー形を呈するもの

　Ｅ類　胴部が直線的に立ち上がり，胴上部で張り，頸部でくびれて口縁部が外反するもの

　Ｆ類　胴部が張り，肩部で屈曲し口縁部が外反するくの字口縁をもつもの

　Ｇ類　肩部で屈曲し，口縁部がほぼ垂直に立ち上がるもの

　Ｈ類　胴部がほぼ垂直に立ち上がり，筒形を呈するもの

壺形土器（第 50 図）

　深鉢または浅鉢の変容したもので，いわゆる変容壺，無頸壺

浅鉢形土器・鉢形土器（第 50 図）

　Ａ類　口縁部がくの字状に屈曲し，ソロバン玉形を呈するもの

　Ｂ類　口縁部がゆるやかに湾曲しながら立ち上がり，椀形を呈するもの

　Ｃ類　口縁部が直線的に立ち上がり，口縁部は外反するものとやや内湾するものがある

　Ｄ類　口縁部がやや屈曲し，ほぼ垂直に立ち上がるもの

　Ｅ類　底部に台がつくもの（台付）

　Ｆ類　口縁部が楕円形を呈するもの（舟形）

　Ｇ類　頸部でくびれ，口縁部がくの字状に屈曲外反するもの

　Ｈ類　口縁部が湾曲しながら立ち上がり，内湾するもの

　Ｉ類　胴部から口縁部がほぼ垂直に立ち上がり，筒形，コップ形を呈するもの

　Ｊ類　その他，小型のもの，ミニチュア

有孔鍔付土器（第 50 図）

　Ａ類　胴部が張り，口縁部がすぼまりながらほぼ垂直に立ち上がるもの（樽形？）

　Ｂ類　ソロバン玉形を呈するもの

　Ｃ類　全体の形状は不明であるが，鍔に孔のみられるもの

注口土器（第 50 図）

　全体の形状は不明であるが，注口のつくもの

（2）遺構出土土器
Ａ　竪穴建物

　竪穴建物出土土器は，東側竪穴建物群（ＳＩ17 ～ 41）がⅠ期の新しいところからⅡ期の古手にかけ

てのものを若干含み，Ⅱ期を主体とする。遺存状態も比較的良好で，床面直上や炉内一括資料がみら

れ，破片も大きい。これに対し，西側竪穴建物群（ＳＩ１～ 16）は，後世の削平等により遺構自体の

状態が悪いこともあり，出土土器の状態も良くない。磨滅した小片が多く，地文縄文のみのいわゆる

粗製土器が多い。時期的にはⅠ～Ⅲ期までばらつきがみられるが，Ⅱ期後半～Ⅲ期に主体があるよう

で，東側竪穴建物群より若干後出の様相を呈する。

　１号竪穴建物（第 51 図１～ 12，図版 49）

　Ⅱ期のものを主体とする。１は炉内出土の粗製深鉢で，口縁部に幅広の半隆起線文を巡らす。２～
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第 49 図　器形分類図 1

４　遺　物
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（有孔鍔付）
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第 50 図　器形分類 2
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４・７等は隆帯上に櫛状具による刺突文を施す。12 はⅢ期後半。区画文状の沈線文と磨消縄文を施

す中津式系の影響がみられる。

　２号竪穴建物（第 51 図 13，図版 49）

　後世のカクラン等が激しく，遺物出土量は少ない。13 は石組炉内出土で，沈線による楕円形文，

櫛状具刺突文を施し，胴部下半は斜～縦縄文地となる。Ⅱ期後半とした。

　３号竪穴建物（第 51 図 14 ～ 17，図版 49）

　わずかではあるが，Ⅰ～Ⅱ期のものが出土している。14 は口縁部に平行沈線を巡らせる外反器形

の深鉢であろう。15・16 は半隆起線文による渦巻文を施す。

　４号竪穴建物（第 51 図 18 ～ 27，図版 50）

　時期幅があるが，Ⅱ期に主体があるようである。24 は口縁部に平行する半隆起線文を巡らし，ヘ

ラ状工具による刻みを施しており，Ⅰ期と 4 号竪穴建物の中では若干古手である。18 は炉内出土の

口縁部をナデて無文帯とした縦縄文地の深鉢でⅢ期のものか。19 は底部にフリル状の粘土ヒダ隆帯

を巡らせた台付鉢で，Ⅱ期後半のものか。

　５号竪穴建物（第 51 図 28，図版 53）

　後世の削平が激しく石組炉内から 28 が出土しているのみである。28 は斜縄文地の深鉢である。

　６号竪穴建物（第 51 図 29・30）

　後世の削平が激しく出土遺物は少なく，磨滅も著しい。本来の６号竪穴建物に伴う遺物であるのか，

不明であるが，文様等から時期のわかる遺物を図化した。29 は沈線末端刺突文を施し，Ⅳ期。30 は

後期中葉以降の注口土器とみられる。

　７号竪穴建物（第 51 図 31）

　後世の削平が激しく，出土遺物は石組炉内出土の 31 のみである。31 は胴部がゆるく張り，頸部で

わずかにくびれて口縁部が外反する無文の粗製深鉢である。

　９号竪穴建物（第 52 図 32 ～ 67，図版 50）

　Ⅱ～Ⅲ期がまとまって出土する。40 は底部に粘土ヒダ隆帯が巡る台付鉢。42 は幅広の半裁竹管に

よる半隆起線文を施す。48・50・52 等も幅広の半裁竹管によって施文される。45・50 は櫛状具刺突

文を施す。55 は口縁部に幅広の半裁竹管文を巡らせる斜縄文地の深鉢。33 はキャリパー形の内湾す

る口縁部に，隆帯による区画文をもち，区画内に縄文を施文する。大木系の影響が想定される。９号

竪穴建物出土遺物は概ねⅡ期の後半とみられる。

　10 号竪穴建物（第 52 図 68 ～ 71，図版 51）

　後世の削平のため，出土遺物は少ないが，Ⅲ期がまとまって出土する。68・69 は隆帯の上に貝殻

腹縁による押圧文，70 は櫛状具による刺突を施す。

　11 号竪穴建物（第 52 図 72 ～ 76，図版 51）

　後世の削平のため遺物量は少ないが，Ⅱ～Ⅲ期がみられる。74 は平行隆帯間に縦位の短線を引き，

隆帯上に貝殻腹縁による押圧を施すⅢ期前半。75 は半隆起線による渦巻文に，櫛状具による刺突を

施しており，Ⅱ期後半とした。

　12 号竪穴建物（第 52 図 77 ～ 83，図版 51）

　環状土坑群２と重複することもあり，出土遺物に時期的なまとまりがみられない。79 は内湾する

口縁の浅鉢Ｈ類か無頸壺で，沈線による鍵手状の区画に，連続する刺突を施す。81 は口縁部に巡ら

せた隆帯上に縄文を施文する深鉢で，Ⅲ期か。
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　13 号竪穴建物（第 53 図 86 ～ 96，図版 51）

　Ⅱ～Ⅳ期のものがある。86 は石組炉内出土の粗製深鉢で，口縁部をナデて無文帯とし，縦位の縄

文を施文する。Ⅲ期前半か。91 はキャリパー形の内湾する口縁部に蛇行する隆帯が巡る。大木系の

影響を受けていると考えられる。93 は眼鏡状突起の上面に小さな円孔があり，有孔鍔付とみられる。

95 は平行する沈線間に櫛状具による刺突文を施すもので，Ⅱ期後半～Ⅲ期にかけてとみられる。

　14 号竪穴建物（第 53 図 97 ～ 107，図版 52）

　Ⅱ～Ⅲ期がまとまって出土する。97 は石組炉内出土で，頂部を押さえた波状口縁深鉢で，口縁部

の隆帯上と沈線区画内に貝殻腹縁による刺突を施しており，Ⅱ期後半～Ⅲ期とした。99・100・105

は隆帯上に櫛状具による刺突を施すⅡ期後半のものか。

　15 号竪穴建物（第 52 図 84・85）

　後世の削平のため出土遺物は少なく，石組炉内から 84・85 が出土している。84 は口縁部をナデて

無文帯とした斜～縦位縄文地深鉢でⅢ期前半か。85 は接合しないが 84 と同一個体の可能性がある。

　16 号竪穴建物（第 53 図 108 ～ 116，図版 52・53）

　Ⅱ期がまとまって出土する。108・112 は石組炉内出土で，同一個体とみられる。108・109・116 は

胴部上半に半隆起線による半円形・渦巻・方形を描き，隆帯上にヘラ刻みまたは櫛状具刺突を施す。

胴部下半は縄文地となるもので，Ⅱ期とした。

　17 号竪穴建物（第 54 図 117 ～ 123，図版 53・54）

　出土遺物には時期的なばらつきがみられるが，Ⅱ期が主体となると考える。117 は波状口縁の舟形

を呈する台付鉢で，半隆起線による渦巻文が４単位配される。Ⅱ期とした。118 は，半隆起線により

区画された文様帯，格子目状文をもち，Ⅰ期の後半からⅡ期にかけてのものか。122 は口縁部に１条

の沈線を巡らす縄文地の深鉢で，ＳＩ19 出土の破片と接合している。

　18 号竪穴建物（第 55 ～ 61 図 130 ～ 186，図版７･ ９～ 12・53 ～ 59）

　出土遺物は多く，№付の 20 個体は竪穴建物北半床面直上出土である。Ⅰ～Ⅱ期がまとまってみられ，

Ⅰ期の新しいところからⅡ期の古手のものを若干含み，Ⅲ期前半までがみられるが，Ⅱ期が主体とな

るようである。130 は半隆起線による渦巻文が器面全体を飾る平縁の深鉢で，やや雑な作りだが三叉

文の彫り込みを有する。142 は２本の隆帯が右下がりに斜行し，半隆起線文を螺旋状に施す小振りな

深鉢で，ほぼ完形で出土した。149・155 は半隆起線による三角形区画と，半裁竹管のＵ字状刺突文

をもつ波状口縁深鉢で，Ⅱ期の古手のタイプか。154 は１個体がつぶれた状態で出土したもので，一

部欠けるがほぼ全周する。爪形文を施した隆帯と眼鏡状突起が卓越する。157 は渦を巻く隆帯と半隆

起線が４単位配され，半隆起線の溝内にヘラ状具で押引き状に連続する刺突を加える。正面を表すと

見られる装飾突起が１つ付く深鉢で，Ⅰ群２類とした。161 はＳＩ 19 出土土器と接合している。大

小一対の装飾突起が２対付く。165 は口縁部に巡らせた隆帯を指でつまみヒダ状にしており，Ⅱ期か。

163 ～ 175 は縄文地深鉢で，163・165・167・168・170・174 は床面直上出土である。180 は右下がり

の渦巻文を４単位配する台付鉢で，床面直上出土。186 はソロバン玉形を呈する有孔鍔付土器Ｂ類で，

沈線による円形文と円盤状の突起とが交互に付く。円盤状の突起および，内面が赤彩される。

　19 号竪穴建物（第 62 ～ 65 図 187 ～ 240，図版 10・59 ～ 64）

　出土遺物は多く，ＳＩ17・ＳＩ18 出土土器と接合するものがみられる。Ⅰ～Ⅱ期がまとまって出

土しており，Ⅱ期が主体を成す。187 は左下がりの渦巻文が４単位配される平縁の深鉢で，隆帯上に

綾杉状の刻目文が施される。190 は直線的に垂下する隆帯を正面とし，渦を巻く半隆起線文を２単位
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配する。213 は半隆起線による三角形区画内を半截竹管によるＵ字状刺突文で充填する。Ⅱ期前半と

した。212 は櫛状具刺突文を施しており，Ⅱ期後半のものか。215 ～ 229 は縄文地の深鉢である。233

は口唇部に玉抱三叉文が施文される浅鉢で，Ⅱ期とした。214 は渦巻文で装飾する大型の中空把手で，

曽利式水煙文系の影響を受けたものか。234 は内屈する口縁部に，沈線を沿わせた隆線で曲線文を描

く。240 は頂部が７つの波状口縁深鉢で，頂部には連結する渦巻文が配される。211・234・240 は大

木系等の外来要素の強い土器である。

　20 号竪穴建物（第 66・67 図 241 ～ 262，図版 63 ～ 66）

　Ⅰ～Ⅱ期がまとまって出土し，Ⅱ期が主体となる。241 は口縁部に半隆起線を連弧文状に配する深

鉢で，北関東～中部高地系の影響を受けているとみられる。246・247 は胴部上半に半隆起線による

文様帯が配され，胴部下半は縄文地となる。247 は半隆起線の幅が広く，やや後出な感がある。248

は口縁端部に爪形文を施した隆線を巡らし，以下に棒状具による連続刺突または押引きが施される。

250 は半隆起線で区画された無文帯上下に楔状刻目文を施す波状口縁深鉢で，Ⅰ期の終わりからⅡ期

の古手にかけてのものか。252・253 は一対となる鶏頭冠把手で，鋸歯状突起が巡る火焔型土器注 44 で

ある。他の土器に比べやや軟質で赤色の強い胎土だが，鋸歯状突起の抉りが浅く，把手・突起下の口

縁部に平行する半隆起線文が巡る点や，把手の角度がやや外反する点等から搬入品ではなく，在地産

とみられる注 45。254 ～ 261 は縄文地の深鉢・台付鉢で，258 はＳＩ18 出土片と接合している。259 は

口縁に３条の半隆起線を巡らす。261 は波状口縁台付鉢で，舟形を呈する。

　21 号竪穴建物（第 68 ～ 71 図 263 ～ 296，図版 11・13・65・67 ～ 69）

　Ⅰ～Ⅱ期がまとまって出土し，№付の 13 個体は竪穴建物床面直上からの出土である。ＳＩ22 とは

重複しているが，床面直上出土の土器との間で接合するものがあることから，大きな時期差ではない

と考えられる。263 はＳ字状文が３単位配される。やや幅広の半隆起線で施文されており，隆帯を欠

くことから，Ⅱ期後半とみられる。265 は波状口縁深鉢で，三ツ山装飾環状把手が口縁に４つ配され，

口縁内側には連結三叉文が施される。Ⅱ期前半のものとみられる。269 は外来的要素のキャリパー形

の内湾する器形に，半隆起線による渦巻文等の在地的な文様を配した折衷的な土器である。275 は舟

形を呈する台付鉢で，Ｓ字状文が４単位配され，口縁部には三ツ山装飾環状把手が付く。274・276

は底部に粘土ヒダ隆帯が巡る鉢Ｅ類で，Ⅱ期後半のもの。285 ～ 296 は縄文地または無文の深鉢で，

292・293 はキャリパー形の内湾する器形の粗製深鉢である。

　22 号竪穴建物（第 72・73 図 304 ～ 327，図版 12・65・69・70）

　Ⅱ期がまとまって出土している。ＳＩ21 およびＳＩ23 と重複しているが，床面直上出土の№付 16

個体および石組炉内出土の３個体の計 19 個体についてはＳＩ22 本来の遺物とした。304 は平行する

半隆起線の下に連続する半円形を配し，胴部下半は縄文地としたもので，幅広の半隆起線文であるこ

とから，Ⅱ期後半とした。319 ～ 327 は縄文地の深鉢で，320 は口縁部に１条の半隆起線を巡らす。

324 はキャリパー形の内湾する器形に沈線の沿う隆線で区画し，縄文を押圧して文様帯を作っており，

文様帯の沈線にわずかに赤彩の痕跡が残る。大木等の外来系の土器である。

　23 号竪穴建物（第 71 図 297 ～ 303，図版 13・66・67・70）

　Ⅰ～Ⅱ期がみられ，Ⅱ期のものが主体となるようである。297 は沈線の沿う隆線による区画と曲線

文で文様帯を構成した浅鉢で，加曽利Ｅもしくは大木等の外来系土器である。298 はｈ字状文と格子

目状文を有し，Ⅰ期とした。303 は石組炉内出土の無文の深鉢であるが，胴が張り，頸部でくびれて

口縁部が外反する器形はⅡ期後半にみられる。
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　24 号竪穴建物（第 74 図 328 ～ 337，図版 71）

　Ⅰ～Ⅳ期まであり，時期的にばらつきがみられるが，Ⅱ期後半を主体とすると考える。329・335

は櫛状具刺突文を施すことから，Ⅱ期後半とした。331 は半隆起線による楕円形文および，棒状具に

よる連続刺突文を施すことからⅡ期後半からⅢ期にかけてのものと考える。337 は沈線による幾何学

文と，磨消縄文とを有し，Ⅳ期以降のものとみられるが，小片であり混入の可能性もある。

　25 号竪穴建物（第 54 図 124 ～ 127，図版 71）

　出土遺物は少ないが，Ⅰ～Ⅱ期がみられる。124 は蓮華状文の深鉢で，Ⅰ期の新しいところからⅡ

期にかけてのものとみられ，ＳＩ 25 出土遺物の中では古手の遺物である。126 は胴部上半に半隆起

線文を配し，下半は縄文地となる。口縁部に半円形と三角形の区画文を置き，区画内を多条半隆起線

文で埋める。Ⅱ期前半のものか。

　26 号竪穴建物（第 54 図 128・129，図版 71・72）

　石組炉内出土の２点がある。Ⅰ期の終わりからⅡ期にかけてのものか。128 は口縁部に３条の半隆

起線文を巡らせた縄文地の深鉢である。129 は格子目状文，無文帯上下の楔形刻目文等からⅠ期の新

しいところからⅡ期にかけてのものとした。

　27 号竪穴建物（第 74 図 338 ～ 342，図版 70・73）

　Ⅱ期のものがまとまって出土している。338 はＳＩ36 出土片と接合している。隆帯上に櫛状具刺突

文を施しており，Ⅱ期後半のものとした。339 はやや幅広な半隆起線による文様帯を口縁部にもち，

胴下半は縄文地となる。342 は小振りな浅鉢で，連弧文条の半隆起線と，隆線上に刻目文を有する。

Ⅱ期後半のものか。

　28 号竪穴建物（第 75 図 347 ～ 349，図版 73）

　Ⅱ期がまとまって出土する。貼床のほぼ中央に位置し，埋甕炉の可能性のある土坑ＳＫ2156 出土

の土器（534）もⅡ期である。347 は三ツ山装飾環状把手が付く鉢Ｅ類で，内面にタール状炭化物が

付着する。534 はほぼ完形で台部を欠く。横位のＳ字状文が４単位配される。いずれもⅡ期前半か。

　29 号竪穴建物（第 75 図 350 ～ 352，図版 72・73）

　Ⅱ期が石組炉内からまとまって出土している。ＳＩ28 と重複するが，土器型式では同一型式内の

範疇に収まるもので，大きな時期差はない。350 は口縁部に３本の短い隆帯を張り付ける。渦巻文間

を平行する半隆起線を折り返し，ヘラ状具で刻み蛇腹状とする。Ⅱ期前半とした。

　30 号竪穴建物（第 74 図 345）

　土坑の重複が激しく，竪穴建物の平面プランは不明である。このため，ＳＩ30 に帰属する遺物は

少なく，石組炉内から縄文地深鉢底部が出土しているのみである。

　32 号竪穴建物（第 74 図 343・344，図版 72）

　出土遺物は少ないが，Ⅰ～Ⅱ期がみられる。343 は斜縄文地の深鉢で，やや膨らむ円筒状の胴部に

口縁部が外反する。平縁口縁に入字状突起がつく。Ⅰ期か。344 は口縁内側に縄文の押圧がみられる。

　33 号竪穴建物（第 75 図 353 ～ 355，図版 73）

　Ⅱ期がまとまって出土している。353 はフリル状の粘土ヒダ隆帯が巡る鉢Ｅ類で，Ⅱ期後半のもの

とした。354・355 は石組炉内出土で，354 は浅鉢Ｃ類で，口縁部に半裁竹管文が１条巡り，環状の隆

帯を張り付けるⅡ期のものか。

　35 号竪穴建物（第 83 図 545・546，図版 78・81）

　床面中央の土坑ＳＫ4011 からⅠ～Ⅱ期のものが出土している。546 は格子目状文の深鉢で，Ⅰ期と
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した。545 は縄文地に沈線で有棘状渦巻文を施し，大木系とみられる外来要素の強い土器である。

　36 号竪穴建物（第 76 図 356 ～ 359，図版 72）

　石組炉内および炉周辺からまとまって出土している。Ⅱ期とみられる。356・359 は石組炉内出土

である。356 は波状口縁深鉢で，斜縄文を押圧した後，半隆起線文を施す。Ⅱ期後半とした。357 ～

359 は縄文地の深鉢で，358 は補修孔とみられる小円孔が２つみられる。

　41 号竪穴建物（第 74 図 346，図版 71）

　出土遺物は少なく，Ⅰ期がある。346 は山形突起が付く半隆起線文の深鉢で，口縁部に横位文様帯

をもつ。Ⅰ期の新しいところからⅡ期の古手にかけてのものとみられる。

Ｂ　掘立柱建物

　掘立柱建物出土遺物は，概ね広場１を中心とし，建物長軸が同心円状の配置をとるＳＢ１～８がⅠ

～Ⅲ期，広場２を中心とし，建物長軸が放射状の配置をとるＳＢ９～ 17 がⅦ～Ⅸ期を主体とする。

　３号掘立柱建物（第 77 図 360 ～ 365，図版 74）

　Ⅰ～Ⅲ期のものがあり，時期的にばらつきがみられるが，Ⅲ期前半が比較的まとまりをみせる。

360 は斜縄文地の深鉢で，口縁部に２個１対の突起が付く。Ⅲ期前半のものか。361 は口縁部が強く

外反する器形に，平行沈線間に縦位の短沈線を施文するⅢ期後半のもの。362 は平行隆帯上を貝殻腹

縁で刺突するⅢ期前半。363 は内外面赤彩の有孔鍔付土器口縁部。

　６号掘立柱建物（第 82 図 532・533，図版 77）

　Ⅱ期のものがある。532 はフリル状の粘土ヒダ隆帯を巡らせる鉢Ｅ類。Ⅱ期後半のものとみられる。

　７号掘立柱建物（第 77 図 367 ～ 369，図版 74）

　Ⅲ期のものがまとまってみられる。368 は斜縄文地の深鉢で，１条の半裁竹管文が巡る。369 は高

台状の浅鉢底部。

　９号掘立柱建物（第 77 図 370 ～ 376，図版 75）

　Ⅸ期がまとまって出土しており，Ⅸ期後半が主体となる。372 は縦位の条痕深鉢で，口唇部に貝殻

押引き状の圧痕を施し，口縁部に棒状具による沈線を巡らせるⅨ期後半のもの。375・376 は赤彩さ

れた筒形の鉢Ｈ類で，それぞれ弧線文・工字状文を施すⅨ期後半。

　10 号掘立柱建物（第 77・89 図 377 ～ 383・762，図版 75）

　Ⅲ期，Ⅶ～Ⅸ期のものがあり，時期的にばらつきがみられるが，Ⅷ～Ⅸ期のものが主体となるよう

である。377 は口縁にＡ字状突起を持ち，細縄文地に沈線による楕円工字状文を施すⅧ～Ⅸ期のもの。

382 は縄文押圧のあと棒状具による沈線を施し，口縁端部にサンゴ状の抉りを有するⅦ期の新しいと

ころからⅧ期にかけてのものか。383 はⅧ期の精製深鉢。

　11 号掘立柱建物（第 77 図 384・385，図版 75）

　Ⅸ期前半を主体とする。384 は横～斜位条痕深鉢で，口縁部に指頭短線を巡らせ，口縁端部を細く

尖らせる。385 は平行沈線間に列点文を施す精製鉢で，赤彩する。

　12 号掘立柱建物（第 77 図 366，図版 74）

　ほとんどが調査区外にのびるため，詳細は明らかではないが，Ⅴ～Ⅵ期のものが出土している。

366 は口縁部に平行沈線を巡らし，口唇部と肩部に斜位の刻目文を施す浅鉢で，後期後半とした。本

江遺跡に類例があり，八日市新保式直前かとしている。

　14 号掘立柱建物（第 77 図 386 ～ 389，図版 75）

　Ⅲ～Ⅳ期，Ⅶ～Ⅷ期のものがみられ，時期的に幅広いが，Ⅶ～Ⅷ期が主体をなすと考える。387・
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388 は細縄文を施したくの字口縁の精製鉢Ｇで，387 は赤彩する。いずれもⅧ期のもの。389 は玉抱

三叉文を施すⅦ期の精製深鉢。

　15 号掘立柱建物（第 77 図 390 ～ 392，図版 75）

　Ⅳ～Ⅸ期のものがあり，時期的にばらつきをみせる。390 は浮線網状文風の細い隆帯による弧線文

の深鉢で赤彩を施すⅨ期のもの。391 は波状口縁の波頂部に山形文，三叉文を施すⅥ期の深鉢。392

は末端刺突文を有するⅣ期の把手。

　16 号掘立柱建物（第 78 図 393・394，図版 75・76）

　Ⅸ期を主体とする。393 は縦位条痕深鉢で，口唇部に絡条体圧痕を施す。394 は３条１組の沈線に

よる連弧文を施す深鉢で，胴部上半の文様帯と口縁部内面を赤彩する。Ⅸ期後半か。

　17 号掘立柱建物（第 78 図 395・396，図版 75）

　Ⅸ期を主体とする。395 は斜位条痕深鉢で，口唇部に棒状具で押引列点文を施しており，Ⅸ期前半

のものか。396 は口唇部に棒状具で短い沈線を引き，眼鏡状文風に仕上げた変容壺で，工字状文を施す。

外面文様帯に赤彩の痕跡がわずかに残る。Ⅸ期後半とした。

Ｃ　環状土坑群

　広場１の外周を区画する環状土坑群１と，広場２を中心に掘立柱建物群の外周に位置する環状土坑

群２～５とでは，様相を異にする。広場２の東側に位置する環状土坑群３～５はⅧ期を主体とする遺

物がみられるのに対し，環状土坑群１はⅠ～Ⅱ期の遺物が少量みられるが，遺物をほとんど伴わない。

また，環状土坑群２は，調査後の掘立柱建物検討中に抽出した遺構であり，調査時には土坑群として

一括してしまっているため，出土遺物の抽出ができなかったが，環状土坑群３～５と同時期と考える。

　環状土坑群３（第 78 図 397 ～ 399，図版 76）

　Ⅶ～Ⅸ期のものが出土している。環状土坑群４と重複しており，時期的には大きな差はないが，環

状土坑群４がⅧ期のものがまとまっているのに対し，環状土坑群３はやや後出のものも含むことから，

環状土坑群３のほうが新しい可能性がある。398 は棒状具による沈線を巡らせる浅鉢，Ⅶ～Ⅷ期とみ

られるが詳細は不明。399 は斜位条痕深鉢で，口唇部にヘラ刻みを施すⅧ～Ⅸ期前半のものか。

　環状土坑群４（第 78 図 400 ～ 404，図版 76）

　Ⅷ～Ⅸ期のものが出土しており，Ⅷ期を主体とする。400 は棒状具による楕円形区画文と列点文を

施す精製鉢。401 は内外面赤彩の精製鉢で，口唇部に沈線文とＢ字状突起をもつ。404 は，くの字状

口縁深鉢Ｆの肩部で，平行沈線間に細縄文と列点文を施す精製鉢。いずれもⅧ期。

　環状土坑群５（第 78 図 405 ～ 413，図版 76）

　Ⅶ～Ⅹ期までのものがあり，時期的にばらつきがみられるが，Ⅷ～Ⅸ期を主体とするようである。

406・408 はⅧ期の精製浅鉢で，406 は雲形文，408 は鍵手状文に列点文を施す。410 は平行沈線間に

列点文とやや崩れた羊歯状文を施す精製深鉢の胴部で，Ⅷ期とした。411 は口縁部に眼鏡状隆帯が巡

り，連弧文，楕円形工字状文を施すⅨ期前半のもの。413 は口縁端部に眼鏡状文を施す赤彩された変

容壺で，Ⅸ期後半～Ⅹ期にかけてのものか。

Ｄ　配石墓

　広場２の西側縁辺に位置する配石墓群からの出土遺物はほとんどないが，Ⅳ～Ⅴ期を主体とすると

みられる。また，広場２の西側の土坑群の中にも配石墓と考えられる配石を有する土坑が点在してお

り，これらの出土遺物はⅢ～Ⅴ期のものがみられる。

　283 号石組遺構（第 79 図 414 ～ 420，図版 74）
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　Ⅲ～Ⅴ期のものがみられるが，Ⅳ～Ⅴ期が主体となるようである。418 は沈線による区画と磨消縄

文を施す注口土器とみられ，Ⅲ期以降とした。419・420 は三角形刺突文を施すⅣ期の深鉢。

　359 号石組遺構（第 79 図 462 ～ 466，図版 74）

　Ⅲ～Ⅴ期のものがあり，Ⅴ期が主体となる。462 は集合沈線による渦巻文を有する注口土器で，

463 は平行沈線間に縄文を押圧し，の字状の短線で区切る浅鉢で，いずれもⅤ期のもの。

　854 号石組遺構（第 79 図 459，図版 74）

　縦位縄文地の深鉢口縁が１点出土している。詳細は不明であるが，縦位縄文を押圧することから，

Ⅲ期以降とした。

　938 号配石墓（第 79 図 460･461，図版 74）

　Ⅳ～Ⅴ期のものが出土している。460 は口縁部の平行沈線間に縄文を押圧した深鉢で，Ⅴ期のもの

か。461 は沈線末端刺突文を有する浅鉢口縁で，Ⅳ期のもの。

Ｅ　埋設土器（第 85・93 ～ 100 図 590・806 ～ 846，図版８･ 81・90・91）

　埋設土器は 32 基検出され，広場２外周の土坑群中に二重の同心円状に分布する。Ⅷ～Ⅹ期までの

ものが出土しているが，Ⅸ期前半の下野式併行を主体とするほぼ一時期の所産のものである。下老子

笹川遺跡の笹川Ⅲ期に併行するとみられる注 46。827 は横位または斜位の条痕を施すもので，埋設土器

の中では古い様相を呈している。Ⅷ期か。835 は口縁部に指頭沈線文を巡らし赤彩した変容壺で，胴

部は格子目状条痕を施す。埋設土器中では，最も新しい様相を示しており，Ⅸ期～Ⅹ期にかけてと

した。827･835 以外はⅨ期のもので，斜位～縦位の条痕深鉢が主体をなす。口縁部を折り返す 807・

818・842 と，面取りする 816・817 がみられ，口縁端部に棒状具を用いる 812・828・832，貝殻また

は，絡条体を用いる 818・819・821・826・836・837・838・839・840，草茎状具による 842 など，刻

みあるいは押圧を施すものが特徴的にみられる。口縁から肩部にかけ，指頭沈線を巡らす 812・818・

840，棒状具または半裁竹管による沈線を施す 813・820・824 があり，前者が新しい。条痕深鉢の他，

棒状具による平行沈線文を施す 822 や，平行沈線間に押引短線を施す 843 などの浅鉢が伴う。

　また，環状土坑群１内周に位置する 31 号埋設土器は，Ⅳ期土器である。846 は口縁部に平行沈線

を巡らし，胴部上半に縄文を押圧する。沈線による弧線文，三角形・円形などの区画文を施す深鉢で，

堀之内２式系のものとみられ，Ⅳ期とした。845 は斜縄文地の深鉢で，底部付近に赤彩が残る。

　広場３の北東外縁に位置する 32 号埋設土器は，Ⅱ期土器である。590 は口縁部に櫛状具による刻

みを施した隆帯を巡らせ，半隆起線による渦巻や半円形で器面を覆うⅠ群２類の深鉢で，胴部下半は

斜縄文を地文とする。

Ｆ　土　坑

　夥しい数の土坑があり，出土土器は 74 箱を数えるが，竪穴建物に比べ小片が多く，復元できる個

体は少ない。また，土坑群は重複が激しく，各時期の遺物が混在してみられ，調査時には重複するブ

ロックで「土坑群」として一括して遺物取り上げを行っている。そのため，各土坑の時期を特定する

ことは難しい状況にある。ここでは，特徴的な有文のものを優先して図化し，中期・後期・晩期の時

期別に記述する。土坑出土土器は 376 点を図化しており，中期：後期：晩期は２：１：１の比率となる。

　中期土坑（第 79 ～ 85 図 421 ～ 457・467 ～ 613，図版 13・77 ～ 81）

　Ⅰ～Ⅲ期のものを中期とした。Ⅱ期に主体がある。Ⅰ期の新しいところからⅡ期にかけてとみられ

るものが一定量みられ，調査区内での出現期の土器群となる。Ⅱ期のものは，飛躍的に増加する。Ⅲ

期のものは減少し，散発的になる。
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　Ⅰ期のものは，東側竪穴建物群周辺の土坑から出土している。口縁部に横位の文様帯を配する有文

の深鉢が多くみられる。523・524・548・549・559・560・569 は蓮華状文，508 は格子目状文を巡らし，

539・553・554 は無文帯とする。この他に，平縁口縁に入字状突起を付けた 518・547・556 や，口縁

部に縄文押圧痕を施す 517・573・589 などの縄文地の粗製深鉢がある。

　Ⅱ期は東西の竪穴建物群周辺，広場 1 内の不整形土坑から出土している。口縁部に爪形文を施した

隆帯を巡らせ，半隆起線による渦巻や半円形で器面を覆うⅠ群２類を特徴とする，542・565・566・

567・568・579・580 などの深鉢や鉢Ｅ類 467・534 などがある。467 は４単位の渦巻文を配す舟形を

呈する台付鉢である。534 は口縁部の半隆起線・隆帯をともに欠き，Ｓ字状文を横に連ねており，Ⅱ

期後半のものとみられる。603 は底部付近にフリル状の粘土ヒダ隆帯を巡らせる鉢Ｅ類でⅡ期後半の

もの。キャリパー形の内湾口縁に沈線の沿う隆線による区画文をもつ 430・431，沈線区画内に縄文

を押圧し，隆線で渦巻文を施す 499・500 など，大木系とみられる外来系要素の強い土器が伴う。

　Ⅲ期は西側竪穴建物群周辺の土坑から出土しているが，小片が多く，全体を復元できるものは少な

い。口縁部に平行する隆帯を巡らし，隆帯間に縦位短沈線を引く 483・484・596，貝殻腹縁文を施し

た 472・490・587・593 など，やや外反する器形の深鉢Ｂ類がある。橋状把手をもつＣ類浅鉢 495・

506・601 や，口縁部をナデて無文帯とし，斜～縦位の縄文を施文した粗製深鉢 492・527・552・

604・612 が伴う。この他に，沈線区画文と磨消縄文を施す 544 の中津系とみられる外来土器がある。

　中期土坑からは，有孔鍔付土器が５点出土している。513 は鍔上に孔のあくＣ類で，広場２内の

不整形土坑ＳＫ1144 出土である。515・536 は樽形のＡ類で，いずれも広場１内の不整形土坑ＳＫ

1240，ＳＸ1231 出土である。429・541 は西側竪穴建物群周辺土坑からの出土で，429 はＢ類であろう。

この他に包含層出土であるが，広場１内からＡ類の 892，広場３内から 891 が出土している。

　後期土坑（第 86 ～ 88 図 614 ～ 707，図版 13・82 ～ 84・87・89）

　Ⅳ～Ⅵ期のものを後期とした。中期に比べて出土数は少なく，ほぼ半減する。広場２外周の土坑群

から比較的まとまって出土している。

　Ⅳ期は前段階に比べ少数だが，一定量みられる。三角形刺突文の 626・645・697，円形刺突文の

645・648・679・695・696，内湾口縁に波状沈線を巡らす 635・681 や押引沈線を施す 671 などの有文

の深鉢・浅鉢がある。口縁部に斜位の縄文を押圧し，沈線を巡らして以下を縦位縄文地とする 641・

659・704 や，縦位縄文地のみの 692・705 などの粗製深鉢が伴う。これに沈線文と磨消縄文の称名寺・

中津系とみられる 655・675 や堀之内系の 624・673・699 などのⅢ期からⅣ期にかけての時期に併行

すると考える外来系土器群がみられる。

　Ⅴ期は小片だが，一定量の出土がある。口縁部内外面に沈線を巡らす 615・616・629・636，平

行沈線間に縄文を押圧する 627・630，短線で区切る 620・637・649 や，口縁部に斜位の刻みを施

す 615・629・631・640 などの深鉢・浅鉢がある。集合細線による入組文・渦巻文を有する注口土器

666・668・669 もみられる。これらの土器は，関東の加曽利Ｂ１式土器群の範疇に収まる土器群である。

　Ⅵ期は数量的には減少する。縦縄文を押圧し，胴部上半に平行沈線と背合わせの弧線文を施す

678・688 など，Ⅴ期の加曽利Ｂ１式に併行するとみられる在地の井口式系の深鉢や，東北地方の瘤

付土器系の瘤状の小突起を付けた注口土器 660・661 がみられる。当遺跡では，加曽利Ｂ１式以外の

後期後半土器群をⅥ期として一括しているが，出土数は少なく，混入の域を出ない。

　晩期土坑（第 88 ～ 92 図 708 ～ 805，図版 84 ～ 89）

　Ⅶ～Ⅹ期のものを晩期とした。量的には後期とあまり変化はないが，全形を復元できる個体が若干
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増え，Ⅸ期が比較的まとまりをみせる。広場２外周の土坑群からまとまって出土し，広場１以東では

ほとんどみられない。

　Ⅶ期のものは，散発的にみられるだけで，混入の域を出ない。平行沈線間に斜位の縄文を押圧し，

玉抱三叉文や入組文とみられる沈線文を施す 708・783・803 などの精製深鉢がある。

　Ⅷ期は広場２の西側外周の土坑群中から少量だが一定量出土している。口縁部に細かい斜縄文を押

圧した 711・747・754・780・781，肩部に平行沈線を巡らせ，沈線間に列点文，羊歯状文，鍵手状文

などを施す 716・742・744・748・752・755・756 など，くの字口縁を特徴とする精製深鉢がみられる。

これに，沈線区画内に細かい斜縄文を施した浅鉢 741・779 や，口唇部に棒状具やヘラ状具で刻みを

施した 746・795・805 などの胴部に横位条痕を施す，くの字状口縁の深鉢Ｆ類が伴う。

　Ⅸ期は広場２外周の土坑群中から比較的まとまって出土している。口縁から肩部にかけての胴部上

半に，棒状具や指頭沈線で平行沈線や工字状文の文様帯を配し，斜～縦位条痕を施す深鉢がみられる。

719・738・749・753・778・785・787 は棒状具，735・737・775・776・797・798 は指頭沈線による。

口縁端部には様々なバリエーションがあり，貝殻による押引きあるいは刻みを施す 730・731・737・

763・778・787，棒状具により刻む 788，絡条体圧痕を施す 720・722・723・729・738，指押さえで小

波状にした 735・736・739・762・790・798 などがある。この他に，眼鏡状隆帯を巡らす 714・745，

沈線による楕円工字状文を施す 789，浮線文を施す 792 などの浅鉢と，口縁部から肩部に棒状具や指

頭沈線による文様を配した変容壺がみられる。718 は棒状具による平行沈線や工字状文，751・760 は

連弧文，799 は菱形文を施し，761 は指頭による短線を引く。

　Ⅸ期後半からⅩ期にかけてのものは，少数だがみられる。棒状具による沈線文を施した 771・772・

773・793 などの筒形を呈する浅鉢Ｉ類がまとまって出土している。棒状具による沈線で菱形文を施

す浅鉢 766 や深鉢 767，口唇部および口縁部内側に指頭沈線または指押さえを施し眼鏡状文風にした

765・766 などがある。これらのうち，765・767・771・772・773 は中央が黒色，土器の表面が橙色～

にぶい黄橙色のサンドイッチ状を呈する胎土をしている。

（3）包含層出土土器
　後世の削平などにより包含層の遺存状態が悪いため，包含層出土土器は小片が多く，復元できたも

のは少ない。ここでは，中期・後期・晩期の３時期に大別し，時期ごとに記述する。図化した遺物は

128 点で，中期：後期：晩期は，土坑出土土器と同じく２：１：１の比率となった。

Ａ　中　期（第 101 ～ 103 図 847 ～ 912，図版 92・93）

　Ⅰ期の土器は広場１の東側から東側竪穴建物群周辺で出土している。847 ～ 855 があり，蓮華状文，

格子目状文などの文様を胴部上半に配し，胴部下半は斜位の縄文地あるいは，格子目状文を施す。

　Ⅱ期は東西の竪穴建物群周辺を中心に，調査区内全体から出土している。半隆起線文，爪形文，櫛

状具刺突などを器面に施す一群である。858 ～ 868 は渦巻や半円形などを巡らし，隆帯上に爪形文ま

たは櫛状具刺突を施す深鉢。860・861 は口縁部に平行する半隆起線文を巡らし，３本の短い縦位隆

帯を張り付ける。862 は半隆起線文による渦巻を施した突起。882 ～ 885 は口縁部に半裁竹管文を巡

らす浅鉢で，887 ～ 890 は台付の浅鉢Ｅ類，891・892 は有孔鍔付土器である。892 は胴部上半を磨き，

トンボ眼鏡状の突起を付けるＡ類の有孔鍔付土器で，上半は赤彩されている。893 ～ 912 は斜位縄文

地の粗製深鉢で，Ⅱ～Ⅳ期のものか。

　Ⅲ期は西側竪穴建物群周辺を中心に出土している。やや外反するＢ類深鉢を主とし，沈線文，貝殻

腹縁文を施す一群で，869 ～ 881 がある。869・870 は波状口縁の頂部で，平行隆帯上に貝殻および棒
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状具で刺突を施す。880 は葉脈状文を特徴とする。

Ｂ　後　期（第 104 図 913 ～ 943，図版 94）

　Ⅳ期は広場２外周周辺を中心に出土している。914 ～ 926 があり，三角形刺突文，円形刺突文，押

引沈線文などを施す深鉢が主要器種をなす。924 は沈線による楕円形区画内に円形刺突文，沈線末端

刺突文を施す装飾把手。921 は連続する角状の刺突文を施し，橋状把手を付ける有孔鍔付土器の口縁

部か。三十稲場系の影響を受けたものと考える。933 は沈線で区画した内部に細かい斜縄文を施す深

鉢で，Ⅲ期後半からⅣ期の称名寺・中津系のものか。

　Ⅴ期は広場１・２外周を中心に一定量みられ，広場１の東側土坑群を貫く確認トレンチ４からは，

928 ～ 934，937・939・940・942・943 がまとまって出土している。931 はⅣ～Ⅴ期にかけての時期の

舟形を呈する小型鉢Ｆ類で，ほぼ完形である。２条の沈線で十字を引いて４分割し，対弧文を施す。

沈線内には斜縄文を押圧しており，部分的に赤彩が残る。932 は頸部に刺突を施した隆帯を巡らせ，

胴部には曲線文で区画した内部に縄文を施す注口土器。942 は平行沈線間に細かい斜縄文を施し，の

字状の分断文を施す球形胴部の注口土器。全形は不明だが，938 ～ 941 の注口部が出土している。

　Ⅵ期は少数出土している。936・937 は口唇部に沈線で三叉文を施し，小突起を付ける浅鉢Ｃ類で

ある。943 は，注口土器の肩部で，沈線区画内に縄文を施す。円形小突起の付く，瘤付土器である。

Ｃ　晩　期（第 105 図 944 ～ 974，図版 94）

　Ⅶ期は少なく，沈線で玉抱三叉文を施す 944 と，平行沈線間に斜縄文を押圧し，沈線で三叉文を施

す 947 がみられるのみである。

　Ⅷ期は，広場２外周で出土している。口縁に細かい斜縄文を押圧し，平行沈線間に列点文・羊歯状文・

フ字状入組文などを施文する 945・946・948・949 などの精製深鉢がみられる。この他に，950 の口

唇部にサンゴ状突起の付く浅鉢Ｃ類，951 の口唇部を指押さえする横位条痕の粗製深鉢Ｆ類がある。

　Ⅸ期は西側竪穴建物群と広場２の間を中心に出土している。955・961 ～ 972 は条痕深鉢で，955・

961 ～ 964 は口縁部に棒状具で平行沈線，列点文，工字状文，三角文などを施し，965 は貝殻による

連弧文と指頭沈線を施す。967 ～ 969 は口唇部に貝殻による押引きを施し，971 は指押さえにより小

波状とする。952・957 は棒状具で平行沈線，工字状文を引く浅鉢で，953・954 は眼鏡状隆帯の浅鉢。

958 ～ 960 は棒状具による平行沈線，山形文を施し，筒状を呈するＨ類の赤彩された精製鉢である。

　Ⅹ期は広場２の西側外周から出土している。973 は口縁部に指つまみ上げによる浮線網状文を施し，

基部に穿孔した隅丸方形の突起を付ける。口縁部内外面を赤彩する。974 は口唇部と口縁部隆帯上に

横方向の貝条痕を施し，隆帯以下に指頭沈線を巡らせる。２対の穿孔のある耳状の突起がおそらく８

個付く。赤彩の痕跡がわずかに残る。いずれも変容壺で，Ⅹ期とした。

（4）土製品
　土製品は，有孔球状土製品，土製耳飾，土偶，円盤状土製品などがある。出土点数は土器に比べて

少なく，確認した土製品 92 点のうち状態の良いもの 51 点につき図化し，掲載している。

Ａ　有孔球状土製品（第 106・107 図 975 ～ 993，図版 95）

　球形を呈する土製品で，中心軸に穿孔するものを有孔球状土製品とした。用途としては，装身具，

呪術具，紡錘具，硬玉穿孔の弾車など諸説がある注 47。当遺跡を含む富山県東部から新潟県西部を中

心とする地域に特徴的にみられる。後期半ばから晩期後半にかけての所産と考えられる。60 点が出

土し，状態の良いもの 19 点を図化した。形態から４つに大別し，軸長より胴幅の狭いものを紡錘形

１類（４点），軸長と胴幅のほぼ同じ正球形のものを球形２類（７点），軸長が胴幅より小さくなるも
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のを扁平球形３類（４点），最大径が下部に偏り，栗の実状に下部が膨れたものを下膨れ形４類（４点）

とした。全体が分かるものが少なく，推定される形状をもとに分類したものも多いが，ここでは，上

記の４分類に因った。有文のものと，無文のものがあり，３・４類は全て無文である。976 は有文の

２類で，平行沈線に，細かな斜縄文，フ字状入組文，半肉彫の列点文などの中屋式的な文様を有する。

986 は，小球の周りに時計回りに肉付けして一回り大きく整形している状態が観察される。

Ｂ　土製耳飾（第 107 図 994 ～ 998，図版 96）

　円柱状もしくは環状の土製品を耳飾とした。５点が出土している。形態により２つに大別し，臼形

耳飾と呼称される，環状を呈さず，充填された円盤状のものを１類（２点），環状を呈するものを２

類（３点）とした。994 は，くびれを持ち，下部が広がる形状で，１類とした。995 は上下短が凹面

を呈する１類のもの。996 は断面三角形で，無文の２類。997 は上面に三叉文が施される２類。998

は断面三角形を呈し，玉抱三叉文風の沈線文が施される２類。後期～晩期の所産か。

Ｃ　土　偶（第 108 図 1000 ～ 1006，図版 14）

　人形を呈する土製品を土偶とした。７点出土し，竪穴建物出土が３点，土坑出土が２点，包含層出

土が２点である。中期前葉末から晩期中葉にかけてのものがみられる注 48。1000 は有脚立像土偶の胴

部右側で，半截竹管による施文が成される。長山遺跡のⅠ群２類注 49 に分類されるもので，中期前葉

末から中葉頃のものか。1004 は有脚立像土偶頭部で，長山遺跡のⅠ群１類に分類されるもので，い

わゆる「河童型土偶」の仲間である。顔面および左耳は剥離しているが，左耳の穿孔痕が残る。左耳

後ろと後頭部正面に穿孔がある。中期前葉末から中葉頃の所産とみられる。1001 は有脚の自立形土

偶で，短い脚が表現される土偶の可能性があるもので，乳房は剥離している。全体に平板で，文様が

左右対称でないこと，裏面の調整が雑なことなどから，釣り手土器の可能性もあるが，ススの付着が

みられないことから，ここでは土偶としている注 50。富山市花切遺跡注 51 出土の把手状土製品と類似す

る。土偶であれば，砺波市松原遺跡注 52 などにみられるコケシ状のものに近い。中期中葉～後葉のもの。

1002 は反りの無い板状土偶だが，簡略化された脚・腕があり，沈線で臍を表現する。岐阜県岡崎遺

跡注 53 に類例がある。中期中葉～後葉のものか。1003 は，有脚自立形土偶の脚部で，1001 と同様なコ

ケシ状のものとみられ，中期中葉～後葉の所産か。1005 は，大型土偶の頭部で，楕円形の顔に眉と

鼻をＹ字状の隆帯で，眼と口を楕円形の粘土を貼り付けて表現している。後頭部には結髪とみられる

表現がつく。顔の輪郭に沿って漆とみられる付着物がある。長岡八丁遺跡の大型土偶と類似しており，

晩期中葉頃のものか注 54。1006 は三角形状の人面を模したもので，ここでは土偶としている。1005 と

同じ目鼻立ちの表現をし，入れ墨とみられる沈線文を有する。額および後頭部に細縄文が施される。

後頭部には三叉文が彫り込まれ，この三叉文の下に二組一対の孔があく。裏側は丁寧に磨かれ平滑に

仕上げられる。二組一対の孔があくこと，全面赤彩されており，胎土が中屋式の精製土器に似た黒褐

色を呈していることなどから，容器の口縁に内側を向いてつく可能性も考えられる。

Ｄ　円盤状土製品（第 109 図 1007 ～ 1025，図版 95）

　土器片を利用して，周縁部を打欠き円形に整形したものを円盤状土製品とした。土坑から６点，包

含層から 13 点の計 19 点が出土している。1007 は中央部に表裏両面からの穿孔がみられる。1008・

1017・1022・1024 は断面を擦って，曲線に仕上げている。

Ｅ　その他（第 107 図 999，図版 96）

　これまでの分類に当てはまらないものを，その他とした。999 は手尽くねのミニチュアである。
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第 51 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI 1（1 ～ 12）　SI 2（13）　SI 3（14 ～ 17）　SI 4（18 ～ 27）　SI 5（28）　SI 6（29・30）　SI 7（31）　

第Ⅲ章　縄文時代
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第 52 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI 9（32 ～ 67）　SI10（68 ～ 71）　SI11（72 ～ 76）　SI12（77 ～ 83）　SI15（84・85）　 

４　遺　物
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第 53 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI13（86 ～ 96）　SI14（97 ～ 107）　SI16（108 ～ 116）　

第Ⅲ章　縄文時代
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第 54 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI17（117 ～ 123）　SI25（124 ～ 127）　SI26（128・129）　

４　遺　物



113
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第 55 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI18

第Ⅲ章　縄文時代
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第 56 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI18

４　遺　物



115

1：40 20cm
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第 57 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI18

第Ⅲ章　縄文時代
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1：40 20cm
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第 58 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI18

４　遺　物
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1：40 20cm

第 59 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI18

第Ⅲ章　縄文時代
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第 60 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI18

４　遺　物
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第 61 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI18 

第Ⅲ章　縄文時代
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第 62 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI19

４　遺　物
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1：40 20cm

第 63 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI19

第Ⅲ章　縄文時代
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第 64 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI19

４　遺　物
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第 65 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI19

第Ⅲ章　縄文時代
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第 66 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI20

４　遺　物
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第 67 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI20

第Ⅲ章　縄文時代
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第 68 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI21

４　遺　物
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第 69 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI21

第Ⅲ章　縄文時代
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第 70 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI21

４　遺　物
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第 71 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI21（292 ～ 296）　SI23（297 ～ 303）

第Ⅲ章　縄文時代
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第 72 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI22

４　遺　物
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第 73 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI22 

第Ⅲ章　縄文時代
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第 74 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI24（328 ～ 337）　SI27（338 ～ 342）　SI30（345）　SI32（343・344）　SI41（346）　

４　遺　物
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第 75 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI28（347 ～ 349）　SI29（350 ～ 352）　SI33（353 ～ 355）　 

第Ⅲ章　縄文時代
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1：40 20cm
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第 76 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SI36

４　遺　物
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第 77 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SB 3（360 ～ 365）　SB 7（367 ～ 369）　SB 9（370 ～ 376）　SB10（377 ～ 383）　SB11（384・385）　SB12（366）
SB14（386 ～ 389）　SB15（390 ～ 392）　 

第Ⅲ章　縄文時代
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第 78 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SB16（393・394）　SB17（395・396）　環状土坑群 3（397 ～ 399）　環状土坑群 4（400 ～ 404）　 
環状土坑群 5（405 ～ 413）　

４　遺　物
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第 79 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SK283（414 ～ 420）　SX284（421 ～ 457）　SK358（458）　SK359（462 ～ 466）　SK854（459）　
SK938（460・461）　

第Ⅲ章　縄文時代
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第 80 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SK2（467）　SK206（468）　SK219（471 ～ 473）　SK311（469）　SK312（470）　SX318（474 ～ 477）　SK319（478・479）　SK322（480・481）
SX328（482・483）　SK354（484・485）　SK355（486）　SK360（487）　SK364（488）　SK375（489）　SK412（490 ～ 492）　
SK445（497 ～ 500）　SK490（493）　SX498（494）　SK610（495・496）　SK615（501・502）　SK663（503・504）　SK741（511）　
SK788（506・507）　SK879（508）　SK946（509）　SK971（505）　SK1047（510）　SK1144（513）　SK1226（512）　SK1248（514）　 

４　遺　物
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1：40 20cm
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第 81 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SK1236（516）　SK1240（515）　SK1241（517・518）　SK1256（519）　 

第Ⅲ章　縄文時代
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第 82 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SX1230（520）　SX1231（536）　SX1243（530・531）　SK1244（521）　SK1253（525）　SK1255（526）　
SK1259（524）　SK1260（522）　SK1270（523）　SX1272（527）　SK1273（524）　SP1288（532・533）　
SK2120（540）　SK2156（534・535）　SK2157（529）　SX2170（537 ～ 539）　SK3109（541）　

４　遺　物
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第 83 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SK3166（544）　SX3261（542・543）　SK4003（547）　SK4011（545・546）　SK4018（550）　
SK4019（548・549）　SK4028（551）　SK4029（552・553）　SK4036（554）　SK4055（555 ～ 557）　
SK4078（559・560）　SK4082（558）　SK4099（561）　SK4102（562）　SK4106（563・564）　 

第Ⅲ章　縄文時代
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第 84 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SK4081（565 ～ 576）　SK4103（589）　SK4107（584・585）　SK4110（586・587）　SK4114（588）　
SK4127（577 ～ 583）　

４　遺　物　
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第 85 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
埋甕 32（590）　土坑群

第Ⅲ章　縄文時代
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1：40 20cm

第 86 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SK219（617）　SK311（615）　SK313（616）　SK314（618）　SK372（614）　SK456（620）　SK495（622・623）　 SK497（630）　SK601（619）　SK632（661）　SK636（662）
SK642（621）　SK648（628）　SK667（631）　SK687（649 ～ 653）　SK693（642）　SK700（654）　SK706（632）　SK716（663）　SK723（627）　SK725（664）　SK730（625・
626）　SK743（633・634）　SK745（660）　SK768（643）　SK794（629・665・666）　SK833（658）　SK835（636）　SK851（638・639）　SK855（655 ～ 657）　SK865（637）
SK872（646 ～ 648）　SK874（640・641）　SK878（635）　SK881（624）　SK932（644・645）　SK981（659）　SX1228（667）　SX1229（668）　SK1238（669）　   

４　遺　物
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1：40 20cm

第 87 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SK1117（670）　SK1153（671）　SX1228（672）　SK1233（673）　SX1234（682 ～ 685）　SX1237（674・675）
SK1238（676 ～ 679）　SK1239（687 ～ 690）　SK1245（680）　SK1257（681）　SK2105（693）　
SK2161（691・692）　SK4112（686）　

第Ⅲ章　縄文時代
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1：40 20cm

第 88 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
土坑群

４　遺　物
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第 89 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SK192（726）　SK392（729 ～ 733）　SK423（746）　SK493（727・728）　SK558（734・735）　SK566（736）
SK568（750・751）　SK572（749）　SK574（740 ～ 742）　SK595（737）　SK609（747・748）　
SK632（743・744）　SK637（760・761）　SK665（745）　SK681（739）　SK686（752）　SK705（738）　
SK754（757）SK765（758・759）　SK790（762）　SK797（753）　SK861（754 ～ 756）　

第Ⅲ章　縄文時代
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1：40 20cm

第 90 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SK742（763・764）　SK750（765 ～ 777）　SK846（778）　SK866（779・780）　SK892（781 ～ 784）　
SK899（785・786）　

４　遺　物
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第 91 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SK827（787・788）　SK895（789 ～ 791）　SK1069（796）　SK1210（792 ～ 794）　SK1220（795）　

第Ⅲ章　縄文時代
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第 92 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
SK1227（797 ～ 801）　SK2059（802・803）　SK2095（805）　SK4113（804）　

４　遺　物
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1：40 20cm

806

807

808

810
809

812

811

813

第 93 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
埋甕 1（806・807）　埋甕 2（808・809）　埋甕 3（810）　埋甕 4（811）　埋甕 7（812）　埋甕 10（813）　

第Ⅲ章　縄文時代
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1：40 20cm
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第 94 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
埋甕 5（814）　埋甕 8（815）　埋甕 11（816）　埋甕 14（817・818）　埋甕 18（819）　

４　遺　物　
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第 95 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
埋甕 9（825）　埋甕 12（820）　埋甕 15（821 ～ 823）　埋甕 17（824）　埋甕 28（826）　

第Ⅲ章　縄文時代
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第 96 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
埋甕 6（827）　埋甕 16（832）　埋甕 19（828・829）　埋甕 23（833）　埋甕 27（834）　埋甕 29（830・831）　

４　遺　物
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1：40 20cm
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第 97 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
埋甕 13（836）　埋甕 20（835）　

第Ⅲ章　縄文時代
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第 98 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
埋甕 21（837）　埋甕 24（838）　埋甕 30（839）　

４　遺　物
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第 99 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
埋甕 22（840）　埋甕 25（841）　埋甕 26（842 ～ 844）　

第Ⅲ章　縄文時代
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第 100 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
埋甕 31

４　遺　物
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第 101 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
包含層

第Ⅲ章　縄文時代
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第 102 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
包含層

４　遺　物
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第 103 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
包含層

第Ⅲ章　縄文時代
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第 104 図　遺物実測図　縄文土器　（931 1/2 , その他 1/4）  
包含層

４　遺　物
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第 105 図　遺物実測図　縄文土器　（1/4）
包含層

第Ⅲ章　縄文時代
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第 106 図　遺物実測図　土製品　（1/2）
SI9（975）　SB10（984）　環状土坑群 3（986）　環状土坑群 5（983）　SK1232（981）　SX1234（976）
SX1239（979）

４　遺　物
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1：20 10cm

987

988

989

990 991

992 993

994

995 996

999

997 998

第 107 図　遺物実測図　土製品　（1/2）
SI13（994）　SI14（995）　SI21（996）　環状土坑群 3（987）　環状土坑群 5（988・991）　SK632（997）
SK794（992）　SK4011（999）　

第Ⅲ章　縄文時代
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1：20 10cm

1001

剥離痕 付着物

1000

1002

1003

1005

1006

1004

第 108 図　遺物実測図　土製品　（1/2）
SI4（1004）　SI10（1003）　SI13（1000）　SX204（1001）　SK1241（1006）　

４　遺　物
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1：20 10cm

1007 1008 1009 1010

1011 1012 1013 1014

1015 1016 1017 1018

1019 1020
1021 1022

1023 10251024

第 109 図　遺物実測図　土製品　（1/2）
SK283（1007）　SK410（1008）　SX479（1009・1010）　SK855（1011・1012）　　

第Ⅲ章　縄文時代
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４　遺　物

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

51

1
49

SI
1炉

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

2
49

SI
1炉

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
櫛

状
具

刺
突

3
49

SI
1

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
半

隆
起

線
文

・
櫛

状
具

刺
突

4
49

SI
1

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

口
縁

内
側

沈
線

・
櫛

状
具

刺
突

炭
5

49
SI

1
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
色

半
隆

起
線

文
・

刻
目

文
6

49
SI

1
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

7
49

SI
1

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
櫛

状
具

刺
突

・
工

字
状

文
？

8
49

SI
1

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

7.5
Y

R6
/3

に
ぶ

い
褐

色
斜

縄
文

炭
9

49
SI

1
Ⅱ

深
鉢

後
期

～
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

沈
線

文
・

縦
縄

文
炭

10
49

SI
1

Ⅰ
２

浅
鉢

D
Ⅱ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
沈

線
文

・
楕

円
形

区
画

・
渦

巻
文

・
斜

縄
文

11
49

SI
1

Ⅰ
～

Ⅱ
深

鉢
中

期
～

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
裁

竹
管

文
・

斜
縄

文
12

49
SI

1
Ⅱ

１
浅

鉢
Ⅲ

7.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
褐

色
沈

線
文

・
斜

縄
文

・
赤

彩
称

名
寺

・
中

津
系

?
13

49
SI

2炉
Ⅰ

３
？

深
鉢

Fa
Ⅱ

～
Ⅲ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

沈
線

文
・

楕
円

形
文

・
縦

短
沈

線
・

櫛
状

具
刺

突
・

斜
縄

文
炭

炭
14

49
SI

3
Ⅰ

～
Ⅱ

深
鉢

中
期

～
後

期
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

平
行

沈
線

・
外

反
口

縁
15

49
SI

3
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R8
/4

浅
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
炭

16
49

SI
3

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
炭

炭
17

49
SI

3
Ⅰ

１
深

鉢
Ⅰ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

木
目

状
撚

糸
文

18
50

SI
4炉

Ⅰ
３

？
深

鉢
Bb

17
.4

Ⅲ
～

Ⅳ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

口
縁

部
ナ

デ
無

文
帯

・
縦

縄
文

炭
炭

19
50

SI
4

Ⅰ
２

浅
鉢

Ea
Ⅱ

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
色

粘
土

ヒ
ダ

隆
帯

・
斜

縄
文

炭
炭

台
円

孔
１

20
50

SI
4

Ⅰ
２

浅
鉢

Ea
Ⅱ

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
色

台
円

孔
４

21
50

SI
4

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R8

/4
浅

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
眼

鏡
状

突
起

・
爪

形
文

炭
22

50
SI

4
Ⅰ

２
？

深
鉢

Fb
Ⅱ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

肥
厚

・
斜

縄
文

炭
23

50
SI

4
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

縦
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

炭
24

50
SI

4
Ⅰ

１
深

鉢
Ⅰ

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
色

半
隆

起
線

文
・

爪
形

文
炭

25
50

SI
4

Ⅰ
３

？
深

鉢
Ⅲ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

内
側

沈
線

・
平

行
隆

帯
・

縦
短

沈
線

・
刻

目
文

26
50

SI
4

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

爪
形

文
・

櫛
状

具
刻

目
文

27
50

SI
4

Ⅰ
？

深
鉢

12
.6

中
期

～
5Y

R6
/6

橙
色

底
部

網
代

圧
痕

28
53

SI
5炉

Ⅰ
深

鉢
Bb

24
.8

Ⅱ
～

Ⅲ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
斜

縄
文

29
SI

6
Ⅱ

２
深

鉢
?

Ⅳ
5Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
末

端
刺

突
沈

線
文

・
幾

何
学

文
炭

炭
30

SX
26

0
SI

6
SI

6内
Ⅱ

３
～

４
注

口
土

器
?

Ⅴ
～

Ⅵ
10

Y
R4

/2
灰

黄
褐

色
沈

線
文

・
斜

行
沈

線
31

SI
7炉

Ⅰ
深

鉢
Fb

33
.0

中
期

～
10

Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

縄
文

炭
炭

52

32
50

SI
9

Ⅰ
２

深
鉢

D
b

Ⅱ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

斜
縄

文
33

50
SI

9
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
D

b?
15

.8
Ⅱ

～
Ⅲ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

撚
糸

文
・

隆
帯

炭
大

木
系

34
SI

9
Ⅰ

深
鉢

（
14

.4）
中

期
～

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
～

縦
縄

文
炭

35
SI

9
Ⅰ

深
鉢

8.0
中

期
～

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
斜

縄
文

底
部

ス
ダ

レ
状

圧
痕

36
SI

9
Ⅰ

深
鉢

中
期

～
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

斜
縄

文
底

部
網

代
圧

痕
37

SI
9炉

Ⅰ
～

Ⅱ
深

鉢
11

.5
後

期
～

?
5Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
縦

縄
文

底
部

網
代

圧
痕

38
SI

9
Ⅰ

深
鉢

15
.0

中
期

～
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

縄
文

底
部

ス
ダ

レ
状

圧
痕

39
50

SI
9

浅
鉢

7.8
中

期
～

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

底
部

網
代

圧
痕（

2－
2－

1）
縦

横
2

本
1

組
40

50
SI

9
Ⅰ

２
浅

鉢
E

Ⅱ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

粘
土

ヒ
ダ

隆
帯

炭
41

50
SI

9
X

50
Y

45
浅

鉢
J

6.2
（

4.9
）

（
3.6

）
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

ミ
ニ

チ
ュ

ア
?

42
50

SI
9

Ⅰ
２

深
鉢

Ca
Ⅱ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
波

状
口

縁
・

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
炭

炭
43

50
SI

9
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R7
/6

橙
色

半
隆

起
線

文
・

斜
縄

文
44

50
SI

9
Ⅰ

２
深

鉢
?

Ⅱ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
半

隆
起

線
文

45
50

SI
9

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R8

/4
浅

黄
橙

色
平

行
隆

帯
・

縦
短

沈
線

・
櫛

状
具

刺
突

46
50

SI
9

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
波

状
口

縁
・

爪
形

文
炭

47
50

SI
9

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
10

Y
R5

/2
灰

黄
褐

色
波

状
口

縁
・

隆
帯

上
刺

突
文

葉
脈

状
文

系
48

50
SI

9
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
Ⅱ

～
Ⅲ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
波

状
口

縁
・

口
唇

部
沈

線
文

・
半

隆
起

線
文

?・
刻

目
文

炭
49

50
SI

9
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
?

Ⅱ
～

Ⅲ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

刻
目

文
50

50
SI

9
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
Ⅱ

～
Ⅲ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
唇

部
沈

線
文

・
長

方
形

区
画

?・
櫛

状
具

刺
突

51
50

SI
9

Ⅰ
２

浅
鉢

D
a

Ⅱ
10

Y
R8

/4
浅

黄
橙

色
平

行
沈

線
・

斜
縄

文
炭

炭
52

50
SI

9
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
Ⅱ

～
Ⅲ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

区
画

内
刺

突
文

53
50

SI
9

Ⅰ
２

～
３

深
鉢

Ⅱ
～

Ⅲ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
刻

目
文

第
16

表
　

土
器

・
土

製
品

一
覧（

1
）
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挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

52

54
50

SI
9

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
無

文
帯

・
斜

縄
文

55
50

SI
9

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

7.5
Y

R7
/6

橙
色

口
縁

半
裁

竹
管

文
・

斜
縄

文
56

50
SI

9
Ⅰ

深
鉢

中
期

～
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
波

状
口

縁
か

・
斜

縄
文

炭
炭

57
SI

9
Ⅰ

深
鉢

中
期

～
5Y

R6
/6

橙
色

斜
縄

文
58

SI
9

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

内
側

隆
帯

・
斜

縄
文

炭
59

SI
9

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
～

縦
縄

文
60

SI
9

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

斜
縄

文
炭

61
50

SI
9

Ⅰ
浅

鉢
中

期
～

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

沈
線

文
・

斜
縄

文
62

50
SI

9
Ⅱ

３
深

鉢
?

Ⅴ
10

Y
R4

/2
灰

黄
褐

色
口

縁
内

側
沈

線
文

・
平

行
沈

線
・

斜
縄

文
炭

63
50

SI
9

Ⅱ
３

深
鉢

Ⅴ
10

Y
R3

/1
黒

褐
色

口
唇

部
円

形
刺

突
文

・
口

縁
内

側
沈

線
文

・
平

行
沈

線
・

斜
縄

文
炭

試
掘

図
8－

2と
同

一
個

体
か

64
SI

9
Ⅱ

３
深

鉢
Ⅴ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

平
行

沈
線

・
斜

短
沈

線
文

・
斜

縄
文

65
SI

9
Ⅱ

３
～

４
深

鉢
Ⅴ

～
Ⅵ

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
色

口
縁

無
文

帯
・

斜
～

縦
縄

文
炭

66
50

SI
9混

入
Ⅲ

３
浅

鉢
?

Ⅸ
10

Y
R3

/2
黒

褐
色

沈
線

文
・

工
字

状
文

・
赤

彩
精

製
か

67
SI

9
Ⅰ

深
鉢

A
b

中
期

～
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

～
縦

縄
文

68
51

SI
10

Ⅰ
２

～
３

深
鉢

Ⅱ
～

Ⅲ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
沈

線
文

・
工

字
状

文
・

貝
殻

腹
縁

文
69

51
SI

10
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
Ⅱ

～
Ⅲ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
波

状
口

縁
・

口
縁

内
側

沈
線

・
平

行
隆

帯
・

貝
殻

腹
縁

文
70

51
SI

10
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
櫛

状
具

刻
目

文
炭

71
51

SI
10

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
内

側
沈

線
・

平
行

沈
線

・
貝

殻
腹

縁
文

炭
72

51
SI

11
Ⅰ

深
鉢

中
期

～
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

縄
文

炭
73

51
SI

11
Ⅰ

深
鉢

中
期

～
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

縄
文

74
51

SI
11

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
内

側
沈

線
・

平
行

隆
帯

・
縦

短
沈

線
・

貝
殻

腹
縁

文
75

51
SI

11
Ⅰ

２
深

鉢
?

Ⅱ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

櫛
状

具
刻

目
文

炭
76

51
SI

11
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

半
隆

起
線

文
・

爪
形

文
炭

77
51

SI
12

Ⅰ
２

～
３

深
鉢

14
.2

Ⅱ
～

Ⅲ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
半

隆
起

線
文

・
縦

縄
文

底
部

ス
ダ

レ
状

圧
痕

78
51

SI
12

Ⅱ
３

～
４

注
口

土
器

?
Ⅴ

～
Ⅵ

10
Y

R8
/4

浅
黄

橙
色

沈
線

文
・

連
弧

文
？

79
51

SI
12

Ⅲ
?

浅
鉢

H
12

.4
Ⅴ

～
Ⅵ

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
色

縄
文

帯
・

沈
線

文
・

刺
突

文
・

赤
彩

・
粘

土
輪

積
痕

無
頸

壺
?

80
51

SI
12

Ⅰ
浅

鉢
中

期
～

7.5
Y

R8
/3

浅
黄

橙
色

沈
線

文
81

51
SI

12
Ⅰ

３
深

鉢
Ⅲ

10
Y

R5
/1

褐
灰

色
隆

帯
・

斜
縄

文
82

51
SI

12
Ⅱ

３
深

鉢
Ⅴ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

平
行

沈
線

・
斜

縄
文

・
分

断
文（

縦
短

沈
線

）
83

51
SI

12
Ⅱ

～
Ⅲ

１
深

鉢
Ⅵ

～
Ⅶ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

沈
線

文
・

区
画

文（
縦

短
沈

線
）・

斜
縄

文
84

SI
15

炉
Ⅰ

３
深

鉢
Gb

29
.2

Ⅲ
7.5

Y
R6

/3
に

ぶ
い

褐
色

口
縁

無
文

帯
・

縦
縄

文
炭

炭
85

SI
15

炉
Ⅰ

深
鉢

11
.8

中
期

～
7.5

Y
R5

/6
明

褐
色

斜
縄

文
炭

底
部

ス
ダ

レ
状

圧
痕

53

86
51

SI
13

炉
Ⅰ

３
深

鉢
A

b
26

.0
Ⅲ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

無
文

帯
・

縦
縄

文
87

51
SI

13
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

波
状

口
縁

・
半

隆
起

線
文

炭
?

88
51

SI
13

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
89

51
SI

13
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

斜
縄

文
90

51
SI

13
Ⅰ

３
深

鉢
Ⅲ

7.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
褐

色
沈

線
文

・
隆

帯
上

刺
突

文
炭

炭
葉

脈
状

文
系

91
51

SI
13

Ⅰ
２

深
鉢

D
a

7.8
Ⅱ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

蛇
行

隆
帯

・
縦

縄
文

炭
大

木
系

・
小

型
92

51
SI

13
Ⅱ

深
鉢

?
Ⅲ

～
Ⅳ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

沈
線

文
炭

93
51

SI
13

Ⅰ
有

孔
鍔

付
?

中
期

～
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

眼
鏡

状
突

起
94

SI
13

Ⅱ
深

鉢
12

.2
後

期
～

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

縦
縄

文
炭

底
部

網
代

圧
痕

95
51

SI
13

Ⅰ
２

～
３

深
鉢

Ⅱ
～

Ⅲ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
平

行
沈

線
・

連
続

刺
突

文
・

櫛
状

具
刺

突
96

51
SI

13
Ⅱ

２
深

鉢
Ⅳ

7.5
Y

R7
/6

橙
色

三
角

形
刺

突
文

炭

97
52

SI
14

炉
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
Ba

29
.8

Ⅱ
～

Ⅲ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

波
状

口
縁

・
口

縁
内

側
沈

線
・

沈
線

文
・

工
字

状
文

・
貝

殻
腹

縁
文

炭

98
52

SI
14

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R7

/6
明

黄
褐

色
爪

形
文

・
隆

帯
・

半
隆

起
線

文
99

52
SI

14
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
Ⅱ

～
Ⅲ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

平
行

隆
帯

・
縦

短
沈

線
・

櫛
状

具
刺

突
10

0
52

SI
14

Ⅰ
２

～
３

深
鉢

Ⅱ
～

Ⅲ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
櫛

状
具

刺
突

10
1

52
SI

14
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
?

Ⅱ
～

Ⅲ
7.5

Y
R5

/3
に

ぶ
い

褐
色

半
隆

起
線

文
・

爪
形

文
・

隆
帯

炭
10

2
52

SI
14

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
半

円
形

区
画

・
斜

縄
文

10
3

52
SI

14
炉

Ⅰ
２

～
３

深
鉢

Ⅱ
～

Ⅲ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

波
状

口
縁

・
口

唇
部

沈
線

文
・

半
隆

起
線

文
炭

10
4

52
SI

14
Ⅰ

３
深

鉢
?

Ⅲ
～

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
色

沈
線

文
10

5
52

SI
14

Ⅰ
２

～
３

深
鉢

Ⅱ
～

Ⅲ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
平

行
隆

帯
・

縦
短

沈
線

・
櫛

状
具

刺
突

第
16

表
　

土
器

・
土

製
品

一
覧（

2
）



170

４　遺　物

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

53

10
6

52
SI

14
Ⅰ

深
鉢

中
期

～
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

縄
文

炭
10

7
52

SI
14

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

7.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
褐

色
斜

縄
文

炭
10

8
53

SI
16

炉
Ⅰ

２
深

鉢
Fa

36
.7

Ⅱ
10

Y
R8

/2
灰

白
色

半
隆

起
線

文
・

半
円

形
文

・
爪

形
文

・
斜

縄
文

10
9

52
SI

16
Ⅰ

２
浅

鉢
Ea

28
.0

Ⅱ
10

Y
R6

/6
明

黄
褐

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
櫛

状
具

刺
突

・
斜

縄
文

炭
炭

11
0

52
SI

16
Ⅰ

２
浅

鉢
?

Ⅱ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

頂
部

刻
み

?・
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

炭
炭

11
1

52
SI

16
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
色

半
隆

起
線

文
・

櫛
状

具
刺

突
炭

11
2

52
SI

16
炉

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

11
3

52
SI

16
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
刻

目
文

炭
11

4
52

SI
16

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

7.5
Y

R7
/6

橙
色

斜
縄

文
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕
11

5
52

SI
16

Ⅰ
２

～
３

深
鉢

Ⅱ
～

Ⅲ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
波

状
口

縁
・

口
唇

部
沈

線
文

・
半

隆
起

線
文

・
縦

縄
文

炭
炭

11
6

52
SI

16
Ⅰ

２
深

鉢
27

.0
Ⅱ

7.5
Y

R7
/6

橙
色

半
隆

起
線

文
・

方
形

文
・

縦
隆

帯
・

櫛
状

具
刺

突

54

11
7

53
SI

17
Ⅰ

２
浅

鉢
Ea

長
25

.2
短

20
.0

Ⅱ
5Y

R6
/6

橙
色

舟
形

・
波

状
口

縁
・

橋
状

把
手

・
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

炭

11
8

54
SI

17
・

SI
20

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
半

隆
起

線
文

・
格

子
目

状
文

11
9

54
SI

17
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

12
0

54
SI

17
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
波

状
口

縁
・

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

三
角

形
区

画
・

爪
形

文
・

斜
縄

文
炭

12
1

54
SI

17
Ⅰ

２
浅

鉢
?

5.6
Ⅱ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
12

2
54

SI
17

・
SI

19
Ⅰ

深
鉢

Fb
中

期
～

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
沈

線
文

・
斜

縄
文

・
粘

土
輪

積
痕

12
3

54
SI

17
混

入
?

Ⅱ
３

～
４

深
鉢

E?
Ⅴ

～
Ⅵ

7.5
Y

R5
/3

に
ぶ

い
褐

色
波

状
口

縁
・

波
長

部
内

側
円

形
圧

痕
・

平
行

沈
線

・
刺

突
文

・
扇

形
圧

痕
文

12
4

71
SI

25
Ⅰ

１
深

鉢
Ⅰ

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

蓮
華

状
文

炭
被

熱
12

5
71

SI
25

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
被

熱
12

6
71

SI
25

Ⅰ
２

深
鉢

B
Ⅱ

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
色

口
縁

肥
厚

・
半

隆
起

線
文

・
曲

線
文

・
斜

縄
文

炭

12
7

71
SI

25
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

波
状

口
縁

・
眼

鏡
状

突
起

・
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
口

縁
内

側
沈

線
炭

12
8

72
SI

26
炉

付
近

Ⅰ
深

鉢
Fb

33
.8

中
期

～
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

斜
縄

文
被

熱
?

12
9

71
SI

26
炉

Ⅰ
１

深
鉢

Ea
Ⅰ

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

半
隆

起
線

文
・

曲
線

文
・

格
子

目
状

文
・

楔
形

刻
目

文
炭

炭
口

縁
部

片
あ

り

55

13
0

7・
53

SI
18

　
№

1
Ⅰ

２
深

鉢
D

a
47

.6
Ⅱ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

肥
厚

・
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

・
三

叉
文

・
ボ

タ
ン

状
突

起
?

13
1

53
SI

18
Ⅰ

２
深

鉢
Ea

44
.0

Ⅱ
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
眼

鏡
状

突
起

・
爪

形
文

・
綾

杉
状

刻
目

文
・

鋸
歯

状
彫

去
文

炭

13
2

56
SI

18
　

№
4

Ⅰ
２

深
鉢

Ca
20

.4
Ⅱ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
炭

炭
13

3
56

SI
18

Ⅰ
２

深
鉢

Ba
17

.6
Ⅱ

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
・

Ｓ
字

状
隆

帯
?

炭
炭

13
4

56
SI

18
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

爪
形

文
・

S字
状

隆
帯

?
炭

炭
13

5
56

SI
18

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

炭
13

6
56

SI
18

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
色

口
縁

肥
厚

・
半

隆
起

線
文

・
眼

鏡
状

突
起

13
7

56
SI

18
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

5Y
R4

/1
褐

灰
色

半
隆

起
線

文
・

ボ
タ

ン
状

隆
帯

14
7の

口
縁

か
13

8
56

SI
18

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
5Y

R6
/6

橙
色

半
隆

起
線

文
・

楕
円

形
文

・
爪

形
文

13
9

56
SI

18
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

5Y
R6

/6
橙

色
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

14
0

56
SI

18
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
Ⅱ

～
Ⅲ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
波

状
口

縁
・

半
隆

起
線

文
・

櫛
状

具
刺

突
炭

炭
14

1
54

SI
18

・
SI

19
Ⅰ

１
深

鉢
Ⅰ

7.5
Y

R6
/3

に
ぶ

い
褐

色
沈

線
文

・
格

子
目

状
文

炭

14
2

7・
10

SI
18

　
№

10
Ⅰ

２
深

鉢
Ca

16
.2

19
.4

6.3
Ⅱ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
螺

旋
状

隆
帯

炭
炭

底
部

網
代

圧
痕

・
境

A
遺

跡
　

バ
ス

ケ
ッ

ト
型

に
近

い
か

56

14
3

7・
55

SI
18

　
№

9
Ⅰ

２
深

鉢
Ca

?
Ⅱ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
爪

形
文

・
Ｓ

字
状

隆
帯

炭
炭

14
4

56
SI

18
　

№
15

・
16

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

炭

14
5

57
SI

18
　

№
14

・
16

Ⅰ
２

深
鉢

11
.0

Ⅱ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

?
炭

炭
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕

14
6

54
SI

18
Ⅰ

１
深

鉢
D

a?
41

.0
Ⅰ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

入
字

状
突

起
・

半
隆

起
線

文
・

蓮
華

状
文

・
し

字
状

隆
帯

・
斜

縄
文

14
7

55
SI

18
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

5Y
R4

/1
褐

灰
色

半
隆

起
線

文
・

半
円

形
文

・
渦

巻
文

13
7と

同
一

個
体

か
14

8
55

SI
18

　
№

18
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R4
/2

灰
黄

褐
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
炭

14
9

57
SI

18
Ⅰ

２
深

鉢
Ea

Ⅱ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

三
角

形
区

画

15
0

56
SI

18
Ⅰ

２
深

鉢
Ea

27
.4

Ⅱ
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

頂
部

刻
み

・
口

縁
内

側
沈

線
・

半
隆

起
線

文
・

曲
線

文
・

綾
杉

状
刻

目
文

・
S字

状
隆

帯
・

三
叉

文
炭

炭

第
16

表
　

土
器

・
土

製
品

一
覧（

3
）
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第Ⅲ章　縄文時代

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

56
15

1
54

SI
18

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

波
状

口
縁

・
ボ

タ
ン

状
突

起
・

縦
縄

文
15

2
54

SI
18

Ⅰ
１

深
鉢

?
中

期
～

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
色

波
状

口
縁

・
縦

位
縄

文
押

圧
15

3
56

SI
18

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

波
状

口
縁

・
口

縁
部

隆
帯

・
斜

縄
文

炭
炭

57

15
4

7・
9

SI
18

　
№

2・
12

Ⅰ
２

深
鉢

Ea
27

.0
39

.1
8.8

Ⅱ
5Y

R6
/6

橙
色

波
状

口
縁

・
三

ツ
山

装
飾

環
状

把
手

・
口

縁
肥

厚
・

口
縁

内
側

半
裁

竹
管

文
・

眼
鏡

状
突

起
・

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
炭

15
5

57
SI

18
Ⅰ

２
深

鉢
60

.0
Ⅱ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

波
状

口
縁

・
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
半

裁
竹

管
U

字
状

刺
突

文
炭

炭

15
6

7・
59

SI
18

Ⅰ
２

深
鉢

Ea
（

28
.0）

Ⅱ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
・

S字
状

隆
帯

・
眼

鏡
状

突
起

炭
炭

15
7

7・
9

SI
18

　
№

20
Ⅰ

２
深

鉢
Ca

18
.5

Ⅱ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
三

ツ
山

装
飾

環
状

把
手

・
半

隆
起

線
文

・
爪

形
文

・
S字

状
隆

帯
・

三
叉

文
・

半
裁

竹
管

押
引

き
炭

炭

15
8

54
SI

18
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
波

状
口

縁
・

眼
鏡

状
突

起
？

・
半

隆
起

線
文

・
爪

形
文

・
半

裁
竹

管
刺

突
文

炭

15
9

54
SI

18
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

波
状

口
縁

・
口

縁
内

側
沈

線
・

半
隆

起
線

文
16

0
56

SI
18

Ⅰ
２

深
鉢

D
a?

Ⅱ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
炭

58
16

1
7・

55
SI

18
・

SI
19

Ⅰ
２

深
鉢

Ba
53

.6
Ⅱ

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
色

波
状

口
縁

・
口

縁
内

側
玉

抱
三

叉
文

・
三

ツ
山

装
飾

突
起

・
眼

鏡
状

突
起

・
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

・
縦

短
隆

帯
・

三
叉

文

59

16
2

7・
55

SI
18

Ⅰ
２

深
鉢

Ea
35

.6
（

45
.0）

11
.8

Ⅱ
10

Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文・

楕
円

形
文・

三
角

形
区

画・
爪

形
文・

隆
帯・

撚
糸

文
炭

炭
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕
二

重
・

底
部

2
16

3
7・

58
SI

18
　

№
3

Ⅰ
１

～
２

深
鉢

Eb
33

.6
（

34
.1）

10
.6

Ⅰ
～

Ⅱ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
半

裁
竹

管
文

・
斜

縄
文

炭
炭

底
部

ス
ダ

レ
状

圧
痕

16
4

SI
18

Ⅰ
深

鉢
B

43
.3

中
期

～
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

斜
縄

文
炭

炭

16
5

7・
58

SI
18

　
№

8・
12

・
18

Ⅰ
２

深
鉢

Eb
28

.8
Ⅱ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

隆
帯

上
指

つ
ま

み
?・

斜
縄

文
炭

炭

16
6

7・
58

SI
18

Ⅰ
２

浅
鉢

Eb
21

.5
Ⅱ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

肥
厚

・
斜

縄
文

炭
炭

16
7

7
SI

18
　

№
13

Ⅰ
深

鉢
Eb

31
.0

中
期

～
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

縄
文

炭
炭

16
8

7・
58

SI
18

　
№

16
Ⅰ

深
鉢

Eb
24

.4
23

.2
10

.2
中

期
～

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

肥
厚

・
斜

縄
文

炭
炭

60

16
9

SI
18

Ⅰ
深

鉢
Fb

64
.8

中
期

～
5Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
斜

縄
文

炭
17

0
SI

18
　

№
7・

8
Ⅰ

深
鉢

Fb
40

.0
中

期
～

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

肥
厚

・
斜

縄
文

炭
17

1
SI

18
Ⅰ

深
鉢

Fb
44

.1
中

期
～

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
縄

文
炭

炭
17

2
7

SI
18

　
№

1
Ⅰ

深
鉢

Eb
26

.0
中

期
～

10
Y

R7
/6

明
黄

褐
色

口
縁

内
側

沈
線

・
斜

縄
文

炭
炭

17
3

7・
58

SI
18

Ⅰ
２

深
鉢

Eb
18

.5
18

.4
9.4

Ⅱ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

ボ
タ

ン
状

隆
帯

・
斜

縄
文

炭
炭

底
部

ス
ダ

レ
状

圧
痕

・
底

部
4

17
4

7・
58

SI
18

　
№

8・
12

Ⅰ
深

鉢
Eb

20
.2

中
期

～
7.5

Y
R6

/6
橙

色
口

縁
肥

厚
・

横
～

斜
縄

文
炭

炭
17

5
SI

18
Ⅰ

深
鉢

Bb
19

.0
中

期
～

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
色

斜
縄

文
炭

炭

61

17
6

7・
59

SI
18

Ⅰ
２

浅
鉢

D
a

19
.0

8.2
7.3

Ⅱ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
三

ツ
山

装
飾

突
起

・
口

縁
内

側
沈

線
・

平
行

沈
線

・
半

円
形

文
・

縦
短

沈
線

17
7

57
SI

18
Ⅰ

２
浅

鉢
D

Ⅱ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
内

側
沈

線
・

平
行

沈
線

・
爪

形
文

17
8

SI
18

Ⅰ
浅

鉢
C

46
.0

14
.3

18
.0

中
期

～
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
17

9
57

SI
18

Ⅰ
２

浅
鉢

C
37

.0
12

.1
8.0

Ⅱ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

口
縁

半
裁

竹
管

文
18

0
7・

11
SI

18
　

№
4

Ⅰ
２

浅
鉢

Ea
23

.0
Ⅱ

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

爪
形

文
・

Ｓ
字

状
隆

帯
・

環
状

突
起

・
三

叉
文

炭
炭

18
1

59
SI

18
　

№
6・

7
Ⅰ

２
浅

鉢
Ea

11
.6

Ⅱ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
半

隆
起

線
文

炭
炭

台
円

孔
2

18
2

59
SI

18
X

10
0～

10
5Y

95
～

10
8　

Ⅰ
c

Ⅰ
２

浅
鉢

Ea
9.5

Ⅱ
5Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
沈

線
文

・
玉

抱
三

叉
文

台
円

孔
2

18
3

57
SI

18
　

№
12

Ⅰ
浅

鉢
E

12
.0

中
期

～
10

Y
R7

/6
明

黄
褐

色
18

4
57

SI
18

Ⅰ
２

浅
鉢

Ea
10

.0
Ⅱ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

三
叉

文
台

円
孔

18
5

7・
59

SI
18

Ⅰ
浅

鉢
E

20
.0

Ⅱ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

唇
部

刻
目

文
・

平
行

沈
線

・
撚

糸
文

炭
炭

18
6

7・
12

SI
18

・
埋

甕
28

Ⅰ
２

有
孔

鍔
付

B
16

.2
22

.4
11

.8
Ⅱ

7.5
Y

R7
/6

橙
色

円
盤

状
突

起
２

・
円

文
２

・
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

・
赤

彩
炭

炭

62

18
7

60
SI

19
Ⅰ

２
深

鉢
Ea

37
.5

Ⅱ
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

綾
杉

状
刻

目
文

・
Ｓ

字
状

隆
帯

炭

18
8

60
SI

19
Ⅰ

２
深

鉢
Ca

26
.0

Ⅱ
5Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
・

Ｓ
字

状
隆

帯
・

縦
短

隆
帯

・
三

叉
文

18
9

60
SI

19
Ⅰ

２
深

鉢
Ba

16
.0

Ⅱ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

爪
形

文
・

Ｊ
字

状
隆

帯
炭

炭
19

0
10

SI
19

Ⅰ
２

深
鉢

Ba
23

.5
Ⅱ

5Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

半
円

形
文

・
爪

形
文

・
S字

状
隆

帯
炭

炭

19
1

60
SI

19
Ⅰ

２
深

鉢
Ba

31
.0

Ⅱ
7.5

Y
R5

/3
に

ぶ
い

褐
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

斜
行

隆
帯

・
綾

杉
状

刻
目

文
・

楔
形

刻
目

文
・

鋸
歯

状
彫

去
文

炭

19
2

62
SI

19
Ⅰ

２
深

鉢
Ca

33
.0

Ⅱ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
櫛

状
具

刻
目

文
・

爪
形

文
炭

炭

19
3

61
SI

19
Ⅰ

２
深

鉢
Ba

16
.0

Ⅱ
5Y

R6
/6

橙
色

口
縁

内
側

沈
線

・
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
ボ

タ
ン

状
隆

帯
・

縦
短

隆
帯

・
爪

形
文

・
綾

杉
状

刻
目

文
・

三
叉

文
炭

炭
19

4と
同

一
個

体

第
16

表
　

土
器

・
土

製
品

一
覧（

4
）
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４　遺　物

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

62

19
4

61
SI

19
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

5Y
R6

/6
橙

色
半

隆
起

線
文

･渦
巻

文
・

ボ
タ

ン
状

隆
帯

・
縦

短
隆

帯
･爪

形
文

･
綾

杉
状

刻
目

文
・

三
叉

文
?

炭
炭

19
3と

同
一

個
体

19
5

61
SI

19
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

三
角

形
区

画
・

斜
行

隆
帯

19
6

62
SI

19
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
色

半
隆

起
線

文
・

方
形

区
画

・
三

叉
文

19
7

62
SI

19
Ⅰ

１
～

２
深

鉢
Ⅰ

～
Ⅱ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

縦
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

19
8

61
SI

19
Ⅰ

２
深

鉢
Ba

27
.3

Ⅱ
10

Y
R6

/2
灰

黄
褐

色
半

隆
起

線
文

・
爪

形
文

炭
19

9
62

SI
19

Ⅰ
２

深
鉢

Ba
25

.2
Ⅱ

7.5
Y

R6
/2

灰
褐

色
半

隆
起

線
文

・
半

円
形

文
・

三
角

形
文

・
斜

縄
文

炭
20

0
60

SI
19

Ⅰ
深

鉢
Bb

10
.8

12
.9

5.7
中

期
～

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

無
文

小
型

20
1

SI
19

Ⅰ
深

鉢
?

4.2
中

期
～

？
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
小

型

63

20
2

60
SI

19
Ⅰ

２
深

鉢
Ea

Ⅱ
10

Y
R8

/2
灰

白
色

波
状

口
縁

・
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
S字

状
隆

帯
?

炭
炭

20
3

61
SI

19
Ⅰ

２
深

鉢
Ea

Ⅱ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
曲

線
文

・
綾

杉
状

刻
目

文
・

爪
形

文
・

S字
状

隆
帯

?・
斜

縄
文

炭

20
4

61
SI

19
Ⅰ

２
深

鉢
Ea

20
.0

Ⅱ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

波
状

口
縁

・
環

状
把

手
・

半
隆

起
線

文
・

曲
線

文
・

爪
形

文
・

縦
短

隆
帯

炭

20
5

62
SI

19
Ⅰ

２
深

鉢
31

.2
Ⅱ

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
色

波
状

口
縁

・
半

隆
起

線
文

・
玉

抱
三

叉
文

20
6

62
SI

19
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

5Y
R6

/6
橙

色
波

状
口

縁
・

半
隆

起
線

文
・

爪
形

文
20

7
64

SI
19

Ⅰ
２

深
鉢

E?
Ⅱ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

波
状

口
縁

・
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

炭
炭

20
8

SI
19

Ⅰ
２

深
鉢

12
.8

Ⅱ
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
炭

炭

20
9

SI
19

Ⅰ
２

深
鉢

13
.2

Ⅱ
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

・
綾

杉
状

刻
目

文
・

S字
状

隆
帯

炭
炭

底
部

ス
ダ

レ
状

圧
痕

21
0

SI
19

Ⅰ
１

深
鉢

9.0
Ⅰ

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
色

木
目

状
撚

糸
文

炭
炭

21
1

63
SI

19
Ⅰ

２
深

鉢
12

.3
Ⅱ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
斜

縄
文

・
半

隆
起

線
文

?
炭

大
木

系
?

21
2

62
SI

19
Ⅰ

２
深

鉢
8.0

Ⅱ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

縦
平

行
隆

帯
・

櫛
状

具
刺

突
・

横
平

行
沈

線
炭

炭

21
3

62
SI

19
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R6
/3

に
ぶ

い
褐

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
綾

杉
状

刻
目

文
・

半
裁

竹
管

文
連

続
刺

突
21

4
61

SI
19

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
三

段
の

環
状

突
起

・
装

飾
把

手
曽

利
式

・
水

煙
文

系
?

64

21
5

63
SI

19
Ⅰ

深
鉢

Gb
30

.2
中

期
～

7.5
Y

R6
/3

に
ぶ

い
褐

色
口

縁
肥

厚
・

斜
縄

文
炭

21
6

64
SI

19
Ⅰ

深
鉢

D
b

32
.2

中
期

～
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

縄
文

21
7

SI
19

Ⅰ
深

鉢
Fb

27
.6

中
期

～
7.5

Y
R6

/3
に

ぶ
い

褐
色

口
縁

肥
厚

・
斜

縄
文

炭
21

8
64

SI
19

Ⅰ
深

鉢
Fb

33
.6

中
期

～
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

縄
文

・
粘

土
輪

積
痕

21
9

SI
19

Ⅰ
深

鉢
D

b
32

.4
中

期
～

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

口
縁

肥
厚

・
斜

縄
文

炭
22

0
64

SI
19

Ⅰ
深

鉢
D

b
28

.0
中

期
～

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

半
隆

起
線

文
・

斜
縄

文
炭

22
1

64
SI

19
Ⅰ

１
深

鉢
Eb

11
.2

Ⅰ
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
色

斜
縄

文
炭

22
2

SI
19

Ⅰ
深

鉢
Eb

25
.6

中
期

～
7.5

Y
R6

/3
に

ぶ
い

褐
色

口
縁

肥
厚

・
斜

縄
文

炭
炭

22
3

SI
19

Ⅰ
深

鉢
A

b
27

.0
中

期
～

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
縄

文
炭

炭
22

4
SI

19
Ⅰ

深
鉢

Bb
19

.0
中

期
～

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
斜

縄
文

炭
22

5
64

SI
19

Ⅰ
１

深
鉢

Eb
Ⅰ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
入

字
状

突
起

・
口

縁
肥

厚
・

斜
縄

文
22

6
SI

19
Ⅰ

１
深

鉢
7.8

Ⅰ
7.5

Y
R5

/6
明

褐
色

斜
～

縦
縄

文
・

縦
半

隆
起

線
文

底
部

ス
ダ

レ
状

圧
痕

二
重

22
7

SI
19

Ⅰ
深

鉢
7.2

中
期

～
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

斜
縄

文
炭

炭
22

8
SI

19
Ⅰ

深
鉢

7.6
中

期
～

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
～

縦
縄

文
22

9
64

SI
19

Ⅰ
深

鉢
Eb

中
期

～
10

Y
R3

/1
黒

褐
色

斜
縄

文
・

粘
土

輪
積

痕

65

23
0

59
SI

19
Ⅰ

２
浅

鉢
Ea

20
.8

Ⅱ
5Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

・
縦

短
隆

帯
炭

炭
23

1
61

SI
19

か
不

明
Ⅰ

２
浅

鉢
Ea

22
.4

Ⅱ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

・
縦

短
隆

帯
炭

炭
23

2
59

SI
19

Ⅰ
２

浅
鉢

Ea
10

.1
Ⅱ

10
Y

R7
/6

明
黄

褐
色

半
隆

起
線

文
・

玉
抱

三
叉

文
台

円
孔

4
23

3
62

SI
19

Ⅰ
２

浅
鉢

D
Ⅱ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
・

口
唇

部
玉

抱
三

叉
文

23
4

62
SI

19
Ⅰ

２
～

３
浅

鉢
A

a
21

.0
Ⅱ

～
Ⅲ

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
色

半
隆

起
線

文
・

曲
線

文
・

渦
巻

文
大

木
系

23
5

63
SI

19
Ⅰ

２
浅

鉢
B

35
.4

11
.0

11
.0

Ⅱ
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
色

口
縁

半
裁

竹
管

文
23

6
SI

19
Ⅰ

２
浅

鉢
B

38
.8

Ⅱ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
半

裁
竹

管
文

23
7

63
SI

19
Ⅰ

２
浅

鉢
A

43
.4

Ⅱ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

口
縁

半
裁

竹
管

文
・

半
円

形
隆

帯
23

8
63

SI
19

Ⅰ
浅

鉢
A

28
.5

15
.0

11
.4

中
期

～
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

23
9

SI
19

Ⅰ
２

浅
鉢

D
a

35
.4

（
15

.0）
12

.0
Ⅱ

2.5
Y

R6
/6

橙
色

口
唇

部
沈

線
文

・
半

隆
起

線
文

・
S字

状
文

・
爪

形
文

24
0

63
SI

19
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
Ea

32
.0

Ⅱ
～

Ⅲ
7.5

Y
R5

/3
に

ぶ
い

橙
色

波
状

口
縁

・
頂

部
7・

口
唇

部
端

部
渦

巻
状

連
結

文
・

半
隆

起
線

文
・

Ｕ
字

状
文

・
斜

縄
文

・
新

鮮
幾

何
学

文
炭

炭
大

木
系

66
24

1
64

SI
20

Ⅰ
２

深
鉢

35
.0

Ⅱ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

色
半

隆
起

線
文

・
半

円
形

区
画（

連
弧

状
?）

炭
北

関
東

～
中

部
高

地
系

?
24

2
66

SI
20

Ⅰ
２

深
鉢

Ea
Ⅱ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
爪

形
文

・
眼

鏡
状

突
起

・
三

叉
文

炭
炭

第
16

表
　

土
器

・
土

製
品

一
覧（

5
）
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第Ⅲ章　縄文時代

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

66

24
3

66
SI

20
Ⅰ

２
深

鉢
Ea

27
.8

Ⅱ
5Y

R6
/8

橙
色

波
状

口
縁

・
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

・
Ｓ

字
状

隆
帯

炭
炭

24
4

66
SI

20
Ⅰ

２
深

鉢
Ea

（
28

.4）
Ⅱ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
波

状
口

縁
・

口
縁

肥
厚

・
半

隆
起

線
文

・
曲

線
文

・
爪

形
文

・
眼

鏡
状

突
起

・
三

叉
文

炭
炭

24
5

66
SI

20
Ⅰ

２
深

鉢
D

a?
26

.8
Ⅱ

7Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

波
状

口
縁

・
口

唇
部

沈
線

・
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
三

角
形

区
画

・
爪

形
文

・
Ｓ

字
状

隆
帯

炭
炭

24
6

64
SI

20
Ⅰ

２
深

鉢
Ba

Ⅱ
10

Y
R8

/2
灰

白
色

半
隆

起
線

文
・

半
円

形
区

画
・

刻
目

隆
帯

・
斜

縄
文

24
7

64
SI

20
Ⅰ

２
深

鉢
Ca

Ⅱ
5Y

R5
/6

明
赤

褐
色

半
隆

起
線

文
・

半
円

形
文

・
斜

縄
文

24
8

64
SI

20
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

爪
形

文
・

櫛
状

具
刺

突
or

押
引

き
か

？
炭

24
9

64
SI

20
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

櫛
状

具
刻

目
文

25
0

66
SI

20
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
色

波
状

口
縁

・
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

・
無

文
帯

上
下

楔
状

刻
目

文
・

斜
縄

文
25

1
63

SI
20

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

5Y
R6

/1
褐

灰
色

半
隆

起
線

文

25
2

65
SI

20
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

5Y
R6

/6
橙

色
鶏

頭
冠

形
把

手
・

鋸
歯

状
突

起
・

平
行

隆
帯

・
爪

形
文

・
把

手
内

側
玉

抱
三

叉
文

炭
炭

火
焔

系
　

25
3と

対（
向

き
が

逆
）

25
3

65
SI

20
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

5Y
R6

/6
橙

色
鶏

頭
冠

形
把

手
・

鋸
歯

状
突

起
・

平
行

隆
帯

･爪
形

文
・

把
手

内
側

玉
抱

三
叉

文
炭

炭
火

焔
系

　
25

2と
対

67

25
4

SI
20

Ⅰ
深

鉢
15

.4
中

期
～

7.5
Y

R7
/6

橙
色

半
隆

起
線

文
・

撚
糸

文
炭

底
部

ス
ダ

レ
状

圧
痕

25
5

SI
20

Ⅰ
深

鉢
11

.2
中

期
～

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
縄

文
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕
25

6
SI

20
Ⅰ

深
鉢

6.0
中

期
～

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
縄

文
炭

炭
小

型
25

7
SI

20
Ⅰ

１
深

鉢
Bb

32
.8

Ⅰ
7.5

Y
R5

/2
灰

褐
色

波
状

口
縁

・
縦

縄
文

押
圧

・
斜

縄
文

25
8

SI
18

・
SI

20
Ⅰ

１
深

鉢
38

.0
Ⅰ

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
色

波
状

口
縁

・
斜

縄
文

25
9

63
SI

20
Ⅰ

２
浅

鉢
Eb

28
.1

Ⅱ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
線

文
・

斜
縄

文
炭

炭
26

0
SI

20
Ⅰ

２
浅

鉢
Eb

?
24

.6
Ⅱ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

部
折

返
・

斜
縄

文
炭

炭

26
1

63
SI

20
Ⅰ

２
浅

鉢
Eb

長
34

.0
短

28
.0

Ⅱ
10

Y
R5

/2
灰

黄
褐

色
舟

形
・

波
状

口
縁

・
口

縁
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

炭
炭

26
2

SI
20

Ⅰ
浅

鉢
7.6

中
期

～
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕

68

26
3

11
SI

21
　

№
1・

2
Ⅰ

２
深

鉢
Ca

41
.0

Ⅱ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

26
4

68
SI

21
Ⅰ

２
深

鉢
Ca

41
.0

Ⅱ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

口
縁

肥
厚

・
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

・
三

叉
文

？
炭

炭

26
5

65
SI

21
Ⅰ

２
深

鉢
Ca

Ⅱ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

三
ツ

山
装

飾
環

状
把

手
・

口
縁

内
側

連
結

三
叉

文
・

眼
鏡

状
突

起
・

半
隆

起
線

文
・

爪
形

文
・

縦
短

隆
帯

26
6

69
SI

21
Ⅰ

１
～

２
深

鉢
Ea

?
26

.3
Ⅰ

～
Ⅱ

5Y
R6

/6
橙

色
口

縁
肥

厚
・

半
隆

起
線

文
・

曲
線

文
・

斜
縄

文
炭

炭
26

7
68

SI
21

Ⅰ
１

～
２

深
鉢

Ea
?

Ⅰ
～

Ⅱ
5Y

R6
/6

橙
色

半
隆

起
線

文
・

楕
円

形
区

画
・

刻
目

文
・

斜
縄

文
炭

炭
26

8
68

SI
21

Ⅰ
２

深
鉢

Ca
Ⅱ

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
色

半
隆

起
線

文
・

連
弧

文

26
9

67
SI

21
・

SI
22

Ⅰ
２

深
鉢

Ca
?

24
.6

Ⅱ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

・
縦

短
隆

帯
炭

曽
利

式
的

な
器

形（
キ

ャ
リ

パ
ー

型
）に

在
地

的
文

様
→

折
衷

型
？

27
0

SI
21

Ⅰ
２

深
鉢

9.5
Ⅱ

10
Y

R8
/2

灰
白

色
半

隆
起

線
文

炭
炭

27
1

68
SI

21
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

三
ツ

山
装

飾
環

状
把

手
炭

27
2

67
SI

21
　

№
2

Ⅰ
２

浅
鉢

Ea
?

25
.5

Ⅱ
5Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

炭
炭

被
熱

27
3

68
SI

21
X

10
0～

10
5Y

95
～

10
0　

Ⅰ
c

Ⅰ
２

浅
鉢

Ea
21

.2
Ⅱ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文

69

27
4

13
SI

21
　

№
2

Ⅰ
２

浅
鉢

Ea
24

.2
Ⅱ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

台
付

鉢
・

粘
土

ヒ
ダ

隆
帯

・
波

状
口

縁
・

頂
部

三
ツ

山
状

刻
み

・
口

縁
部

内
側

三
叉

文
・

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
・

Ｓ
字

状
隆

帯
・

Ｗ
字

状
隆

帯
炭

27
5

67
SI

21
　

№
4

Ⅰ
２

浅
鉢

Ea
長

25
.4

短
16

.8
Ⅱ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

舟
形

・
三

ツ
山

装
飾

環
状

把
手

・
半

隆
起

線
文

・
爪

形
文

・
Ｓ

字
状

隆
帯

炭
炭

27
6

68
SI

21
Ⅰ

２
浅

鉢
Ea

8.4
Ⅱ

7.5
Y

R7
/6

橙
色

粘
土

ヒ
ダ

隆
帯

・
半

隆
起

線
文

台
円

孔
４

27
7

68
SI

21
Ⅰ

２
浅

鉢
Ea

10
.2

Ⅱ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
半

隆
起

線
文

・
玉

抱
三

叉
文

台
円

孔
２

27
8

67
SI

21
Ⅰ

浅
鉢

E?
18

.9
13

.9
5.8

中
期

～
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

縄
文

炭
底

部
外

縁
剥

離
痕

27
9

69
SI

21
Ⅰ

２
浅

鉢
Eb

27
.4

Ⅱ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

炭
炭

28
0

69
SI

21
Ⅰ

浅
鉢

Eb
23

.4
中

期
～

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
～

縦
撚

糸
文

炭
炭

28
1

68
SI

21
Ⅰ

２
浅

鉢
Ea

Ⅱ
10

Y
R5

/2
灰

黄
褐

色
半

隆
起

線
文

・
連

続
刺

突
炭

炭

28
2

68
SI

21
・

SI
22

　
№

7・
8

Ⅰ
浅

鉢
C

34
.8

15
.1

8.2
中

期
～

5Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

28
3

68
SI

21
Ⅰ

２
浅

鉢
C

32
.6

Ⅱ
7.5

Y
R5

/3
に

ぶ
い

褐
色

口
縁

半
裁

竹
管

文
・

環
状

隆
帯

貼
付

２
28

4
SI

21
Ⅰ

浅
鉢

A
36

.2
中

期
～

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色

70
28

5
SI

21
Ⅰ

深
鉢

Bb
49

.0
中

期
～

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

肥
厚

・
斜

縄
文

炭
28

6
SI

21
　

№
3

Ⅰ
深

鉢
Fb

42
.0

中
期

～
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
肥

厚
・

斜
縄

文
炭

炭

第
16

表
　

土
器

・
土

製
品

一
覧（

6
）
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４　遺　物

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

70

28
7

SI
21

　
№

3
Ⅰ

深
鉢

Bb
39

.4
中

期
～

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
口

縁
肥

厚
・

斜
縄

文
調

整
不

明
瞭

28
8

69
SI

21
Ⅰ

深
鉢

B
16

.0
中

期
～

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

隆
帯

・
斜

縄
文

炭
炭

28
9

69
SI

21
・

SI
22

X
10

3Y
97

　
Ⅱ

ａ
Ⅰ

深
鉢

Eb
23

.0
中

期
～

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
斜

縄
文

・
粘

土
輪

積
痕

・
指

押
さ

え
炭

炭
29

0
SI

21
　

№
3

Ⅰ
深

鉢
10

.0
中

期
～

7.5
Y

R7
/3

に
ぶ

い
橙

色
斜

縄
文

炭
炭

29
1

SI
21

　
№

6
Ⅰ

深
鉢

8.0
中

期
～

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
縄

文
炭

炭
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕
・

底
部

13

71

29
2

67
SI

21
Ⅰ

深
鉢

D
b

29
.6

中
期

～
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

～
横

縄
文

炭
29

3
67

SI
21

X
10

3Y
97

　
Ⅱ

a
Ⅰ

深
鉢

D
b

32
.4

中
期

～
10

Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
肥

厚
・

口
縁

一
部

縄
文

・
粘

土
輪

積
痕

29
4

SI
21

Ⅰ
深

鉢
Fb

42
.5

中
期

～
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
肥

厚
・

半
隆

起
線

文
・

斜
縄

文
炭

炭
29

5
SI

21
　

№
2

Ⅰ
深

鉢
Bb

（
9.4

）
中

期
～

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
縄

文
炭

炭
29

6
SI

21
Ⅰ

深
鉢

Bb
28

.0
中

期
～

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

口
縁

肥
厚

・
斜

縄
文

炭
29

7
13

SI
23

Ⅰ
２

～
３

浅
鉢

A
a

18
.6

7.1
6.0

Ⅱ
～

Ⅲ
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
色

Ｓ
字

状
隆

帯
区

画
・

撚
糸

文
大

木
系

?
29

8
66

SI
23

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
5Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
波

状
口

縁
・

爪
形

文
・

半
隆

起
線

文
・

格
子

目
状

文
炭

29
9

66
SI

23
Ⅰ

２
浅

鉢
E?

Ⅱ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

炭
30

0
66

SI
23

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
5Y

R5
/6

明
赤

褐
色

半
隆

起
線

文
・

曲
線

文
・

爪
形

文
炭

炭
30

1
70

SI
23

Ⅰ
２

深
鉢

Ba
14

.2
14

.0
7.3

Ⅱ
5Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

炭
炭

小
型

30
2

SI
23

Ⅰ
深

鉢
Fb

14
.4

中
期

～
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

褐
色

斜
縄

文
・

粘
土

輪
積

痕
炭

炭
30

3
67

SI
23

炉
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
Fb

30
.8

Ⅱ
～

Ⅲ
7.5

Y
R5

/6
明

褐
色

無
文

炭
炭

72

30
4

65
SI

22
炉

Ⅰ
２

深
鉢

Fa
Ⅱ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

斜
縄

文
炭

炭

30
5

12
SI

22
Ⅰ

２
浅

鉢
Ea

39
.2

Ⅱ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
肥

厚
・

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

W
字

状
文

・
爪

形
文

・
三

叉
文

炭
炭

30
6

70
SI

22
炉

Ⅰ
２

浅
鉢

Ea
10

.0
Ⅱ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

玉
抱

三
叉

文
・

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

縦
短

沈
線

・
爪

形
文

台
円

孔
4

30
7

70
SI

22
　

№
8・

18
Ⅰ

２
浅

鉢
Ea

長
17

.2
短

12
.5

Ⅱ
7.5

Y
R7

/3
に

ぶ
い

橙
色

舟
形

・
波

状
口

縁
・

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
炭

炭

30
8

69
SI

22
　

№
10

Ⅰ
浅

鉢
Eb

?
21

.6
中

期
～

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

肥
厚

・
斜

縄
文

炭
30

9
69

SI
22

　
№

6
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

波
状

口
縁

・
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

炭
？

31
0

69
SI

22
　

№
7

Ⅰ
２

浅
鉢

Ea
Ⅱ

5Y
R5

/6
明

赤
褐

色
舟

形
?・

半
隆

起
線

文
・

爪
形

文
炭

炭
31

1
SI

22
Ⅰ

浅
鉢

C
33

.4
11

.6
8.6

中
期

～
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
無

文
31

2
69

SI
22

　
№

4
Ⅰ

２
浅

鉢
B

39
.2

Ⅱ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
半

裁
竹

管
文

・
環

状
隆

帯
貼

付
31

3
12

SI
22

　
№

17
Ⅰ

２
浅

鉢
A

38
.6

14
.3

7.7
Ⅱ

5Y
R7

/6
橙

色
半

隆
起

線
文

・
Ｗ

字
状

文
・

刻
目

文
の

あ
る

弧
状

隆
帯

31
4

69
SI

22
　

№
18

Ⅰ
浅

鉢
J

10
.0

中
期

～
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
縦

沈
線

炭
炭

小
型

31
5

69
SI

22
　

№
4

Ⅰ
２

深
鉢

6.4
Ⅱ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

縦
沈

線
炭

31
6

SI
22

炉
Ⅰ

深
鉢

Eb
14

.0
中

期
～

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

粘
土

輪
積

痕
31

7
70

SI
22

　
№

8
Ⅰ

２
深

鉢
5.8

Ⅱ
7.5

Y
R5

/8
明

褐
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
か

炭
炭

73

31
8

70
SI

22
Ⅰ

深
鉢

Fb
35

.0
41

.4
13

.1
中

期
～

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

肥
厚

・
斜

～
縦

撚
糸

文
炭

炭
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕
31

9
SI

22
Ⅰ

深
鉢

Fb
44

.6
中

期
～

7.5
Y

R6
/6

橙
色

斜
縄

文
・

粘
土

輪
積

痕
32

0
SI

22
　

№
10

Ⅰ
深

鉢
Gb

41
.0

中
期

～
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
半

裁
竹

管
文

・
斜

縄
文

32
1

SI
22

　
№

3
Ⅰ

深
鉢

Fb
35

.4
中

期
～

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
縄

文
炭

32
2

69
SI

22
　

№
5

Ⅰ
深

鉢
Bb

23
.8

22
.1

10
.0

中
期

～
10

Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

唇
部

押
圧

文
・

口
縁

肥
厚

・
斜

～
縦

縄
文

炭
32

3
SI

22
Ⅰ

深
鉢

Bb
27

.4
中

期
～

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

肥
厚

・
斜

縄
文

・
粘

土
輪

積
痕

32
4

70
SI

22
　

№
6

Ⅰ
２

～
３

深
鉢

D
a

15
.2

Ⅱ
～

Ⅲ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
縄

文
帯

・
鍵

状
隆

帯
区

画
・

赤
彩

大
木

系
?

32
5

SI
22

　
№

7
Ⅰ

深
鉢

7.4
中

期
～

10
Y

R7
/6

明
黄

褐
色

斜
～

横
縄

文
炭

炭
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕
か

・
別

種
編

物
圧

痕
二

重
32

6
SI

22
　

№
5

Ⅰ
深

鉢
11

.7
中

期
～

7.5
Y

R5
/8

明
褐

色
斜

縄
文

炭
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕
二

重

32
7

SI
22

　
№

9
X

10
0～

10
5Y

95
～

10
0

Ⅰ
深

鉢
（

10
.2）

中
期

～
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

縄
文

74

32
8

71
SI

24
X

10
3Y

95
Ⅰ

２
深

鉢
Ea

Ⅱ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

32
9

71
SI

24
Ⅰ

２
深

鉢
Ea

?
Ⅱ

10
Y

R5
/4

に
ぶ

い
黄

褐
色

波
状

口
縁

・
J字

状
隆

帯
・

櫛
状

具
刺

突
・

沈
線

文
炭

炭
33

0
71

SI
24

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
h字

状
隆

帯
・

格
子

目
状

文
炭

炭
33

1
71

SI
24

Ⅰ
２

深
鉢

?
Ⅱ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

爪
形

文
・

充
填

刺
突

文
炭

33
2

71
SI

24
Ⅰ

深
鉢

?
中

期
～

10
Y

R8
/2

灰
白

色
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

33
3

71
SI

24
X

10
3Y

95
Ⅰ

２
深

鉢
B?

19
.6

Ⅱ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

炭
炭

33
4

71
SI

24
Ⅰ

３
深

鉢
Ⅲ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

沈
線

文
33

5
71

SI
24

Ⅰ
２

～
３

浅
鉢

D
23

.1
Ⅱ

～
Ⅲ

7.5
Y

R7
/6

橙
色

平
行

隆
帯

・
沈

線
楕

円
形

区
画

・
櫛

状
具

刺
突

33
6

71
SI

24
X

10
3Y

95
Ⅰ

２
浅

鉢
D

Ⅱ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
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第Ⅲ章　縄文時代

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

74

33
7

71
SI

24
Ⅱ

２
浅

鉢
J

12
.0

Ⅳ
～

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
平

行
沈

線
・

幾
何

学
文

・
赤

彩
33

8
73

SI
27

・
SI

36
Ⅰ

２
深

鉢
D

a
37

.6
Ⅱ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
曲

線
文

・
櫛

状
具

刺
突

33
9

73
SI

27
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

波
状

口
縁

・
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
斜

縄
文

34
0

73
SI

27
Ⅰ

深
鉢

G
28

.4
中

期
～

5Y
R6

/6
橙

色
平

行
沈

線
・

斜
縄

文
34

1
70

SI
27

X
10

1Y
91

Ⅰ
深

鉢
Bb

32
.8

中
期

～
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

縄
文

炭
炭

34
2

73
SI

27
Ⅰ

２
浅

鉢
D

?
20

.5
Ⅱ

7.5
Y

R5
/1

褐
灰

色
半

隆
起

線
文

・
連

弧
文

・
刻

目
文

外
来

系
?

34
3

72
SI

32
Ⅰ

１
～

２
深

鉢
D

b?
18

.0
24

.5
7.6

Ⅰ
～

Ⅱ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
入

字
状

突
起

・
斜

縄
文

34
4

SI
32

Ⅰ
１

～
２

深
鉢

Ⅰ
～

Ⅱ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

口
縁

内
側

縄
文

・
斜

縄
文

34
5

SI
30

炉
Ⅰ

深
鉢

10
.0

中
期

～
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

縄
文

34
6

71
SI

41
Ⅰ

１
～

２
深

鉢
30

.0
Ⅰ

～
Ⅱ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

山
形

突
起

?・
口

縁
内

側
半

裁
竹

管
文

?・
半

隆
起

線
文

・
爪

形
文

・
格

子
目

状
文

・
斜

縄
文

炭
炭

75

34
7

73
SI

28
　

№
3

Ⅰ
２

浅
鉢

Ea
26

.6
Ⅱ

5Y
R6

/6
橙

色
三

ツ
山

装
飾

環
状

把
手

・
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
Ｗ

字
状

文
・

爪
形

文
炭

炭
台

円
孔

5

34
8

SI
28

　
№

3
Ⅰ

浅
鉢

B
29

.4
中

期
～

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

半
裁

竹
管

文
34

9
SI

28
　

№
3

Ⅰ
深

鉢
10

.0
中

期
～

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
縄

文
炭

炭
35

0
72

SI
29

炉
Ⅰ

２
深

鉢
Ca

30
.0

Ⅱ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

・
縦

短
隆

帯
炭

境
A

遺
跡

　
バ

ス
ケ

ッ
ト

型
35

1
73

SI
29

炉
Ⅰ

２
深

鉢
Ca

Ⅱ
10

Y
R8

/4
浅

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

三
叉

文
・

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
35

2
72

SI
29

炉
Ⅰ

２
深

鉢
Ea

37
.6

Ⅱ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
肥

厚
・

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
炭

35
3

73
SI

33
Ⅰ

２
浅

鉢
Ea

Ⅱ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
粘

土
ヒ

ダ
隆

帯
・

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
炭

炭
35

4
73

SI
33

炉
Ⅰ

２
浅

鉢
C

37
.2

（
13

.0）
11

.0
Ⅱ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

口
唇

部
半

裁
竹

管
文

・
環

状
隆

帯
貼

付
35

5
SI

33
炉

Ⅰ
深

鉢
?

7.2
中

期
～

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

無
文

炭

76

35
6

72
SI

36
炉

Ⅰ
２

深
鉢

A
a

25
.5

Ⅱ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

波
状

口
縁

・
半

隆
起

線
文

・
円

形
突

起
・

平
行

沈
線

長
方

形
区

画
・

斜
縄

文
地

炭
炭

花
切

遺
跡

例
よ

り
半

隆
起

線
文

が
し

っ
か

り
し

て
い

る
35

7
SI

36
　

№
2

Ⅰ
深

鉢
11

.4
中

期
～

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
斜

縄
文

炭
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕
・

底
部

5
35

8
SI

36
　

№
1

Ⅰ
深

鉢
Fb

39
.0

中
期

～
5Y

R6
/6

橙
色

斜
縄

文
補

修
孔

2
35

9
72

SI
36

炉
Ⅰ

深
鉢

Gb
?

37
.8

中
期

～
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

縄
文

炭
炭

77

36
0

74
SK

12
49

SB
3

X
95

Y
80

Ⅰ
３

～
Ⅱ

１
浅

鉢
Bb

20
.0

Ⅲ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
2コ

1対
の

突
起

・
斜

縄
文

炭
炭

36
1

74
土

坑
群

SB
3

X
96

Y
85

Ⅱ
１

深
鉢

Ba
24

.0
Ⅲ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

平
行

沈
線

・
縦

短
沈

線
36

2
74

土
坑

群
SB

3
X

96
Y

85
Ⅰ

３
深

鉢
Ⅲ

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
色

口
縁

内
側

沈
線

・
平

行
隆

帯
・

縦
短

沈
線

・
櫛

状
具

刺
突

?
炭

36
3

74
土

坑
群

SB
3

X
95

Y
86

Ⅰ
有

孔
鍔

付
19

.8
中

期
～

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
赤

彩
36

4
74

土
坑

群
SB

3
X

96
Y

85
Ⅰ

～
Ⅱ

浅
鉢

?
Ⅲ

～
Ⅳ

7.5
Y

R5
/3

に
ぶ

い
褐

色
沈

線
文

・
渦

巻
文

・
楕

円
形

文
?・

斜
縄

文
36

5
74

土
坑

群
SB

3
X

96
Y

85
Ⅰ

深
鉢

12
.1

中
期

～
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

色
斜

縄
文

炭
炭

底
部

網
代

圧
痕（

2－
2－

1）
36

6
74

SK
86

7
SB

12
Ⅱ

３
～

４
浅

鉢
D

Ⅴ
～

Ⅵ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

色
口

唇
部

及
び

屈
曲

部
斜

刻
目

文
・

平
行

沈
線

36
7

74
土

坑
群

SB
7

X
81

Y
66

Ⅰ
３

～
Ⅱ

２
深

鉢
10

.1
Ⅲ

～
Ⅳ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
～

縦
縄

文
底

部
網

代
圧

痕（
2－

2－
1）

36
8

74
土

坑
群

SB
7

X
80

Y
65

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

7.5
Y

R7
/6

橙
色

半
隆

起
線

文
・

斜
縄

文
炭

炭
36

9
74

土
坑

群
SB

7
X

80
Y

65
Ⅰ

３
～

Ⅱ
１

浅
鉢

?
7.3

Ⅲ
～

Ⅳ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
高

台
状

底
部

37
0

75
SK

78
1

SB
9

Ⅲ
４

壺
13

.0
Ⅹ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
唇

部
沈

線
文

・
赤

彩
37

1
75

SK
78

1
SB

9
Ⅲ

３
深

鉢
Gb

42
.5

Ⅸ
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
色

口
唇

部
押

圧
痕

・
口

縁
内

側
指

頭
沈

線
・

縦
条

痕
炭

37
2

75
SK

78
1

SB
9

Ⅲ
３

深
鉢

Bb
15

.0
Ⅸ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
口

唇
部

押
圧

痕（
貝

殻
押

引
）・

平
行

沈
線

・
縦

条
痕

炭
37

3
75

SK
78

1
SB

9
Ⅲ

３
深

鉢
Bb

Ⅸ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
横

～
斜

条
痕

炭
炭

37
4

75
土

坑
群

SB
9

X
62

Y
40

　
Ⅲ

３
浅

鉢
B

Ⅸ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
眼

鏡
状

突
帯

炭
37

5
75

SK
78

1
SB

9
Ⅲ

３
浅

鉢
H

Ⅸ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
沈

線
文

・
弧

線
文

・
赤

彩
37

6
75

SK
78

1
SB

9
Ⅲ

３
浅

鉢
H

Ⅸ
10

Y
R3

/3
暗

褐
色

眼
鏡

状
突

帯
・

工
字

状
文

風
沈

線
文

・
内

面
ミ

ガ
キ

・
赤

彩
炭

炭
37

7
75

SK
79

6
SB

10
Ⅲ

３
浅

鉢
B?

33
.8

Ⅸ
5Y

R5
/6

明
赤

褐
色

小
突

起
・

沈
線

文
・

楕
円

工
字

状
文

?・
斜

縄
文

炭
中

屋
サ

ワ
式

37
8

75
土

坑
群

SB
10

X
60

Y
41

　
Ⅲ

３
浅

鉢
B

19
.6

Ⅸ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
口

縁
内

側
沈

線
・

平
行

沈
線

・
赤

彩
37

9
SK

78
9

SB
10

Ⅲ
３

深
鉢

8.0
Ⅸ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

縦
条

痕
炭

底
部

ス
ダ

レ
状

圧
痕

・
中

屋
サ

ワ
式

38
0

SK
78

9
SB

10
Ⅰ

深
鉢

8.0
中

期
～

7.5
Y

R7
/6

橙
色

斜
縄

文
炭

底
部

網
代

圧
痕

後
ナ

デ

38
1

75
SK

78
8・

SK
78

9
SB

10
Ⅲ

３
深

鉢
Ⅸ

7.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
褐

色
口

唇
部

押
圧

痕
・

縦
条

痕
炭

38
2

75
SK

78
9

SB
10

Ⅲ
１

～
２

浅
鉢

B
Ⅶ

～
Ⅷ

5Y
R5

/6
明

赤
褐

色
口

縁
内

側
沈

線
・

列
点

文
・

口
唇

部
刻

み（
サ

ン
ゴ

状
）・

平
行

沈
線

・
縄

文
帯

炭

38
3

75
SK

78
9

SB
10

Ⅲ
２

深
鉢

Fa
Ⅷ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
唇

部
刺

突
・

斜
縄

文
・

沈
線

間
刺

突
文

38
4

75
SK

80
0

SB
11

Ⅲ
３

深
鉢

Ⅸ
7.5

Y
R4

/6
褐

色
口

縁
指

頭
沈

線
・

横
条

痕
炭

38
5

75
SK

86
8

SB
11

Ⅲ
３

浅
鉢

Ga
Ⅸ

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

Ｂ
字

状
突

起
・

口
唇

部
刺

突
・

平
行

沈
線

・
列

点
文

・
赤

彩
炭
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品
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４　遺　物

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

77

38
6

SK
48

3・
SX

74
9

SB
14

Ⅰ
３

～
Ⅱ

２
深

鉢
15

.3
Ⅲ

～
Ⅳ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

縦
～

斜
縄

文
底

部
網

代
圧

痕（
2－

2－
1）

・
底

部
22

38
7

75
SX

74
9

SB
14

Ⅲ
２

鉢
Ga

Ⅷ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
平

行
沈

線
・

列
点

文
・

斜
縄

文
・

赤
彩

38
8

75
SX

74
9

SB
14

Ⅲ
２

鉢
Ga

Ⅷ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

色
斜

縄
文

・
沈

線
文

38
9

75
SX

74
9

SB
14

Ⅲ
１

深
鉢

Ⅶ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

沈
線

文
・

対
弧

文
・

玉
抱

三
叉

文
・

赤
彩

精
製

39
0

75
SK

48
4

SB
15

X
57

Y
50

Ⅲ
３

深
鉢

A
a

35
.6

Ⅸ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

唇
部

沈
線

・
浮

線
網

状
文

風
隆

帯
・

赤
彩

炭
炭

補
修

孔
1

39
1

75
SK

89
8

SB
15

Ⅱ
４

深
鉢

Ⅵ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

口
唇

部
縄

文
・

山
形

文
・

連
結

三
叉

文
炭

炭
39

2
75

SK
48

1
SB

15
X

57
Y

48
Ⅱ

２
深

鉢
?

Ⅳ
10

Y
R5

/2
灰

黄
褐

色
装

飾
把

手
・

末
端

刺
突

沈
線

文
・

円
形

刺
突

文

78

39
3

76
SK

12
14

SB
16

X
75

Y
60

Ⅲ
３

深
鉢

Fb
43

.8
51

.1
10

.3
Ⅸ

5Y
R6

/6
橙

色
口

唇
部

押
圧

痕
・

縦
条

痕
炭

炭
補

修
孔

1・
底

部
木

葉
圧

痕
39

4
75

SK
12

14
SB

16
X

75
Y

60
Ⅲ

３
深

鉢
H

a
35

.6
Ⅸ

7.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
褐

色
平

行
沈

線
・

連
弧

文
・

赤
彩

炭
炭

金
剛

新
遺

跡
39

5
75

SB
17

？
X

74
Y

65
　

Ⅱ
Ⅲ

３
深

鉢
Bb

35
.8

Ⅸ
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
色

口
唇

部
棒

状
工

具
押

引
列

点
文

・
斜

条
痕

炭
炭

39
6

75
SB

17
X

74
Y

66
　

Ⅱ
Ⅲ

３
壺

25
.0

Ⅸ
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
色

口
唇

部
眼

鏡
状

隆
帯

・
平

行
沈

線
・

楕
円

工
字

状
文

・
赤

彩
?

炭
39

7
SK

32
08

環
状

土
坑

列
3

浅
鉢

?
6.8

7.5
Y

R5
/3

に
ぶ

い
褐

色
無

文
39

8
76

SK
32

22
環

状
土

坑
列

3
Ⅲ

浅
鉢

B?
17

.4
晩

期
～

10
Y

R8
/2

灰
白

色
平

行
沈

線
・

赤
彩

炭
？

被
熱

?
39

9
76

SK
32

39
環

状
土

坑
列

3
Ⅲ

２
～

３
深

鉢
Fb

Ⅷ
～

Ⅸ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
口

唇
部

刻
み

・
斜

条
痕

40
0

76
SK

28
3混

入
環

状
土

坑
列

4
Ⅲ

２
～

３
浅

鉢
Ba

Ⅷ
～

Ⅸ
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
色

楕
円

工
字

状
文

・
列

点
文

40
1

76
SK

32
31

環
状

土
坑

列
4

Ⅲ
２

浅
鉢

Ga
20

.6
16

.2
5.9

Ⅷ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

口
唇

部
沈

線
・

B字
状

突
起

・
赤

彩
炭

炭
40

2
76

SX
44

6
環

状
土

坑
列

4
Ⅲ

２
深

鉢
Fb

Ⅷ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
口

唇
部

押
圧

痕
・

横
～

斜
条

痕
40

3
76

SK
28

3混
入

環
状

土
坑

列
4

Ⅲ
深

鉢
?

晩
期

～
？

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

指
頭

沈
線

・
横

条
痕

炭
40

4
76

SK
28

3混
入

環
状

土
坑

列
4

Ⅲ
２

深
鉢

Fa
Ⅷ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

平
行

沈
線

・
列

点
文

・
斜

縄
文

40
5

SK
32

45
環

状
土

坑
列

5
X

53
Y

42
　

Ⅱ
b

Ⅲ
深

鉢
9.7

晩
期

～
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

条
痕

炭
炭

40
6

76
SK

50
6

環
状

土
坑

列
5

SK
32

38
Ⅲ

２
深

鉢
Ⅷ

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
色

斜
縄

文
・

沈
線

文
・

雲
形

文
?

精
製

40
7

76
SK

50
6

環
状

土
坑

列
5

SK
32

38
Ⅲ

１
深

鉢
Ⅶ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

平
行

沈
線

・
斜

縄
文

40
8

76
SK

32
38

環
状

土
坑

列
5

Ⅲ
２

浅
鉢

Ⅷ
10

Y
R4

/1
褐

灰
色

沈
線

文
・

鍵
手

状
文

・
列

点
文

・
斜

縄
文

・
赤

彩
40

9
76

SK
50

6
環

状
土

坑
列

5
SK

32
38

Ⅲ
３

深
鉢

Ⅸ
10

Y
R4

/1
褐

灰
色

口
唇

部
押

圧
痕

・
縦

条
痕

41
0

76
SK

50
6

環
状

土
坑

列
5

SK
32

38
Ⅲ

２
深

鉢
Ⅷ

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
色

平
行

沈
線

・
列

点
文

・
斜

縄
文

・
羊

歯
状

文
崩

れ
炭

炭
精

製
41

1
76

SI
13

混
入

環
状

土
坑

列
5

Ⅲ
３

浅
鉢

Ba
Ⅸ

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

眼
鏡

状
隆

帯
・

連
弧

文
・

平
行

沈
線

・
楕

円
工

字
状

文
・

赤
彩

炭
41

2
76

SI
13

混
入

環
状

土
坑

列
5

Ⅲ
２

浅
鉢

Ca
Ⅷ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
口

唇
部

指
押

さ
え

・
平

行
沈

線
・

斜
縄

文
炭

41
3

76
SI

13
混

入
環

状
土

坑
列

5
Ⅲ

３
～

４
壺

32
.3

Ⅸ
～

Ⅹ
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
色

眼
鏡

状
文

・
口

縁
内

側
沈

線
文

・
赤

彩

79

41
4

74
SK

28
3

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
10

Y
R5

/2
灰

黄
褐

色
沈

線
文

・
楕

円
形

文
・

貝
殻

腹
縁

文
41

5
74

SK
28

3
Ⅱ

３
～

４
深

鉢
Ⅴ

～
Ⅵ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

平
行

沈
線

・
斜

縄
文

炭
炭

41
6

SK
28

3
Ⅱ

深
鉢

後
期

～
5Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
色

沈
線

文
・

縦
縄

文
炭

41
7

SK
28

3
Ⅰ

深
鉢

中
期

～
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

斜
縄

文
41

8
74

SK
28

3
Ⅱ

注
口

土
器

?
Ⅲ

7.5
Y

R4
/6

褐
色

沈
線

文
・

幾
何

学
文

斜
縄

文
外

来
系

?
41

9
74

SK
28

3
Ⅱ

２
深

鉢
Ⅳ

7.5
Y

R7
/6

橙
色

三
角

形
刺

突
文

・
平

行
沈

線
42

0
74

SK
28

3
Ⅱ

２
深

鉢
Ⅳ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
斜

行
刺

突
文

・
三

角
形

刺
突

文
42

1
SX

28
4

Ⅰ
浅

鉢
C

33
.2

中
期

～
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

42
2

74
SX

28
4

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

波
状

口
縁

・
半

隆
起

線
文

・
刻

目
文

炭
42

3
SX

28
4

Ⅰ
浅

鉢
D

23
.6

中
期

～
7.5

Y
R7

/6
橙

色
42

4
74

SX
28

4
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
Ba

22
.0

Ⅱ
～

Ⅲ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

縦
短

沈
線

・
刻

目
文

炭
炭

42
5

74
SX

28
4

Ⅱ
３

深
鉢

B?
15

.8
Ⅴ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
唇

部
刻

目
文

炭
42

6
SX

28
4

Ⅱ
浅

鉢
D

後
期

～
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
色

平
行

沈
線

炭
42

7
74

SX
28

4
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R7
/6

橙
色

半
隆

起
線

文
・

爪
形

文
42

8
74

SX
28

4
Ⅰ

３
深

鉢
Ⅲ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

波
状

口
縁

・
隆

帯
上

刺
突

42
9

74
SX

28
4

Ⅰ
２

有
孔

鍔
付

B
？

13
.2

Ⅱ
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

色
幾

何
学

文
状

隆
帯

・
櫛

状
具

刻
目

文
・

赤
彩

?
43

0
74

SX
28

4
Ⅰ

２
深

鉢
D

a
Ⅱ

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

縦
縄

文
・

赤
彩

大
木

系
?

43
1

74
SX

28
4

Ⅰ
２

深
鉢

D
a

Ⅱ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
突

起
間

弧
状

隆
帯

・
斜

縄
文

大
木

系
?

43
2

74
SX

28
4

Ⅰ
２

～
３

深
鉢

Ⅱ
～

Ⅲ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

平
行

沈
線

・
刻

目
文

炭
43

3
SX

28
4

Ⅰ
２

～
３

深
鉢

?
Ⅱ

～
Ⅲ

7.5
Y

R5
/3

に
ぶ

い
褐

色
波

状
口

縁
・

半
隆

起
線

文
・

刻
目

文
43

4
74

SX
28

4
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

刻
目

文
43

5
SX

28
4

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

炭
炭

43
6

74
SX

28
4

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

炭
炭

43
7

74
SX

28
4

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
10

Y
R4

/1
褐

灰
色

波
状

口
縁

・
口

縁
内

側
沈

線
・

平
行

隆
帯

・
縦

短
沈

線
・

貝
殻

腹
縁

文
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第Ⅲ章　縄文時代

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

79

43
8

74
SX

28
4

Ⅰ
２

～
３

深
鉢

Ⅱ
～

Ⅲ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

色
口

縁
内

側
沈

線
・

平
行

隆
帯

?・
櫛

状
具

刺
突

炭
43

9
SX

28
4

Ⅰ
２

深
鉢

?
Ⅱ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

炭
炭

被
熱

44
0

74
SX

28
4

Ⅰ
２

～
３

深
鉢

Ⅱ
～

Ⅲ
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
色

波
状

口
縁

?・
平

行
隆

帯
・

縦
短

沈
線

・
櫛

状
具

刺
突

炭
44

1
74

SX
28

4
Ⅰ

３
深

鉢
Ⅲ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
沈

線
文

炭
44

2
74

SX
28

4
Ⅰ

３
深

鉢
Ⅲ

10
Y

R4
/2

灰
黄

褐
色

沈
線

文
・

楕
円

工
字

状
文

・
貝

殻
腹

縁
文

炭
44

3
74

SX
28

4
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
炭

44
4

74
SX

28
4

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

44
5

SX
28

4
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
Ⅱ

～
Ⅲ

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

波
状

口
縁

?・
口

縁
内

側
隆

帯
・

平
行

隆
帯

・
櫛

状
具

刺
突

炭
44

6
SX

28
4

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
斜

縄
文

炭
炭

44
7

SX
28

4
Ⅱ

深
鉢

後
期

～
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

沈
線

文
炭

炭
44

8
74

SX
28

4
Ⅱ

３
～

４
深

鉢
Ⅴ

～
Ⅵ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
波

状
口

縁
・

口
唇

部
刻

み
・

口
縁

内
側

沈
線

炭
44

9
SX

28
4

Ⅱ
深

鉢
?

後
期

～
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
波

状
口

縁
?・

沈
線

文
・

楕
円

形
区

画
炭

炭
45

0
SX

28
4

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

斜
縄

文
炭

炭
45

1
SX

28
4

Ⅰ
深

鉢
8.8

中
期

～
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
横

～
斜

縄
文

底
部

ス
ダ

レ
状

圧
痕

45
2

SX
28

4
Ⅰ

３
深

鉢
A

a
Ⅲ

7.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
褐

色
口

縁
無

文
帯

・
斜

～
縦

縄
文

45
3

SX
28

4
Ⅰ

深
鉢

中
期

～
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

色
斜

縄
文

45
4

74
SX

28
4

Ⅰ
２

～
３

深
鉢

8.2
Ⅱ

～
Ⅲ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

縦
平

行
沈

線
・

斜
縄

文
炭

炭
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕
後

ナ
デ

45
5

SX
28

4
Ⅰ

２
深

鉢
8.5

Ⅱ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

炭
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕
45

6
SX

28
4

Ⅰ
３

深
鉢

?
7.8

Ⅲ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

貝
殻

腹
縁

文
・

沈
線

文
炭

炭
?

45
7

SX
28

4
Ⅱ

深
鉢

（
7.6

）
後

期
～

7.5
Y

R6
/3

に
ぶ

い
褐

色
縦

縄
文

炭
炭

45
8

74
SK

35
8

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

色
沈

線
文

・
貝

殻
腹

縁
文

45
9

74
SK

85
4

Ⅱ
深

鉢
後

期
～

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

口
縁

内
側

折
返

・
斜

～
縦

縄
文

炭
46

0
74

SK
93

8
Ⅱ

３
深

鉢
Ⅴ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

平
行

沈
線

・
斜

縄
文

46
1

74
SK

93
8

Ⅱ
２

浅
鉢

Ⅳ
10

Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

唇
部

刺
突

文
・

沈
線

文
・

渦
巻

文
・

沈
線

末
端

刺
突

文
46

2
74

SK
35

9
Ⅱ

３
注

口
土

器
Ⅴ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
刻

目
文

・
集

合
沈

線
文

46
3

74
SK

35
9

Ⅱ
３

浅
鉢

Ⅴ
10

Y
R4

/1
褐

灰
色

平
行

沈
線

・
斜

縄
文

・
の

字
状

文
46

4
SK

35
9

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
波

状
口

縁
・

沈
線

文
・

斜
縄

文
46

5
SK

35
9

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
色

斜
縄

文
炭

?
46

6
SK

35
9

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

斜
～

縦
縄

文
炭

底
部

ス
ダ

レ
状

圧
痕

80

46
7

77
SK

2
Ⅰ

２
浅

鉢
Ea

長
27

.2
短

21
.4

Ⅱ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
舟

形
・

波
状

口
縁

・
台

形
頂

部
・

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
炭

46
8

77
SK

20
6

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
7.5

Y
R6

/4
橙

色
波

状
口

縁
・

口
唇

部
沈

線
・

口
縁

内
側

沈
線

・
櫛

状
具

刺
突

炭
46

9
SK

31
1

Ⅰ
２

深
鉢

?
Ⅱ

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

半
隆

起
線

文
・

爪
形

文
炭

炭
47

0
SK

31
2

Ⅰ
２

～
３

深
鉢

Ⅱ
～

Ⅲ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

色
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

炭

47
1

SK
21

9
Ⅰ

３
深

鉢
Ⅲ

7.5
Y

R4
/6

褐
色

波
状

口
縁

・
口

縁
内

側
沈

線
・

口
唇

部
斜

縄
文

・
沈

線
文

・
楕

円
形

文
・

充
填

縄
文

炭
炭

47
2

SK
21

9
Ⅰ

３
深

鉢
Ⅲ

5Y
R6

/6
橙

色
沈

線
文

・
貝

殻
腹

縁
文

・
斜

縄
文

47
3

SK
21

9
Ⅱ

３
浅

鉢
?

Ⅴ
～

Ⅵ
10

Y
R5

/4
に

ぶ
い

黄
褐

色
口

縁
斜

縄
文

・
沈

線
文

炭
炭

47
4

SX
31

8
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

半
隆

起
線

文
・

櫛
状

具
刻

目
文

炭
?

47
5

SX
31

8
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
?

Ⅱ
～

Ⅲ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

貝
殻

腹
縁

文
炭

47
6

77
SK

31
8

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
5Y

R5
/6

明
赤

褐
色

波
状

口
縁

・
口

縁
内

側
隆

帯
・

貝
殻

腹
縁

文
炭

47
7

SK
31

8
Ⅱ

２
浅

鉢
?

Ⅳ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
突

起
・

円
形

刺
突

文
47

8
77

SK
31

9
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
Ⅱ

～
Ⅲ

5Y
R6

/6
橙

色
半

隆
起

線
文

・
縦

短
沈

線
47

9
SK

31
9

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
5Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

炭
48

0
SK

32
2

Ⅰ
２

～
３

深
鉢

Ⅱ
～

Ⅲ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
櫛

状
具

刻
目

文
炭

48
1

SK
32

2
Ⅰ

深
鉢

10
.8

中
期

～
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

縄
文

炭
炭

48
2

77
SD

32
8

SX
32

8
Ⅰ

３
深

鉢
Ⅲ

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
色

波
状

口
縁

・
ボ

タ
ン

状
突

起
・

平
行

沈
線

・
縦

短
沈

線
炭

48
3

SD
32

8
SX

32
8

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
5Y

R6
/6

橙
色

波
状

口
縁

?・
平

行
隆

帯
・

縦
短

沈
線

炭
炭

48
4

77
SK

35
4

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

口
縁

内
側

沈
線

・
平

行
隆

帯
・

縦
短

沈
線

・
楕

円
形

文
・

貝
殻

腹
縁

文
炭

炭

48
5

SK
35

4
Ⅰ

深
鉢

中
期

～
7.5

Y
R6

/6
橙

色
口

縁
肥

厚
・

斜
縄

文
48

6
SK

35
5

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R7

/6
明

黄
褐

色
半

隆
起

線
文

48
7

SK
36

0
Ⅰ

２
深

鉢
?

Ⅱ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
平

行
隆

帯
・

刻
目

文
・

赤
彩

?
炭

48
8

SK
36

4
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
Ⅱ

～
Ⅲ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
櫛

状
具

刺
突

第
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表
　

土
器

・
土

製
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一
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４　遺　物

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

80

48
9

SK
37

5
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

刻
目

文
49

0
77

SK
41

2
Ⅰ

３
深

鉢
Ⅲ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

貝
殻

腹
縁

文
49

1
77

SK
41

2
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
櫛

状
具

刺
突

49
2

SK
41

2
Ⅰ

３
深

鉢
Ⅲ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
口

縁
無

文
帯

・
斜

縄
文

49
3

77
SX

49
0

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

沈
線

文
・

貝
殻

腹
縁

文
49

4
SK

49
8

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

沈
線

文
炭

49
5

77
SK

61
0

Ⅰ
３

浅
鉢

C
Ⅲ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

橋
状

把
手

49
6

77
SK

61
0

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
色

半
隆

起
線

文
・

刻
目

文
・

斜
縄

文
炭

49
7

SK
44

5
Ⅰ

深
鉢

中
期

～
5Y

R5
/6

明
赤

褐
色

波
状

口
縁

か
・

横
～

斜
縄

文
炭

炭
49

8
77

SK
44

5
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

櫛
状

具
刺

突
49

9
77

SK
44

5
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R7
/6

橙
色

沈
線

文
・

楕
円

形
区

画
・

縄
文

帯
・

渦
巻

隆
帯

炭
炭

大
木

系
・

50
0と

同
一

個
体

50
0

77
SK

44
5

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
沈

線
文

・
楕

円
形

区
画

･縄
文

帯
・

渦
巻

隆
帯

炭
炭

大
木

系
・

49
9と

同
一

個
体

50
1

77
SK

61
5

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
刺

突
文

50
2

SK
61

5
Ⅰ

３
深

鉢
Ⅲ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

葉
脈

状
文

炭
50

3
77

SK
66

3
Ⅰ

３
深

鉢
Ⅲ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

沈
線

文
・

楕
円

形
文

・
斜

縄
文

・
刺

突
文

炭
炭

50
4

77
SK

66
3

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

葉
脈

状
文

炭
50

5
SK

97
1

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
櫛

状
具

刻
目

文
炭

炭
50

6
77

SK
78

8
Ⅰ

３
浅

鉢
C

Ⅲ
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
色

橋
状

把
手

50
7

77
SK

78
8

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

波
状

口
縁

・
口

縁
内

側
隆

帯
・

平
行

隆
帯

・
隆

帯
上

縄
文

・
縦

短
沈

線
炭

炭

50
8

SK
87

9
Ⅰ

１
深

鉢
Ⅰ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

沈
線

文
・

格
子

目
状

文
50

9
77

SK
94

6
Ⅱ

１
～

２
深

鉢
Ⅲ

～
Ⅳ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
平

行
隆

帯
・

隆
帯

上
刺

突
文

51
0

SK
10

47
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
爪

形
文

炭
被

熱
51

1
SK

74
1

Ⅰ
浅

鉢
B

30
.3

中
期

～
10

Y
R6

/2
灰

黄
褐

色
51

2
77

SK
12

26
Ⅱ

浅
鉢

C
24

.0
後

期
～

5Y
R6

/6
橙

色
沈

線
文

51
3

77
SK

11
44

X
70

Y
59

Ⅰ
有

孔
鍔

付
C

中
期

～
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
赤

彩
痕

跡
51

4
77

SK
12

48
Ⅰ

浅
鉢

A
21

.6
中

期
～

7.5
Y

R6
/6

橙
色

81

51
5

80
SK

12
40

Ⅰ
２

有
孔

鍔
付

A
24

.6
Ⅱ

7.5
Y

R5
/6

明
褐

色
斜

縄
文

底
部

ス
ダ

レ
状

圧
痕

・
底

部
1

51
6

SK
12

36
Ⅰ

深
鉢

Fb
27

.2
中

期
～

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
斜

縄
文

炭
炭

51
7

SK
12

41
Ⅰ

１
深

鉢
Fb

33
.4

Ⅰ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

縄
文

・
頸

部
縄

文
押

圧
痕

炭
51

8
81

SK
12

41
Ⅰ

１
深

鉢
Eb

19
.6

17
.6

8.0
Ⅰ

7.5
Y

R6
/3

に
ぶ

い
褐

色
突

起
3・

斜
縄

文
炭

炭
51

9
SK

12
56

Ⅰ
深

鉢
29

.0
中

期
～

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
斜

縄
文

・
粘

土
輪

積
痕

炭

82

52
0

SX
12

30
X

83
Y

80
Ⅰ

３
深

鉢
Bb

23
.0

（
24

.5）
12

.1
Ⅲ

10
Y

R5
/4

に
ぶ

い
黄

褐
色

口
縁

無
文

帯
・

沈
線

文
・

縦
～

斜
縄

文
炭

炭
52

1
77

SK
12

44
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

半
隆

起
線

文
・

刻
目

文
炭

52
2

77
SK

12
60

Ⅰ
１

～
２

深
鉢

Ⅰ
～

Ⅱ
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
色

半
隆

起
線

文
・

爪
形

文
・

斜
縄

文
52

3
77

SK
12

70
Ⅰ

１
深

鉢
Ⅰ

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

半
隆

起
線

文
・

蓮
華

状
文

52
4

77
SK

12
73

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
半

隆
起

線
文

・
蓮

華
状

文
炭

炭

52
5

77
SK

12
53

Ⅰ
２

～
３

深
鉢

Ⅱ
～

Ⅲ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

口
縁

内
側

沈
線

・
平

行
隆

帯
・

縦
短

沈
線

・
橋

状
把

手
・

櫛
状

具
刺

突
炭

炭

52
6

77
SK

12
55

Ⅰ
３

深
鉢

10
.7

Ⅲ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
沈

線
文

・
縦

区
画

文
・

斜
縄

文
・

貝
殻

腹
縁

文
・

底
部

ナ
デ

炭
炭

52
7

77
SX

12
72

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
口

縁
半

裁
竹

管
文

・
斜

縄
文

炭
炭

52
8

SK
12

59
Ⅰ

浅
鉢

A
35

.8
中

期
～

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
口

唇
部

隆
帯

貼
付

52
9

77
SK

21
57

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
縦

短
隆

帯
・

刻
目

文
53

0
77

SX
12

43
X

85
Y

80
Ⅰ

２
深

鉢
Ca

?
Ⅱ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
・

綾
杉

状
刻

目
文

53
1

77
SX

12
43

X
85

Y
80

Ⅰ
１

～
２

深
鉢

Ⅰ
～

Ⅱ
5Y

R6
/6

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
・

綾
杉

状
刻

目
文

・
無

文
帯

上
下

楔
状

刻
目

文
・

斜
縄

文
炭

炭

53
2

SK
12

88
SB

6
Ⅰ

２
浅

鉢
E

Ⅱ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
粘

土
ヒ

ダ
隆

帯
炭

?
台

円
孔

4?
53

3
77

SK
12

88
SB

6
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

爪
形

文
・

斜
縄

文
炭

53
4

13
SK

21
56

Ⅰ
２

浅
鉢

Ea
20

.4
Ⅱ

10
Y

R7
/6

明
黄

褐
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
・

S字
状

隆
帯

・
三

叉
文

炭
炭

53
5

77
SK

21
56

Ⅱ
深

鉢
?

後
期

？
10

Y
R5

/4
に

ぶ
い

黄
褐

色
口

縁
粘

土
紐

貼
付

・
斜

縄
文

炭

53
6

80
SX

12
31

Ⅰ
２

有
孔

鍔
付

A
29

.6
Ⅱ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

橋
状

把
手

・
刺

突
文

・
3本

1単
位

の
半

隆
起

線
文

・
幾

何
学

文
・

斜
縄

文
・

赤
彩

53
7

SX
21

70
Ⅰ

深
鉢

6.9
中

期
～

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

斜
縄

文
炭

炭
53

8
77

SX
21

70
Ⅰ

２
深

鉢
Ba

21
.2

Ⅱ
5Y

R5
/6

明
赤

褐
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
・

斜
縄

文
炭

炭

第
16

表
　

土
器

・
土

製
品

一
覧（

11
）
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第Ⅲ章　縄文時代

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

82
53

9
77

SX
21

70
Ⅰ

１
深

鉢
Ba

24
.8

Ⅰ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

波
状

口
縁

・
半

隆
起

線
文

・
爪

形
文

・
無

文
帯

炭
炭

54
0

SK
21

20
Ⅰ

深
鉢

8.4
中

期
～

7.5
Y

R6
/3

に
ぶ

い
褐

色
斜

縄
文

炭
54

1
SK

31
09

Ⅰ
有

孔
鍔

付
13

.3
中

期
～

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
彩

83

54
2

78
SX

32
61

SX
28

4内
Ⅰ

２
深

鉢
D

a
26

.5
Ⅱ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

爪
形

文
炭

54
3

78
SX

32
61

SX
28

4内
Ⅰ

１
深

鉢
Ⅰ

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
色

入
字

状
突

起
・

斜
縄

文
炭

炭
54

4
SK

31
66

Ⅰ
３

～
Ⅱ

１
深

鉢
Ⅲ

7.5
Y

R5
/6

明
褐

色
沈

線
文

・
幾

何
学

文
・

区
画

内
縄

文
炭

称
名

寺
・

中
津

系
?

54
5

81
SK

40
11

SI
35

内
Ⅰ

２
深

鉢
6.8

Ⅱ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
斜

縄
文

・
沈

線
文

・
曲

線
文

炭
炭

大
木

系
54

6
78

SK
40

11
SI

35
内

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
格

子
目

状
文

54
7

78
SK

40
03

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
10

Y
R5

/2
灰

黄
褐

色
入

字
状

突
起

・
斜

縄
文

炭
炭

54
8

78
SK

40
19

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

唇
部

突
起

・
半

隆
起

線
文

・
蓮

華
状

文
54

9
78

SK
40

19
Ⅰ

１
深

鉢
B?

Ⅰ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

入
字

状
突

起
・

蓮
華

状
文

・
半

隆
起

線
文

・
無

文
帯

炭
炭

55
0

78
SK

40
18

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
7.5

Y
R5

/6
明

褐
色

半
隆

起
線

文
・

半
裁

竹
管

刺
突

文（
蓮

華
状

文
先

端
）・

斜
縄

文
炭

55
1

78
SK

40
28

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
～

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

斜
縄

文
炭

炭
55

2
SK

40
29

Ⅰ
３

深
鉢

D
b?

Ⅲ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
無

文
帯

・
斜

縄
文

炭
55

3
SK

40
29

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

色
半

隆
起

線
文

・
爪

形
文

・
無

文
帯

炭

55
4

78
SK

40
36

Ⅰ
１

深
鉢

12
.4

Ⅰ
7.5

Y
R4

/3
褐

色
口

縁
内

側
沈

線
・

突
起

・
半

隆
起

線
文

・
B字

状
文

?・
爪

形
文

・
無

文
帯

炭
炭

55
5

78
SK

40
55

Ⅰ
２

深
鉢

D
a

Ⅱ
10

Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
曲

線
文

・
爪

形
文

・
眼

鏡
状

突
起

55
6

78
SK

40
55

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
波

状
口

縁
・

入
字

状
突

起
?・

斜
縄

文
55

7
78

SK
40

55
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

環
状

把
手

・
半

隆
起

線
文

・
玉

抱
三

叉
文

55
5と

同
一

個
体

の
可

能
性

あ
り

55
8

78
SK

40
82

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R8

/4
浅

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
半

円
形

文
・

爪
形

文
・

斜
縄

文
炭

55
9

78
SK

40
78

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
蓮

華
状

文
・

無
文

帯
56

0
78

SK
40

78
Ⅰ

１
深

鉢
Ba

21
.2

Ⅰ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
内

側
沈

線
文

・
半

隆
起

線
文

・
蓮

華
状

文
・

無
文

帯
炭

炭
56

1
78

SK
40

99
Ⅰ

１
～

２
深

鉢
Ⅰ

～
Ⅱ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

斜
縄

文
炭

炭
56

2
SK

41
02

Ⅰ
深

鉢
11

.5
中

期
～

5Y
R5

/6
明

赤
褐

色
斜

縄
文

炭
炭

56
3

78
SK

41
06

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

色
波

状
口

縁
・

入
字

状
突

起
？

・
半

隆
起

線
文

・
爪

形
文

炭
炭

56
4

78
SK

41
06

Ⅰ
１

深
鉢

D
a?

Ⅰ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
爪

形
文

・
縦

沈
線

炭

84

56
5

81
SK

40
81

Ⅰ
２

深
鉢

Ba
20

.7
24

.4
8.5

Ⅱ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

・
楔

形
刻

目
文

炭
炭

56
6

79
SK

40
81

Ⅰ
２

深
鉢

Ba
?

27
.6

Ⅱ
7.5

Y
R5

/3
に

ぶ
い

褐
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

半
円

形
文

・
爪

形
文

炭
炭

56
7

79
SK

40
81

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

・
楔

形
刻

目
文

炭
炭

56
8

79
SK

40
81

Ⅰ
２

深
鉢

Ea
Ⅱ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

綾
杉

状
刻

目
文

・
鋸

歯
状

彫
去

文
炭

56
9

79
SK

40
81

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

蓮
華

状
文

炭
57

0
79

SK
40

81
Ⅰ

深
鉢

中
期

～
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

・
粘

土
輪

積
痕

炭
57

1
79

SK
40

81
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

斜
縄

文
炭

57
2

79
SK

40
81

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

炭
57

3
81

SK
40

81
Ⅰ

１
深

鉢
Eb

21
.6

16
.2

8.7
Ⅰ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
波

状
口

縁
・

口
縁

部
縦

縄
文

押
圧

痕
・

斜
縄

文
炭

炭
57

4
79

SK
40

81
Ⅰ

２
深

鉢
D

a
Ⅱ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
半

円
形

文
・

爪
形

文
炭

57
5

79
SK

40
81

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

波
状

口
縁

・
口

唇
部

渦
巻

状
突

起
・

半
隆

起
線

文
・

斜
縄

文
炭

炭
57

6
79

SK
40

81
Ⅱ

３
浅

鉢
J

（
11

.8）
（

6.7
）

10
.4

Ⅴ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

唇
部

刻
み

57
7

79
SK

41
27

SI
18

内
Ⅰ

２
深

鉢
Ea

Ⅱ
10

Y
R6

/2
灰

黄
褐

色
半

隆
起

線
文

炭
炭

57
8

SK
41

27
SI

18
内

Ⅰ
２

深
鉢

14
.2

Ⅱ
5Y

R7
/6

橙
色

半
隆

起
線

文
57

9
79

SK
41

27
SI

18
内

Ⅰ
２

深
鉢

Ea
Ⅱ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

波
状

口
縁

・
眼

鏡
状

突
起

・
半

隆
起

線
文

・
爪

形
文

炭
炭

58
0

79
SK

41
27

SI
18

内
Ⅰ

２
深

鉢
D

a
Ⅱ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

曲
線

文
・

眼
鏡

状
突

起
・

爪
形

文
炭

58
1

79
SK

41
27

SI
18

内
Ⅰ

２
深

鉢
?

Ⅱ
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

炭
炭

58
2

79
SK

41
27

SI
18

内
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

縦
短

隆
帯

・
楔

状
刻

目
文

炭
58

3
79

SK
41

27
SI

18
内

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

綾
杉

状
刻

目
文

58
4

SK
41

07
Ⅱ

４
深

鉢
27

.4
Ⅵ

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

波
状

口
縁

・
口

唇
部

貼
付

隆
帯

炭
58

5
SK

41
07

Ⅰ
３

深
鉢

7.3
Ⅲ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

沈
線

文
炭

58
6

79
SK

41
10

?
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
30

.6
Ⅱ

～
Ⅲ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

楕
円

工
字

状
文

・
爪

形
文

・
斜

縄
文

炭
炭

?
58

7
79

SK
41

10
Ⅰ

２
～

３
深

鉢
Ba

Ⅱ
～

Ⅲ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
沈

線
文

・
楕

円
形

文
・

貝
殻

腹
縁

文
?

炭
炭

58
8

SK
41

14
Ⅰ

深
鉢

Fb
25

.3
中

期
～

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
～

縦
縄

文
炭

炭

58
9

79
SK

41
03

Ⅰ
１

深
鉢

31
.6

Ⅰ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

色
波

状
口

縁
・

入
字

状
突

起
・

口
縁

無
文

帯
・

縄
文

押
圧

痕
・

斜
縄

文
炭

第
16

表
　

土
器

・
土

製
品

一
覧（

12
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４　遺　物

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

85

59
0

81
土

坑
群

　
　

　
（

埋
甕

37
）

埋
甕

32
X

10
0Y

93
Ⅰ

２
深

鉢
Ba

27
.8

30
.7

11
.0

Ⅱ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

渦
巻

文
・

長
方

形
区

画
・

櫛
状

具
刻

目
文

・
斜

縄
文

炭
炭

底
部

ス
ダ

レ
状

圧
痕

59
1

80
土

坑
群

X
98

Y
89

Ⅰ
３

深
鉢

Bb
18

.8
Ⅲ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

平
行

隆
帯

・
貝

殻
腹

縁
文

炭
炭

59
2

80
土

坑
群

X
98

Y
89

Ⅰ
３

深
鉢

15
.6

Ⅲ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

斜
縄

文
・

沈
線

文
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕
59

3
80

土
坑

群
X

98
Y

89
Ⅰ

３
深

鉢
10

.3
Ⅲ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

沈
線

文
・

貝
殻

腹
縁

文
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕
・

二
種

の
圧

痕
59

4
土

坑
群

X
95

Y
95

Ⅰ
深

鉢
11

.8
中

期
～

5Y
R6

/6
橙

色
沈

線
文

炭
59

5
80

土
坑

群
X

85
Y

79
Ⅰ

２
深

鉢
Ca

Ⅱ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

爪
形

文
炭

59
6

80
土

坑
群

X
98

Y
89

Ⅰ
３

深
鉢

Ba
Ⅲ

5Y
R4

/4
に

ぶ
い

赤
褐

色
波

状
口

縁
・

橋
状

把
手

・
平

行
隆

帯
・

縦
短

沈
線

・
貝

殻
腹

縁
文

・
縦

縄
文

59
7

80
土

坑
群

X
95

Y
90

Ⅰ
２

深
鉢

?
Ⅱ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
炭

59
8

80
土

坑
群

X
82

Y
85

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
格

子
目

状
文

炭
59

9
80

土
坑

群
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R7
/6

橙
色

半
隆

起
線

文
炭

60
0

80
土

坑
群

X
95

Y
90

Ⅰ
３

～
Ⅱ

１
深

鉢
Ⅲ

10
Y

R5
/2

灰
黄

褐
色

沈
線

文
・

楕
円

形
文

?・
蛇

行
沈

線
炭

炭
60

1
80

土
坑

群
X

95
Y

90
Ⅰ

３
浅

鉢
C

Ⅲ
10

Y
R4

/2
灰

黄
褐

色
橋

状
把

手
60

2
80

土
坑

群
X

90
Y

90
Ⅰ

浅
鉢

A
中

期
～

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
60

3
80

土
坑

群
X

95
Y

90
Ⅰ

２
浅

鉢
E

Ⅱ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
粘

土
ヒ

ダ
隆

帯
・

沈
線

文
台

円
孔

60
4

80
土

坑
群

X
96

Y
85

Ⅰ
３

深
鉢

28
.8

Ⅲ
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
色

口
縁

無
文

帯
・

斜
縄

文
60

5
土

坑
群

X
10

0Y
96

Ⅰ
深

鉢
Bb

30
.0

中
期

～
10

Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
肥

厚
・

斜
縄

文
60

6
80

土
坑

群
X

10
0Y

96
Ⅰ

浅
鉢

Eb
中

期
～

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
口

縁
内

側
縄

文
・

斜
縄

文
炭

炭

60
7

土
坑

群
X

98
Y

89
Ⅰ

深
鉢

9.5
中

期
～

7.5
Y

R5
/2

灰
褐

色
斜

縄
文

底
部

網
代

圧
痕（

1－
1－

1）
縦

2本
1

組
二

重
・

底
部

33
60

8
土

坑
群

X
98

Y
89

Ⅰ
深

鉢
14

.7
中

期
～

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
縄

文
炭

炭

60
9

土
坑

群
X

55
Y

45
～

50
Ⅰ

深
鉢

?
7.0

中
期

～
5Y

R6
/6

橙
色

斜
縄

文
・

沈
線

文
底

部
網

代
圧

痕（
2－

2－
1）

・
底

部
26

61
0

土
坑

群
X

82
Y

85
深

鉢
?

6.0
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
炭

底
部

ス
ダ

レ
状

圧
痕

・
底

部
11

61
1

80
土

坑
群

X
10

2Y
95

Ⅰ
深

鉢
Bb

中
期

～
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

炭
61

2
土

坑
群

X
75

Y
70

Ⅰ
３

深
鉢

Bb
Ⅲ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

無
文

帯
・

縦
縄

文
61

3
土

坑
群

X
50

～
55

Y
45

～
50

深
鉢

9.0
7.5

Y
R5

/6
明

褐
色

底
部

ス
ダ

レ
状

圧
痕

・
底

部
10

86

61
4

82
SK

37
2

Ⅱ
３

浅
鉢

?
Ⅴ

10
Y

R3
/1

黒
褐

色
波

状
口

縁
・

波
頂

部
穿

孔
・

円
形

刺
突

文
・

口
縁

内
側

沈
線

文
・

沈
線

文
・

の
字

状
文（

入
組

文
風

渦
巻

文
）・

斜
縄

文

61
5

82
SK

31
1

Ⅱ
３

深
鉢

?
Ⅴ

10
Y

R3
/2

黒
褐

色
波

状
口

縁
？

・
口

唇
部

刻
み

・
小

突
起

・
口

縁
内

側
沈

線
・

集
合

細
線

61
6

82
SK

31
3

Ⅱ
３

深
鉢

Ⅴ
10

Y
R4

/2
灰

黄
褐

色
口

縁
内

側
沈

線
・

平
行

沈
線

・
斜

縄
文

炭
?

61
7

82
SK

21
9

Ⅱ
３

～
４

深
鉢

Ⅴ
～

Ⅵ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

口
縁

内
側

三
叉

文
・

口
唇

部
縄

文
・

平
行

沈
線

・
斜

縄
文

・
山

形
文

炭
?

61
8

83
SK

31
4

Ⅱ
２

深
鉢

Ⅳ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
波

状
沈

線
・

縦
縄

文
61

9
82

SK
60

1
Ⅱ

２
深

鉢
Ⅳ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
沈

線
文

・
斜

縄
文

炭

62
0

82
SK

45
6

Ⅱ
３

浅
鉢

Ⅴ
7.5

Y
R4

/1
褐

灰
色

突
起

・
口

縁
内

側
沈

線
・

平
行

沈
線

・
斜

縄
文

・
し

字
状

沈
線

文
（

分
断

文
）

62
1

SK
64

2
Ⅱ

３
深

鉢
Ⅴ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
平

行
沈

線
・

斜
縄

文
・

の
字

状
文

62
2

82
SK

49
5

Ⅱ
４

浅
鉢

?
Ⅵ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
口

唇
部

刻
み

・
口

縁
内

側
沈

線
・

沈
線

文
・

刺
突

文
62

3
82

SK
49

5
Ⅱ

３
深

鉢
?

Ⅴ
10

Y
R4

/2
灰

黄
褐

色
波

状
口

縁
・

口
唇

部
刻

み
・

小
突

起
・

沈
線

文
炭

62
4

82
SK

88
1

Ⅱ
２

深
鉢

?
Ⅳ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

隆
帯

・
斜

刻
目

文
・

赤
彩

惣
領

浦
之

前
遺

跡
，堀

之
内

系
?

62
5

83
SK

73
0

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
10

Y
R4

/2
灰

黄
褐

色
口

縁
無

文
帯

・
斜

縄
文

62
6

83
SK

73
0

Ⅱ
２

深
鉢

Ⅳ
10

Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

色
沈

線
文

・
三

角
形

刺
突

文
・

円
形

刺
突

文
62

7
82

SK
72

3
Ⅱ

３
深

鉢
?

Ⅴ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

色
平

行
沈

線
・

斜
縄

文
・

分
断

文（
つ

字
状

文
）・

赤
彩

62
8

82
SK

64
8

Ⅱ
３

浅
鉢

Ⅴ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

口
縁

内
側

沈
線

文
62

9
82

SK
79

4
Ⅱ

３
深

鉢
Ⅴ

10
Y

R6
/6

明
黄

褐
色

口
唇

部
刻

み
・

口
縁

内
側

平
行

沈
線

・
平

行
沈

線
炭

?
63

0
82

SK
49

7
Ⅱ

３
深

鉢
Ⅴ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
波

状
口

縁
・

口
唇

部
刻

目
文

・
平

行
沈

線
・

斜
縄

文
炭

炭
63

1
82

SK
66

7
Ⅱ

３
深

鉢
?

Ⅴ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

色
口

唇
部

刻
み

・
口

縁
内

側
沈

線
・

平
行

沈
線

・
斜

行
沈

線
63

2
82

SK
70

6
Ⅱ

４
浅

鉢
Ⅴ

～
Ⅵ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
平

行
沈

線
・

斜
縄

文
63

3
83

SK
74

3
Ⅰ

３
～

Ⅱ
２

深
鉢

Ⅲ
～

Ⅳ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

隆
帯

上
刻

み
・

沈
線

文
・

斜
縄

文
・

円
形

刺
突

文
胎

土
　

軟
質

赤
色

粒（
土

器
片

か
?）

63
4

SK
74

3
Ⅰ

深
鉢

11
.9

中
期

～
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

縄
文

炭
底

部
網

代
圧

痕（
2－

2－
1）

63
5

83
SK

87
8

Ⅱ
２

深
鉢

D
a?

Ⅳ
10

Y
R6

/6
明

黄
褐

色
内

湾
口

縁
・

波
状

沈
線

文

第
16
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土
器
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製
品
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第Ⅲ章　縄文時代

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

86

63
6

82
SK

83
5

Ⅱ
３

浅
鉢

B
14

.0
Ⅴ

10
Y

R4
/1

褐
灰

色
口

縁
内

側
沈

線
・

平
行

沈
線

・
斜

縄
文

63
7

82
SK

86
5

Ⅱ
３

深
鉢

Ⅴ
10

Y
R4

/2
灰

黄
褐

色
口

縁
内

側
沈

線
・

平
行

沈
線

・
分

断
文（

縦
短

沈
線

）
炭

63
8

SK
85

1
Ⅱ

３
深

鉢
?

Ⅴ
～

Ⅵ
5Y

R6
/6

橙
色

口
縁

平
行

沈
線

・
斜

行
沈

線
炭

63
9

82
SK

85
1

Ⅱ
４

浅
鉢

Ⅵ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
刺

突
文

・
斜

縄
文

炭

64
0

82
SK

87
4

Ⅱ
３

深
鉢

Ⅴ
7.5

Y
R5

/3
に

ぶ
い

褐
色

波
状

口
縁

?・
口

縁
内

側
沈

線
・

口
唇

部
刻

み
・

平
行

沈
線

・
斜

短
沈

線
炭

64
1

83
SK

87
4

Ⅱ
２

深
鉢

Ⅳ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
斜

縄
文

・
沈

線
文

・
縦

縄
文

炭
64

2
SK

69
3

Ⅱ
３

～
４

浅
鉢

B
19

.2
Ⅴ

～
Ⅵ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

無
文

炭
64

3
82

SK
76

8
Ⅱ

２
深

鉢
Ⅳ

10
Y

R4
/2

灰
黄

褐
色

平
行

沈
線

・
刺

突
文

・
斜

縄
文

（
羊

歯
状

文
）

炭
炭

64
4

83
SK

93
2

Ⅰ
３

～
Ⅱ

１
深

鉢
Ba

Ⅲ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
平

行
沈

線
・

刺
突

文
64

5
83

SK
93

2
Ⅱ

２
深

鉢
Ⅳ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

三
角

形
刺

突
文

・
円

形
刺

突
文

64
6

83
SK

87
2

Ⅱ
２

深
鉢

Ⅳ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

唇
部

縄
文

・
平

行
沈

線
・

斜
～

縦
縄

文
炭

炭
惣

領
浦

之
前

遺
跡

64
7

83
SK

87
2

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
縄

文
補

修
孔

1
64

8
83

SK
87

2
Ⅱ

２
深

鉢
Ⅳ

10
Y
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Ⅴ
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縁
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縁
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縦
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Ⅰ
深

鉢
中

期
～

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
斜

縄
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縁
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叉
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縁
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Ⅳ
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Ⅳ
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漆
付

着
か

71
1

85
土

坑
群

X
75

Y
65

Ⅲ
２

深
鉢

Fa
Ⅷ

5Y
R6

/6
橙

色
口

縁
部

刻
み

・
口

縁
内

側
沈

線
・

斜
縄

文
71

2
85

土
坑

群
X

50
～

55
Y

45
～

50
Ⅲ

３
浅

鉢
Ia

?
Ⅸ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
褐

色
口

唇
部

沈
線

文
・

平
行

沈
線

・
押

引
列

点
文

・
楕

円
工

字
状

文
炭

炭
71

3
85

土
坑

群
X

79
Y

66
Ⅲ

３
壺

9.4
Ⅸ

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
色

浮
線

風
楕

円
形

文（
工

字
状

文
?）

71
4

85
土

坑
群

X
71

Y
65

Ⅲ
３

浅
鉢

Ba
Ⅸ

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
色

眼
鏡

状
隆

帯
・

沈
線

文
炭

炭
71

5
85

土
坑

群
X

81
Y

66
Ⅲ

２
浅

鉢
G

Ⅷ
7.5

Y
R8

/4
浅

黄
橙

色
斜

縄
文

71
6

85
土

坑
群

X
79

Y
66

Ⅲ
２

深
鉢

Fa
Ⅷ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

平
行

沈
線

・
列

点
文

・
斜

縄
文

71
7

85
土

坑
群

X
80

Y
65

Ⅲ
３

深
鉢

?
Ⅸ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
唇

部
沈

線
文

・
突

起
・

平
行

沈
線

・
矢

羽
根

状
沈

線
・

列
点

文
・

横
条

痕
炭

71
8

85
土

坑
群

X
90

Y
85

Ⅲ
３

深
鉢

A
a

30
.0

Ⅸ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

唇
部

刻
目

文
・

印
刻

変
形

工
字

状
文

・
斜

条
痕

炭
71

9
85

土
坑

群
X

50
～

55
Y

45
～

50
Ⅲ

３
深

鉢
Gb

Ⅸ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
平

行
沈

線
・

縦
条

痕
炭

炭
72

0
85

土
坑

群
X

50
～

55
Y

45
～

50
Ⅲ

３
深

鉢
Fb

Ⅸ
7.5

Y
R6

/3
に

ぶ
い

褐
色

口
唇

部
押

圧
痕

・
口

縁
内

側
指

頭
沈

線
・

縦
条

痕
炭

72
1

85
土

坑
群

X
50

～
55

Y
45

～
50

Ⅲ
３

深
鉢

Ⅸ
7.5

Y
R3

/4
暗

褐
色

口
唇

部
押

圧
痕

・
縦

条
痕

72
2

85
土

坑
群

X
79

Y
66

Ⅲ
３

深
鉢

Bb
?

Ⅸ
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
色

口
唇

部
押

圧
痕

・
縦

条
痕

炭
補

修
孔

2う
ち

1つ
は

穿
孔

途
中

72
3

85
土

坑
群

X
90

Y
85

Ⅲ
３

深
鉢

Bb
Ⅸ

10
Y

R4
/2

灰
黄

褐
色

口
唇

部
押

圧
痕

・
斜

条
痕

炭
72

4
85

土
坑

群
X

75
Y

65
Ⅲ

３
深

鉢
Ⅸ

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
色

口
唇

部
刺

突
・

縦
条

痕
72

5
85

土
坑

群
X

75
Y

65
Ⅲ

２
深

鉢
Fb

Ⅷ
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
色

口
唇

部
ハ

字
状

刻
目

文
・

頸
部

横
，

以
下

斜
条

痕
炭

89

72
6

85
SK

19
2

Ⅱ
３

～
４

深
鉢

Ⅴ
～

Ⅵ
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

台
形

波
頂

・
連

結
文

・
斜

縄
文

・
分

断
文

本
江

遺
跡

72
7

85
SK

49
3

Ⅱ
３

～
４

浅
鉢

C
Ⅴ

～
Ⅵ

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

波
状

口
縁

・
内

面
沈

線
文

・
渦

巻
文

炭
72

8
85

SK
49

3
Ⅱ

３
～

４
注

口
土

器
?

Ⅴ
～

Ⅵ
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
色

沈
線

文
・

三
叉

文
炭

本
江

遺
跡

72
9

86
SK

39
2

Ⅲ
３

深
鉢

Gb
28

.8
Ⅸ

7.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
褐

色
口

唇
部

押
圧

痕
・

横
～

斜
条

痕
炭

73
0

86
SK

39
2・

SK
80

7
Ⅲ

３
深

鉢
Gb

29
.2

Ⅸ
10

Y
R6

/2
灰

黄
褐

色
口

唇
部

押
圧

痕（
貝

殻
腹

縁
?）

・
縦

条
痕

炭

73
1

86
SK

39
2

Ⅲ
３

深
鉢

Gb
25

.0
Ⅸ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
唇

部
押

圧
痕（

貝
殻

腹
縁

?）
・

縦
条

痕
炭

73
2

85
SK

39
2

Ⅲ
３

壺
9.0

Ⅸ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

唇
部

縄
文

・
平

行
沈

線
大

洞
の

影
響

か
73

3
86

SK
39

2
Ⅲ

３
深

鉢
Ⅸ

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
唇

部
刻

み
・

斜
～

縦
条

痕
炭

第
16

表
　

土
器

・
土

製
品

一
覧（

15
）
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第Ⅲ章　縄文時代

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

89

73
4

85
SK

55
8

Ⅲ
２

～
３

壺
？

Ⅷ
～

Ⅸ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
沈

線
文

・
赤

彩
73

5
86

SK
55

8
Ⅲ

３
深

鉢
Ⅸ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
指

頭
沈

線
文

・
斜

条
痕

73
6

86
SK

56
6

Ⅲ
３

深
鉢

Ⅸ
10

Y
R5

/2
灰

黄
褐

色
口

唇
部

指
押

さ
え

・
縦

条
痕

炭
73

7
86

SK
59

5
Ⅲ

３
深

鉢
Ⅸ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
口

唇
部

押
圧

痕（
貝

殻
腹

縁
押

引
状

）・
指

頭
沈

線
・

横
条

痕
炭

73
8

86
SK

70
5

Ⅲ
３

深
鉢

Ⅸ
7.5

Y
R5

/3
に

ぶ
い

褐
色

口
唇

部
押

圧
痕

・
平

行
沈

線
・

縦
条

痕
炭

炭

73
9

SK
68

1・
SK

68
2

Ⅲ
３

深
鉢

Ⅸ
5Y

R6
/8

橙
色

口
唇

部
指

押
さ

え
・

斜
条

痕

74
0

85
SK

57
4

Ⅲ
壺

?
晩

期
～

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
口

縁
部

斜
縄

文
74

1
85

SK
57

4
Ⅲ

２
浅

鉢
?

Ⅷ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
沈

線
文

・
幾

何
学

文
・

斜
縄

文
・

赤
彩

炭
?

精
製

74
2

85
SK

57
4

Ⅲ
２

深
鉢

Fa
Ⅷ

5Y
R5

/4
に

ぶ
い

赤
褐

色
平

行
沈

線
・

列
点

文
・

鍵
手

状
文

74
3

85
SＫ

63
2

Ⅱ
４

浅
鉢

?
Ⅵ

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
色

横
位

羽
状

縄
文

・
沈

線
文

本
江

遺
跡

74
4

85
SK

63
2

Ⅲ
２

深
鉢

Fa
Ⅷ

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
色

平
行

沈
線

・
列

点
文

74
5

85
SK

66
5

Ⅲ
３

浅
鉢

B?
Ⅸ

7.5
Y

R7
/6

橙
色

楕
円

工
字

状
文

眼
鏡

状
隆

帯
が

付
く

か
74

6
86

SK
42

3
Ⅲ

２
深

鉢
Fb

35
.0

Ⅷ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

唇
部

刻
目

文
・

横
条

痕
炭

74
7

85
SK

60
9

Ⅲ
２

深
鉢

Fa
Ⅷ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

B字
状

突
起

?・
斜

縄
文

・
平

行
沈

線
・

列
点

文
炭

74
8

85
SK

60
9

Ⅲ
２

浅
鉢

H
a?

Ⅷ
10

Y
R4

/1
褐

灰
色

沈
線

文
・

羊
歯

状
文

・
斜

縄
文

・
赤

彩
74

9
85

SK
57

2
Ⅲ

３
深

鉢
H

a
Ⅸ

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
色

平
行

沈
線

文
・

工
字

状
文

?・
横

～
斜

条
痕

炭
炭

75
0

86
SK

56
8

Ⅲ
３

深
鉢

A
b

33
.6

Ⅸ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

粘
土

輪
積

痕
炭

炭
75

1
85

SK
56

8
Ⅲ

３
壺

？
Ⅸ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

沈
線

文
・

連
弧

文
・

指
頭

沈
線

75
2

85
SK

68
6

Ⅲ
２

～
３

浅
鉢

B
Ⅷ

～
Ⅸ

7.5
Y

R4
/1

褐
灰

色
沈

線
文

・
鍵

手
状

文
?

75
3

85
SK

79
7

Ⅲ
３

深
鉢

Ⅸ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
平

行
沈

線
・

工
字

状
文

風
・

斜
～

縦
条

痕
・

赤
彩

吉
岡

経
力

遺
跡

75
4

85
SK

86
1

Ⅲ
２

深
鉢

Fa
18

.0
Ⅷ

5Y
R4

/6
赤

褐
色

平
行

沈
線

・
口

縁
内

側
サ

ン
ゴ

状
突

起
・

斜
縄

文
75

5
85

SK
86

1
Ⅲ

２
深

鉢
?

Ⅷ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
平

行
沈

線
・

入
組

文
?・

斜
縄

文
精

製
75

6
85

SK
86

1
Ⅲ

２
深

鉢
Ⅷ

5Y
R5

/6
明

赤
褐

色
平

行
沈

線
・

列
点

文
炭

75
7

85
SK

75
4

Ⅲ
２

深
鉢

Ⅷ
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
色

平
行

沈
線

・
列

点
文

・
斜

縄
文

・
赤

彩
75

8
96

SK
76

5
Ⅲ

？
浅

鉢
J

3.4
晩

期
？

10
Y

R3
/1

黒
褐

色
ミ

ガ
キ

?
ミ

ニ
チ

ュ
ア

底
部

?
75

9
SK

76
5

Ⅲ
２

深
鉢

Ⅷ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

口
唇

部
指

押
え

・
横

条
痕

76
0

88
SK

63
7

Ⅲ
３

壺
23

.5
Ⅸ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

平
行

沈
線

文
・

連
弧

文
・

斜
条

痕
・

赤
彩

炭
炭

76
1

85
SK

63
7

Ⅲ
３

壺
22

.8
Ⅸ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

指
頭

沈
線

文
炭

炭
76

2
86

SK
79

0
SB

10
Ⅲ

３
深

鉢
Bb

29
.6

Ⅸ
5Y

R5
/6

明
赤

褐
色

口
唇

部
指

押
え

・
横

～
斜

条
痕

炭
炭

90

76
3

SK
74

2
Ⅲ

３
深

鉢
Fb

43
.6

Ⅸ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

唇
部

押
圧

痕
・

斜
～

縦
条

痕
底

部
76

4と
同

一
個

体
か

・
補

修
孔

1
76

4
SK

74
2

Ⅲ
３

深
鉢

10
.6

Ⅸ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

～
縦

条
痕

口
縁

76
3と

同
一

個
体

か
76

5
86

SK
75

0
Ⅲ

３
壺

Ⅸ
～

Ⅹ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
口

唇
部

指
押

え
・

沈
線

文
・

赤
彩

76
6

86
SK

75
0

Ⅲ
３

～
４

浅
鉢

Ba
Ⅸ

～
Ⅹ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

内
側

指
頭

沈
線

・
口

唇
部

指
押

え
・

沈
線

文
・

菱
形

文
・

赤
彩

76
7

86
SK

75
0

Ⅲ
３

～
４

深
鉢

?
Ⅸ

～
Ⅹ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

沈
線

文
・

連
弧

文
?・

赤
彩

76
8

86
SK

75
0

Ⅲ
３

～
４

浅
鉢

Ca
?

Ⅸ
～

Ⅹ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
Ａ

字
状

突
起

・
突

起
下

円
孔

・
赤

彩
76

9
86

SK
75

0
Ⅲ

３
～

４
浅

鉢
Ba

14
.2

Ⅸ
～

Ⅹ
5Y

R6
/6

橙
色

平
行

沈
線

77
0

86
SK

75
0

Ⅲ
３

～
４

浅
鉢

I?
5.8

Ⅸ
～

Ⅹ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
平

行
沈

線
・

赤
彩

77
1

86
SK

75
0

Ⅲ
３

～
４

浅
鉢

I?
7.8

Ⅸ
～

Ⅹ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
平

行
沈

線
炭

?
77

2
86

SK
75

0
Ⅲ

３
～

４
浅

鉢
I?

5.9
Ⅸ

～
Ⅹ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

沈
線

文
・

螺
旋

状
文（

斜
行

短
沈

線
）

77
3

87
SK

75
0

Ⅲ
３

～
４

浅
鉢

I?
4.6

Ⅸ
～

Ⅹ
2.5

Y
8/

3
浅

黄
色

底
部

四
角

形
・

沈
線

文（
弧

状
?）

被
熱

77
4

SK
75

0
Ⅲ

３
深

鉢
A

b
39

.7
Ⅸ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
口

唇
部

刻
み

・
縦

条
痕

炭
炭

77
5

86
SK

75
0

Ⅲ
３

～
４

深
鉢

A
b?

Ⅸ
～

Ⅹ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
口

縁
内

側
指

頭
沈

線
・

指
頭

沈
線

・
縦

条
痕

77
6

86
SK

75
0

Ⅲ
３

～
４

深
鉢

A
b

Ⅸ
～

Ⅹ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
指

頭
沈

線
炭

炭
77

7
SK

75
0

Ⅲ
３

深
鉢

Bb
Ⅸ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

口
唇

部
押

圧
痕

・
斜

～
縦

条
痕

炭
77

8
86

SK
84

6
Ⅲ

３
深

鉢
Bb

Ⅸ
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

色
口

唇
部

押
圧

痕
・

平
行

沈
線

・
縦

条
痕

77
9

86
SK

86
6

Ⅲ
２

浅
鉢

C
25

.4
Ⅷ

10
Y

R4
/1

褐
灰

色
口

縁
縄

文
帯

・
沈

線
文

・
雲

形
文

?・
斜

縄
文

・
赤

彩
78

0
86

SK
86

6
Ⅲ

２
深

鉢
Fa

Ⅷ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

唇
部

突
起

・
斜

縄
文

・
平

行
沈

線
炭

78
1

86
SK

89
2

Ⅲ
２

深
鉢

Fa
Ⅷ

5Y
R5

/6
明

赤
褐

色
口

唇
部

指
押

え
・

斜
縄

文
炭

78
2

86
SK

89
2

Ⅲ
３

浅
鉢

?
Ⅸ

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

平
行

沈
線

・
押

引
列

点
文

・
斜

縄
文

・
工

字
状

文
・

赤
彩

炭

78
3

86
SK

89
2

Ⅲ
１

～
２

注
口

土
器

?
Ⅶ

～
Ⅷ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
唇

部
突

起
・

平
行

沈
線

・
押

引
列

点
文

・
斜

縄
文

・
玉

抱
三

叉
文

?・
赤

彩
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４　遺　物

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

90

78
4

SK
89

2
Ⅲ

２
？

深
鉢

7.8
Ⅷ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

横
～

斜
条

痕
炭

底
部

網
代

圧
痕（

2－
1－

1）
・

底
部

36

78
5

88
SK

89
9

Ⅲ
３

深
鉢

Ga
?

長
35

.4
短

31
.8

Ⅸ
10

Y
R6

/2
灰

黄
褐

色
口

縁
楕

円
形

・
口

唇
部

押
圧

痕
・

口
縁

内
側

有
段

・
平

行
沈

線
・

押
引

列
点

文
・

縦
条

痕
炭

炭
?

底
部

78
6と

同
一

個
体

か

78
6

SK
89

9
Ⅲ

３
深

鉢
9.6

Ⅸ
10

Y
R7

/6
明

黄
褐

色
縦

条
痕

炭
口

縁
78

5と
同

一
個

体
か

　
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕
・

底
部

15

91

78
7

88
SK

82
7

X
60

Y
40

Ⅲ
３

深
鉢

Fb
43

.4
Ⅸ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

口
唇

部
押

圧
痕

・
沈

線
文

・
斜

～
縦

条
痕

炭
炭

78
8

87
SK

82
7

Ⅲ
３

深
鉢

Bb
Ⅸ

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
色

口
唇

部
刻

み
・

横
条

痕
炭

炭
78

9
87

SK
89

5
Ⅲ

３
浅

鉢
Ba

25
.5

Ⅸ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
平

行
沈

線
・

楕
円

形
文

炭
炭

79
0

88
SK

89
5

Ⅲ
３

深
鉢

Bb
34

.0
Ⅸ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

口
唇

部
刻

み
・

斜
～

縦
条

痕
炭

炭

79
1

87
SK

89
5

Ⅱ
４

深
鉢

34
.8

Ⅵ
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

色
波

状
口

縁
・

山
形

文
・

平
行

沈
線

・
分

断
文（

縦
短

沈
線

）・
斜

縄
文

炭

79
2

88
SK

12
10

Ⅲ
３

～
４

浅
鉢

Ba
26

.8
10

.4
6.9

Ⅸ
～

Ⅹ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

唇
部

小
突

起
・

浮
線

網
状

文
氷

Ⅰ
式

79
3

87
SK

12
10

Ⅲ
３

～
４

深
鉢

H
a?

Ⅸ
～

Ⅹ
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

色
平

行
沈

線
・

赤
彩

79
4

SK
12

10
Ⅲ

３
～

４
深

鉢
Ⅸ

～
Ⅹ

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
色

口
唇

部
2条

1単
位

の
刻

み
・

斜
条

痕
炭

？
79

5
SK

12
20

Ⅲ
２

深
鉢

Ⅷ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
口

唇
部

刻
み

・
横

条
痕

79
6

87
SK

10
69

X
70

Y
60

Ⅲ
３

～
４

壺
Ⅸ

～
Ⅹ

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
色

沈
線

文
・

連
弧

文
・

菱
形

文
・

赤
彩

?

92

79
7

SK
12

27
Ⅲ

３
深

鉢
Bb

42
.6

Ⅸ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
口

唇
部

指
押

え
・

指
頭

沈
線

文
・

横
～

斜
条

痕
炭

炭
79

8
SK

12
27

Ⅲ
３

深
鉢

Bb
37

.2
Ⅸ

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
唇

部
刻

み
・

指
頭

沈
線

・
斜

～
縦

条
痕

炭
炭

79
9

87
SK

12
27

Ⅲ
３

壺
32

.0
Ⅸ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

平
行

沈
線

・
菱

形
文

・
赤

彩
炭

炭
80

0
87

SK
12

27
Ⅲ

１
深

鉢
?

Ⅶ
5Y

R5
/6

明
赤

褐
色

斜
縄

文
・

ミ
ガ

キ
炭

精
製

・
境

Ａ
遺

跡
80

1
87

SK
12

27
Ⅲ

３
壺

?
7.1

Ⅸ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
沈

線
文

80
2

SK
20

59
Ⅲ

？
深

鉢
A

b
19

.8
23

.9
8.0

晩
期

？
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

横
～

斜
条

痕
炭

底
部

笹
葉

圧
痕

・
底

部
41

80
3

89
SK

20
59

Ⅲ
１

深
鉢

Fa
26

.4
Ⅶ

7.5
Y

R4
/6

褐
色

波
状

口
縁

・
台

形
波

頂
・

口
縁

内
側

沈
線

・
平

行
沈

線
・

入
組

文
・

斜
縄

文
・

頸
部

無
文

帯
炭

炭
補

修
孔

1

80
4

SK
41

13
Ⅲ

１
～

２
深

鉢
Fb

Ⅶ
～

Ⅷ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
肥

厚
・

斜
条

痕
?・

粘
土

輪
積

痕
炭

80
5

88
SK

20
95

Ⅲ
２

深
鉢

Fa
39

.8
Ⅷ

10
Y

R6
/2

灰
黄

褐
色

口
唇

部
刻

み
・

口
縁

内
側

隆
帯

・
沈

線
文

・
列

点
文

・
斜

条
痕

炭

93

80
6

SK
40

3
埋

甕
1

Ⅲ
３

深
鉢

9.4
Ⅸ

7.5
Y

R7
/6

橙
色

縦
条

痕
炭

口
縁

部
80

7と
同

一
個

体
か

80
7

SK
40

3
埋

甕
1

Ⅲ
３

深
鉢

Ⅸ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
口

唇
部

指
押

え
・

横
条

痕
炭

底
部

80
6と

同
一

個
体

か
80

8
SK

45
3

埋
甕

2
Ⅲ

深
鉢

7.9
晩

期
～

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
条

痕（
摩

滅
）

80
9

SK
45

3
埋

甕
2

Ⅲ
３

深
鉢

Ⅸ
7.5

Y
R5

/1
褐

灰
色

縦
条

痕
炭

炭
81

0
8

埋
甕

13
埋

甕
3

Ⅲ
３

深
鉢

10
.4

Ⅸ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

～
縦

条
痕

炭
炭

81
1

8
埋

甕
12

埋
甕

4
Ⅲ

３
深

鉢
10

.1
Ⅸ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
斜

～
縦

条
痕

炭
炭

81
2

8・
90

埋
甕

6
埋

甕
7

Ⅲ
３

深
鉢

Bb
31

.7
42

.9
12

.9
Ⅸ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
唇

部
刻

み
・

指
頭

沈
線

炭
炭

底
部

網
代

圧
痕（

2－
1－

1か
）

81
3

8
埋

甕
8・

12
埋

甕
10

・
4

Ⅲ
３

深
鉢

Gb
?

Ⅸ
7.5

Y
R5

/6
明

褐
色

斜
～

縦
条

痕
・

押
引

平
行

沈
線

・
短

沈
線

炭
炭

埋
甕

4と
接

合

94

81
4

8
埋

甕
2

埋
甕

5
Ⅲ

３
深

鉢
10

.3
Ⅸ

10
Y

R8
/3

浅
黄

橙
色

縦
条

痕
炭

炭
81

5
8

埋
甕

4
埋

甕
8

Ⅲ
３

深
鉢

9.3
Ⅸ

7.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
褐

色
斜

条
痕

炭
炭

81
6

埋
甕

9
埋

甕
11

Ⅲ
３

深
鉢

Gb
29

.6
Ⅸ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
～

横
条

痕
炭

81
7

8・
90

埋
甕

18
埋

甕
14

Ⅲ
３

深
鉢

A
b

31
.7

31
.8

9.0
Ⅸ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

横
，

頸
部

以
下

縦
条

痕
炭

炭
底

部
網

代
圧

痕（
2－

2－
1か

・
二

重
）

81
8

8・
90

埋
甕

18
埋

甕
14

Ⅲ
３

深
鉢

Bb
38

.1
Ⅸ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
唇

部
押

圧
痕

・
指

頭
沈

線
・

口
縁

横
，

以
下

斜
条

痕
炭

炭
81

9
8

埋
甕

16
埋

甕
18

Ⅲ
３

深
鉢

Fb
28

.8
36

.7
10

.1
Ⅸ

10
Y

R8
/2

灰
白

色
口

唇
部

押
圧

痕
・

縦
条

痕
炭

炭

95

82
0

埋
甕

7
埋

甕
12

Ⅲ
３

深
鉢

Gb
?

Ⅸ
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
色

平
行

沈
線

・
縦

条
痕

炭
炭

82
1

8
埋

甕
1

埋
甕

15
Ⅲ

３
深

鉢
Bb

40
.0

36
.7

10
.1

Ⅸ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

唇
部

3条
1単

位
の

刻
み

・
斜

～
縦

条
痕

炭
炭

底
部

網
代

圧
痕（

2－
1－

1か
）

82
2

8・
91

埋
甕

1
埋

甕
15

Ⅲ
３

浅
鉢

C
23

.8
7.0

8.5
Ⅸ

7.5
Y

R8
/4

浅
黄

橙
色

平
行

沈
線

・
赤

彩
・

ミ
ガ

キ
補

修
孔

1
82

3
91

埋
甕

1
埋

甕
15

Ⅲ
３

壺
33

.5
Ⅸ

7.5
Y

R7
/6

橙
色

平
行

沈
線

・
工

字
状

文
82

4
埋

甕
19

埋
甕

17
Ⅲ

３
深

鉢
A

b
23

.3
Ⅸ

7.5
Y

R5
/6

明
褐

色
平

行
沈

線
・

縦
条

痕
炭

炭
82

5
8

埋
甕

5
埋

甕
9

Ⅲ
３

深
鉢

10
.7

Ⅸ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
縦

条
痕

炭
炭

底
部

網
代

圧
痕

82
6

8・
90

埋
甕

36
埋

甕
28

Ⅲ
３

深
鉢

Bb
29

.4
31

.2
8.5

Ⅸ
10

Y
R8

/2
灰

白
色

口
唇

部
押

圧
痕

・
縦

条
痕

炭
炭

底
部

網
代

圧
痕（

2－
1－

1か
）

96

82
7

8
埋

甕
3

埋
甕

6
Ⅲ

２
深

鉢
11

.1
Ⅷ

7.5
Y

R8
/6

浅
黄

橙
色

横
～

斜
条

痕
炭

82
8

8・
90

埋
甕

17
埋

甕
19

Ⅲ
３

深
鉢

Fb
36

.0
41

.1
10

.0
Ⅸ

10
Y

R8
/2

灰
白

色
口

唇
部

刻
み

・
口

縁
横

，
頸

部
以

下
斜

～
縦

条
痕

炭
底

部
網

代
圧

痕
後

ナ
デ

82
9

8
埋

甕
17

埋
甕

19
Ⅲ

３
深

鉢
10

.6
Ⅸ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

縦
条

痕
炭

炭
底

部
中

央
穿

孔
か

?
83

0
埋

甕
35

埋
甕

29
Ⅲ

浅
鉢

5.4
晩

期
～

10
Y

R7
/7

に
ぶ

い
黄

橙
色

炭
83

1
8

埋
甕

35
埋

甕
29

Ⅲ
３

深
鉢

9.1
Ⅸ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

縦
条

痕
炭

炭
底

部
笹

葉
圧

痕
83

2
8・

90
埋

甕
11

埋
甕

16
Ⅲ

２
～

３
深

鉢
Fb

34
.9

Ⅷ
～

Ⅸ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

唇
部

刻
み

・
斜

～
縦

条
痕

炭
炭
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第Ⅲ章　縄文時代

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

96
83

3
埋

甕
23

埋
甕

23
Ⅲ

３
深

鉢
Ⅸ

10
Y

R7
/6

明
黄

褐
色

縦
条

痕
炭

炭
83

4
8

埋
甕

32
埋

甕
27

Ⅲ
３

深
鉢

10
.0

Ⅸ
5Y

R6
/6

橙
色

縦
条

痕
炭

底
部

中
央

穿
孔

か
?

97
83

5
8・

91
埋

甕
15

埋
甕

20
Ⅲ

３
～

４
壺

11
.4

Ⅸ
～

Ⅹ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
指

頭
沈

線
文

・
横

～
斜

条
痕

・
格

子
目

状
条

痕
・

赤
彩

底
部

条
痕

83
6

8
埋

甕
10

埋
甕

13
Ⅲ

３
深

鉢
11

.3
Ⅸ

10
Y

R8
/2

灰
白

色
口

唇
部

2条
1単

位
の

刻
み

・
縦

条
痕

炭
炭

底
部

網
代

圧
痕（

2－
1－

1か
）
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7
8

埋
甕

21
埋

甕
21

Ⅲ
３

深
鉢

Fb
39

.5
49

.0
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.2
Ⅸ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

口
唇

部
押

圧
痕

・
縦

条
痕

炭
炭

底
部

ス
ダ

レ
状

圧
痕

83
8

8
埋

甕
29

埋
甕

24
Ⅲ

３
深

鉢
A

b
33

.4
40

.6
12

.3
Ⅸ

5Y
R5

/6
明

赤
褐

色
口

唇
部

6条
1単

位
の

押
圧

痕
・

縦
条

痕
炭

炭
補

修
孔

2・
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕
83

9
8

埋
甕

28
埋

甕
30

Ⅲ
３

深
鉢

Gb
36

.0
Ⅸ

7.5
Y

R4
/6

褐
色

口
唇

部
3条

1単
位

の
刻

み
・

縦
条

痕
炭

炭
補

修
孔

1

99

84
0

8・
91

埋
甕

22
埋

甕
22

Ⅲ
３

深
鉢

Fb
41

.0
Ⅸ

7.5
Y

R5
/6

明
褐

色
口

唇
部

2条
1単

位
の

押
圧

痕
・

指
頭

沈
線

・
縦

条
痕

炭
炭

84
1

8
埋

甕
30

埋
甕

25
Ⅲ

３
深

鉢
A

b?
9.3

Ⅸ
10

Y
R7

/6
明

黄
褐

色
斜

～
縦

条
痕

・
格

子
目

状
条

痕
84

2
8

埋
甕

33
埋

甕
26

Ⅲ
３

深
鉢

A
b

35
.6

Ⅸ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
口

唇
部

3条
1単

位
の

押
圧

痕
・

縦
～

斜
条

痕
炭

炭

84
3

91
埋

甕
33

埋
甕

26
Ⅲ

３
浅

鉢
B?

29
.2

Ⅸ
10

Y
R7

/2
に

ぶ
い

黄
橙

色
平

行
沈

線
・

押
引

短
線

文
・

内
面

赤
彩

・
ミ

ガ
キ

内
面

赤
彩

は
赤

色
顔

料
の

加
工

に
よ

る
も

の
か

?
84

4
8

埋
甕

33
埋

甕
26

Ⅲ
３

深
鉢

Gb
Ⅸ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
縦

条
痕

炭
炭

10
0

84
5

埋
甕

31
埋

甕
31

Ⅱ
２

深
鉢

A
b

40
.6

（
45

.0）
21

.9
Ⅳ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
縄

文
・

底
部

付
近

赤
彩

底
部

ス
ダ

レ
状

圧
痕

84
6

91
埋

甕
31

埋
甕

31
Ⅱ

２
深

鉢
Fa

43
.2

（
45

.1）
10

.2
Ⅳ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
平

行
沈

線
・

幾
何

学
文

・
斜

縄
文

堀
之

内
系

，底
部

網
代

圧
痕（

2－
2

－
1）

10
1

84
7

92
X

10
1Y

90
Ⅰ

１
深

鉢
Ⅰ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

格
子

目
状

文
・

爪
形

文
・

綾
杉

状
刻

目
文

・
無

文
帯

縁
楔

形
刻

目
文

炭
炭

?

84
8

92
X

10
1Y

93
　

Ⅰ
c

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
5Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
刻

目
文

・
蓮

華
状

文
84

9
92

X
11

6Y
85

Ⅰ
１

～
２

深
鉢

Ca
?

Ⅰ
～

Ⅱ
10

Y
R5

/2
灰

黄
褐

色
半

隆
起

線
文

・
斜

行
沈

線
85

0
92

X
10

1Y
90

　
側

溝
Ⅰ

１
深

鉢
Ⅰ

5Y
R7

/6
橙

色
半

隆
起

線
文

・
爪

形
文

・
斜

縄
文

炭
炭

85
1

92
X

10
5Y

11
0　

Ⅰ
c

Ⅰ
１

～
２

深
鉢

Ⅰ
～

Ⅱ
10

Y
R6

/2
灰

黄
褐

色
半

隆
起

線
文

・
蓮

華
状

文
85

2
92

排
土

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
蓮

華
状

文
炭

85
3

92
排

土
Ⅰ

１
深

鉢
Ⅰ

7.5
Y

R7
/6

橙
色

半
隆

起
線

文
・

蓮
華

状
文

・
斜

縄
文

炭
85

4
92

X
10

0Y
90

　
Ⅱ

a
Ⅰ

１
深

鉢
Ⅰ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
格

子
目

状
文

・
爪

形
文

85
5

92
X

93
Y

83
　

Ⅰ
c

Ⅰ
１

深
鉢

Ⅰ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

格
子

目
状

文
・

斜
縄

文
85

6
X

96
Y

87
　

Ⅰ
c

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

10
Y

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

Ｕ
字

状
文

85
7

92
排

土
Ⅰ

１
～

２
浅

鉢
Ⅰ

～
Ⅱ

10
Y

R8
/4

浅
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

格
子

目
状

文
・

赤
彩

炭
85

8
92

排
土

Ⅰ
１

～
２

深
鉢

Ⅰ
～

Ⅱ
10

Y
R8

/4
浅

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

85
9

92
X

11
0Y

11
5　

側
溝

Ⅰ
１

～
２

深
鉢

7.2
Ⅰ

～
Ⅱ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

炭

86
0

92
X

10
0～

11
0Y

95
～

10
0　

Ⅰ
c

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R8

/2
灰

白
色

半
隆

起
線

文
・

刻
目

文
・

縦
短

隆
帯

86
1

92
排

土
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
縦

短
隆

帯
86

2
92

X
51

Y
25

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
7.5

Y
R5

/6
明

褐
色

突
起（

把
手

）・
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

炭
炭

86
3

92
X

10
0Y

10
0　

Ⅰ
c

Ⅰ
２

深
鉢

19
.6

Ⅱ
5Y

R6
/6

橙
色

半
隆

起
線

文
・

S字
状

隆
帯

・
櫛

状
具

刻
目

文
・

縦
短

沈
線

炭
86

4
T

8　
Ⅱ

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
爪

形
文

・
隆

帯
内

側
剥

離
86

5
X

10
1Y

93
　

Ⅰ
c

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

・
楕

円
形

文
・

蛇
行

沈
線

・
斜

縄
文

86
6

92
X

10
1Y

93
　

Ⅰ
c

Ⅰ
２

深
鉢

Ba
Ⅱ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

・
曲

線
文

・
櫛

状
具

刻
目

文
86

7
92

T
8　

Ⅱ
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

半
隆

起
線

文
・

半
円

形
文

・
櫛

状
具

刻
目

文
・

斜
縄

文
炭

86
8

92
X

10
0～

10
5Y

95
～

10
0　

Ⅰ
c

Ⅰ
２

深
鉢

Ⅱ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

色
半

隆
起

線
文

・
渦

巻
文

・
刺

突
文

炭

86
9

92
X

88
Y

75
　

Ⅱ
a

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
2.5

Y
R6

/6
橙

色
波

状
口

縁
・

口
縁

内
側

沈
線

・
平

行
隆

帯
・

橋
状

把
手

・
縦

短
沈

線
・

貝
殻

腹
縁

文

87
0

92
T

8　
Ⅱ

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
5Y

R4
/4

に
ぶ

い
赤

褐
色

波
状

口
縁

・
台

形
波

頂
・

口
縁

内
側

沈
線

文
・

橋
状

把
手

・
平

行
隆

帯
・

縦
短

沈
線

・
隆

帯
上

刺
突

炭
炭

87
1

92
X

10
1Y

90
　

側
溝

Ⅰ
３

深
鉢

Ba
Ⅲ

7.5
Y

R6
/3

に
ぶ

い
褐

色
波

状
口

縁
・

口
縁

内
側

沈
線

・
沈

線
文

・
櫛

状
具

刺
突

炭
炭

87
2

92
排

土
Ⅰ

３
深

鉢
Ⅲ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

波
状

口
縁

・
平

行
隆

帯
・

刻
目

文
炭

炭
87

3
92

X
10

1Y
93

　
Ⅰ

c
Ⅰ

３
深

鉢
Ba

Ⅲ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

平
行

隆
帯

・
縦

短
沈

線
・

貝
殻

腹
縁

文
・

縦
縄

文
87

4
92

排
土

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
内

側
沈

線
・

貝
殻

腹
縁

文
炭

87
5

92
排

土
Ⅰ

３
深

鉢
Ⅲ

10
Y

R5
/4

に
ぶ

い
黄

褐
色

口
縁

内
側

沈
線

・
沈

線
文

・
楕

円
形

文
・

櫛
状

具
刺

突
炭

炭
87

6
92

不
明

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

縁
内

側
沈

線
・

平
行

隆
帯

・
縦

短
沈

線
・

貝
殻

腹
縁

文
炭

?
87

7
92

X
99

Y
91

　
Ⅰ

c
Ⅰ

３
深

鉢
Ba

Ⅲ
5Y

R6
/6

橙
色

沈
線

文
・

楕
円

形
区

画
・

櫛
状

具
刺

突
・

縦
縄

文

87
8

92
X

10
0～

11
0Y

95
～

10
0　

Ⅰ
c

Ⅰ
深

鉢
Ea

?
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.5
中

期
～

?
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
沈

線
文

・
渦

巻
文

87
9

92
X

10
1Y

90
　

側
溝

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
平

行
隆

帯
・

斜
短

沈
線

・
櫛

状
具

刺
突

・
口

縁
内

側
沈

線
炭

88
0

排
土

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
10

Y
R6

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
葉

脈
状

文

第
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土
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・
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製
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４　遺　物

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

10
1

88
1

X
47

～
53

Y
33

　Ⅰ
c

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
沈

線
文

・
縦

縄
文

炭

10
2

88
2

排
土

Ⅰ
２

浅
鉢

H
33

.0
Ⅱ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

口
縁

半
裁

竹
管

文
・

ボ
タ

ン
状

隆
帯

88
3

X
11

5～
13

0
Ⅰ

浅
鉢

B
35

.0
中

期
～

5Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

口
縁

肥
厚

・
無

文
88

4
X

10
5Y

10
5

Ⅰ
２

浅
鉢

B
Ⅱ

7.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
褐

色
口

唇
部

沈
線

・
半

隆
起

線
文

88
5

排
土

Ⅰ
２

浅
鉢
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Ⅱ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
唇

部
沈

線
・

半
隆

起
線

文
・

赤
彩

?
88

6
X

55
Y

33
Ⅰ

２
～

３
浅

鉢
D

Ⅱ
～

Ⅲ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

楕
円

形
区

画
・

貝
殻

腹
縁

文
炭

炭

88
7

X
10

0～
10

5Y
95

～
10

0　
Ⅰ

c
Ⅰ

２
浅

鉢
E

9.2
Ⅱ

7.5
Y

R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
半

隆
起

線
文

炭

88
8

X
10

0～
10

5Y
95

～
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0　
Ⅰ

c
Ⅰ

浅
鉢

E
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期
～

5Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

88
9

X
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Ⅰ

c
Ⅰ

２
浅

鉢
E

Ⅱ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

半
隆

起
線

文
・

玉
抱

三
叉

文
台

円
孔

2
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0

X
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5Y
95

～
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0　
Ⅰ

c
Ⅰ

２
浅

鉢
E

Ⅱ
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Y
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/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
半

隆
起

線
文

炭
台

円
孔

1

89
1
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X
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0～
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5Y
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～
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0　

Ⅰ
c

Ⅰ
有

孔
鍔

付
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中
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～
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Y

R7
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に
ぶ
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黄

橙
色

半
隆

起
線

文
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2
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X
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Y
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Ⅱ
a

Ⅰ
２

有
孔

鍔
付

A
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Ⅱ

7.5
Y

R5
/6

明
褐

色
突

起
・

胴
上

半
ミ

ガ
キ

，
下

半
斜

縄
文

・
赤

彩
底

部
網

代
圧

痕
後

ナ
デ
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3

89
3
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排

土
Ⅰ

１
深

鉢
Ⅰ
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Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

入
字

状
突

起
・

斜
縄

文
炭

89
4
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X
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Y
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Ⅰ

２
～

３
深

鉢
Ⅱ

～
Ⅲ

7.5
Y

R7
/6

橙
色

波
状

口
縁

・
口

縁
内

側
隆

帯
・

斜
縄

文
炭

炭
?

補
修

孔
１

89
5

93
X
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1Y
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Ⅰ

深
鉢

中
期

～
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

波
状

口
縁

・
口

縁
半

裁
竹

管
文

・
斜

縄
文

・
89

6
93

X
99

Y
91

　
Ⅰ

c
Ⅰ

２
深

鉢
Ⅱ

5Y
R6

/6
橙

色
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

89
7

X
96

Y
87

　
Ⅰ

c
Ⅰ

深
鉢

D
b

中
期

～
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

色
斜

縄
文

89
8

93
T

9　
Ⅱ

Ⅰ
３

深
鉢

Ⅲ
10

Y
R6

/6
明

黄
褐

色
隆

帯
・

斜
縄

文
炭

89
9

93
T

8　
Ⅱ

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

7.5
Y

R5
/6

明
褐

色
半

隆
起

線
文

・
斜

縄
文

90
0

93
排

土
Ⅰ

深
鉢

中
期

～
5Y

R6
/6

橙
色

口
縁

部
ナ

デ
・

斜
縄

文
炭

炭
90

1
X

80
Y

70
　

Ⅱ
a

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
縄

文
炭

炭
90

2
93

Ⅰ
c

Ⅰ
１

深
鉢

Fb
32

.0
Ⅰ

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
口

縁
肥

厚
・

頸
部

縄
文

押
圧

痕
・

斜
縄

文
・

粘
土

輪
積

痕
炭

炭
90

3
93

X
47

～
53

Y
33

　Ⅰ
c

Ⅰ
深

鉢
中

期
～

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

半
隆

起
線

文
・

斜
縄

文
・

粘
土

輪
積

痕
炭

炭
90

4
93

X
97

Y
85

　
Ⅰ

c
Ⅱ

？
深

鉢
後

期
？

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
縄

文
・

沈
線

文
90

5
不

明
Ⅰ

深
鉢

A
b

27
.2

中
期

～
10

Y
R4

/1
褐

灰
色

斜
縄

文
90

6
93

X
10

0Y
90

　
Ⅱ

a
Ⅰ

３
～

Ⅱ
深

鉢
A

b
22

.5
Ⅲ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
縁

無
文

帯
・

斜
縄

文
・

粘
土

輪
積

痕
90

7
93

X
10

1Y
99

　
Ⅰ

c
Ⅱ

１
深

鉢
Bb

Ⅳ
7.5

Y
R6

/3
に

ぶ
い

褐
色

口
縁

部
斜

縄
文

・
平

行
沈

線
・

縦
縄

文
90

8
X

11
0Y

11
5　

側
溝

Ⅰ
深

鉢
7.6

中
期

～
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

斜
縄

文

90
9

排
土

Ⅱ
深

鉢
6.4

後
期

～
5Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
色

縦
縄

文
底

部
網

代
圧

痕（
2－

1－
1）

・
底

部
35

91
0

不
明

Ⅰ
深

鉢
20

.0
中

期
～

5Y
R6

/6
橙

色
斜

～
縦

縄
文

炭
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕

91
1

T
5　

Ⅱ
Ⅰ

深
鉢

14
.2

中
期

～
5Y

R6
/6

橙
色

斜
縄

文
炭

底
部

網
代

圧
痕（

1－
1－

1）
縦

2本
1

組
・

底
部

32
91

2
X

44
Y

21
　

Ⅱ
b

Ⅰ
深

鉢
12

.5
中

期
～

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
斜

～
縦

縄
文

炭
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕
・

底
部

6

10
4

91
3

94
X

96
Y

87
　

Ⅰ
c

Ⅱ
１

深
鉢

B
Ⅲ

5Y
R6

/6
橙

色
外

反
口

縁
・

平
行

沈
線

・
縦

短
沈

線
91

4
94

排
土

Ⅱ
２

深
鉢

Ⅳ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
口

唇
部

縄
文

・
三

角
形

刺
突

文
91

5
94

X
49

Y
28

　
Ⅰ

c
Ⅱ

２
深

鉢
Ⅳ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

波
状

口
縁

・
平

行
沈

線
・

弧
線

文
91

6
94

排
土

Ⅱ
２

深
鉢

D
ａ

Ⅳ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
内

湾
口

縁
・

押
引

沈
線

文
・

J字
状

文
高

波
系

91
7

94
X

10
0Y

10
7

Ⅱ
１

～
２

深
鉢

Ⅲ
～

Ⅳ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
角

状
刺

突
文

・
斜

縄
文

炭
炭

91
8

94
T

4　
Ⅱ

Ⅱ
２

深
鉢

Ⅳ
10

Y
R7

/6
明

黄
褐

色
三

角
形

刺
突

文
・

縦
縄

文
炭

91
9

94
T

5　
Ⅱ

Ⅱ
２

深
鉢

?
Ⅳ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

沈
線

文
・

楕
円

形
区

画
・

斜
縄

文
・

円
形

刺
突

文
92

0
94

X
96

Y
87

　
Ⅰ

c
Ⅱ

２
深

鉢
D

Ⅳ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
刺

突
文

炭
炭

92
1

94
X

10
5Y

90
　

側
溝

Ⅱ
２

有
孔

鍔
付

?
17

.3
Ⅳ

5Y
R7

/8
橙

色
橋

状
把

手
・

連
続

角
状

刺
突

文
三

十
稲

場
系

92
2

94
T

5　
Ⅱ

Ⅱ
２

深
鉢

Ⅳ
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

口
唇

部
縄

文
・

平
行

沈
線

・
斜

縄
文

92
3

94
X

10
5Y

90
　

側
溝

Ⅱ
３

深
鉢

?
Ⅴ

10
Y

R3
/2

黒
褐

色
平

行
沈

線
・

斜
縄

文
・

分
断

文

92
4

94
T

5　
Ⅱ

Ⅱ
２

深
鉢

?
Ⅳ

10
Y

R5
/4

に
ぶ

い
黄

褐
色

波
状

口
縁

・
装

飾
橋

状
把

手
・

沈
線

文
・

楕
円

形
区

画
・

円
形

刺
突

文
・

沈
線

末
端

刺
突

文
炭

92
5

94
ロ

ン
グ

18
Ⅱ

２
浅

鉢
?

Ⅳ
7.5

Y
R6

/3
に

ぶ
い

褐
色

沈
線

文
・

赤
彩

92
6

94
X

47
～

53
Y

33
　Ⅰ

c
Ⅱ

２
注

口
土

器
?

Ⅳ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
沈

線
文

・
幾

何
学

文
・

斜
縄

文
・

赤
彩

92
7

94
排

土
Ⅱ

３
深

鉢
D

?
14

.6
Ⅴ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
唇

部
内

側
沈

線
・

口
唇

部
刻

み
・

平
行

沈
線

・
斜

縄
文

・
隆

帯
上

斜
行

刻
み

炭
炭

第
16

表
　

土
器

・
土

製
品

一
覧（

19
）
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第Ⅲ章　縄文時代

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

10
4

92
8

94
T

4　
Ⅱ

Ⅱ
３

浅
鉢

B
16

.0
Ⅴ

10
Y

R4
/2

灰
黄

褐
色

平
行

沈
線

・
斜

縄
文

・
分

断
文（

縦
短

沈
線

）

92
9

89
T

4　
黒

色
土

Ⅱ
３

深
鉢

Ba
17

.0
Ⅴ

7.5
Y

R5
/3

に
ぶ

い
褐

色
波

状
口

縁
・

３
頂

部
・

口
唇

部
刻

み
・

口
縁

内
側

沈
線

・
波

頂
部

と
突

起
内

側
円

形
刺

突
・

平
行

沈
線

・
斜

縄
文

・
分

断
文（

つ
字

状
文

）
炭

炭

93
0

89
T

4　
Ⅱ

Ⅱ
３

浅
鉢

F
長

13
.4

短
10

.8
（

7.5
）

（
3.2

）
Ⅴ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

舟
形

・
口

唇
部

刻
み

・
口

縁
内

側
沈

線
炭

93
1

89
T

4　
Ⅱ

Ⅱ
２

～
３

浅
鉢

Fa
長

11
.0

短
  

7.5
4.8

Ⅳ
～

Ⅴ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
舟

形
・

沈
線

文
・

十
字

状
文

・
対

弧
文

・
斜

縄
文

・
赤

彩

93
2

89
T

4　
Ⅱ

Ⅱ
２

注
口

土
器

11
.0

Ⅳ
7.5

Y
R4

/3
褐

色
貼

付
隆

帯
・

刺
突

文
・

沈
線

文
・

曲
線

文
・

斜
縄

文
93

3
94

T
4　

Ⅱ
Ⅱ

１
～

２
深

鉢
Ⅲ

～
Ⅳ

10
Y

R5
/4

に
ぶ

い
黄

褐
色

斜
縄

文
・

沈
線

文
・

幾
何

学
文

炭
炭

中
津

系
?

93
4

T
4　

Ⅱ
Ⅱ

３
～

４
浅

鉢
E?

6.0
Ⅴ

～
Ⅵ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
縄

文
93

5
94

X
10

1Y
93

　
Ⅰ

c
Ⅱ

４
浅

鉢
?

Ⅵ
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
平

行
沈

線
・

分
断

文
炭

93
6

94
X

55
～

65
Y

40
～

45
Ⅱ

b
Ⅱ

４
浅

鉢
C

38
.0

Ⅵ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

色
口

唇
部

沈
線

・
小

突
起

・
赤

彩

93
7

94
T

4　
Ⅰ

Ⅱ
４

浅
鉢

C
Ⅵ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
唇

部
三

叉
文

・
小

突
起

93
8

X
47

Y
32

　
Ⅰ

c
Ⅱ

注
口

土
器

後
期

～
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
93

9
T

4　
Ⅱ

Ⅱ
注

口
土

器
後

期
～

10
Y

R5
/3

に
ぶ

い
黄

褐
色

94
0

T
9　

Ⅱ
Ⅱ

注
口

土
器

後
期

～
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
炭

94
1

X
99

Y
91

　
Ⅰ

c
Ⅱ

注
口

土
器

後
期

～
7.5

Y
R7

/6
橙

色
94

2
94

T
4　

Ⅱ
Ⅱ

３
注

口
土

器
Ⅴ

7.5
Y

R5
/4

に
ぶ

い
褐

色
平

行
沈

線
・

の
字

状
文（

分
断

文
）・

斜
縄

文
94

3
94

T
4　

Ⅱ
Ⅱ

３
～

４
注

口
土

器
Ⅴ

～
Ⅵ

7.5
Y

R5
/2

灰
褐

色
沈

線
文

・
斜

縄
文

・
瘤

瘤
付

土
器

10
5

94
4

94
X

70
Y

50
　

Ⅱ
a

Ⅲ
１

深
鉢

Ⅶ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

波
状

口
縁

・
玉

抱
三

叉
文

・
沈

線
文

炭
炭

精
製

94
5

94
T

4
Ⅲ

２
深

鉢
Fa

Ⅷ
7.5

Y
R4

/4
褐

色
口

唇
部

刻
み

・
平

行
沈

線
・

斜
縄

文
炭

炭
?

94
6

94
T

7　
Ⅱ

Ⅲ
２

深
鉢

Ⅷ
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

羊
歯

状
文

崩
れ

・
斜

縄
文

・
鍵

手
状

文
・

赤
彩

精
製

94
7

94
X

47
～

53
Y

33
　Ⅰ

c
Ⅲ

１
深

鉢
Ⅶ

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

平
行

沈
線

・
斜

縄
文

・
三

叉
文

炭
94

8
94

X
47

～
53

Y
33

　Ⅰ
c

Ⅲ
２

深
鉢

Ⅷ
10

Y
R4

/2
灰

黄
褐

色
平

行
沈

線
・

列
点

文
・

波
状

文
・

斜
縄

文
炭

炭
精

製
94

9
94

X
83

Y
74

　
Ⅱ

a
Ⅲ

２
深

鉢
Ⅷ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

斜
縄

文
・

平
行

沈
線

・
フ

字
状

入
組

文
炭

炭
95

0
94

T
4　

Ⅱ
Ⅲ

２
浅

鉢
Ca

Ⅷ
7.5

Y
R5

/6
明

褐
色

口
唇

部
刻

み
・

口
縁

内
側

沈
線

文
・

沈
線

文
95

1
94

T
4　

Ⅱ
Ⅲ

２
深

鉢
Fb

Ⅷ
5Y

R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
色

口
唇

部
刻

み
・

横
条

痕
炭

炭
95

2
94

排
土

Ⅲ
３

浅
鉢

Ba
Ⅸ

10
Y

R8
/4

浅
黄

橙
色

口
唇

部
沈

線
・

平
行

沈
線

・
楕

円
工

字
状

文
・

赤
彩

炭

95
3

94
X

55
～

60
Y

38
～

40
Ⅱ

b
Ⅲ

３
浅

鉢
Ba

?
Ⅸ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

眼
鏡

状
隆

帯
・

赤
彩

95
4

94
X

82
Y

67
Ⅲ

３
浅

鉢
H

a
Ⅸ

2.5
Y

7/
3

浅
黄

色
眼

鏡
状

隆
帯

・
平

行
沈

線
・

刺
突

文
・

赤
彩

95
5

94
X

58
Y

37
　

Ⅰ
c

Ⅲ
３

深
鉢

Ⅸ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

色
平

行
沈

線
・

押
引

列
点

文
・

縦
条

痕
95

6
94

X
81

Y
69

　
Ⅰ

c
Ⅲ

３
浅

鉢
Ba

26
.5

Ⅸ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
平

行
沈

線
・

三
角

文
補

修
孔

1

95
7

94
X

60
～

65
Y

40
～

45
Ⅰ

c
Ⅲ

３
浅

鉢
Ca

Ⅸ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
口

唇
部

刻
み

・
平

行
沈

線
・

工
字

状
文

95
8

94
T

5　
Ⅱ

Ⅲ
３

深
鉢

Gb
?

Ⅸ
10

Y
R5

/3
に

ぶ
い

黄
褐

色
平

行
沈

線
・

赤
彩

炭
炭

95
9

94
T

5　
Ⅱ

Ⅲ
３

浅
鉢

I
6.5

Ⅸ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
沈

線
文

・
平

行
沈

線
・

赤
彩

炭
底

部
ス

ダ
レ

状
圧

痕
96

0
94

X
10

1Y
90

Ⅲ
３

浅
鉢

I
5.1

Ⅸ
10

Y
R5

/2
灰

黄
褐

色
平

行
沈

線
・

赤
彩

96
1

X
99

Y
91

Ⅲ
３

深
鉢

Gb
Ⅸ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

平
行

沈
線

・
押

引
列

点
文

・
縦

条
痕

炭
96

2
94

T
5　

Ⅱ
Ⅲ

３
深

鉢
Bb

Ⅸ
5Y

R4
/6

赤
褐

色
口

唇
部

沈
線

文
・

平
行

沈
線

・
押

引
列

点
文

・
縦

条
痕

炭
96

3
94

X
82

Y
67

Ⅲ
３

深
鉢

Fb
Ⅸ

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
唇

部
刻

み
・

指
頭

沈
線

・
平

行
沈

線
・

列
点

文
・

縦
条

痕
炭

炭
補

修
孔

1
96

4
94

X
99

Y
91

　
Ⅰ

c
Ⅲ

３
深

鉢
Fb

Ⅸ
5Y

R6
/6

橙
色

口
唇

部
刻

み
・

押
引

列
点

文
・

平
行

沈
線

・
縦

条
痕

炭
96

5
94

T
5　

Ⅱ
Ⅲ

３
深

鉢
Bb

Ⅸ
7.5

Y
R5

/4
に

ぶ
い

褐
色

連
弧

状
横

貝
条

痕
・

指
頭

沈
線

・
斜

条
痕

96
6

不
明

Ⅲ
３

深
鉢

Bb
Ⅸ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

口
唇

部
沈

線
?・

斜
条

痕
炭

炭
胎

土
に

骨
針

含
む

96
7

94
T

7　
Ⅱ

Ⅲ
３

深
鉢

Bb
Ⅸ

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
唇

部
押

圧
痕

・
縦

条
痕

炭
炭

96
8

X
82

Y
67

Ⅲ
３

深
鉢

Bb
Ⅸ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
唇

部
押

圧
痕

・
縦

条
痕

炭
炭

96
9

X
82

～
85

Y
70

～
75

Ⅲ
３

深
鉢

Bb
Ⅸ

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

口
唇

部
押

圧
痕

・
口

縁
内

側
指

頭
沈

線
・

横
～

斜
条

痕
炭

補
修

孔
1

97
0

X
81

Y
69

　
Ⅰ

c
Ⅲ

３
深

鉢
A

b
24

.0
Ⅸ

7.5
Y

R6
/6

橙
色

口
縁

横
，

頸
部

以
下

斜
～

縦
条

痕
・

格
子

目
状

条
痕

炭
炭

97
1

X
58

Y
37

　
Ⅰ

c
Ⅲ

３
深

鉢
Gb

41
.4

Ⅸ
7.5

Y
R5

/3
に

ぶ
い

褐
色

口
唇

部
指

押
え

・
縦

条
痕

炭
炭

97
2

X
74

Y
66

　
Ⅱ

Ⅲ
２

～
３

深
鉢

Ⅷ
～

Ⅸ
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
斜

条
痕

97
3

94
X

54
～

65
Y

40
～

49
Ⅰ

c
Ⅲ

４
壺

37
.4

Ⅹ
10

Y
R7

/6
明

黄
褐

色
指

つ
ま

み
に

よ
る

浮
線

網
状

文
・

隅
丸

方
形

突
起

・
赤

彩
炭

突
起

基
部

穿
孔

・
大

境
Ⅴ

式

97
4

89
X

50
～

55
Y

40
～

45
Ⅲ

４
壺

42
.8

Ⅹ
7.5

Y
R7

/6
橙

色
口

唇
部

押
圧

痕
・

耳
状

把
手

・
指

頭
沈

線
・

赤
彩

把
手

穿
孔
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４　遺　物

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

10
6

97
5

95
SI

9
Ⅲ

有
孔

球
状

土
製

品
（

2.8
）

（
3.5

）
0.8

晩
期

～
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
沈

線
文

重
さ

15
.26

g
97

6
95

SX
12

34
Ⅲ

２
有

孔
球

状
土

製
品

6.6
（

7.1
）

2.0
Ⅷ

5Y
R7

/6
橙

色
平

行
沈

線
・

縄
文

帯
・

フ
字

状
入

組
文

?・
半

肉
彫（

円
形

文
）

重
さ

84
.75

g・
被

熱
97

7
95

X
49

～
56

Y
33

　Ⅰ
c

Ⅲ
有

孔
球

状
土

製
品

（
3.8

）
（

6.9
）

0.9
晩

期
～

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

平
行

沈
線

重
さ

74
.11

g
97

8
95

X
10

5Y
95

　
側

溝
Ⅲ

有
孔

球
状

土
製

品
（

4.1
）

7.6
0.5

晩
期

～
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
重

さ
19

5.4
0g

97
9

95
SX

12
39

Ⅲ
有

孔
球

状
土

製
品

（
8.0

）
（

5.2
）

1.1
晩

期
～

5Y
R6

/8
橙

色
平

行
沈

線
・

縄
文

帯
重

さ
11

8.6
9g

・
断

面
ス

ス
付

着
・

被
熱

98
0

95
X

32
Y

12
　

Ⅰ
c

Ⅲ
有

孔
球

状
土

製
品

（
3.5

）
（

4.5
）

0.4
晩

期
～

5Y
R5

/8
明

赤
褐

色
重

さ
42

.67
g

98
1

95
SK

12
32

Ⅲ
有

孔
球

状
土

製
品

6.9
6.0

1.1
晩

期
～

10
Y

R6
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

重
さ

11
1.3

7g
・

断
面

ス
ス

付
着

98
2

95
排

土
Ⅲ

有
孔

球
状

土
製

品
7.4

（
3.5

）
1.0

晩
期

～
10

Y
R6

/2
灰

黄
褐

色
重

さ
98

.95
g

98
3

95
SI

13
混

入
環

状
土

坑
群

5
Ⅲ

有
孔

球
状

土
製

品
（

3.4
）

6.1
0.3

晩
期

～
7.5

Y
R6

/6
橙

色
重

さ
86

.64
g・

被
熱

?
98

4
95

土
坑

群
SB

10
X

57
～

60
Y

38
～

40
Ⅲ

有
孔

球
状

土
製

品
（

5.8
）

（
3.7

）
0.6

晩
期

～
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

重
さ

78
.77

g
98

5
95

X
62

Y
41

　
Ⅱ

b
Ⅲ

有
孔

球
状

土
製

品
（

3.4
）

7.0
0.8

晩
期

～
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

重
さ

18
4.4

7g

98
6

95
SI

12
混

入
環

状
土

坑
群

3
Ⅲ

有
孔

球
状

土
製

品
（

3.8
）

8.1
0.4

晩
期

～
10

Y
R6

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
重

さ
25

0.1
3g

・
断

面
ス

ス
付

着
・

被
熱

・
小

球
を

核
に

成
形

か
?

10
7

98
7

95
SK

32
05

環
状

土
坑

群
3

Ⅲ
有

孔
球

状
土

製
品

（
7.5

）
（

9.0
）

0.6
晩

期
～

10
Y

R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

重
さ

25
1.0

6g
・

断
面

ス
ス

付
着

・
被

熱
98

8
95

SK
32

45
環

状
土

坑
群

5
X

53
Y

32
　

Ⅰ
c

Ⅲ
有

孔
球

状
土

製
品

（
6.0

）
（

9.1
）

0.6
晩

期
～

10
Y

R7
/6

明
黄

褐
色

重
さ

33
9.4

2g
98

9
95

X
81

Y
69

　
Ⅰ

c
Ⅲ

有
孔

球
状

土
製

品
（

4.1
）

8.0
1.0

晩
期

～
7.5

Y
R7

/4
に

ぶ
い

橙
色

重
さ

32
3.4

6g

99
0

95
X

60
～

65
Y

40
～

45
Ⅰ

c
Ⅲ

有
孔

球
状

土
製

品
（

3.6
）

（
4.8

）
0.8

晩
期

～
7.5

Y
R5

/3
に

ぶ
い

褐
色

重
さ

77
.40

g

99
1

95
SK

32
28

環
状

土
坑

群
5

X
49

～
52

Y
30

～
33

Ⅱ
c

Ⅲ
有

孔
球

状
土

製
品

（
2.4

）
（

5.5
）

0.7
晩

期
～

10
Y

R8
/4

浅
黄

橙
色

重
さ

97
.34

g

99
2

95
SK

79
4

Ⅲ
有

孔
球

状
土

製
品

（
3.3

）
6.0

0.4
晩

期
～

7.5
Y

R5
/6

明
褐

色
重

さ
99

.94
g

99
3

95
X

55
Y

38
　

Ⅱ
a

Ⅲ
有

孔
球

状
土

製
品

（
4.6

）
（

4.1
）

0.4
5

晩
期

～
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
重

さ
65

.01
g

99
4

96
SI

13
Ⅱ

～
Ⅲ

土
製

耳
飾

1.5
2.3

2.0
後

期
～

晩
期

7.5
Y

R6
/4

に
ぶ

い
橙

色
99

5
96

SI
14

Ⅱ
～

Ⅲ
土

製
耳

飾
1.4

1.4
1.2

後
期

～
晩

期
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
臼

状
99

6
96

SI
21

　
№

6
Ⅱ

～
Ⅲ

土
製

耳
飾

2.5
2.5

1.7
後

期
～

晩
期

10
Y

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

環
状

・
厚

さ
0.6

㎝
99

7
96

SK
63

2
Ⅱ

～
Ⅲ

土
製

耳
飾

（
6.0

）
1.9

後
期

～
晩

期
10

Y
R6

/2
灰

黄
褐

色
沈

線
文

・
三

叉
文

?
環

状
・

厚
さ

0.7
㎝

99
8

96
SK

10
01

X
70

～
75

Y
50

～
55

Ⅰ
c

Ⅱ
～

Ⅲ
土

製
耳

飾
（

6.5
）

1.6
後

期
～

晩
期

10
Y

R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

沈
線

文
環

状
・

厚
さ

1.1
㎝

99
9

96
SK

40
11

不
明

土
製

品
2.5

2.3
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
ミ

ニ
チ

ュ
ア

?

10
8

10
00

14
SI

13
Ⅰ

１
～

２
土

偶
（

5.9
）

（
3.3

）
3.0

Ⅰ
～

Ⅱ
5Y

R6
/6

橙
色

半
裁

竹
管

文
立

像
土

偶
胴

部
右

側
下

半
・

長
山

遺
跡

10
01

14
SK

20
4

Ⅰ
２

～
３

土
偶

?
（

7.9
）

3.1
1.4

Ⅱ
～

Ⅲ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
沈

線
文

・
渦

巻
文

板
状（

こ
け

し
状

）土
偶

胴
部

・
胸

剥
離

痕
・

短
い

脚
が

付
く

か
？

・
松

原
遺

跡
　

花
切

遺
跡

把
手

状
土

製
品

と
類

似
か

？

10
02

14
　

　
X

10
0Y

96
Ⅰ

２
～

３
土

偶
（

6.5
）

3.2
1.1

Ⅱ
～

Ⅲ
7.5

Y
R6

/6
橙

色
沈

線
文

板
状

土
偶

胴
部

下
半

・
岐

阜
県

岡
崎

遺
跡

10
03

14
SI

10
Ⅰ

２
～

３
土

偶
3.2

5.1
1.1

Ⅱ
～

Ⅲ
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
沈

線
文

炭
板

状（
こ

け
し

状
）土

偶
脚

部
・

松
原

遺
跡

10
04

14
SI

4
Ⅰ

１
～

２
土

偶
（

4.5
）

5.6
4.7

Ⅰ
～

Ⅱ
10

Y
R8

/3
浅

黄
橙

色
沈

線
文

河
童

型
土

偶
頭

部
・

顔
・

耳
剥

離
・

頭
部

円
孔

2・
左

耳
穿

孔
痕

10
05

14
X

58
Y

37
　

Ⅰ
c

Ⅲ
２

土
偶

6.7
6.8

4.5
Ⅷ

～
10

Y
R7

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
沈

線
文

・
刺

突
立

像
土

偶
頭

部
・

粘
土

紐
Ｔ

字
状

眉
鼻

・
結

髪
?・

あ
ご

に
付

着
物（

漆
?）・

長
岡

八
町

遺
跡

10
06

14
SK

12
41

Ⅲ
２

土
偶

？
3.0

5.8
2.3

Ⅷ
～

10
Y

R4
/2

灰
黄

褐
色

沈
線

文
・

三
叉

文
・

斜
縄

文
・

赤
彩

土
偶

頭
部

ま
た

は
人

面
付

き
土

器
か

・
粘

土
紐

Ｔ
字

状
眉

鼻
・

中
屋

式
精

製
土

器
の

胎
土

と
類

似

10
9

10
07

95
SK

28
3

円
盤

状
土

製
品

4.5
（

3.8
）

0.8
5Y

R6
/6

橙
色

重
さ

16
.73

g・
円

孔
1

10
08

95
SK

41
0

円
盤

状
土

製
品

4.3
4.3

0.7
10

Y
R7

/4
に

ぶ
い

黄
橙

色
沈

線
文

・
刺

突
文

重
さ

12
.80

g
10

09
95

SK
47

9
円

盤
状

土
製

品
4.6

3.8
0.8

5
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

縦
条

痕
重

さ
19

.81
g

10
10

95
SK

47
9

円
盤

状
土

製
品

3.7
4.1

0.8
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

斜
縄

文
・

沈
線

文
重

さ
13

.75
g

10
11

95
SK

85
5

円
盤

状
土

製
品

3.4
3.9

0.8
7.5

Y
R4

/2
灰

褐
色

横
条

痕
重

さ
14

.04
g

10
12

95
SK

85
5

円
盤

状
土

製
品

4.0
4.3

1.0
5Y

R6
/6

橙
色

平
行

沈
線

重
さ

23
.28

g
10

13
95

X
60

Y
40

　
Ⅰ

c
円

盤
状

土
製

品
3.6

3.8
0.9

5
7.5

Y
R6

/4
に

ぶ
い

橙
色

縄
文

重
さ

18
.97

g
10

14
95

X
28

Y
9　

Ⅰ
c

円
盤

状
土

製
品

3.6
3.4

0.7
5

10
Y

R8
/4

浅
黄

橙
色

斜
縄

文
・

平
行

沈
線

重
さ

13
.08

g
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第Ⅲ章　縄文時代

挿
図

遺
物

写
真

遺
構

新
遺

構
番

号
出

土
地

点
分

類
器

種
・

器
形

法
量（

㎝
）

時
期

胎
土

色
文

様
付

着
物

備
考

口
径

器
高

底
径

記
号

色
名

外
内

10
9

10
15

95
X

59
Y

42
　

Ⅰ
c

円
盤

状
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（5）石製品
　石製品は出土した成品 1020 点のうち，状態の良いもの 540 点について図化し，掲載している。こ

こでは，石製品は「石を素材として製作された道具」とし，呪術具や装身具などの利器的目的以外で

用いられたと考えられる狭義の「石製品」と，道具として利用された「石器」に剥片・石核を含めた「石

器類」とを含む。分類はまず，素材と加工方法により，細かな型式分類については，朝日町境Ａ遺跡
注 55 を参考とした。以下，器種ごとに記述する。なお，石材は，専門業者に委託して石材鑑定を行っ

た結果を観察表に記入し，第Ⅴ章に報文を掲載している。

Ａ　石　鏃（第 110・114 図 1026 ～ 1052，図版 99）

　両側縁を連続する平坦剥離によって成形され，尖頭部が作り出された鏃形を呈するものを石鏃とし

た。石鏃は未成品を含め 31 点出土しており，27 点を図化した。図化したうち，15 点（55.6％）が竪

穴建物からの出土である。竪穴建物出土のものが多いが，竪穴建物埋土の土壌水洗を行ったこと，包

含層が削平を受けていたことに起因するとみられる。分類は，茎の有無，基部の形状によって行った。

無茎凹基（１ａ類）７点，無茎弱凹基（１ｂ類）９点，無茎平基（１ｃ類）７点，有茎平基（２ａ類）２点，

有茎凸基（２ｂ類）１点，未成品１点である。無茎凹（弱凹）基は，脚部の抉りの深いものをａ類，抉

りの浅いものをｂ類とした。無茎凹基はａ・ｂ類合わせて 16 点（59％）を占める。1029 は，側縁に

抉りがあり，錐に転用された可能性がある。1044 は１ｃ類で，側縁に緩い稜を有し，五角形を呈する。

1046 は側縁の加工が粗く，左右非対称であることから未成品とした。1052 は側縁が外湾気味で柳葉

状に近い２ｂ類で，晩期のものか。石材は下呂石７点，硬質頁岩６点，ガラス質安山岩５点，チャー

ト４点，メノウ２点，黒曜石２点，凝灰岩１点である。下呂石は飛騨南部の湯ヶ峰で産出される石材

で，県内では旧石器時代以降使用され，縄文時代早期以降中期までは石鏃・石錐・石匙の３種類，後

期から晩期は石鏃に限って使用されるという傾向にある注 56。当遺跡出土の下呂石は全て石鏃で，中

期中葉～後期の竪穴建物・土坑から出土している。また，土壌洗浄などにより確認された剥片の中に

下呂石が含まれており，石核は未確認だが，遺跡内で小規模な製作を行っていたと考えられる注 57。

Ｂ　石　錐（第 110・114 図 1053・1054，図版 99）

　不定形の剥片の一端に加工調整して錐部としたものを石錐とした。1053 は細部調整加工が錐部付

第 17 表　石製品分類表

分類 出土総数 掲載点数

石の遺物
（石製品）

石器

剥片石器

石鏃
石錐
石匙
ピエス・エスキーユ
打製石斧
削器
貝殻状削器
擦切石器

31 27
2 2
1 1
2 2

254 123
12 10
31 22
16 16

礫核石器

磨製石斧
擦石
敲石
凹石
石錘
砥石
筋砥石
石皿
礫器

209 108
11 6
41 26
39 32
37 25
48 20
22 11
5 4
1 1

その他
（石核・母岩）

加工礫
剥片
石核・原石

34 2
76 12
15 12

自然石 41 0

石製品

石棒
石刀
石冠
石鋸形石器
独鈷石
円盤形石器
岩版類
大珠
玉類（勾玉・管玉・垂玉）

33 28
34 26
10 10
1 1
1 1
1 1
4 4
1 1
7 6

計 1020 540
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近に集中している。上部は欠損する。1054 は押圧剥離による二次加工がほぼ全面に巡るとみられる

もので，錐部先端のみ遺存する。石材はいずれも黒曜石で，黒曜石産地同定の結果から，1054 は地

元の魚津坪野産の石材を使用した製品である。

Ｃ　石　匙（第 110・114 図 1055，図版 99）

　つまみ状の小突起を持ち，刃部と考えられる縁辺を有する剥片石器を石匙とした。1055 は周辺部

にのみ細部調整加工を施し，つまみおよび刃部の整形が粗く未成品とした。石材は赤色の硬質頁岩。

Ｄ　ピエス・エスキーユ（第 110・114 図 1056・1057，図版 99）

　両極剥離技術によって，向かい合った二辺の縁辺部に二極一対の階段状の剥離痕を有するものをピ

エス・エスキーユとした。方形を呈する小型の石器で，直接加撃と，対象物からの反作用による衝撃

で，向かい合う二辺に剥離痕を生じたものである。クサビやタガネとして使用されたとみられ，楔形

石器と称される。石材は 1056 が県内産とみられる黒曜石，1057 がメノウである。

Ｅ　打製石斧（第 110・115 ～ 125 図 1058 ～ 1180，図版 100 ～ 105）

　扁平な礫または大型剥片を素材とし，直接加撃による剥離によって斧形に整形された剥片石器を

打製石斧とした。未成品 15 点を含む 254 点が出土し，123 点を図化した。分類は形態により大別し，

側縁の形状によって細分した。短冊形を呈し，側縁がほぼ平行または緩やかに直線的にひらくものを

１ａ類（52 点），側縁が外湾し全体に丸みをおびるものを１ｂ類（13 点），撥形を呈し，側縁が直線

的あるいは内湾気味に刃部が広がるものを２ａ類（28 点），側縁にくびれを有し刃部が広がるものを

２ｂ類（10 点），側縁のくびれが明瞭で，基部幅と刃部幅にあまり差がみられない分銅形を呈するも

のを３類（４点）とした。この他に，自然面または節理面が残り，刃部がなく，側縁および刃部の調

整加工が粗いものなどを未成品（４類・６点）とし，欠損などにより全形の不明なものなどは不明（10

点）とした。短冊形を呈する１類が約半数を占める。図版中にトーン指示した部分は，土ズレとみら

れる摩耗痕で，１類で 14 点，２類で９点にみられる。1058・1066・1073・1143・1144・1171 は，刃

部等に研磨痕がみられる部分磨製の打製石斧である。1093 は，長さ 5.0㎝の小型品で，磨製石斧断片

を再加工したとみられる。1166 は埋甕 31 の内部から出土した分銅形の小型品で，刃部が形成されて

いない。1172 は砥石断片を加工したもので，刃部がない。1166・1172 はいずれも刃部がなく，未成

品または，模造品の可能性がある。石材は，安山岩が 57 点（46.4％），凝灰質砂岩 31 点（25.2％），凝

灰岩 24 点（19.5％），ホルンフェルス４点（3.3％），透閃石岩３点（2.4％），この他に蛇紋岩・泥岩・

片岩・アプライトが各１点（0.8％）である。安山岩が約半数を占め，高い比率で使用されている。

Ｆ　削器・貝殻状削器（第 110・126 ～ 128 図 1184 ～ 1215，図版 105 ～ 107）

　剥片の側縁に連続的な調整により，直線的または弧状の刃部を作り出したものを，削器とする。こ

のうち，背面に礫面を残す横長の剥片を素材とし，素材の形状をあまり変えずに周縁部に簡単な二次

加工を施すか，一次剥離で生じた鋭い縁辺をそのまま刃部として用いたものを貝殻状削器とした。削

器類は 42 点が出土し，31 点を図化した。1191・1214 は削器としたが，1155 とほぼ同形を呈してお

り打製石斧の可能性もある。1194 は砥石片を再加工したとみられ，表裏面とも研磨面が残る。1201

は縦長の剥片を素材としているが，刃部は横辺にもつ。1202 の刃部は，一次剥離で生じたもののま

まだが，打面を敲いて整形している。1212 は打点側に加工を加え，つまみ状としており石匙の可能

性もある。石材は，安山岩 11 点（34.4％），凝灰岩９点（28.1％），凝灰質砂岩８点（25％），流紋岩２

点（6.3％），硬質頁岩・ホルンフェルス各１点（3.1％）で，安山岩・凝灰岩・凝灰質砂岩が多く，打

製石斧の使用石材と構成比が似ている。
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Ｇ　擦切石器（第 110・128・129 図 1216 ～ 1231，図版 108）

　板状または貝殻状剥片の縁辺が，面状または丸く磨滅しているものを擦切石器とした。16 点が出

土し，全て図化した。1216 は扁平な円礫から直接打撃により剥ぎ取られたもので，形状は貝殻状削

器と変わらないが，鋭い刃部を持たず，面状に磨滅しているため擦切石器とした。1223・1227・1231

は横長剥片を素材とし，向かいあう長辺の二辺に磨滅面が形成される。石材は，凝灰質砂岩 11 点

（68.7％），安山岩・凝灰岩各２点（12.5％），流紋岩１点（6.3％）であり，凝灰岩類が多用される。

Ｈ　磨製石斧（第 111・130 ～ 136 図 1232 ～ 1339，図版 109 ～ 112）

　扁平な円礫を素材とし，研磨によって斧形に整形された礫核石器を磨製石斧とした。両側縁およ

び頭部が研磨され，石斧主面との間に稜を作り，断面が隅丸長方形を呈する「定角式磨製石斧」が大

半を占める。未成品 49 点を含む 209 点が出土し，状態の良いもの 108 点を図化した。分類は，完成

品と未成品とに大別し，完成品は完形品で，全長 3.7㎝～ 16.0㎝まで様々あるが，大きさによって３

つに分け，５㎝以下の小型品を１類（４点），５～ 10㎝の中型品を２類（24 点），10㎝以上の大型品

を３類（34 点）とした。1237・1244・1252・1257・1258 は刃部を人為的につぶしているとみられる。

1242・1254・1287・1294・1295 も刃部がつぶれているが，頭部に敲打痕がありクサビなどに再利用

されたとみられる。1271 は両側縁にえぐりがあり，敲打整形されており，着柄痕と考えられる。

　未成品は 49 点出土しており，28 点について図化した。製作途中の剥離の失敗や折れなどによって，

製作を中止し廃棄されたもので，石器表面に認められる剥離・敲打・研磨の３種の加工痕は，それぞ

れが補完関係にあり，併行して行われており単独または複数の組み合わせで残っている。ここでは，

境Ａ遺跡における磨製石斧未成品の分類および製作過程を参考とし，５つに分類した。原石，素材と

なる扁平な円礫を１類（１点），剥離のみ残るものを２類（５点），剥離・敲打，あるいは剥離・研磨

のみられるもので，剥離後に敲打によって全体の形状を整えているものを３ａ類（10 点）とし，小型

品を中心に剥離後に敲打整形をせずに研磨を施すものがみられ，後者を３ｂ類（３点）とした。剥離・

敲打・研磨の３種の加工痕が認められるものを４類（８点）とし，刃部欠損により不明なものも含め

刃部を形成していないものを４ａ類（６点），形成しているものを４ｂ類（２点）とした。また，擦切

痕の認められるものを５類（１点）とした。基本的な製作工程や敲打整形を多用する製作技法は境Ａ

遺跡と共通している。1339 は刃部・側面ともに研磨されほぼ完成品に近いが，擦切痕が認められる。

擦切痕は浅いＵ字状の溝で，この溝の位置で折り取ると定角式磨製石斧の形状に似る。

　未成品も含めた石材は，透閃石岩 56 点（51.9％），蛇紋岩 30 点（27.8％）で大半を占め，他に凝灰

岩 11 点（10.2％），凝灰質砂岩 10 点（9.2％），ホルンフェルス１点（0.9％）がある。透閃石岩は，磨

くと光沢の生じる材で，比重などにより狭義の「蛇紋岩」とは区別されるが，従来「蛇紋岩」と呼称さ

れてきたものに含まれる。完成品・未成品ともに透閃石岩を加えた蛇紋岩類が８割近くを占め，凝灰

岩・凝灰質砂岩からなる凝灰岩類が残り２割となる。

Ｉ　擦　石（第 112・137 図 1340 ～ 1345，図版 108）

　円礫を素材とし，表裏面または側面に一定程度の広がりを持つ擦面を有するものを擦石とした。凹

み，敲打がみられるものもあるが，明瞭な擦面が観察されるものを対象とした。植物質食糧の粉砕・

製粉や土器の混和材としての石の粉末化などの作業で，擦るだけでなく，敲き，押し潰し，といった

一連の動作を行った結果，複数の痕跡が認められるのであろう。11 点が出土し，状態の良い６点に

ついて図化した。1343 の両側縁にみられる浅い敲打痕は，整形によるものか。石材は，凝灰岩３点

（50％），花崗岩・安山岩・凝灰質砂岩が各１点（16.7％）である。
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Ｊ　敲　石（第 112・137 ～ 140 図 1346 ～ 1371，図版 113）

　円礫を素材とし，主に側面に敲打の際に生じる潰滅痕が残るものを敲石とした。41 点が出土し，

うち 26 点を図化した。素材となった礫の形状，使用痕の残る部位などから，大きく４つに分けた。

扁平な円礫の周縁部に敲打痕が残るものを１類（11 点）とした。1 類は，表裏の平坦面中央付近に敲

打痕や擦痕が認められる。棒状の礫を素材とし，長軸方向の一端または両端に敲打痕がみられるもの

を２類（９点），棒状礫の一方の側縁に，敲打面を形成するものを３類（５点）とした。３類は，東北

地方の円筒土器文化において特徴的にみられる半円状扁平打製石器注 58 に類似している。小型の円礫

を素材とし，周縁部のほぼ全面に渡り敲打痕の残るものを４類（１点）とした。1354・1369 は軸に対

して敲打痕の位置が斜めであり，石器作りのハンマーストーンの可能性がある。1363 は磨製石斧か

らの転用品で，長軸方向の両端および平坦面に敲打痕が残る。1366 は，表面および側縁の一部に敲

打痕がみられ，裏面平坦面の中央部に薄くベンガラとみられる赤色顔料が付着する。表面の敲打痕内

には赤色顔料の付着はみられない。1370 はヒスイ製で，表裏平坦面を除く全周に敲打がおよび，境

Ａ遺跡の硬玉製敲石に類似する。石材は，凝灰質砂岩８点（30.9％），凝灰岩７点（26.9％），安山岩

５点（19.3％），流紋岩３点（11.5％），花崗岩・泥岩・ヒスイが各１点（3.8％）である。

Ｋ　凹　石（第 112・140 ～ 143 図 1372 ～ 1403，図版 114・115） 

　円礫を素材とし，明瞭な凹みを有するものを凹石とした。凹みの形状が不整形で，浅い敲打痕が集

中してみられるものは敲石に分類した。凹みは主に表裏平坦面の中央付近にみられ，擦痕や敲打痕が

複合的に残るものもある。凹みのうち，回転穿孔によるものを２類（３点）とした。1374・1386 は一

部に擦痕が認められる。1390 ～ 1392 は２類で，いずれも平坦な礫断片を素材としており，中央に回

転穿孔の凹みを有す。1393 は，筋砥石片を再利用したものである。石材は凝灰岩 13 点（40.6％），凝

灰質砂岩 12 点（37.5％）で大半を占め他に，安山岩６点（18.8％），花崗岩１点（3.1％）がある。

Ｌ　石　錘（第 112・144 図 1404 ～ 1428，図版 115）

　小型の扁平な円礫を素材とし，長軸の両端に二極一対の糸かけを有するものを石錘とした。糸かけ

を打欠きにより作り出した礫石錘とも呼ばれるものを１類（23 点），擦切りによる溝状の糸かけを有

するものを２類（２点）とした。1413 は両側縁を敲打で整形しており，重さも 276.89 ｇと重く編物石

の可能性もある。1404・1421 は２類で，いずれも凝灰岩製である。石材は，凝灰質砂岩 11 点（44％），

凝灰岩 10 点（40％），安山岩３点（12％），粘板岩１点（４％）である。

Ｍ　石　皿（第 112・145 図 1432 ～ 1435，図版 117）

　扁平な河原石を素材とし，片面中央部を敲打で凹ませ，擦って皿状にしたものを石皿とした。縁を

有し，擦面である皿部と明瞭に分かれる。５点出土し，４点を図化した。1432・1433 は竪穴建物の

床面より出土している。1432・1434 は円～楕円形の河原石で，三方に縁を持つ。1433 は敲打で凹ませ，

中央を擦って擦面としており，縁に敲打痕が残る。1432 ～ 1434 の裏面の擦面は，据え置きのための

整形痕とみられる。石材は全て凝灰質砂岩である。

Ｎ　砥石・筋砥石（第 112・145 ～ 147 図 1436 ～ 1466，図版 116 ～ 119）

　河原石，石皿の破片などを素材とし，研磨作業の痕跡と考えられる砥面を有するものを砥石とした。

砥面が平坦もしくはなだらかに凹む，いわゆる平砥石を１類（20 点），砥面に細長い溝状の凹みを有

し，筋砥石，有溝砥石，玉砥石などと呼称されるものを筋砥石とし，２類（11 点）とした。１類は 48

点出土し，うち 20 点を図化している。２類は，22 点出土し，11 点を図化した。図化したうち 11 点

（35.5％）が竪穴建物からの出土で，1436・1442 は炉内，1439・1440 は床面からの出土である。竪穴
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建物出土の砥石のうち，１類（10 点）に対し，２類は１点と極端に少ない。これは，竪穴建物が中期

中葉から後葉にかけての時期のもので，２類が主体的に用いられるのが後期以降であるため，時期差

によるものと考えられる。1444 は使い込まれたもので，側面には複数の小規模な面が形成されている。

1445 は，1172 と形状が似ており，砥石片を利用した打製石斧模造品の可能性もある。1450・1453 は

周縁部に敲打および剥離を施し整形している。石材は，凝灰質砂岩が 26 点（83.9％）と大半を占め，

他に凝灰岩３点（9.7％），凝灰質泥岩２点（6.4％）があるが，いずれも凝灰岩系である。

Ｏ　石核・剥片（第 125・148・149 図 1181 ～ 1183・1467 ～ 1487，図版 99・105）

　石鏃・石錐・石匙などの小型剥片石器を作り出すための素材剥片を取るためのものを石核・原石，

同石材から生じた，それ自体が素材と成り得る素材剥片および，石製品の製作に伴い不要部分として

取り去られた調整剥片とを剥片とした。いずれも，当遺跡での石器製作を裏付ける資料である。石核

は 15 点出土し，12 点を図化した。剥片は１㎝大以上を主として台帳に登録しており，76 点中 12 点

を図化した。石材は黒曜石，ガラス質安山岩，鉄石英，硬質頁岩などがある。黒曜石については成品

も含め 22 点について，産地推定を行っており，県内産とみられるもの 12 点（54.5％），信州諏訪産５

点（22.7％），魚津坪野産３点（13.6％），山形羽黒産１点（4.6％），不明１点（4.6％）という結果であっ

た。台帳に登録されていない石核（原石）・剥片は総重量 12125.43ｇがあり，この内，肉眼で判別し

た魚津坪野産黒曜石は 3176.91ｇ（26％），透明感のある信州産黒曜石は 349.33ｇ（３％）であり，地

元石材を多用して石器製作を行っていることは明らかである。1467・1470・1473 は，材質を確認す

るために１回打欠いただけの原石に近い石核であり，1467・1473 は魚津坪野産，1470 は産地不明で

あるが，おそらく県内産とみられ，いずれも地元の石材である。石核（原石）・剥片に比べて成品が

少ない。

Ｐ　石　棒（第 113・150 ～ 152 図 1488 ～ 1515，図版 16・120・121）

　研磨および敲打によって整形された棒状を呈する石製品のうち，断面形が円形もしくは楕円形で，

刃の作り出しの意図のないものを石棒とした。体部表裏非対称形で，片面がやや湾曲して凹むもしく

は平坦面をもつ，異形石棒等と呼称されるものも含めた。頭部を男根状に整形した有頭のもの，円

棒のままの無頭のもの，頭部に彫刻を施すものなどがある。33 点が出土し，未成品６点を含む 28 点

を図化した。出土位置は，竪穴建物１点，土坑 15 点，埋甕１点で，広場２の西側に位置する土坑群

からの出土が多い。1488 はＳＩ10 出土であるが，床面からは若干浮いた位置で，横倒しの状態で出

土した。長さ 47㎝の大型品で，頭部と体部下端に玉抱三叉文が彫刻され，敲打整形で仕上げられる。

1507 は広場１内の不整形土坑上面から出土した長さ 62㎝の大型石棒で，一条の鍔を作り出した有頭

のものである。1488・1507 はいずれも完形の大型彫刻石棒であり，中期中葉～後葉に属すものである。

1510 ～ 1515 は，断面方形の棒状の礫を素材とし，剥離・敲打で角を取り，研磨を施すもので，石棒

もしくは石刀の未成品とした。石材は，安山岩 10 点（35.7％），凝灰岩７点（25％），凝灰質砂岩６点

（21.4％），粘板岩・片岩が各２点（7.15％），ホルンフェルス１点（3.6％）である。　

Ｑ　石　刀（第 113・153 図 1516 ～ 1541，図版 120・122）

　石棒と同じく研磨および敲打により整形された棒状の石製品のうち，断面が三角形状を呈し，一方

の側縁に刃を有するものを石刀とした。通常，内反りとなるものが多く，頭部は彫刻を施した円柱状

のものと，やや膨らむだけのものとがある。34 点が出土し，うち 26 点を図化したが，全て欠損品で

ある。出土位置は，土坑６点，埋甕３点で，後期後半～晩期に属すものが多い。1541 は，彫刻を施

した楕円形を呈する成興野型石棒注 59 の頭部である。両側面に玉抱三叉文状の線刻を施し，頭部下端
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に矢羽根状の文様を巡らせ，頭部直下に細かな敲打を帯状に施す。施文は鋭利な工具で行われ，断面

Ｖ字状の緻密でシャープな線刻である。石材は，粘板岩 17 点（65.4％）が大半を占め，他にホルンフェ

ルス４点（15.4％），凝灰岩３点（11.5％），片岩・蛇紋岩各１点（3.85％）がある。1534 は桜町遺跡周

辺に産地のある凝灰岩系の石材と類似している注 60。

Ｒ　石　冠（第 113・154 図 1542 ～ 1551，図版 123）

　敲打および研磨により整形された石製品のうち，頸部がくびれ，半球状の頭部がつくもの，および，

体部全体が半球状を呈し，背部が両刃状・峰状になるものを石冠とし，前者を１類（２点），後者を

２類（８点）とした。２類は，背部が底面に対しほぼ平行で，断面形が三角形のいわゆる三角壔形土

製品と類似する。10 点が出土し，全て図化した。石材は，凝灰質砂岩３点（30％），凝灰岩・凝灰質

泥岩各２点（20％）で，凝灰岩系で７割を占め，他に流紋岩・安山岩・透閃石岩が各１点（10％）で

ある。

Ｓ　石鋸形石器（第 113・155 図 1552，図版 122）

　厚みのある背部にやや薄身の刃部がつく鋸状の石製品で，上下逆にして石冠の一形態に分類するこ

ともある注61 が，ここでは石鋸形石器とした。境Ａ遺跡に類例がある。土坑から，１点のみ出土している。

刃部を一部欠損するが，ほぼ完形で，全面研磨が施される。緑色凝灰岩製である。

Ｔ　独鈷石（第 113・155 図 1553，図版 122）

　両端が尖り，中央部が抉れて節を持ち，仏具の独鈷杵に似た形状のものを独鈷石とした。御物石器

と似るが，御物石器がほぼまっすぐで，抉りがどちらか片側に偏るのに対し，独鈷石は弧状を呈し，

抉りが中央にあって左右対称になる。石斧あるいは呪術・祭儀に用いられたとみられるが，用途は不

明である。1553 は，剥離と敲打によって整形され，両端を欠損する。石材は凝灰岩である。

Ｕ　円盤形石器（第 113・155 図 1554，図版 122）

　平面形が円～楕円形を呈する扁平な石製品で，周縁部を斜めに整形し，断面形が台形を呈する磨製

石器を円盤形石器とした。土坑から１点出土している。1554 は裏面全体と表面および側縁の一部を

研磨し，裏面を平坦に仕上げる。石材は泥岩である。形態的には，岩版類と類似しており，何らかの

関係が伺える注 62。

Ｕ　岩版類（第 113・155 図 1555 ～ 1558，図版 121・124）

　白色の凝灰岩質の石材を用いた扁平な隅丸方形，楕円形，三角形の礫で，研磨により仕上げられた

ものを岩版類とした。一般に，扁平な隅丸方形，楕円形，台形の礫に彫刻を施したものを岩版と称する。

晩期の東日本，特に東北地方の亀ヶ岡文化で盛行する象徴的器物と，後期前半に属す三角形，円形を

呈するものとがある。当遺跡では，晩期岩版との関連が伺えるもの３点と，後期前半の三角形岩版に

類するもの１点の４点が出土している。いずれも研磨のみで仕上げられ，彫刻を持たないなどの差異

をもつが，石材や扁平な版状を呈する点などは岩版の特徴を有しており，岩版との関連が深い。この

ため，当該石製品については，桜町遺跡での報告を参考とし，岩版類の名称を用いる注63。1555～1557は，

いずれも研磨によって平滑に仕上げられ，周縁部は面を形成する。彫刻は施さない。石材は灰白色を

呈する凝灰質砂岩２点（66.7％），凝灰質泥岩１点（33.3％）である。県内では小矢部市桜町遺跡，富

山市北代遺跡注64 でも出土している。1558は三脚状あるいは三角形状を呈し，研磨により仕上げられる。

脚先端を亀頭状に加工し，先端を結ぶ各辺はやや内湾し，裏面は平坦からわずかに反る。石材は凝灰

岩で，やや軟質で灰白色を呈する。境Ａ遺跡の三脚形石器と類似する。
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Ｖ　玉　類（第 113・155 図 1559 ～ 1565，図版 16・124）

　玉類は８点出土し，うち７点を図化した。それぞれ，楕円形もしくは鰹節形を呈し，上方に偏って

穿孔されたものを大珠，Ｃ字状に体部が湾曲するものを勾玉，円筒状に整形し，中心軸に穿孔するも

のを管玉，様々な形態があり，他に当てはまらないものを垂玉とした。大珠は 1563 の１点のみで，

広場３の中央付近から出土している。淡緑色のヒスイ製で，穿孔途中の未成品である。勾玉は 1562

の１点のみである。頭部を欠損後，割口を再研磨している。ヒスイ製。管玉は 1564・1565 の２点が

あり，いずれも未穿孔の未成品である。1564 が滑石，1565 がヒスイ製である。垂玉は 1559 ～ 1561

の３点である。1559・1560 は黒色を呈する滑石製で，1561 はヒスイ製。1561 は，穿孔途中で破損し

たもの。図化しなかった１点は，台帳未登録の剥片類に混じって後日確認し，写真図版にのみ掲載し

た。ヒスイ製で，穿孔途中の破片であることから，垂玉未成品とした。

Ｗ　その他（第 144 図 1429 ～ 1431，図版 115・123）

　加工は明らかであるが，これまでの分類に当てはめにくいものを一括した。加工礫・礫器としたも

ので，35 点出土し，３点図化した。1429 は板状の安山岩で，縁辺部を打欠いているが，刃部はない。

1430 は棒状の安山岩で，打欠いた後，研磨を施している。石棒・石刀の未成品の可能性がある。1431 は，

扁平な円礫の一端に粗い剥離を施し，刃部を作り出した不定形な石器で，礫器とした。凝灰岩製。

注
注１　加藤三千雄 2008「新保・新崎式土器」『総覧　縄文土器』アム・プロモーション

注２　小島俊彰 2008「上山田・天神山式土器」『総覧　縄文土器』アム・プロモーション

注３　注２に同じ　小島氏は，古串田新式を半隆起線の使用，外反から立ち上がる器形などの点から，上山田・天神山様式の最

終段階に位置づけており，本稿では，これを参考とした。

注４　狩野　睦 2008「串田新・大杉谷式土器」『総覧　縄文土器』アム・プロモーション

注５　富山県立氷見高校歴史クラブ 1964「富山県氷見地方　考古学遺跡と遺物」

　　　小島俊彰 2000「前田式土器様式と岩峅野式土器様式の諸型式」『大境』20・21 号　富山考古学会

　　　小矢部市教育委員会 2006『桜町遺跡縄文土器検討会資料集　縄文時代中期末・後期初頭について』

注６　石田由紀子 2008「中津式・福田ＫⅡ式土器」『総覧　縄文土器』アム・プロモーション

　　　小島俊彰 2007「桜町遺跡の縄文時代中期後葉から後期初頭土器の位置付け」『桜町遺跡発掘調査報告書　縄文時代総括      

編』小矢部市教委員会

注７　米澤義光ほか 1995『気屋式土器検討会資料』気屋式土器検討委員会

　　　米澤義光 2008「気屋式土器」『総覧　縄文土器』アム・プロモーション

注８　秋田かな子 2008「加曽利Ｂ式土器」『総覧　縄文土器』アム・プロモーション

注９　小島俊彰 1979「本江遺跡」『滑川市史　考古資料編』滑川市

注 10　小島俊彰 1966「東砺波郡井口遺跡出土遺物の紹介」『大境』２号　富山考古学会

注 11　高堀勝喜 1996「酒見式土器」『日本土器事典』雄山閣出版

注 12　高堀勝喜 1964「金沢市近郊八日市新保並びに御経塚遺跡の調査」『石川県押野村史』押野村

　　　 西野秀和 2003「八日市新保式土器再考」『立命館大学考古学論集』Ⅲ　立命館大学考古学論集刊行会

注 13　注９に同じ

酒井重洋 2001「石川県・富山県・岐阜県（飛騨地方）の様相」『後期後半の再検討』第 14 回縄文セミナー　縄文セミナー

の会

注 14　西野秀和 2008「御経塚式土器」『総覧　縄文土器』アム・プロモーション

注 15　酒井重洋 2008「中屋式土器」『総覧　縄文土器』アム・プロモーション

注 16　藤沼邦彦・関根達人 2008「亀ヶ岡式土器（亀ヶ岡式系土器群）」『総覧　縄文土器』アム・プロモーション

注 17　吉岡康暢 1971「石川県下野遺跡の研究」『考古学雑誌』第 56 巻第４号　日本考古学会

注 18　石川県教育委員会 1977『松任市長田形跡発掘調査報告』

注 19　橋本澄夫 1996「柴山出村式土器」『日本土器事典』雄山閣出版
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注 20　富山県教育委員会 1977『富山県厳照寺遺跡緊急発掘調査概要』

注 21　八尾町教育委員会 1985『富山県八尾町　長山遺跡発掘調査報告』

注 22　富山県教育委員会 1973『富山県朝日町下山新遺跡第１次発掘調査概報』

注 23　富山市教育委員会 2004『富山市開ヶ丘狐谷Ⅲ遺跡　開ヶ丘狐谷Ⅱ遺跡発掘調査報告書』富山市埋蔵文化財調査報告 135

富山市教育委員会 2004『富山市開ヶ丘狐谷Ⅲ遺跡発掘調査報告書』富山市埋蔵文化財調査報告 136

注 24　富山県教育委員会 1989『北陸自動車道遺跡調査報告　朝日町編４　境Ａ遺跡遺構編』

富山県教育委員会 1990『北陸自動車道遺跡調査報告　朝日町編５　境Ａ遺跡石器編』

富山県教育委員会 1991『北陸自動車道遺跡調査報告　朝日町編６　境Ａ遺跡土器編』

富山県教育委員会 1992『北陸自動車道遺跡調査報告　朝日町編７　境Ａ遺跡総括編』

注 25　富山県教育委員会・魚津市教育委員会 1964『天神山遺跡発掘調査報告』

注 26　立山町教育委員会 1985『富山県立山町総合公園内　野沢狐幅遺跡発掘調査概報』

注 27　富山県教育委員会 1977『富山県宇奈月町浦山寺蔵遺跡緊急発掘調査概要』

注 28　小矢部市教育委員会 2004『富山県小矢部市桜町遺跡発掘調査報告書　縄文遺構編Ⅰ　弥生・古墳・古代・中世編Ⅱ』

小矢部市教育委員会 2005『富山県小矢部市桜町遺跡発掘調査報告書　縄文遺構編Ⅱ　弥生・古墳・古代・中世編Ⅲ』

小矢部市教育委員会 2006『富山県小矢部市桜町遺跡発掘調査報告書　縄文土器・石器編』

注 29　大沢野町教育委員会 1977『富山県大沢野町布尻遺跡緊急発掘調査概要』

注 30　大山町教育委員会 1988『富山県大山町花切遺跡発掘調査概要』

注 31　富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所 2010『惣領浦之前遺跡・惣領野際遺跡発掘調査報告』

注 32　福野町教育委員会 1990『富山県福野町安居五百歩遺跡Ⅰ』

注 33　注９に同じ

注 34　富山市教育委員会 2003『富山市長岡八町遺跡発掘調査報告書』富山市埋蔵文化財調査報告 133

注 35　井口村教育委員会 1980『富山県井口村井口遺跡発掘調査概要』

小島俊彰 1981「井口式土器」『縄文文化の研究４　縄文土器Ⅱ』雄山閣出版

注 36　富山県立高岡工芸高校 1967『勝木原遺跡Ⅰ』

注 37　湊　晨 1972「概説五　縄文後・晩期」『富山県史　考古編』富山県　

富山市教育委員会 2002『富山市岩瀬天神遺跡発掘調査報告書』

注 38  久田正弘 1991「北陸地方西部の大洞Ｃ～大洞Ａ’式直後の土器編年」『第１回東日本埋蔵文化財研究会　東日本における

稲作の受容』第１分冊　東日本埋蔵文化財研究会

南　久和 2001『編年』南書会

注 39　㈶富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所 2006『下老子笹川遺跡発掘調査報告』

注 40　町田賢一 2006「第Ⅹ章１条痕文時代」『下老子笹川遺跡発掘調査報告』富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所 

注 41　富山市教育委員会 2002『富山市吉岡遺跡　経力遺跡発掘調査報告書』

注 42　上野　章 2002「大境洞窟遺跡」『氷見市史７　資料編五　考古』氷見市

注 43　南砺市教育委員会 2007『矢張下島遺跡調査報告書』

注 44　寺崎裕助 2008「火炎土器」『総覧　縄文土器』アム・プロモーション

長岡市教育委員会 2010『火焔土器と馬高・三十稲場遺跡』馬高縄文館　解説シリーズ№１

注 45　山本正敏氏のご教示による。文様構成やブリッジの位置，把手の角度などから，本場の火焔型土器の搬入品ではなく，

周辺部で作られた火炎系土器か，その影響を受けた在地産と考えられる。

注 46　注 40 に同じ

注 47　小島俊彰 1988「有孔球状土製品」『縄文文化の研究９　縄文人の精神文化』雄山閣出版

注 48　神保孝造氏のご教示による。

神保孝造・小島俊彰 1992「北陸の土偶」『国立歴史民俗博物館研究報告第 37 集　土偶とその情報』国立歴史民俗博物館

注 49　注 21 に同じ

注 50　全体に平板な作りであること，文様が左右非対称なこと，裏面の調整が雑なことなどから，伊藤正人氏より土偶ではな

く「土器の把手では？」との指摘を受けた。出土土器群の中に，同様な形状の把手が付くものがなく，ススの付着がみら

れないことから，ここでは土偶の可能性があるものとした。

注 51　大山町教育委員会 1988『富山県大山町花切遺跡発掘調査概要』

注 52　庄川町教育委員会 1975『富山県庄川町松原遺跡緊急発掘調査概要』

注 53　岐阜県文化財保護センター 1995『岡前遺跡』

大石崇史・吉朝則富 2010「集成　岐阜県」『縄文時代の精神文化　第 11 回研究集会発表要旨集・資料集』関西縄文文化研
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４　遺　物

究会 

注 54　注 34 に同じ

注 55　富山県教育委員会 1990『北陸自動車道遺跡調査報告　朝日町編５　境Ａ遺跡石器編』

注 56　西井龍儀 2004「地域を越えた交流　下呂石」『利賀村史１　自然・原始・古代・中世』利賀村

古川知明 2010「富山県における下呂石の搬入状況」『越中と美濃を結ぶ考古展　交流のはじまり　旧石器時代～古代記念

講演録』富山市教育委員会埋蔵文化財センター

注 57　古川知明氏に実見・鑑定していただいた。古川氏のご教示によると，石核はないが，成品と剥片があり，遺跡内で製作

していることはまちがいないであろうとのことである。

注 58　角張淳一氏のご教示による。北海道南西部から本州北部におよぶ，縄文時代前期中葉～中期前葉に位置づけられる円筒

土器文化で，特徴的に見られる石器。土掘り用の道具との説もあるが，用途は不明。

注 59　池田淳子 2002「第Ⅶ章まとめ　２石器・石製品　Ｄ成興野型石棒の変遷と分布について」『奥三面ダム関連遺跡発掘調査

報告書ⅩⅥ　元屋敷遺跡Ⅱ（上段）』新潟県朝日村教育委員会

注 60　大野淳也氏・長田友也氏の実見による。

注 61　中島栄一 1983「石冠・土冠」『縄文文化の研究９　縄文人の精神文化』雄山閣出版

注 62　長田友也氏のご教示による。

注 63　大野淳也氏のご教示による。

大野淳也 2007「北陸地方における岩版類について　桜町遺跡出土品を中心として」『富山県小矢部市桜町遺跡発掘調査報

告書　縄文時代総括編』小矢部市教育委員会

注 64　富山市教育委員会 2001『北代縄文通信』第８号
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第 114 図　遺物実測図　石鏃・石錐・石匙・ピエス・エスキーユ　（2/3）
SI 3（1036・1039・1050）　SI 9（1026 ～ 1028・1032 ～ 1035・1056）　SI10（1029）　SI12（1037・1047）
SI13（1038・1053）　SI14（1041）　SK687（1043）　SK892（1055）　SX284（1031・1042）　SX446（1040）　
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第 115 図　遺物実測図　打製石斧　（1/3）
SI 9（1058）　SI12（1061・1062）　SI13（1059・1060）　SI18（1063 ～ 1067）　
SI25（1068）　SI36（1069）　

４　遺　物
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第 116 図　遺物実測図　打製石斧　（1/3）
SI19（1070 ～ 1072）　SI27（1073・1074）　SK354（1080）　SK855（1077）　SK1247（1081）　
SK4062（1076・1079）　SX1246（1078）　埋甕 31（1075）　
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第 117 図　遺物実測図　打製石斧　（1/3）
SK788（1091）　SK1232（1084）　SK1282（1092）　SK3166（1085）　SK3208（1087）　
SK3222（1086）　SX327（1090）　SX446（1083）　SX1239（1089）　

４　遺　物
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第 118 図　遺物実測図　打製石斧　（1/3）
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第 119 図　遺物実測図　打製石斧　（1/3）

４　遺　物
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第 120 図　遺物実測図　打製石斧　（1/3）
SK754（1124）
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第 121 図　遺物実測図　打製石斧　（1/3）
SI 9（1130・1138）　SI11（1134）　SI15（1135）　SI22（1136）　SI25（1131・1132）　SI27（1139）　
SK1261（1141）　SK1291（1140）　SK3248（1133）　SK4075（1137）　

４　遺　物
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第 122 図　遺物実測図　打製石斧　（1/3）
SI 9（1143）　SK379（1145）　SK594（1149）　SK743（1144）　SK781（1147）　
SK1001（1149）　SX908（1146）　SX1275（1150）　
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第 123 図　遺物実測図　打製石斧　（1/3）
SI36（1161）　SK744（1159）

４　遺　物



213

0 15cm1：3 

1169

1162

1172

1163

1164

1166

1167

1165

1170

1168

1171

第 124 図　遺物実測図　打製石斧　（1/3）
SI25（1170）　SK595（1163）　SK682（1162）　SK1244（1172）　SK3222（1164）　
SK3239（1171）　埋甕 31（1166）　
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第 125 図　遺物実測図　打製石斧未成品・剥片　（1/3）
SI13（1180）　SI22（1183）　SI27（1182）　

４　遺　物
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第 126 図　遺物実測図　削器　（1/3）
SI21（1184）　SK1250（1190）　SX284（1185）　
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第 127 図　遺物実測図　貝殻状削器　（1/3）
SI 9（1194）　SI10（1201）　SI13（1195）　SI18（1202・1203）　SK283（1198・1204）　
SK292（1196）　SK322（1205）　SK360（1199）　SX284（1197）　埋甕 31（1200）　

４　遺　物
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第 128 図　遺物実測図　貝殻状削器　（1/3）
SK283（1216）　SK1274（1211）
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第 129 図　遺物実測図　擦切石器　（1/3）
SI13（1217）　SK131（1218）　SK283（1219・1220）　SK656（1224）　SK4108（1223）　
SX328（1229）　SX1239（1222）　

４　遺　物
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第 130 図　遺物実測図　磨製石斧　（1/3）
SI 4（1232）　SI 9（1240）　SI13（1238）　SI14（1243・1246）　SI18（1233・1241・1244・1245）　
SI19（1239）　SI22（1235 ～ 1237・1242）　SI25（1234）　
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第 131 図　遺物実測図　磨製石斧　（1/3）
SI17（1251）　SI21（1247・1248）　SI26（1249）　SK283（1256）　SK370（1261）　SK415（1252）　
SK426（1258）　SK800（1259）　SK864（1253）　SK1207（1254）　SK1286（1250）　SX315（1257）　
SX446（1260）　SX1234（1255・1262）　
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第 132 図　遺物実測図　磨製石斧　（1/3）
SK1283（1263）　SK1289（1274）　SK2156（1277）　SK4059（1275）　SK4078（1264）　SK4099（1265）　
SK4108（1278）　埋甕 27（1279）　埋甕 30（1276）　
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第 133 図　遺物実測図　磨製石斧　（1/3）

４　遺　物
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第 134 図　遺物実測図　磨製石斧　（1/3）
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第 135 図　遺物実測図　磨製石斧未成品　（1/3）
SI13（1319）　SI14（1321）　SK148（1315・1320）　SK292（1316・1323）　SK650（1314）　
SK1247（1324）　SK3222（1322）　

４　遺　物
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第 136 図　遺物実測図　磨製石斧未成品　（1/3）
SI 1（1335）　SI10（1332）　SI14（1330・1331）　SK283（1325・1337）　SK1244（1329）　
SK1273（1328）　SK3249（1338）　SK4062（1334）　SK4114（1339）　
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第 137 図　遺物実測図　擦石・敲石　（1/3）
SI18（1340）　SK4113（1342）　SX284（1347）　SX1239（1341）　SX1272（1348）　
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第 138 図　遺物実測図　敲石　（1/3）
SI 1（1349・1350）　SI13（1351）　SI15（1352・1353）　SI17（1354）　SI22（1355）　SK279（1356）　
SK886（1357）　SK1277（1358）　SX1239（1359）　
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第 139 図　遺物実測図　敲石　（1/3）
SK283（1360）
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第 140 図　遺物実測図　敲石・凹石　（1/3）
SI13（1372・1373）　SI18（1374・1375）　SI20（1376）　SK330（1370）　
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第 141 図　遺物実測図　凹石　（1/3）
SI23（1377）　SI32（1378）　SI36（1382）　SI37（1383）　SK219（1384）　SK322（1380）　
SK4029（1385）　SX284（1379）　

４　遺　物
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第 142 図　遺物実測図　凹石　（1/3）
SK292（1386）　SK1214（1391）　SK1285（1392）　SK1290（1387）　SX507（1388）　
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第 143 図　遺物実測図　凹石　（1/3）
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第 144 図　遺物実測図　石錘・加工礫・礫器　（1/3）
SI 9（1404）　SI10（1405）　SI12（1406）　SI13（1407）　SI14（1408・1409）　SI18（1410）　SK1（1411）　
SK219（1412・1413）　SK283（1414）　SK292（1416）　SK596（1419）　SK790（1430）　SK1114（1420）　
SK1253（1418）　SX2170（1429）　埋甕 6（1417）　
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第 145 図　遺物実測図　石皿・砥石　（1/6）
SI 2（1438）　SI 9（1437）　SI15（1436）　SI18（1432・1442）　SI22（1433・1439・1440）　
SK1244（1443）　SK1254（1441）　SX1246（1434）　
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第 146 図　遺物実測図　砥石　（1/3 , 1446・1447　1/4）
SI 2（1446）　SI18（1444）　SI20（1447）　SK279（1445）　SK283（1453）　SK429（1448）　
SK4127（1455）　SX490（1451）　
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第 147 図　遺物実測図　筋砥石　（1/4 , 1464・1466　1/6）
SI13（1456）　SK283（1457）　SK292（1458）　SK356（1459）　
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第 148 図　遺物実測図　石核・剥片・原石　（2/3 , 1468　1/3）
SI13（1472・1474 ～ 1476）　SI18（1468）　SX1237（1471）　
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第 149 図　遺物実測図　石核・剥片　（2/3 , 1479・1484　1/3）
SI 9（1483）　SI12（1481）　SI21（1482）　
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第 150 図　遺物実測図　石棒　（1/3 , 1488　1/4）
SI10（1488）　SK283（1492）　SK750（1493）　SK3239（1489 ～ 1491）　
SX477（1495）　埋甕 4（1494）　

第Ⅲ章　縄文時代



240

0 15cm1：30 20cm1：4

1497

1501

1496

1502

1505

1499

1500

1498

1504

1506

1503

第 151 図　遺物実測図　石棒　（1/3 , 1505　1/4）
SK794（1496・1502）　SK1214（1498・1504）　SK3200（1497）　
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第 152 図　遺物実測図　石棒　（1/3 , 1507　1/4）
SK392（1512・1513）　SK656（1511）
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第 153 図　遺物実測図　石刀　（1/3）
SI13（1516）　SK219（1519）　SK788（1517・1520）　SK855（1518）　SK881（1521）　
SK3200（1524）　埋甕 14（1522）　埋甕 22（1525）　埋甕 23（1523）　
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第 154 図　遺物実測図　石冠　（1/3）
SI13（1545）　SK242（1547）
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第 155 図　遺物実測図　石鋸形石器・御物石器・岩版・玉類　（2/3 , 1552・1553・1555 ～ 1558　1/3）
SI 2（1559）　SI 9（1561）　SI14（1562）　SI21（1555）　SK891（1552）　SK1259（1554）　
SX284（1557）　SX479（1553）　

４　遺　物
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第Ⅲ章　縄文時代

第 18 表　石製品一覧（1）

挿図 遺物 写真 遺構 出土地点 台帳番号 種類 分類 石材 法量（㎝・ｇ） 備考長 幅 厚 重

114

1026 99 SI9 I060375 石鏃 1a 下呂石 1.92 1.15 0.33 0.49
1027 99 SI9 I060379 石鏃 1a 黒曜石（諏訪） 2.37 1.60 0.36 0.84 黒曜石産地推定
1028 99 SI9 I060591 石鏃 1a 硬質頁岩 2.92 1.76 0.47 1.90
1029 99 SI10 I060032 石鏃 1a メノウ 2.32 1.97 0.48 1.75 抉りあり，ドリルに転用か?
1030 99 X80Y68Ⅱa層 I060593 石鏃 1a チャート 1.50 1.32 0.26 0.35
1031 99 SX284 I060035 石鏃 1a 下呂石 1.97 1.34 0.29 0.66
1032 99 SI9 I060378 石鏃 1b 黒曜石（不明1） 2.10 1.65 0.44 1.12 黒曜石産地推定
1033 99 SI9 I060034 石鏃 1b ガラス質安山岩 2.13 1.97 0.33 1.19
1034 99 SI9 I060372 石鏃 1b 下呂石 1.40 1.44 0.46 0.64
1035 99 SI9 I060953 石鏃 1b ガラス質安山岩 1.99 1.94 0.35 1.28
1036 99 SI3 I060595 石鏃 1b 凝灰岩 2.02 1.36 0.43 0.66

1037 99 SI12 I060954 石鏃 1b 硬質頁岩（白色風
化） 3.70 2.19 0.41 2.04

1038 99 SI13 I060374 石鏃 1b ガラス質安山岩 2.52 1.76 0.33 1.12
1039 99 SI3 I060073 石鏃 1c チャート? 1.81 1.31 0.34 0.75
1040 99 SX446 環状土坑群4 I060602 石鏃 1c 下呂石 2.47 1.99 0.44 1.62 先端欠損
1041 99 SI14 I060598 石鏃 1c チャート 1.55 1.25 0.42 0.64 先端欠損
1042 99 SX284 I060601 石鏃 1c 硬質頁岩 1.88 1.69 0.54 1.11
1043 99 SK687 I060603 石鏃 1c チャート 1.73 1.22 0.36 0.58
1044 99 X56Y45Ⅰc層 I060590 石鏃 1c メノウ 2.51 1.68 0.74 3.00
1045 99 X115～130側溝 I060610 石鏃 1c 硬質頁岩 4.06 3.19 0.65 6.99

1046 99 X55～65Y40～45
Ⅱa層 I060599 石鏃未成品 1c? ガラス質安山岩 3.81 2.27 0.79 4.81

1047 99 SI12 I060597 石鏃 1b 下呂石 2.99 1.44 0.46 1.41 先端欠損

1048 99 X57～60Y38～40
Ⅰc層 I060592 石鏃 1b ガラス質安山岩 3.67 1.48 0.39 1.94

1049 99 T4　黒色土 I050036 石鏃 1a 下呂石 3.39 1.71 0.46 1.87
1050 99 SI3 I060594 石鏃 2a 硬質頁岩 2.22 1.40 0.31 0.68 先端欠損

1051 99 X57～60Y38～40
Ⅰc層 I060596 石鏃 2a 硬質頁岩 3.05 1.35 0.31 0.74 先端欠損

1052 99 土坑群 X75Y65 I060604 石鏃 2b 下呂石 5.03 1.25 0.49 2.90
1053 99 SI13 I060381 石錐 黒曜石（不明1） 4.07 1.53 0.96 3.98 黒曜石産地推定
1054 99 X82Y70Ⅱa層 I060609 石錐 黒曜石（魚津坪野） 1.67 0.87 0.48 0.69 黒曜石産地推定
1055 99 SK892 I060955 石匙未成品 硬質頁岩（赤色） 3.17 4.01 1.10 11.80
1056 99 SI9 ピエス・エスキーユ 黒曜石（不明1） 2.35 0.97 0.83 2.080 黒曜石産地推定
1057 99 T5　黒色土 I050045 ピエス・エスキーユ メノウ 2.27 2.57 0.71 4.07

115

1058 100 SI9 I060552 打製石斧 1a 透閃石岩? 9.64 4.25 1.52 73.07 刃先研磨
1059 100 SI13 I060931 打製石斧 1a 蛇紋岩 11.37 3.82 2.17 130.59
1060 100 SI13 I060420 打製石斧 1a 凝灰質砂岩 25.34 10.16 6.07 2100.00 未使用か?
1061 100 SI12 I060432 打製石斧 1a 凝灰質砂岩 10.04 4.88 2.40 125.98
1062 100 SI12 I060072 打製石斧 1a 凝灰質砂岩 12.24 5.04 2.54 160.50 土ズレ，着柄痕?
1063 100 SI18 I060505 打製石斧 1a 凝灰質砂岩 11.25 4.90 2.18 119.61
1064 100 SI18 I060561 打製石斧 1a 安山岩 10.99 4.80 1.52 92.38 土ズレ，刃部再加工
1065 100 SI18 I060051 打製石斧 1a 安山岩 12.01 5.63 1.71 135.31 土ズレ，着柄痕?
1066 100 SI18 I060557 打製石斧 1a 安山岩（板状） 12.55 8.39 1.20 179.69 刃先研磨→刃部再生か?
1067 100 SI18 I060501 打製石斧 安山岩 9.48 6.89 2.12 157.52 折れ面再加工
1068 100 SI25 I060500 打製石斧 1a 安山岩 12.76 5.79 1.97 188.34 土ズレ
1069 100 SI36 I060061 打製石斧 1a 安山岩 8.66 4.99 1.62 93.51 被熱

116

1070 100 SI19 I060088 打製石斧 1a 凝灰質砂岩 11.47 4.67 1.87 109.31 土ズレ
1071 100 SI19 I060340 打製石斧 1a 透閃石岩 13.89 6.66 3.34 408.76 磨製石斧の再生品か?
1072 100 SI19 I060568 打製石斧 1a 安山岩（板状） 15.29 5.46 2.04 213.87
1073 100 SI27 X101Y91 I060510 打製石斧 1a 泥岩 14.52 6.13 1.97 212.25 一部研磨
1074 100 SI27 X101Y91 I060508 打製石斧 1a 安山岩 12.32 6.95 2.16 208.48 被熱
1075 100 埋甕 31 I060426 打製石斧 1a 凝灰岩 13.74 5.25 2.01 174.68 人為的な折れか?
1076 100 SK4062 I060535 打製石斧 1a 安山岩 12.80 5.57 1.80 160.53
1077 100 SK855 I060351 打製石斧 1a 凝灰質砂岩 15.33 5.90 2.64 324.56
1078 100 SX1246 I060582 打製石斧 1a 安山岩 13.98 4.54 1.44 109.00
1079 100 SK4062 I060536 打製石斧 1a 安山岩 15.60 5.75 2.01 227.96 土ズレ，被熱
1080 100 SK354 I060347 打製石斧 1a 安山岩 12.34 5.87 2.32 176.44 未使用か?

1081 100 SK1247 I060558 打製石斧 1a 凝灰岩（大型緑色
結晶） 11.03 5.00 2.11 144.38 両刃，土ズレ，着柄痕?

117

1082 101 SK1114 I060553 打製石斧 1a 凝灰岩（大型緑色
結晶） 11.41 5.50 2.20 164.13 土ズレ

1083 101 SX446 I060794 打製石斧 1b 凝灰質砂岩 13.66 5.83 3.35 294.76
1084 101 SK1232 I060551 打製石斧 1b 凝灰質砂岩 13.21 5.04 2.25 166.09 被熱
1085 101 SK3166 I060428 打製石斧 1b 凝灰質砂岩 16.17 7.75 2.43 403.92 縦斧
1086 101 SK3222 環状土坑群３ I060421 打製石斧 1b 凝灰質砂岩 18.27 10.39 3.59 890.0 被熱
1087 101 SK3208 環状土坑群３ I060433 打製石斧 1b 凝灰質砂岩 11.46 5.49 1.91 157.62
1088 101 X53Y33　Ⅰc層 I060788 打製石斧 1b 安山岩 9.71 5.38 1.66 98.24 土ズレ
1089 101 SX1239 I060869 打製石斧 1a 安山岩（板状） 9.52 5.25 1.94 99.41
1090 101 SK327 I060544 打製石斧 1a? 安山岩 11.05 6.15 2.66 170.68 被熱
1091 101 SK788 I060335 打製石斧 1a 凝灰岩 10.07 5.71 2.74 192.81
1092 101 SK1282 I060040 打製石斧 1a 凝灰岩 11.14 5.52 2.56 192.22
1093 101 埋甕2と3の間 I060366 打製石斧 1a 透閃石岩 5.09 2.96 1.31 25.99 磨製石斧片を再加工か?

118

1094 101 X－Y－　排土内 I060234 打製石斧 1a 安山岩 15.68 9.19 3.63 655.00
1095 101 X96Y85　Ⅰc層 I060449 打製石斧 1a 凝灰岩（緑色） 25.47 10.2 5.73 1990.00 未使用か?
1096 101 X96Y85　Ⅰc層 I060450 打製石斧 1b 凝灰岩 20.43 9.04 3.34 760.00 未使用か?
1097 101 X55Y33　Ⅱa層 I060218 打製石斧 1a 安山岩 12.38 5.83 1.99 154.50 被熱，土ズレ
1098 101 X96Y85　Ⅰc層 I060567 打製石斧 1a 安山岩 12.64 4.92 1.81 80.50 土ズレ
1099 101 X88Y74　Ⅱ層 I060394 打製石斧 1a 凝灰質砂岩 15.68 7.05 3.87 645.00 横斧
1100 101 X45Y40　Ⅰc層 I060400 打製石斧 1a 凝灰岩 11.25 5.45 3.00 224.61
1101 101 X101Y93　Ⅰc層 I060565 打製石斧 1a ホルンフェルス 13.64 4.59 1.84 126.96
1102 101 T4 I050014 打製石斧 1b 安山岩 10.03 4.66 1.44 77.60

1103 101 X57～60Y38～40
Ⅰc層 I060731 打製石斧 1a アプライト 9.70 5.02 1.71 105.86

1104 101 T8　黒色層 I050009 打製石斧 1a 凝灰岩 10.69 5.97 1.89 101.30

119

1105 102 X60Y30 I060281 打製石斧 1b 凝灰岩 14.09 7.22 2.32 302.80
1106 102 T6　排土 I050008 打製石斧 1b 凝灰質砂岩（緑色） 12.43 6.44 3.37 341.48
1107 102 X101Y93　Ⅰc層 I060564 打製石斧 1b 凝灰質砂岩 12.79 6.29 1.93 163.41

1108 102 X71Y60 I060230 打製石斧 1b 凝灰岩（大型緑色
結晶） 16.12 7.46 4.43 616.70

1109 102 X62Y43　Ⅰc層 I060390 打製石斧 1a 安山岩 17.98 6.05 2.72 347.49

1110 102 X52～54Y28～33
Ⅱa層 I060457 打製石斧 1a 安山岩 12.18 5.45 1.60 93.18
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第 18 表　石製品一覧（2）

挿図 遺物 写真 遺構 出土地点 台帳番号 種類 分類 石材 法量（㎝・ｇ） 備考長 幅 厚 重
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1111 102 X52～54Y28～33
Ⅱa層 I060455 打製石斧 1a 凝灰質砂岩 11.62 6.01 3.04 210.92

1112 102 X30Y5 I060391 打製石斧 1a 凝灰質砂岩 16.25 7.55 2.53 361.07 縦斧か?
1113 102 X101Y93　Ⅰc層 I060452 打製石斧 1a 凝灰質砂岩 15.39 4.83 1.92 148.24
1114 102 X105Y108　Ⅰc層 I060727 打製石斧 1a 凝灰岩 14.06 5.16 1.71 148.29
1115 102 X60Y41　Ⅱb層 I060393 打製石斧 1a 安山岩 14.38 6.23 2.61 276.68 縦斧
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1116 102 X55～60Y40～44
Ⅱb層 I060221 打製石斧 1a 安山岩（板状） 19.41 7.90 2.34 376.60 土ズレ，側縁加工なし

1117 102 X110Y115　側溝 I060709 打製石斧 1a 凝灰岩 14.05 6.35 2.23 186.28
1118 102 X62Y41 I060386 打製石斧 2a 凝灰質砂岩 14.40 7.87 3.48 414.33 被熱

1119 102 X96Y85　Ⅰc層 I060454 打製石斧 2a 凝灰岩（大型緑色
結晶） 12.24 7.53 2.37 209.40

1120 102 X95Y90 I060478 打製石斧 2a 安山岩 13.40 6.47 1.68 146.16 土ズレ
1121 102 X105Y90 I060456 打製石斧 2a 安山岩 16.06 8.05 1.95 288.80
1122 102 T8 I050015 打製石斧 2a 安山岩 10.68 6.23 2.08 111.75
1123 102 X29Y11　Ⅰc層 I060401 打製石斧 2a? 安山岩 10.78 4.93 1.81 83.64 土ズレ
1124 102 SK754 I060188 打製石斧 安山岩 8.43 5.83 2.98 219.53 被熱
1125 102 X105Y90　側溝 I060708 打製石斧 1a? 安山岩（板状） 11.78 5.81 1.63 130.24
1126 102 X45Y33　Ⅱb層 I060271 打製石斧 1a 安山岩 12.13 5.63 1.89 175.57
1127 102 X45Y33　Ⅱb層 I060270 打製石斧 1a 片岩 11.39 4.68 1.31 98.08
1128 102 X99Y91　Ⅰc層 I060718 打製石斧 1a 安山岩（板状） 10.49 6.08 1.06 80.52 刃部磨滅

1129 102 X40Y28 I060404 打製石斧 1b? 凝灰岩（大型緑色
結晶） 11.81 5.15 3.12 205.76
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1130 103 SI9 I060424 打製石斧 2a 安山岩（板状） 16.90 10.26 3.02 660.00
1131 103 SI25 I060507 打製石斧 2a 安山岩 13.09 7.66 2.22 207.28
1132 103 SI25 I060503 打製石斧 2a 安山岩 10.72 8.11 1.12 121.75
1133 103 SK3248 I060137 打製石斧 2a 安山岩 15.91 8.68 1.87 293.44 土ズレ，刃こぼれ，被熱
1134 103 SI11 I060321 打製石斧 2b ホルンフェルス 9.36 7.19 2.15 141.36

1135 103 SI15 炉 I060555 打製石斧 2a 凝灰岩（大型緑色
結晶） 11.02 7.09 2.11 161.06

1136 103 SI22 I060562 打製石斧 2a 凝灰岩 11.71 7.16 2.16 176.50
1137 103 SK4075 I060560 打製石斧 2a 凝灰岩 9.79 6.94 1.65 121.61
1138 103 SI9 I060422 打製石斧 2b? 安山岩（板状） 16.66 7.15 3.50 330.24
1139 103 SI27 I060934 打製石斧 安山岩（板状） 8.32 5.60 1.34 62.54
1140 103 SK1291 I060547 打製石斧 2a 凝灰岩（緑色） 9.81 6.02 1.75 109.35 土ズレ?
1141 103 SK1261 I060873 打製石斧 2a 安山岩? 7.82 4.74 1.26 40.99
1142 103 X60Y40　Ⅰc層 I060369 打製石斧 2a 安山岩 10.44 5.31 2.79 151.10

122

1143 103 SI9 I060322 打製石斧 2b 安山岩 9.97 6.12 2.29 165.89 土ズレ
1144 103 SK743 I060929 打製石斧 2a 凝灰質砂岩 10.57 6.44 1.98 117.19 着柄痕?
1145 103 SK379 I060430 打製石斧 2a 凝灰質砂岩 13.05 6.91 2.23 195.37 縦斧
1146 103 SK908 I060545 打製石斧 2a 安山岩 14.07 9.30 2.82 355.25
1147 103 SK781 SB9 I060548 打製石斧 1a? 安山岩 14.59 8.87 2.95 383.91
1148 103 SK1001 I060425 打製石斧 2a 凝灰岩 17.68 10.41 2.43 539.95
1149 103 SK594 I060429 打製石斧 2a 安山岩（板状） 16.47 8.27 2.28 338.57

1150 103 SP1275 SB2 I060876 打製石斧 2a 凝灰岩（大型緑色
結晶） 14.19 7.79 2.18 296.73

1151 103 SK242付近 I060131 打製石斧 凝灰質砂岩 13.80 9.35 3.29 433.40
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1152 104 X60Y35　Ⅰc層 I060387 打製石斧 2a 安山岩 11.25 6.11 2.42 156.01 土ズレ
1153 104 排土中 I060475 打製石斧 2a ホルンフェルス? 11.15 6.36 1.75 128.68 土ズレ

1154 104 X60～65Y40～45
Ⅰc層 I060389 打製石斧 2a 凝灰質砂岩 9.47 6.81 1.52 108.13

1155 104 T4 I060754 打製石斧 2a 凝灰質砂岩 12.11 10.52 2.48 319.62
1156 104 X53Y29　Ⅱa層 I060269 打製石斧 2a 凝灰質砂岩 12.32 8.25 3.16 224.60
1157 104 X95Y103　側溝 I060712 打製石斧? 2a 安山岩 10.66 5.76 2.47 109.42
1158 104 T5　黒色土 I050012 打製石斧 2a 凝灰質砂岩 9.54 8.22 1.93 150.07 土ズレ
1159 104 SK744 I060191 打製石斧 安山岩 10.25 6.47 1.57 115.48
1160 104 X60Y40　Ⅰc層 I060717 打製石斧 安山岩 11.39 9.88 2.20 257.27 土ズレ
1161 104 SI36 I060479 打製石斧 2b 凝灰質砂岩 13.07 8.20 2.82 297.30
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1162 104 SK682 I060063 打製石斧 2b 安山岩 12.21 7.74 2.34 251.08 未使用？
1163 104 SK595 I060350 打製石斧 2b 安山岩 13.44 8.14 2.61 274.17
1164 104 SK3222 環状土坑群３ I060423 打製石斧 2b 安山岩（板状） 15.09 6.95 2.61 253.19
1165 104 X100Y100　Ⅰc層 I060458 打製石斧 3 安山岩 12.08 6.24 1.72 146.13
1166 104 埋甕 31 I060435 打製石斧 3 ホルンフェルス 8.59 6.76 1.81 109.81 小型・刃部なし→模造品か?
1167 104 X80Y84 I060402 打製石斧 3? 凝灰質砂岩 7.05 6.62 1.93 98.94 被熱
1168 104 T5 I060757 打製石斧 3 安山岩 11.44 6.57 1.58 122.93
1169 104 T5　黒色土 I050007 打製石斧 2b 凝灰岩 11.70 5.91 1.65 125.26
1170 104 SI25 I060506 打製石斧 2b 凝灰質砂岩 16.10 8.14 2.57 349.17
1171 104 SK3239 環状土坑群3 I060880 打製石斧 凝灰質砂岩 10.88 9.51 2.70 297.69 部分磨製石斧
1172 104 SK1244 I060171 打製石斧? 凝灰質砂岩 15.47 7.77 2.61 313.97 刃部なし→打製石斧模造品か?
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1173 105 X60～65Y43～47
Ⅰc層 I060721 打製石斧未成品 4 安山岩? 12.77 4.48 1.49 97.77 被熱

1174 105 X52～54Y28～33
Ⅱa層 I060459 打製石斧未成品 4 凝灰岩 10.78 5.70 1.98 121.80 刃部なし

1175 105 土坑群 X82Y85　 I060622 打製石斧未成品? 4 安山岩 10.53 5.89 2.44 160.37 不定形石器?裏面擦痕
1176 105 X101Y93　Ⅰc層 I060726 打製石斧未成品 4 安山岩（板状） 14.20 6.10 1.47 167.44

1177 105 X39Y20～23　
Ⅰc層 I060627 打製石斧未成品? 4 安山岩（板状） 10.31 5.49 1.47 78.96 土ズレ，不定形石器?

1178 105 X99Y91　Ⅰc層 I060724 打製石斧未成品 4 安山岩（板状） 9.48 6.13 1.42 119.86 土ズレ
1179 105 X99Y91　Ⅰc層 I060734 打製石斧未成品 4 凝灰岩? 20.54 10.17 3.74 840.42 被熱
1180 105 SI13 I060910 打製石斧未成品 4 凝灰質砂岩 9.88 10.25 2.39 249.42 側面垂直打ち

1181 105 X52～55Y42～45
Ⅱb層 I060737 剥片 凝灰岩 16.29 10.32 2.71 495.33

1182 105 SI27 X101Y91 I060511 剥片 安山岩 15.76 6.44 2.37 173.93
1183 105 SI22 I060922 剥片 安山岩 10.89 3.22 1.16 26.21
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1184 105 SI21 I060053 削器 安山岩 6.52 5.60 0.81 24.86
1185 105 SX284 I060805 削器 硬質頁岩 3.32 6.71 1.57 31.92
1186 105 X47Y36　Ⅰc層 I060635 削器 安山岩 4.22 8.59 0.77 25.48
1187 105 X42Y26　Ⅰc層 I060636 削器 安山岩 5.08 7.71 0.81 26.36
1188 105 X100Y90　Ⅱa層 I060742 削器 安山岩（板状） 4.94 8.92 0.89 48.11
1189 105 X53Y42　Ⅱb層 I060198 削器 凝灰質砂岩 8.35 8.78 2.00 195.66
1190 105 SK1250 I060871 削器 安山岩（板状） 7.72 10.36 1.05 67.01
1191 105 X102Y95　Ⅰc層 I060714 削器 凝灰岩 12.79 10.14 2.51 279.01
1192 105 X39Y25　Ⅰc層 I060730 削器 安山岩 8.06 10.66 2.18 169.54

1193 105 X39Y20～23　
Ⅰc層 I060629 削器 安山岩（板状） 9.88 8.45 1.84 141.49 刃こぼれ

127 1194 106 SI9 I060903 貝殻状削器 流紋岩 7.92 7.08 1.71 84.54 砥石に転用か?
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1195 106 SI13 I060909 貝殻状削器 安山岩 4.46 7.00 1.11 28.23
1196 106 SK292 I060778 貝殻状削器 凝灰質砂岩 6.14 9.14 1.59 89.08
1197 106 SX284 I060068 貝殻状削器 凝灰質砂岩 5.09 8.24 1.73 66.83
1198 106 SK283 I060807 貝殻状削器 凝灰岩 5.91 9.55 1.34 62.67
1199 106 SK360 I060787 貝殻状削器 安山岩? 6.91 8.85 1.36 66.21
1200 106 埋甕31 I060847 貝殻状削器 安山岩 7.52 9.57 1.73 118.57 側縁加工→刃部形成
1201 106 SI10 I060921 貝殻状削器 凝灰岩 7.35 11.11 1.96 117.89
1202 106 SI18 I060917 貝殻状削器 流紋岩 7.10 10.15 1.94 84.70
1203 106 SI18 I060502 貝殻状削器 凝灰岩 7.73 8.72 1.81 116.01
1204 106 SK283 I060772 貝殻状削器 凝灰岩 8.41 9.25 2.01 174.03
1205 106 SK322 I060830 貝殻状削器 凝灰質砂岩 7.34 10.68 2.39 200.23 側縁加工→刃部形成
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1206 107 X30Y9　Ⅰc層 I060633 貝殻状削器 ホルンフェルス 6.52 6.99 1.31 70.67
1207 107 X53Y42　Ⅱb層 I060199 貝殻状削器 凝灰質砂岩 6.95 8.72 1.92 124.41
1208 107 X103Y97　Ⅱa層 I060634 貝殻状削器 凝灰質砂岩 6.08 9.59 1.25 79.75
1209 107 X71Y60 I060212 貝殻状削器 凝灰質砂岩 6.32 9.88 1.50 99.01
1210 107 排土 I060763 貝殻状削器 安山岩 8.25 11.13 1.50 115.19
1211 107 SK1274 I060044 貝殻状削器 凝灰質砂岩（緑色） 6.35 9.70 2.22 148.92

1212 107 X55Y33　Ⅱa層 I060740 貝殻状削器? 凝灰岩 7.75 9.27 2.26 183.80 つまみ状に加工か?石匙の可能
性あり

1213 107 T4 I060751 貝殻状削器 凝灰岩 8.35 11.76 1.93 184.28

1214 107 T4 I060752 貝殻状削器 凝灰岩（緑色） 12.95 10.09 2.99 311.87 打製石斧1155とほぼ同形→打
製石斧の可能性あり

1215 107 X39Y20～23　
Ⅰc層 I060631 貝殻状削器 凝灰岩 13.09 8.56 1.73 146.23 縦長剥片

1216 108 SK283 I060770 擦切石器 凝灰質砂岩 8.47 10.87 2.56 197.56
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1217 108 SI13 I060048 擦切石器 凝灰質砂岩 8.66 6.76 2.01 123.75 刃先に稜あり
1218 108 SK131 I060161 擦切石器 凝灰質砂岩 6.10 4.11 1.04 26.50
1219 108 SK283 I060812 擦切石器 凝灰質砂岩 5.29 6.34 1.71 72.56
1220 108 SK283 I060806 擦切石器 凝灰質砂岩 7.85 6.71 3.32 154.41 砥石片利用
1221 108 土坑群 X75Y60　 I060702 擦切石器 凝灰質砂岩 9.14 11.28 2.81 228.61
1222 108 SX1239 I060867 擦切石器 流紋岩 6.63 11.28 2.16 164.20 被熱
1223 108 SK4108 I060883 擦切石器 凝灰質砂岩 5.73 11.40 1.67 114.69
1224 108 SK656 I060804 擦切石器 安山岩 6.05 9.48 2.16 116.80 石包丁の模造品か?
1225 108 X53Y33　Ⅰc層 I060819 擦切石器 凝灰質砂岩 7.23 8.81 2.37 156.83
1226 108 X74Y66　Ⅰc層 I060845 擦切石器 凝灰岩 6.49 8.13 3.03 129.57 砥石から転用

1227 108 X60～65Y45～50
Ⅰc層 I060648 擦切石器 凝灰質砂岩 5.29 7.41 1.83 82.72 打製石斧に転用?

1228 108 排土 I060653 擦切石器 凝灰質砂岩 8.82 12.05 2.16 192.02
1229 108 SX328 I060828 擦切石器 安山岩 5.33 7.05 2.17
1230 108 X49Y33　Ⅰc層 I060803 擦切石器 凝灰岩 4.91 7.60 2.16 95.51 折れた打製石斧を転用
1231 108 X99Y66 I060231 擦切石器 凝灰質砂岩 9.37 14.72 2.69 451.77
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1232 109 SI4 I060113 磨製石斧 1 透閃石岩 3.81 2.24 0.63 8.03
1233 109 SI18 I060516 磨製石斧 蛇紋岩 4.86 2.73 0.75 15.64
1234 109 SI25 I060517 磨製石斧 2 透閃石岩 5.36 3.16 0.98 30.16
1235 109 SI22 I060342 磨製石斧 透閃石岩 8.96 4.11 2.22 144.74
1236 109 SI22 炉 I060081 磨製石斧 透閃石岩 9.19 4.49 2.01 170.21 炉内出土だが，焼けていない
1237 109 SI22 I060530 磨製石斧 2 透閃石岩 9.96 4.62 2.09 198.88 刃つぶしか?
1238 109 SI13 I060094 磨製石斧 透閃石岩 8.05 3.88 1.87 92.77 基部
1239 109 SI19 I060337 磨製石斧 透閃石岩 8.60 5.44 2.24 186.57 基部に打点あり
1240 109 SI09 I060324 磨製石斧 3 蛇紋岩 11.84 5.83 2.15 288.39 被熱
1241 109 SI18 I060513 磨製石斧 3 透閃石岩 14.46 6.44 2.83 418.51
1242 109 SI22 №18 I060472 磨製石斧 3 透閃石岩 14.46 6.20 2.70 464.53 刃部再研磨
1243 109 SI14 I060102 磨製石斧 3 透閃石岩 10.39 5.48 2.11 226.99
1244 109 SI18 I060325 磨製石斧 3 透閃石岩 11.84 6.43 2.46 341.03 刃つぶし
1245 109 SI18 №5 I060515 磨製石斧 透閃石岩 8.75 5.55 2.50 217.04 楔形石器に転用か?
1246 109 SI14 炉 I060338 磨製石斧 3 蛇紋岩 12.26 6.17 2.13 276.02
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1247 110 SI21 I060328 磨製石斧 3 蛇紋岩 14.98 6.43 2.68 499.01 刃部研ぎ直し
1248 110 SI21 炉 I060080 磨製石斧 3 透閃石岩 10.58 5.81 2.62 278.43 被熱
1249 110 SI26 I060090 磨製石斧 3 透閃石岩 11.79 6.83 2.72 344.62
1250 110 SP1286 SB6 I060481 磨製石斧 3 凝灰質砂岩 16.28 7.18 3.19 529.51 折れ面再加工
1251 110 SI17 I060556 磨製石斧 3 透閃石岩? 11.89 5.57 2.52 291.08 被熱
1252 110 SK415 I060106 磨製石斧 2 透閃石岩 10.20 4.48 1.53 145.23 刃つぶし
1253 110 SK864 I060120 磨製石斧 3 透閃石岩 10.01 4.70 2.06 196.70
1254 110 SK1207 I060331 磨製石斧 2 蛇紋岩 9.80 4.89 2.43 235.62 刃つぶし
1255 110 SX1234 I060354 磨製石斧 透閃石岩 9.44 3.95 2.67 163.41 楔形石器に転用か?
1256 109 SK283 I060357 磨製石斧 2 蛇紋岩 5.93 3.33 1.49 44.06
1257 109 SX315 I060112 磨製石斧 透閃石岩 5.17 3.90 1.18 37.63 刃つぶし
1258 109 SK426 I060284 磨製石斧 2 透閃石岩 7.57 3.84 2.03 94.02 刃つぶし?
1259 109 SP800 SB11 I060109 磨製石斧 2 蛇紋岩 5.36 3.08 0.90 23.30
1260 109 SX446 環状土坑群4 I060103 磨製石斧 1 透閃石岩 4.99 3.27 1.05 23.63
1261 109 SK370 I060580 磨製石斧 1 透閃石岩 3.93 2.74 0.89 10.77
1262 110 SX1234 I060333 磨製石斧 3 蛇紋岩 11.56 5.48 2.38 271.04
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1263 110 SP1283 SB6 I060526 磨製石斧 3 凝灰岩（緑色） 10.85 5.01 3.08 181.37
1264 110 SK4078 I060360 磨製石斧 蛇紋岩 9.94 4.73 2.05 500.58 敲石に転用
1265 110 SK4099 I060361 磨製石斧 2 透閃石岩 8.27 4.38 1.33 87.35
1266 109 X74Y65　Ⅰc層 I060365 磨製石斧 2 蛇紋岩 6.46 3.36 1.76 53.92
1267 109 T13 I050028 磨製石斧 透閃石岩 4.27 2.01 0.97 11.27
1268 109 X55Y33　Ⅱa層 I060413 磨製石斧 2 透閃石岩 6.19 2.25 1.10 23.31
1269 109 X54Y32　Ⅰc層 I060243 磨製石斧 1 透閃石岩 5.35 2.12 0.94 13.23
1270 109 T4 I050023 磨製石斧 2 透閃石岩 7.21 3.61 1.60 54.19
1271 109 X53Y32　Ⅰc層 I060254 磨製石斧 2 透閃石岩 7.54 3.83 1.74 76.51 側縁抉り，横斧か？
1272 109 X50Y38　Ⅱb層 I060301 磨製石斧 凝灰岩（緑色） 5.84 4.17 2.63 76.03
1273 109 X50Y35　Ⅱa層 I060285 磨製石斧 2 透閃石岩 6.23 3.12 1.04 44.43
1274 110 SK1289 I060529 磨製石斧 3 透閃石岩? 12.25 6.13 2.44 322.05
1275 110 SK4059 I060349 磨製石斧 3 凝灰質砂岩（緑色） 13.36 6.30 2.69 337.45
1276 110 埋甕30 I060364 磨製石斧 3 凝灰質砂岩 12.74 5.33 3.24 310.84
1277 110 SK2156 SI28内 I060045 磨製石斧 3 透閃石岩 10.44 5.72 2.49 260.15
1278 110 SK4108 I060362 磨製石斧 3 透閃石岩 13.04 6.33 2.99 476.07
1279 110 埋甕27 I060572 磨製石斧 2 凝灰質砂岩 8.24 6.07 1.65 80.51
1280 110 X56Y45　Ⅰc層 I060244 磨製石斧 蛇紋岩 7.53 4.33 1.79 81.39
1281 110 T5　黒色土 I050017 磨製石斧 2 凝灰質砂岩 9.09 4.99 3.13 223.70 敲石に転用か?

133

1282 111 X50Y25　Ⅰc層 I060238 磨製石斧 2 ホルンフェルス 9.24 4.33 1.56 93.77

1283 111 X39Y20～23　
Ⅰc層 I060255 磨製石斧 2 蛇紋岩 8.15 3.82 1.23 67.51

1284 111 X50Y36　Ⅰc層 I060307 磨製石斧 2 蛇紋岩 7.08 4.22 2.45 126.52 折れ面の再加工
1285 111 X115～130Y－ I060273 磨製石斧 2 蛇紋岩 7.35 4.66 1.60 87.17
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４　遺　物

第 18 表　石製品一覧（4）

挿図 遺物 写真 遺構 出土地点 台帳番号 種類 分類 石材 法量（㎝・ｇ） 備考長 幅 厚 重

133

1286 111 排土 I060676 磨製石斧 2 凝灰岩（緑色） 8.30 4.10 1.77 95.94
1287 111 X108Y105 I060274 磨製石斧 2 凝灰岩 8.34 4.83 2.55 142.53 被熱，刃つぶし

1288 111 X54～60Y44～49
Ⅰc層 I060262 磨製石斧 3 凝灰質砂岩 10.72 5.33 2.26 200.98

1289 111 X45Y30　Ⅰｃ層 I060105 磨製石斧 透閃石岩 9.94 4.88 2.00 167.84
1290 111 X60Y41　Ⅰc層 I060525 磨製石斧 2 蛇紋岩 8.64 4.39 2.26 124.13 刃つぶし

1291 111 X55Y35　Ⅰ層
（盛土） I060264 磨製石斧 3 透閃石岩 11.70 5.90 2.17 261.22

1292 111 X50Y25　Ⅰc層 I060306 磨製石斧 3 透閃石岩 12.43 5.80 2.24 312.25
1293 111 X35Y20　Ⅰc層 I060007 磨製石斧 2 蛇紋岩 9.70 4.24 2.88 193.67 楔形石器に転用か?
1294 111 X99Y91　Ⅰc層 I060415 磨製石斧 2 透閃石岩 8.67 5.24 1.73 160.80 楔形石器に転用

1295 111 X102Y95　Ⅰc層 I060521 磨製石斧 3 蛇紋岩 11.95 6.95 2.63 437.57 折れの後刃つぶし，礫石錘に再
加工か?

1296 111 X41Y25　Ⅰc層 I060125 磨製石斧 3 透閃石岩 10.86 7.46 2.24 323.08
1297 111 X45Y28　Ⅰc層 I060253 磨製石斧 3 透閃石岩 9.62 4.23 1.43 90.52

134

1298 111 X96Y85　Ⅰc層 I060412 磨製石斧 3 蛇紋岩 14.52 6.28 2.56 404.39
1299 111 排土中 I060512 磨製石斧 3 透閃石岩? 12.99 5.67 2.24 271.35
1300 111 X102Y95　Ⅰc層 I060523 磨製石斧 3 透閃石岩? 11.16 5.88 2.54 237.82
1301 111 X108Y110　Ⅰc層 I060533 磨製石斧 透閃石岩 7.73 4.87 1.78 106.25
1302 111 Ⅰc層 I060098 磨製石斧 透閃石岩 5.09 5.44 2.35 88.91
1303 111 X47Y28　Ⅰc層 I060258 磨製石斧 3 凝灰質砂岩 13.87 6.32 2.58 373.27
1304 111 X40Y20　Ⅱa層 I060407 磨製石斧 3 蛇紋岩 11.03 5.27 2.58 268.43
1305 111 X96Y85　Ⅰc層 I060408 磨製石斧 3 蛇紋岩 10.19 4.72 1.91 162.26

1306 111 X39Y20～23　
Ⅰc層 I060257 磨製石斧 凝灰質砂岩 8.64 4.62 2.07 136.91

1307 111 X60～65Y45～50
Ⅰc層 I060308 磨製石斧 凝灰岩 8.16 4.69 1.93 130.60

1308 111 X53Y30～33　
Ⅱa層 I060290 磨製石斧 3 透閃石岩 13.44 5.52 2.21 327.44

1309 111 X102Y95　Ⅰc層 I060522 磨製石斧 3 透閃石岩? 10.67 5.10 1.89 185.25
1310 111 X45Y33　Ⅱb層 I060272 磨製石斧 蛇紋岩 9.59 5.15 2.15 194.46
1311 111 X51Y25　Ⅱ層 I060266 磨製石斧 3 蛇紋岩 11.52 5.99 2.65 341.62

135

1312 112 X45Y30　Ⅰc層 I060657 磨製石斧未成品 1 透閃石岩？ 11.09 5.75 2.21 217.54 素材
1313 112 X29Y11　Ⅰc層 I060656 磨製石斧未成品 2 透閃石岩? 5.04 2.56 1.15 19.60
1314 112 SK650 I060799 磨製石斧未成品 2 透閃石岩 5.90 4.51 2.16 73.50
1315 112 SK148 I060019 磨製石斧未成品 2 透閃石岩 8.17 4.34 2.63 119.32
1316 112 SK292 I060776 磨製石斧未成品 2 透閃石岩? 6.89 3.30 1.59 54.82
1317 112 T8 I060840 磨製石斧未成品 2 蛇紋岩 10.78 5.20 2.51 241.25
1318 112 X96Y85　Ⅰc層 I060411 磨製石斧未成品 3a 蛇紋岩 10.35 4.69 1.93 152.70
1319 112 SI13 I060115 磨製石斧未成品 3a 透閃石岩 6.68 3.61 2.01 71.83

1320 112 SK148 I060010 磨製石斧未成品 3a 凝灰岩（緑色・斑状
結晶） 10.57 6.91 2.78 309.77

1321 112 SI14 I060950 磨製石斧未成品 3a 凝灰岩 13.62 7.68 4.33 598.07 炉石に転用
1322 112 SK3222 環状土坑群3 I060017 磨製石斧未成品 3a 凝灰質砂岩 23.72 7.61 5.60 1360.00
1323 112 SK292 I060009 磨製石斧未成品 3a 凝灰岩（緑色） 4.56 7.54 3.19 128.99

1324 112 SK1247 I060554 磨製石斧未成品 3a 凝灰岩（大型緑色
結晶） 11.60 7.63 4.22 530.71

136

1325 112 SK283 I060021 磨製石斧未成品 3a 凝灰質砂岩（緑色） 17.65 6.84 3.69 665.00
1326 112 X96Y85　Ⅰc層 I060414 磨製石斧未成品 3a 蛇紋岩? 14.61 6.06 2.97 399.96

1327 112 X60～65Y45～50
Ⅱb層 I060220 磨製石斧未成品 3a 凝灰岩 8.63 5.52 3.63 234.81

1328 112 SK1273 I060480 磨製石斧未成品 4a 透閃石岩 12.50 6.36 3.66 443.50 被熱
1329 112 SK1244 I060170 磨製石斧未成品 4a 凝灰岩 13.78 7.22 3.71 540.03
1330 112 SI14 I060012 磨製石斧未成品 4a 蛇紋岩 12.43 6.13 2.95 349.83
1331 112 SI14 炉内 I060448 磨製石斧未成品 4a 透閃石岩 6.14 2.89 1.59 37.00
1332 112 SI10 I060123 磨製石斧未成品 4b 蛇紋岩 7.16 4.56 2.39 111.82
1333 112 X96Y85　Ⅰc層 I060410 磨製石斧未成品 4b 蛇紋岩 11.39 5.49 2.74 266.68
1334 112 SK4062 I060359 磨製石斧未成品 4a 透閃石岩 8.85 5.15 1.94 111.98
1335 112 SI1 I060100 磨製石斧未成品 4a 透閃石岩 7.36 5.28 2.66 133.66
1336 112 X47Y32　Ⅱa層 I060747 磨製石斧未成品 3b 透閃石岩 5.69 3.44 1.26 31.62
1337 112 SK283 I060815 磨製石斧未成品 3b 透閃石岩 7.51 3.02 1.55 44.00
1338 112 SK3249 環状土坑群5 I060329 磨製石斧未成品 3b 蛇紋岩 5.24 2.60 1.01 19.11 再生品か?
1339 112 SK4114 I060071 磨製石斧未成品 5 蛇紋岩 13.78 8.74 2.87 531.66 擦切り痕残る

137

1340 108 SI18 I060038 擦石 花崗岩 12.81 9.12 5.60 960.00 表：擦，裏：敲
1341 108 SX1239 I060583 擦石 凝灰岩 11.55 7.26 4.86 504.00
1342 108 SK4113 I060070 擦石 安山岩 10.04 9.53 4.99 635.00 被熱
1343 108 X61Y43　Ⅰc層 I060482 擦石 凝灰質砂岩 13.66 7.37 4.32 690.00
1344 108 X45Y30　Ⅰc層 I060624 擦石 凝灰岩 7.84 5.86 2.82 202.24 敲石に転用

1345 108 X57～60Y38～40
Ⅰc層 I060652 擦石 凝灰岩 11.93 10.70 4.83 822.91

1346 113 X95Y103　側溝 I060711 敲石 3 花崗岩 16.91 7.33 5.16 1018.58 半円状扁平打製石器
1347 113 SX284 I060067 敲石 3 凝灰岩 9.33 6.36 3.67 246.38 半円状扁平打製石器
1348 113 SX1272 I060946 敲石 3 凝灰岩 14.69 6.06 4.14 477.67 半円状扁平打製石器

138

1349 113 SI1 I060948 敲石 1 凝灰岩 4.70 5.33 1.44 38.57 子供用か?
1350 113 SI1 I060886 敲石 1 凝灰岩 5.42 5.08 2.95 110.87 子供用か?
1351 113 SI13 I060911 敲石 1 凝灰岩 10.49 6.53 2.83 288.85 擦石か?側面は整形加工か?
1352 113 SI15 炉内 I060147 敲石 1 流紋岩 10.60 7.17 5.75 625.00
1353 113 SI15 炉 I060339 敲石 2 安山岩 10.90 4.00 3.15 150.68
1354 113 SI17 I060941 敲石 1 流紋岩 12.41 6.02 3.81 327.47
1355 113 SI22 I060438 敲石 2 凝灰岩 13.39 7.48 5.06 700.00
1356 113 X47Y28　Ⅰc層 I060005 敲石 1 安山岩 10.99 8.29 4.11 591.78
1357 113 SK886 I060184 敲石 2 凝灰質砂岩 13.70 4.23 3.06 222.26
1358 113 SK1277 環状土坑群1 I060943 敲石 1 流紋岩 12.38 10.05 7.67 1338.57
1359 113 SX1239 I060440 敲石 1 凝灰質砂岩 11.68 8.93 4.99 800.00 擦痕あり

139

1360 113 SK283 I060014 敲石 2 凝灰質砂岩 11.20 5.48 3.59 332.04
1361 113 X80Y84 I060278 敲石 2 凝灰質砂岩 13.88 6.79 5.04 615.00 被熱
1362 113 X100Y107　Ⅰc層 I060471 敲石 2 安山岩 17.08 5.44 4.05 416.67
1363 113 X117Y111　Ⅱa層 I060294 敲石 2 凝灰岩 14.85 7.49 4.09 675.00 磨製石斧から転用
1364 113 X－Y－　Ⅰa層 I060259 敲石 2 安山岩 12.81 8.25 6.41 845.00
1365 113 T8 I050031 敲石 1 凝灰質砂岩 11.42 8.08 4.52 650.00
1366 16 X78Y65　Ⅱa層 I060215 敲石 1 凝灰質砂岩 10.46 6.21 2.90 238.59 赤色顔料（ベンガラ?）付着

140
1367 113 X100Y107　Ⅰc層 I060465 敲石 2 凝灰質砂岩 15.77 5.99 5.99 875.00

1368 113 X39Y20～23　
Ⅰc層 I060466 敲石 3? 凝灰質砂岩 15.54 7.64 3.96 830.00 半円状扁平打製石器か?
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第Ⅲ章　縄文時代

第 18 表　石製品一覧（5）

挿図 遺物 写真 遺構 出土地点 台帳番号 種類 分類 石材 法量（㎝・ｇ） 備考長 幅 厚 重

140

1369 113 X60～65Y43～47
Ⅰc層 I060654 敲石 1 泥岩 5.78 5.14 3.58 155.45 ハンマーストーン

1370 113 SK330 I060193 敲石？ 4 ヒスイ 5.78 5.04 3.38 180.93 境Ａ遺跡に類例あり
1371 113 X44Y21　Ⅰc層 I060651 敲石 3 安山岩 5.28 10.68 3.68 262.10 半円状扁平打製石器か?
1372 114 SI13 I060183 凹石 1 凝灰質砂岩 8.62 5.82 2.98 213.21
1373 114 SI13 I060092 凹石 1 凝灰質砂岩 12.53 9.01 4.33 549.73
1374 114 SI18 I060036 凹石 1 安山岩 11.51 7.58 4.19 471.49 擦石兼用か?
1375 114 SI18 I060039 凹石 1 凝灰岩 9.66 8.10 5.83 571.75
1376 114 SI20 I060492 凹石 1 凝灰質砂岩 9.77 8.22 4.11 419.44

141

1377 114 SI23 炉 I060082 凹石 1 凝灰岩 9.91 5.54 3.48 238.90 被熱，折れた後も使用
1378 114 SI32 I060086 凹石 1 凝灰岩 21.11 8.09 4.69 895.00
1379 114 SX284 I060774 凹石 1 安山岩 14.62 5.61 4.35 370.17
1380 114 SK322 I060169 凹石 1 花崗岩 13.09 5.63 3.64 407.20
1381 114 SK4097 I060882 凹石 1 凝灰岩 9.11 5.50 2.68 153.86
1382 114 SI36 №4 I060089 凹石 1 安山岩 8.99 7.68 5.22 387.24 被熱
1383 114 SI37 炉跡 I060474 凹石 1 凝灰質砂岩 9.74 8.21 5.57 590.23
1384 114 SK219 I060190 凹石 1 凝灰質砂岩 6.82 8.28 4.87 389.27
1385 114 SK4029 I060541 凹石 1 凝灰質砂岩 10.49 7.46 4.27 491.66

142

1386 114 SK292 I060779 凹石 1 凝灰質砂岩 13.31 8.58 3.17 一部擦痕
1387 114 SK1290 I060539 凹石 1 凝灰質砂岩 15.90 10.44 5.60 980.00
1388 114 X58Y37　Ⅰc層 I060179 凹石 1 凝灰質砂岩 8.72 7.51 3.40 291.92
1389 114 X83Y74　Ⅱa層 I060493 凹石 1 安山岩 9.46 8.89 5.59 591.66
1390 115 X90Y90 I060497 凹石 2 凝灰質砂岩 10.42 9.52 3.16 351.13 回転穿孔の可能性あり
1391 115 SK1214 SB16 I060441 凹石 2 凝灰質砂岩 8.90 12.21 2.67 402.12 回転穿孔
1392 115 SK1285 I060042 凹石 2 凝灰岩 9.72 7.84 3.59 342.12 回転穿孔
1393 114 X50Y35　Ⅰc層 I060151 凹石 1 凝灰岩 7.36 8.75 3.31 201.74 筋砥石転用か?
1394 114 X39Y25　Ⅰc層 I060239 凹石 1 凝灰岩 11.05 6.79 4.43 289.35

143

1395 114 X－Y－　Ⅱa層 I060204 凹石 1 安山岩 12.66 8.64 5.67 745.00
1396 114 X105Y90　側溝 I060008 凹石 1 安山岩 10.17 9.09 5.62 564.93 被熱
1397 114 X70Y50　Ⅱb層 I060194 凹石 1 凝灰岩 7.10 6.61 3.38 172.00

1398 114 X60～65Y43～47
Ⅰc層 I060226 凹石 1 凝灰岩 7.92 7.15 2.32 132.73

1399 114 X56Y45　Ⅰc層 I060649 凹石 1 凝灰岩 7.72 9.06 4.25 391.05
1400 114 X52Y33　Ⅰc層 I060152 凹石 1 凝灰質砂岩 11.38 10.36 6.22 960.00
1401 114 X45Y21　Ⅰc層 I060313 凹石 1 凝灰岩 9.61 8.45 5.11 487.48
1402 114 X37Y21　Ⅰc層 I060240 凹石 1 凝灰岩 10.49 7.18 5.77 459.80
1403 114 X115～125Y－ I060317 凹石 1 凝灰岩 10.30 9.56 3.64 363.74

144

1404 115 SI9 I060159 石錘 2 凝灰岩 6.85 5.60 2.34 93.29 切目石錘
1405 115 SI10 I060143 石錘 1 凝灰岩 6.39 4.92 1.71 69.50
1406 115 SI12 I060028 石錘 1 凝灰質砂岩 6.41 5.36 1.54 78.04
1407 115 SI13 I060166 石錘 1 安山岩 4.30 3.67 1.37 35.31
1408 115 SI14 I060914 石錘 1 凝灰質砂岩 4.91 3.45 1.82 44.57
1409 115 SI14 I060058 石錘 1 凝灰岩 4.48 3.85 2.11 50.73
1410 115 SI18 I060175 石錘 1 凝灰岩 7.24 5.98 1.28 80.30
1411 115 SK1 I060142 石錘 1 凝灰岩 6.22 4.53 1.74 56.80
1412 115 SK219 I060015 石錘 1 凝灰質砂岩 6.10 4.51 1.63 65.32
1413 115 SK219 I060442 石錘 1 凝灰岩 9.05 5.48 3.74 276.89 両側敲打整形，編物石か
1414 115 SK283 I060168 石錘 1 凝灰質砂岩 5.76 4.27 2.37 77.86
1415 115 X52Y33　Ⅰc層 I060691 石錘 1 安山岩 7.06 3.51 1.47 59.89
1416 115 SK292 I060777 石錘 1 安山岩 7.95 5.10 3.16 194.37
1417 115 埋甕 6 I060006 石錘 1 凝灰質砂岩 6.78 5.11 1.86 97.93
1418 115 SK1253 I060589 石錘 1 凝灰質砂岩 6.13 5.13 1.58 72.00
1419 115 SK596 I060186 石錘 1 凝灰質砂岩 4.56 3.44 1.52 36.96
1420 115 SK1114 I060863 石錘 1 粘板岩 5.75 4.99 1.48 56.83
1421 115 SK4106　付近 I060498 石錘 2 凝灰岩 7.21 4.43 1.75 66.63 切目石錘
1422 115 Ⅰc層 I060443 石錘 1 凝灰質砂岩 5.12 4.35 2.11 68.91
1423 115 不明 I060233 石錘 1 凝灰岩 6.71 5.48 1.56 61.20
1424 115 X47Y36　Ⅰc層 I060310 石錘 1 凝灰質砂岩 6.91 5.80 1.67 89.77
1425 115 X38Y17　Ⅰc層 I060149 石錘 1 凝灰岩 7.82 5.40 1.76 103.01
1426 115 X108Y105　側溝 I060587 石錘 1 凝灰岩 7.09 6.32 1.87 88.00
1427 115 X40Y20　Ⅱa層 I060464 石錘 1 凝灰質砂岩 10.43 6.86 3.26 344.01
1428 115 T10 I050035 石錘 1 凝灰質砂岩 6.78 7.82 1.80 73.93
1429 115 SK2170 I060947 加工礫 安山岩（板状） 7.90 6.53 1.30 87.42 縁辺加工・刃なし
1430 123 SK790 SB10 I060926 加工礫 安山岩 10.75 4.90 4.70 294.88 石棒・石刀未成品の可能性あり
1431 115 X102Y95　Ⅰc層 I060715 礫器 凝灰岩 14.41 8.29 3.40 514.08 端部に加工痕あり

145

1432 117 SI18 I060003 石皿 凝灰質砂岩 27.16 27.27 7.67 6900.00 被熱
1433 117 SI22 I060585 石皿 凝灰質砂岩 35.96 24.05 13.68 14000.00
1434 117 SX1246 I060581 石皿 凝灰質砂岩 28.10 15.81 7.58 3950.00 仕上砥か?
1435 117 X70Y50　Ⅱ層 I060302 石皿 凝灰質砂岩 14.35 11.05 5.61 1150.00
1436 117 SI15 炉 I060173 砥石 1 凝灰質砂岩 32.96 25.36 7.79 9000.00
1437 117 SI9 I060174 砥石 1 凝灰質砂岩 27.71 21.15 5.86 3500.00
1438 116 SI2 I060436 砥石 1 凝灰質砂岩 23.67 15.93 6.73 3000.00
1439 116 SI22 №18 I060473 砥石 1 凝灰質砂岩 20.73 22.24 6.84 3700.00 被熱
1440 117 SI22 №16 I060520 砥石 1 凝灰質砂岩 23.48 26.46 6.87 4200.00
1441 116 SK1254 I060141 砥石 1 凝灰質砂岩 18.73 21.27 8.19 4200.00 被熱
1442 116 SI18 炉（東側） I060077 砥石 1 凝灰岩 17.82 13.20 3.56 840.00
1443 116 SK1244 I060172 砥石 1 凝灰質砂岩 18.67 16.36 7.21 2500.00 被熱

146

1444 118 SI18 I060495 砥石 1 凝灰質砂岩 10.53 10.44 6.24 760.00 側面の砥面は小型磨製石斧に
よるか?

1445 116 X47Y28　Ⅰc層 I060119 砥石 1 凝灰質砂岩 13.63 7.10 1.94 179.23 打製石斧模造品の可能性あり
1446 116 SI2 I060889 砥石 1 凝灰質砂岩 9.13 8.59 5.21 435.48
1447 116 SI20 I060054 砥石 1 凝灰質砂岩 12.11 10.53 8.63 1390.00
1448 116 SK429 I060800 砥石 1 凝灰質砂岩 10.60 11.24 4.17 442.79
1449 116 X50Y36　Ⅰc層 I060371 砥石 1 凝灰質砂岩 9.51 5.48 2.21 114.27
1450 116 X52Y33　Ⅰc層 I060223 砥石 1 凝灰質砂岩 8.11 9.32 4.63 465.36
1451 116 SX490 I060795 砥石 1 凝灰岩 7.02 6.08 3.12 181.49
1452 116 X80Y70　Ⅱa層 I060213 砥石 1 凝灰質泥岩 13.27 6.39 3.21 268.64
1453 116 SK283 I060769 砥石 1 凝灰岩 9.62 9.11 2.81 238.49
1454 116 T7　黒色層 I050033 砥石 1 凝灰質泥岩 12.14 10.94 3.07 469.32 破片を利用，断面にも擦痕あり
1455 116 SK4127 SI18内 I060046 砥石 1 凝灰質砂岩 14.87 11.07 3.85 543.26

147 1456 119 SI13 I060912 砥石 2 凝灰質砂岩 11.71 12.18 7.63 1180.84 筋砥石
1457 119 SK283 I060013 砥石 2 凝灰質砂岩 9.98 7.63 3.80 286.00 筋砥石
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４　遺　物

第 18 表　石製品一覧（6）

挿図 遺物 写真 遺構 出土地点 台帳番号 種類 分類 石材 法量（㎝・ｇ） 備考長 幅 厚 重

147

1458 119 SK292 I060157 砥石 2 凝灰質砂岩 11.46 7.45 4.64 412.46 筋砥石
1459 119 SK356 I060825 砥石 2 凝灰質砂岩 10.70 12.42 4.18 673.22 筋砥石

1460 119 X70～75Y50～55
Ⅰc層 I060716 砥石 2 凝灰質砂岩 10.54 13.72 3.24 406.44 筋砥石，二次加工で刃部形成

か?
1461 119 T5　黒色土 I050040 砥石 2 凝灰質砂岩 8.32 8.61 2.13 168.64 筋砥石
1462 119 排土中 I060494 砥石 2 凝灰質砂岩 13.98 17.11 7.92 2600.00 筋砥石
1463 119 T5　黒色土 I050038 砥石 2 凝灰質砂岩 9.51 8.86 3.32 265.97 筋砥石
1464 118 土坑群 X62Y40　 I060584 砥石 2 凝灰質砂岩 40.12 17.24 15.17 11500.00 筋砥石，折れ面縁に加工あり
1465 118 X55Y40 I060209 砥石 2 凝灰質砂岩 22.64 11.18 7.87 2700.00 筋砥石
1466 118 土坑群 X62Y40 I060615 砥石 2 凝灰質砂岩 22.43 16.65 12.87 5750.00 筋砥石

148

1467 99 T5 I050046 原石 黒曜石（魚津坪野） 5.45 4.60 2.92 黒曜石産地推定
1468 99 SI18 I060925 石核 ガラス質安山岩 10.52 12.00 7.35 1049.16
1469 99 T5　排土 石核 黒曜石（諏訪） 3.46 3.50 1.35 12.89 黒曜石産地推定
1470 99 T5 I050047 原石 黒曜石（不明1） 5.26 3.32 3.35 黒曜石産地推定
1471 99 SX1237 石核 黒曜石（不明1） 2.32 3.38 1.99 16.18 黒曜石産地推定
1472 99 SI13 石核 黒曜石（不明1） 2.36 2.32 1.24 6.80 黒曜石産地推定
1473 99 T5 I050048 原石 黒曜石（魚津坪野） 3.97 4.49 3.32 黒曜石産地推定
1474 99 SI13 二次加工剥片 黒曜石（不明1） 3.16 1.86 1.18 6.56 黒曜石産地推定
1475 99 SI13 剥片 黒曜石（不明1） 1.71 2.32 0.64 1.78 黒曜石産地推定
1476 99 SI13 剥片 黒曜石（羽黒） 1.36 2.29 0.24 0.60 黒曜石産地推定

1477 99 X100～105Y95～
100　Ⅰc層 剥片 黒曜石（諏訪） 2.62 3.62 1.45 9.56 黒曜石産地推定

149

1478 99 X52～54Y28～33
Ⅱa層 石核 黒曜石（不明1） 2.47 3.99 2.26 17.29 黒曜石産地推定

1479 99 T8 I050049 石核 鉄石英 6.96 8.79 3.24 魚津産赤石?垂直打撃

1480 99 X60～65Y43～47
Ⅰc層 石核 黒曜石（不明1） 3.41 2.86 2.99 24.00 黒曜石産地推定

1481 99 SI12 I060076 石核 硬質頁岩（玉随を
伴う） 4.75 6.16 3.88 88.00

1482 99 SI21 №2 I060084 石核 硬質頁岩 3.19 5.25 3.24 55.29 垂直打ち
1483 99 SI9 剥片 黒曜石（不明1） 4.36 2.31 1.42 10.18 黒曜石産地推定
1484 99 X35Y5　Ⅱ層 I060813 剥片 黒曜石（不明1） 7.21 2.20 1.57 18.40 黒曜石産地推定
1485 99 X50Y36　Ⅰc層 剥片 黒曜石（諏訪） 2.41 2.20 0.62 2.34 黒曜石産地推定

1486 99 T9　建物付近黒
色土 剥片 黒曜石（諏訪） 2.17 1.31 0.77 1.80 黒曜石産地推定

1487 99 T5　排土 剥片 黒曜石（不明2） 3.66 1.76 1.47 9.32 黒曜石産地推定

150

1488 16 SI10 I060002 石棒 ホルンフェルス
（砂岩質） 47.51 9.50 8.33 5800.00 大型彫刻石棒

1489 121 SK3239 環状土坑群3 I060575 石棒 粘板岩 36.70 6.30 4.14 1295.00
1490 120 SK3239 環状土坑群3 I060576 石棒 凝灰岩 10.16 4.58 4.50 320.00
1491 120 SK3239 環状土坑群3 I060577 石棒 片岩（緑色） 13.10 4.67 3.80 380.00
1492 120 SK283 I060129 石棒 凝灰岩 17.43 7.78 6.79 945.00
1493 120 SK750 I060065 石棒 凝灰岩 7.13 4.69 2.32 89.78
1494 120 埋甕4 I060842 石棒 片岩 9.23 3.20 2.63 91.76
1495 120 SK477 I060140 石棒 安山岩 7.77 6.14 4.40 330.29 一部摩耗痕

151

1496 120 SK794 I060095 石棒 凝灰質砂岩 8.73 5.03 3.53 217.31
1497 120 SK3200 I060023 石棒 凝灰質砂岩 10.88 3.72 3.11 215.46
1498 120 SK1214 SB16 I060446 石棒 凝灰質砂岩 13.75 5.54 3.01 287.56 被熱
1499 120 X89Y76　Ⅱ層 I060288 石棒 安山岩 22.17 3.82 3.22 360.07
1500 120 X47Y32　Ⅰc層 I060309 石棒 粘板岩 11.52 4.08 2.84 195.86
1501 120 T5　黒色土 I050041 石棒 凝灰岩（大型結晶） 6.80 4.79 3.82 174.42
1502 120 SK794 I060093 石棒（異形） 凝灰質砂岩 10.73 5.99 5.03 347.42
1503 121 X35Y20　Ⅰc層 I060611 石棒（異形） 安山岩 7.02 4.69 4.85 191.18 境Aに類例あり
1504 120 SK1214 SB16 I060447 石棒（異形） 凝灰岩（緑色） 14.21 6.72 4.81 635.00 折れ面整形
1505 120 X108Y105 I060283 石棒 凝灰質砂岩 24.84 9.69 5.85 948.00
1506 120 X93Y83　Ⅰc層 I060487 石棒 凝灰質砂岩 15.11 6.74 5.78 860.00 被熱

152

1507 121 X80Y78　Ⅰc層 I060001 石棒 安山岩 61.14 15.77 13.34 16600.00 広場1出土，大型彫刻石棒
1508 120 X71Y65　Ⅰc層 I060018 石棒 安山岩 14.94 4.37 4.00 420.97

1509 120 X130Y123　Ⅱa
層? I060293 石棒 凝灰岩 19.42 4.62 3.79 488.95 塩屋石?

1510 123 X39Y20～23　
Ⅰc層 I060662 石棒・石刀未成品 安山岩 13.84 3.69 3.99 337.02

1511 123 SK656 I060817 石棒･石刀未成品 安山岩 13.73 3.98 2.37 175.11
1512 123 SK392 I060831 石棒・石刀未成品 安山岩 10.46 4.60 3.31 223.04
1513 123 SK392 I060824 石棒・石刀未成品 凝灰岩 11.10 4.56 2.53 166.52
1514 123 土坑群 X77Y74　 I060660 石棒・石刀未成品 安山岩 10.13 4.04 3.20 205.79
1515 123 X48Y26　Ⅰc層 I060470 石棒素材 安山岩 7.59 3.88 3.16 184.60

153

1516 120 SI13 I060056 石刀 粘板岩 16.18 3.03 1.80 115.72
1517 120 SK788 I060156 石刀 ホルンフェルス 8.67 2.84 1.83 64.65
1518 120 SK855 I060155 石刀 粘板岩 9.67 3.51 1.53 69.20
1519 120 SK219 I060445 石刀 凝灰岩（緑色） 8.28 4.46 2.73 136.35
1520 120 SK788 I060158 石刀 粘板岩 5.75 2.10 1.50 21.33
1521 120 SK881 I060162 石刀 ホルンフェルス 7.19 3.15 1.55 56.37
1522 120 埋甕14 I060027 石刀 粘板岩 8.44 2.43 1.38 38.81
1523 120 埋甕23 I060540 石刀 粘板岩 8.22 2.50 1.45 39.62 被熱
1524 120 SK3200 I060026 石刀 粘板岩 12.04 2.95 1.36 72.91 再加工
1525 120 埋甕22 I060534 石刀 凝灰岩 5.69 4.01 2.05 35.98
1526 120 X41Y27　Ⅰc層 I060305 石刀 粘板岩 7.18 2.84 1.89 42.66
1527 120 X46Y35　Ⅰc層 I060245 石刀 粘板岩 8.53 2.04 1.00 25.63

1528 120 X39Y20～23　
Ⅰc層 I060693 石刀 粘板岩 9.13 2.05 1.33 28.42

1529 120 T5 I050001 石刀 粘板岩 10.57 2.29 1.64 53.91
1530 120 X28Y9　Ⅰc層 I060311 石刀 粘板岩 9.15 3.40 1.52 56.46
1531 120 X72Y70 I060280 石刀 粘板岩 8.24 2.53 1.62 51.43
1532 120 X49Y28　Ⅰc層 I060685 石刀? 蛇紋岩 3.83 2.87 0.97 13.73
1533 120 X51Y31　Ⅱa層 I060295 石刀 粘板岩 3.80 3.02 1.74 34.13
1534 120 T4 I050003 石刀 粘板岩 8.02 2.84 2.00 86.68 被熱
1535 120 X60Y30 I060275 石刀 粘板岩 8.48 4.15 1.94 122.58
1536 120 X50Y36　Ⅰc層 I060148 石刀 片岩 16.54 2.63 1.74 124.75
1537 120 T4　黒色土 I050019 石刀? 凝灰岩 4.22 4.60 1.22 38.20
1538 120 T4　黒色土 I050002 石刀 粘板岩 6.52 2.57 1.97 61.81
1539 120 T8 I050004 石刀 粘板岩 3.79 2.61 1.52 24.43
1540 120 X40Y20　Ⅱa層 I060444 石刀 ホルンフェルス 11.63 3.21 2.47 106.40
1541 122 排土 I060680 石刀 ホルンフェルス 3.88 4.99 3.25 69.40 成興野型石棒

154
1542 123 X54Y31　Ⅰc層 I060694 石冠 1 凝灰岩 2.97 5.20 4.76 82.86 被熱
1543 123 T8 I050042 石冠 1 凝灰質砂岩 5.57 12.45 4.27 182.12 晩期
1544 123 T13 I050005 石冠 2 凝灰質砂岩 2.71 3.82 1.83 21.16
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第Ⅲ章　縄文時代

第 18 表　石製品一覧（7）

第 19 表　剥片類一覧

挿図 遺物 写真 遺構 出土地点 台帳番号 種類 分類 石材 法量（㎝・ｇ） 備考長 幅 厚 重

154

1545 123 SI13 I060928 石冠 2 流紋岩 3.03 3.77 3.97 45.87 被熱

1546 123 X57～60Y38～40
Ⅰc層 I060687 石冠? 2 凝灰質泥岩 4.70 5.89 1.89 37.98

1547 123 SK242 I060818 石冠 2 安山岩 4.30 8.64 4.33 208.29
1548 123 X－Y－　Ⅱa層 I060267 石冠 2 凝灰岩 5.77 8.68 3.83 208.25
1549 123 T6　排土 I050030 石冠 2 凝灰質砂岩 7.85 11.25 5.51 660.00 未成品か?
1550 123 Ⅰ層 I060612 石冠 2 凝灰質泥岩 5.71 8.82 4.35 240.80 縄文中期末～後期初
1551 123 X40Y24　Ⅰc層 I060696 石冠 2 透閃石岩? 5.54 8.72 3.38 217.56 敲打整形，完成品か?

155

1552 122 SK891 I060064 石鋸形石器 凝灰岩（緑色） 8.40 18.63 3.24 440.87 境A遺跡に類例あり
1553 122 SX479 I060160 独鈷石 凝灰岩 6.14 13.39 2.40 225.12 被熱
1554 122 SK1259 I060613 円盤形石器 泥岩 3.69 2.71 0.70 7.92 研磨痕あり
1555 124 SI21 I060949 岩版類 凝灰質泥岩 7.74 3.35 1.39 43.18 縄文時代晩期?混入か?
1556 124 X102Y95　Ⅰc層 I060543 岩版類 凝灰質砂岩 8.34 3.98 1.45 62.96
1557 124 SX284 I060030 岩版類 凝灰質泥岩 6.11 4.22 1.26 34.38

1558 121 X98Y89　Ⅰc層 I060695 岩版類 凝灰岩 4.70 4.62 1.18 19.52 三脚形石器，研磨，境A遺跡に類
例あり

1559 16・124 SI2 I060605 垂玉 滑石?（黒色） 2.18 1.15 0.70 3.08
1560 16・124 X54Y43　Ⅰc層 I060607 垂玉 滑石?（黒色） 4.13 1.63 0.59 5.63
1561 16・124 SI9 I060380 垂玉未成品 ヒスイ? 1.49 0.94 0.51 1.15
1562 16・124 SI14 I060606 勾玉 ヒスイ 2.01 1.47 0.44 1.89
1563 16・124 X98Y89 I060418 大珠未成品 ヒスイ 6.57 2.83 1.94 57.35
1564 16・124 X60Y40　Ⅰc層 I060608 管玉未成品 滑石 3.43 1.62 1.28 11.37

1565 16・124 X52～55Y42～45
Ⅱb層 I060614 管玉未成品 ヒスイ? 5.39 2.26 1.68 38.73 未穿孔

16・124 SI9 垂玉未成品 ヒスイ 2.10 1.40 0.90 3.63 未穿孔，実測図なし

※透閃石岩としたものは，従来「蛇文岩」と称されてきたものに含まれるが，
　鑑定により狭議の「蛇文岩」とは区別されたものである。

※菅田薫氏の肉眼による判別により，分類し，重量を計測した。
※黒曜石は，透明感のあるものを他地域産とし，不透明で不純物を含むものを，便宜上魚津産とした。なお，黒曜石産地推定のサ
　ンプルと比較し，魚津坪野産及び県内産とみられる不明１に類似したものは全て魚津産とした。

出土地点 黒曜石（g） その他石材（g） 計（g）魚津産 他地域産
竪 穴 建 物 1465.01 184.49 4170.55 5820.05
土　　　坑 867.05 62.89 1850.26 2780.2
包　含　層 844.85 101.95 2578.38 3525.18

計 3176.91 349.33 8599.19 12125.43

魚津産黒曜石
他地域産黒曜石
その他石材

竪穴建物
土坑
包含層

石材別グラフ 出土地点別黒曜石（g）
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第Ⅳ章　古　代

１　遺　構

　古代の遺構は Y35 以西の調査区西端で南側に偏って溝，土坑を検出している。過去の調査から，

古代の遺跡範囲は調査区南側のスーパー農道周辺に限られることが推測されており，調査区内におけ

る古代の遺構の分布状況と一致する。出土遺物も少なく，集落縁辺の域を出ないものである。溝の規

模は幅（ｍ）×深さ（ｍ），土坑の規模は長軸（ｍ）×短軸（ｍ）×深さ（ｍ）で表記している。

（1）溝
　51 号溝（ＳＤ 51，第 157 図，図版 125）

　X38Y17 付近から X46Y34 付近に位置し，北東－南西方向を取る。0.6ｍ× 0.15ｍを測る。南西側に

いくにつれ深度は浅くなり，北側へとゆるやかに向きを変えている。

　52・82・83 号溝（ＳＤ 52・ＳＤ 82・ＳＤ 83）

　Y5 から Y10 間で検出したもので３条とも北西－南東方向を取り，平行している。幅約 0.4ｍ～ 0.7ｍ，

深さ 0.1m ～ 0.2m を測る。ＳＤ 52 からは土師器甕（1592）が出土している。

　154 号溝（ＳＤ 154，第 157・158 図，図版 125・126）

　西－東方向を取り東側にいくにつれ浅くなる。0.6ｍ× 0.15ｍを測る。北西－南東方向を取る溝と

東端で切り合い，ＳＤ 154 が古い。出土遺物は，土師器椀（1566）がある。10 世紀代のものとみられる。

　418・420 号溝（ＳＤ 418・ＳＤ 420，第 157 図，図版 125）

　圃場整備により一段下がった Y35 付近で検出した。最大幅約 1.2ｍを測る。幅約 0.4ｍ～ 0.6ｍ，深

さ約 0.1ｍ～ 0.3ｍだが，圃場整備によって上層がかなり削平を受けたものと考えられる。

（2）土　坑
　55 号土坑（ＳＫ 55，第 157 図，図版 125）

　X31Y12 に位置する。4.45ｍ× 2.5ｍ× 0.38ｍを測り，隅丸の長方形を呈する。ＳＤ 83 を切る。

　166 号土坑（ＳＫ 166，第 157・158 図，図版 126）

　X36Y11 に位置する。0.9ｍ× 0.8ｍ× 0.22ｍを測る。東半部が深さ約 0.1ｍのテラス状となる。テラ

ス部にて土師器椀（1567）が出土している。

　195 号土坑（ＳＫ 195，第 157・158 図，図版 125・126）

　X42Y16 に位置する。1.2ｍ× 1.16ｍを測る。深さ 0.3ｍと 0.4ｍを測る切合いのない２つの穴が接し

瓢箪形となり，北東側と南西側に深さ 0.1ｍのテラス状の張り出しを持つ。土師器皿（1568・1569），

椀（1570 ～ 1572）などが出土している。1569 は底部回転糸切り痕の残る皿で，赤彩痕が残る。1570

は底部から体部が内湾気味に立ち上がる。赤彩痕が残る。遺物は概ね 10 世紀代のものとみられる。
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第Ⅳ章　古　代

２　遺　物

　古代の遺物はＹ 45 以西でのみの出土である。土師器，須恵器の他，中世土師器，珠洲，近世陶磁

器など７箱出土しているが，磨滅しており，散布地の域を出ないものである。ここでは，状態の良い

もの 31 点を図化し，掲載している。

（1）土師器（第 158 図 1573 ～ 1586・1593 ～ 1596，図版 126）
　 椀（1573 ～ 1579）， 皿（1580・1581・1586）， 鉢（1582）， 黒 色 土 器（1583 ～ 1585）， 甕（1593 ～

1595），鍋（1596）がある。概ね 10 世紀代の遺物とみられる。1575 ～ 1577 は内外面赤彩を施す。

1579 は口縁部外面にススが付着する。1580・1581 は口縁部が外反する皿で，1580 は内外面とも赤彩

が施される。1586 は耳皿で，底部回転糸切り痕を残す。10 世紀後半～ 11 世紀頃のものか。1582 は

鉢で，外面にわずかに赤彩の痕跡がみられる。1584・1585 は黒色土器で，底部回転糸切り痕が残る。

1594 は甕口縁で，肥厚した端部が丸みをもって内屈し，内側にわずかな段を有しており，10 世紀代

のものか。1596 は鍋の口縁部で，口縁部の屈曲が弱く，体部の張らない器形を呈し，10 世紀以降の

ものと考えられる。

（2）須恵器（第 158 図 1587 ～ 1591，図版 126）
　皿（1587），杯（1588・1589），双耳瓶（1590），甕（1591）がある。1589 は内面見込みに朱墨痕が残る。

第 20 表　古代溝一覧

第 21 表　古代土坑一覧

第 22 表　古代土器一覧

遺構番号 位置 規模（ｍ） 出土遺物 時期 挿図 写真幅 深
SD51 X37Y5 0.60 0.15 土師器 古代 156,157 125
SD52 X47Y33 0.68 0.18 土師器，珠洲　 古代 156,157 125
SD82 X38Y7 0.56 0.11 古代 156,157 125
SD83 X38Y8 0.48 0.17 古代 156,157 125
SD154 X28Y10 0.60 0.15 土師器 古代 156,157
SD418 X53Y33 0.44 0.08 古代 156,157 125
SD420 X56Y33 0.54 0.10 古代 156,157 125

遺構番号 位置 平面形 規模（ｍ） 出土遺物 時期 備考 挿図 写真長 幅 深
SK55 X31Y12 隅丸長方形 4.45 2.50 0.38 古代 SK55＞SD83 156,157 125
SK166 X36Y11 不定形 0.90 0.80 0.22 土師器 古代 156,157
SK195 X42Y16 不定形 1.20 1.16 0.40 土師器，須恵器 古代 156,157 125

挿図 遺物 写真 遺構 出土地点 種類 器種
法量（㎝）

時期 胎土色調 胎土色 備考
口径 器高 底径 高台径

158

1566 SD154 土師器 椀 18.00 6.30 7.60 10C～ 10YR8/3 浅黄橙色 赤彩2.5YR6/6橙色　底部回転糸切り
1567 126 SK160 土師器 椀 14.20 5.20 6.70 10C～ 10YR7/6 明黄褐色 赤彩2.5YR6/6橙色　底部回転糸切り
1568 126 SK195 土師器 皿 13.20 3.10 4.70 10C～ 10YR8/2 灰白色 底部回転糸切り
1569 126 SK195 土師器 皿 12.80 2.70 5.60 10C～ 2.5Y8/2 灰白色 赤彩?5YR6/6橙色　底部回転糸切り
1570 126 SK195 土師器 椀 11.80 4.20 5.30 10C～ 10YR8/2 灰白色 赤彩2.5YR6/6橙色　底部回転糸切り
1571 SK195 土師器 椀 5.00 10C～ 10YR8/2 灰白色 底部回転糸切り
1572 126 SK195 土師器 椀 5.50 10C～ 10YR7/2 にぶい黄橙色 赤彩5YR7/6橙色　底部回転糸切り
1573 X37Y21　Ⅰc層 土師器 椀 20.00 10C～ 10YR8/4 浅黄橙色
1574 126 X41Y19　Ⅰc層 土師器 椀 20.00 10C～ 10YR8/3 浅黄橙色
1575 126 土師器 椀 15.80 10C～ 10YR8/3 浅黄橙色 赤彩2.5YR7/5橙色
1576 126 X41Y19　Ⅰc層 土師器 椀 15.00 10C～ 7.5YR8/4 浅黄橙色 赤彩5YR6/8橙色
1577 X41Y20　Ⅰc層　 土師器 椀 13.90 10C～ 10YR8/3 浅黄橙色 赤彩5YR5/8明赤褐色
1578 X41Y19　Ⅰc層 土師器 椀 12.00 10C～ 10YR8/2 灰白色
1579 126 X41Y19　Ⅰc層 土師器 椀 12.30 10C～ 10YR8/3 浅黄橙色 口縁外面スス付着
1580 126 X29～30Y7～10　Ⅰc層 土師器 皿 15.80 10C～ 10YR7/4 にぶい黄橙色 赤彩2.5YR6/6橙色　
1581 X37Y21　Ⅰc層 土師器 皿 15.80 10C～ 5YR7/6 橙色
1582 126 X29Y7　Ⅰc層 土師器 鉢 22.80 10C～ 10YR8/2 灰白色 赤彩
1583 X60～65Y43～47　Ⅰc層 黒色土器 椀 16.40 10C～ 10YR8/2 灰白色
1584 X35Y20　Ⅰc層 黒色土器 椀 6.60 10C～ 10YR7/3 にぶい黄橙色 底部回転糸切り
1585 X41Y19　Ⅱb層 黒色土器 椀 6.00 10C～ 10YR6/2 灰黄褐色 底部回転糸切り
1586 126 X41Y19　Ⅰc層 土師器 耳皿 5.70 2.50 3.30 10C後～11C 7.5YR8/4 浅黄橙色 底部回転糸切り
1587 126 X41Y19　Ⅰc層 須恵器 皿 13.20 2.80 7.40 10C～ 5Y6/1 灰色
1588 126 XY不明　Ⅰc層 須恵器 杯 11.80 4.80 6.30 10C～ 2.5Y8/2 灰白色
1589 126 X38Y22　Ⅰc層 須恵器 杯 7.00 10C～ 5Y6/1 灰色 内面見込み朱墨（2.5YR5/8明赤褐色）
1590 126 X35Y16　Ⅰc層 須恵器 双耳瓶 10C～ 2.5Y6/1 黄灰色
1591 126 X48Y不明 須恵器 甕 10C～ 2.5Y5/2 暗灰黄色
1592 126 SD52 土師器 甕 24.40 10C～ 10YR7/4 にぶい黄橙色
1593 126 X41Y19　Ⅰc層 土師器 甕 21.60 10C～ 10YR8/3 浅黄橙色
1594 126 X42Y26　Ⅰc層 土師器 甕 20.10 10C～ 10YR7/3 にぶい黄橙色
1595 126 X35Y20　Ⅰc層 土師器 小甕 14.00 10C～ 5YR7/4 にぶい橙色
1596 126 X45Y25　Ⅰc層 土師器 鍋 43.20 10C～ 10YR8/4 浅黄橙色
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第Ⅴ章　自然科学分析

１　概　要

　早月上野遺跡では，遺物整理期間（平成 22 年度）に自然科学分析を行い，広い分野からの遺跡の理

解を深めることに努めた。遺跡は台地上の乾いた環境下にあるため，古環境復元を目的とする花粉分

析などの理化学分析は分析試料の採取が困難なため行わず，遺跡及び遺構の実年代の検討を目的とし

た放射性炭素年代測定（ＡＭＳ法）と，遺物そのものの素材確認及び石材利用状況の検討を目的とし

た石材鑑定並びに黒曜石産地推定を実施した。

　放射性炭素年代測定では，竪穴建物の埋土中に含まれていた炭化材を試料とした。遺構の重複が激

しく帰属遺構の判別ができないものや，後世のカクランなどによる混入物を完全に排除することが困

難であったため，測定結果は出土土器の年代観と一部矛盾するものとなった。試料№２（ＳＩ２）は

８世紀後葉～９世紀頃とでたが，包含層が浅く，表土直下の検出であったこと，及び調査区端にカク

ランがかかっていたことから後世の混入によると考えられる。№８・９（ＳＩ12・13）はそれぞれ晩

期後葉・晩期中葉と結果がでたが，これは，重複する環状土坑群の出土遺物からくる年代観に近い。

№６（ＳＩ10）は早期末～前期初頭の値がでたが，今回の調査区内では，前期に遡る遺物の出土はない。

ただし，遺跡としては旧石器時代後期～縄文，古代～中世にかけての複合遺跡であることから，調査

区外に当該時期の遺構が存在する可能性があり，№６は混入によると考えられる。

　石材鑑定では，出土石製品 1019 点（製品）のうち実測した 550 点について，肉眼による鑑定を実施

した。下呂石や黒曜石などの遠隔地の石材も搬入・利用しているが，凝灰岩類や安山岩など，早月川

河床石などの遺跡周辺で調達可能な石材が主として利用されていることが明かとなった。

　黒曜石産地推定は，実測した遺物の内 22 点と，魚津市坪野産の原石 1 点の 23 点を試料として実施

した。黒曜石産地推定は，2009 年に朝日町柳田遺跡注 1 の出土品でも実施しており，26 点中 25 点は

諏訪星ヶ台群，１点が産地不明となった。この産地不明の１点は，検出例は少ないが富山県内でのみ

検出される群のもので，県内に小規模な産地の存在が推定された。県内では，魚津市坪野周辺に産地

があることが麻柄氏により報告されており，遺跡の立地的にも魚津坪野産の石材が有力視された。こ

のため，魚津市教育委員会の協力を得て，組成の分析を実施したが，産地推定のエリアを決めるには

最低でも 10 点以上の試料が必要とのことで，今回はデータの提示に留まった。しかしながら，試料

の内３点は魚津坪野産と近似し，同一産地のものの可能性が考えられている。また，12 点については，

魚津坪野とは別群だが，柳田遺跡の産地不明のものと近似した値となり，県内に未発見の産地が存在

する可能性が高まった。また，製品に限ってみると，柳田遺跡が諏訪星ヶ台産を多用しているのに対し，

早月上野遺跡では，魚津１点，不明（県内か）３点，諏訪１点という内訳となり，地元石材が優勢となる。

遺跡から出土した製品以外の総重量 12125.43g の剥片・原石などの内，肉眼で判別した魚津産黒曜石

は 3176.91g（26％），透明感のある他地域産の黒曜石は 349.33g（３％）であり，地元の石材を多用して，

石器製作を行っていることは明らかである。

注
注１　富山県文化振興財団 2009『竹ノ内Ⅱ遺跡・柳田遺跡・下山新東遺跡・下山新遺跡発掘調査報告－北陸新幹線建設に伴う埋
　　　蔵文化財発掘報告Ⅰ－』
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２　早月上野遺跡における放射性炭素年代（AMS 測定）

㈱加速器分析研究所

（1）測定対象試料
　早月上野遺跡は，富山県魚津市早月上野（北緯 36°46′40″，東経 137°24′59″）に所在し，洪積世

後期に扇状地として形成され，浸食により段丘化した台地の奥部（平坦面）に位置する。測定対象試

料は，竪穴建物出土炭化材 9 点，土坑出土炭化材 1 点の合計 10 点である（第 23 表）。試料とする炭

化材はすべて遺構埋土を洗浄して回収された。

（2）測定の意義
　竪穴建物の前後関係及び集落の継続期間を検討する。

（3）化学処理工程
１）メス・ピンセットを使い，根・土等の付着物を取り除く。

２）酸－アルカリ－酸（AAA：Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に取り除く。その後，

超純水で中性になるまで希釈し，乾燥させる。AAA 処理における酸処理では，通常 1mol/ℓ（1M）

の塩酸（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液を用い，0.001M か

ら 1M まで徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が 1M に達した時には「AAA」，

1M 未満の場合は「AaA」と第 23 表に記載する。

３）試料を燃焼させ，二酸化炭素（CO2）を発生させる。

４）真空ラインで二酸化炭素を精製する。

５）精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し，グラファイト（C）を生成させる。

６）グラファイトを内径 1㎜のカソードにハンドプレス機で詰め，それをホイールにはめ込み，測定

装置に装着する。

（4）測定方法
　3MV タンデム加速器（NEC Pelletron 9SDH－2）をベースとした 14C－AMS 専用装置を使用し，
14C の計数， 13C 濃度（13C/12C），14C 濃度（14C/12C）の測定を行う。測定では，米国国立標準局（NIST）

から提供されたシュウ酸（HOx Ⅱ）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試料の測定

も同時に実施する。

（5）算出方法
１）δ 13C は，試料炭素の 13C 濃度（13C/12C）を測定し，基準試料からのずれを千分偏差（‰）で表し

た値である（第 23 表）。AMS 装置による測定値を用い，表中に「AMS」と注記する。

２）14C 年代（Libby Age：yrBP）は，過去の大気中 14C 濃度が一定であったと仮定して測定され，

1950 年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には，Libby の半減期（5568 年）

を使用する（Stuiver and Polach 1977）。14C 年代はδ 13C によって同位体効果を補正する必要が

ある。補正した値を第 23 表に，補正していない値を参考値として第 24 表に示した。14C 年代と
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誤差は，下 1 桁を丸めて 10 年単位で表示される。また，14C 年代の誤差（± 1 σ）は，試料の 14C

年代がその誤差範囲に入る確率が 68.2％であることを意味する。

３）pMC（percent Modern Carbon）は，標準現代炭素に対する試料炭素の 14C 濃度の割合である。

pMC が小さい（14C が少ない）ほど古い年代を示し，pMC が 100 以上（14C の量が標準現代炭素と

同等以上）の場合 Modern とする。この値もδ 13C によって補正する必要があるため，補正した

値を第 23 表に，補正していない値を参考値として第 24 表に示した。

４）暦年較正年代とは，年代が既知の試料の 14C 濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ，過

去の 14C 濃度変化などを補正し，実年代に近づけた値である。暦年較正年代は，14C 年代に対応

する較正曲線上の暦年代範囲であり，1 標準偏差（1 σ＝ 68.2％）あるいは 2 標準偏差（2 σ＝

95.4％）で表示される。グラフの縦軸が 14C 年代，横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログラ

ムに入力される値は，δ 13C 補正を行い，下一桁を丸めない 14C 年代値である。なお，較正曲線

および較正プログラムは，データの蓄積によって更新される。また，プログラムの種類によって

も結果が異なるため，年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。こ

こでは，暦年較正年代の計算に，IntCal09 データベース（Reimer et al. 2009）を用い，OxCalv4.1

較正プログラム（Bronk Ramsey 2009）を使用した。暦年較正年代については，特定のデータベー

ス，プログラムに依存する点を考慮し，プログラムに入力する値とともに参考値として第 24 表

に示した。暦年較正年代は，14C 年代に基づいて較正（calibrate）された年代値であることを明示

するために「cal BC/AD」（または「cal BP」）という単位で表される。

（6）測定結果
　竪穴建物埋土出土試料の 14C 年代は，1 号竪穴建物の No.1 が 3200 ± 30yrBP，2 号竪穴建物の No.2

が 1180 ± 20yrBP，3 号竪穴建物の No.3 が 4150 ± 30yrBP，4 号竪穴建物の No.4 が 3320 ± 30yrBP，

9 号竪穴建物の No.5 が 3880 ± 30yrBP，10 号竪穴建物の No.6 が 6140 ± 30yrBP，11 号竪穴建物の

No.7 が 4300 ± 30yrBP，12 号竪穴建物の No.8 が 2520 ± 30yrBP，13 号竪穴建物の No.9 が 2750 ±

30yrBP ある。

　No.2 は古代の年代値を示し，暦年較正年代（1 σ）は 8 世紀後葉と 9 世紀頃の範囲で示される。

　その他の試料はすべて縄文時代に属する値である。暦年較正年代（1 σ，2 σ）と考古学編年上の

位置づけを古い方から検討すると，No.6 の較正年代は 5200 ～ 5000cal BC 頃で，縄文時代早期末・

前期初頭頃に相当する。No.7 は 1 σで見ると 2900cal BC 前後の確率が高く，中期中葉頃の値であ

る。No.3 は 1 σの範囲では 2700cal BC 頃の確率が比較的高いものの，2 σの範囲全体で見ると 2874

～ 2629cal BC の間に 2 つの範囲で示され，中期中葉から後葉頃に相当する。No.5 は 1 σで 2456 ～

2309cal BC の間の 4 つの範囲に分かれ，中期末・後期初頭頃の値である。No.4 は 1 σで 1631 ～

1532cal BC の間の 2 範囲が示され，後期中葉頃となる。No.1 は 1 σで 1497 ～ 1447cal BC，後期中葉

から後葉頃に当たると見られる。No.9 は 1 σで 916 ～ 842cal BC の範囲となっているが，2 σでは若

干異なる範囲も示される。晩期中葉頃に相当する。No.8 は 1 σで 781 ～ 569cal BC の間の 4 範囲に

分かれ，晩期後葉から弥生時代への移行期頃の年代値である。

　284 号土坑出土試料 No.10 の 14C 年代は 3960 ± 30yrBP，暦年較正年代は 1 σで示される 2564 ～

2533，2495 ～ 2463cal BC の範囲で確率が高く，縄文時代中期末葉頃に相当する。

　試料の炭素含有率はすべて 60％を超える十分な値で，化学処理，測定上の問題は認められない。
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測定番号 試料名 採取場所
試料
形態

処理
方法

δ13C（‰）
（AMS）

δ13C補正あり

Libby Age 
（yrBP） pMC （%）

IAAA-100356 No.1 1号竪穴建物（SI1）　埋土中 炭化材 AAA －25.03±0.44 3,200±30 67.12±0.21 

IAAA-100357 No.2 2号竪穴建物（SI2）　埋土中 炭化材 AAA －27.04±0.31 1,180±20 86.31±0.24 

IAAA-100358 No.3 3号竪穴建物（SI3）　埋土中 炭化材 AAA －26.86±0.57 4,150±30 59.67±0.20

IAAA-100359 No.4 4号竪穴建物（SI4）　埋土中 炭化材 AAA －27.84±0.55 3,320±30 66.15±0.22

IAAA-100360 No.5 9号竪穴建物（SI9）　埋土中 炭化材 AAA －26.08±0.49 3,880±30 61.68±0.20

IAAA-100361 No.6 10号竪穴建物（SI10）　埋土中 炭化材 AAA －28.74±0.67 6,140±30 46.56±0.18

IAAA-100362 No.7 11号竪穴建物（SI11）　埋土中 炭化材 AAA －26.19±0.42 4,300±30 58.56±0.20

IAAA-100363 No.8 12号竪穴建物（SI12）　埋土中 炭化材 AAA －29.27±0.77 2,520±30 73.04±0.25

IAAA-100364 No.9 13号竪穴建物（SI13）　埋土中 炭化材 AAA －25.33±0.48 2,750±30 71.03±0.24

IAAA-100365 No.10 284号土坑（SX284）　埋土中 炭化材 AAA －26.21±0.48 3,960±30 61.06±0.22

第 23表　早月上野遺跡　測定結果一覧（補正あり）

［#3641］
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第 24表　早月上野遺跡　測定結果一覧（補正なし）

測定番号
δ 13C 補正なし 暦年較正用

（yrBP）
1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

Age（yrBP） pMC（％）

IAAA-100356 3,200 ± 20 67.11 ± 0.20 3,203 ± 25 1497calBC - 1447calBC（68.2%） 1518calBC - 1427calBC（95.4%）

IAAA-100357 1,220 ± 20 85.95 ± 0.23 1,182 ± 22

782calAD - 789calAD（6.1%）

810calAD - 848calAD（32.6%）

854calAD - 886calAD（29.6%）

776calAD - 895calAD（93.3%）

925calAD - 937calAD（ 2.1%）

IAAA-100358 4,180 ± 30 59.44 ± 0.19 4,147 ± 27

2866calBC - 2835calBC（15.2%）

2817calBC - 2805calBC（ 5.6%）

2761calBC - 2666calBC（47.4%）

2874calBC - 2831calBC（18.5%）

2822calBC - 2629calBC（76.9%）

IAAA-100359 3,370 ± 30 65.77 ± 0.21 3,319 ± 27
1631calBC - 1602calBC（23.2%）

1592calBC - 1532calBC（45.0%）
1681calBC - 1525calBC（95.4%）

IAAA-100360 3,900 ± 30 61.55 ± 0.19 3,881 ± 26

2456calBC - 2418calBC（22.9%）

2408calBC - 2374calBC（20.6%）

2369calBC - 2338calBC（17.4%）

2322calBC - 2309calBC（ 7.3%）

2466calBC - 2289calBC（95.4%）

IAAA-100361 6,200 ± 30 46.20 ± 0.17 6,141 ± 31

5207calBC - 5162calBC（25.9%）

5136calBC - 5130calBC（ 2.4%）

5119calBC - 5106calBC（ 5.8%）

5079calBC - 5017calBC（34.1%）

5209calBC - 5001calBC（95.4%）

IAAA-100362 4,320 ± 30 58.41 ± 0.19 4,299 ± 27 2917calBC - 2892calBC（68.2%）

3011calBC - 2979calBC（ 6.5%）

2956calBC - 2953calBC（ 0.4%）

2941calBC - 2880calBC（88.5%）

IAAA-100363 2,590 ± 30 72.40 ± 0.22 2,524 ± 27

781calBC - 749calBC（20.8%）

688calBC - 666calBC（15.2%）

642calBC - 592calBC（28.5%）

577calBC - 569calBC（ 3.8%）

792calBC - 731calBC（28.8%）

692calBC - 660calBC（17.9%）

651calBC - 544calBC（48.7%）

IAAA-100364 2,750 ± 30 70.98 ± 0.23 2,748 ± 27 916calBC - 842calBC（68.2%）
974calBC - 957calBC（ 4.5%）

940calBC - 824calBC（90.9%）

IAAA-100365 3,980 ± 30 60.90 ± 0.21 3,963 ± 28
2564calBC - 2533calBC（28.2%）

2495calBC - 2463calBC（40.0%）

2571calBC - 2513calBC（38.1%）

2504calBC - 2436calBC（48.5%）

2421calBC - 2403calBC（ 3.5%）

2380calBC - 2349calBC（ 5.3%）

［参考値］

文献
Stuiver M. and Polach H.A. 1977 Discussion: Reporting of 14C data, Radiocarbon 19(3), 355-363

Bronk Ramsey C. 2009 Bayesian analysis of radiocarbon dates, Radiocarbon 51(1), 337-360

Reimer, P.J. et al. 2009 IntCal09 and Marine09 radiocarbon age calibration curves, 0-50,000 

　　years cal BP, Radiocarbon 51(4), 1111-1150
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第 159 図　暦年較正年代グラフ
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３　早月上野遺跡出土石製遺物の石材鑑定

㈱パレオ・ラボ

（1）はじめに
　早月上野遺跡は，富山県魚津市の早月川と角川に挟まれた上中島台地の最奥部に位置し，標高は

65 ～ 80m を測る。遺跡の時期は，縄文時代中期中葉～晩期後葉である。ここでは，早月上野遺跡か

ら出土した石製遺物の石材鑑定を行い，石材利用状況について検討した。

（2）試料と方法
　石製遺物は，石器および石製品等の 550 点である（第 25 表）。

石製遺物の石材鑑定は，主に肉眼により行った。なお，USB マイクロスコープを用いて代表的な石

製遺物の表面組織を撮影した（写真 1 ～ 3 ）。

（3）結　果
　肉眼による石製遺物の石材鑑定を行った結果を，第 25 表に示す。

以下に，鑑定した石製遺物にみられた岩石のうち，典型的な岩石の特徴について記載した。岩石の記

載は，表面観察において色調や構成鉱物，岩石組織あるいは断口の特徴等について行った。なお，岩

石名 ? は，付した岩石名の可能性が高いが，風化が著しいなど岩石組織が明瞭でなく十分鑑定できな

かった岩石である。

１）泥岩（写真 1 － 1 ）

　　茶色，泥質で均質であり表面が滑らかである。

２）粘板岩（図写真 1 － 2 ）

　　黒色～黒灰色，泥質であり片理構造を示す。

３）硬質頁岩（写真 1 － 3 ）

白色～茶色～茶灰色，比較的光沢があり，貝殻状断口を呈す。玉髄を伴う岩石（№ 80）や白色の

風化を呈する岩石（№ 535）もある。

４）チャート（写真 1 － 4 ）

　　灰色～黒灰色～暗茶色～緑灰色，やや光沢ガラス質であり，貝殻状断口を呈す。

５）凝灰岩類（写真 1 － 5 ）

淡緑色～緑灰色～白色～灰色，泥質～砂岩質～軽石質，黒色岩片を含む場合がある。砂質では白

色基質，緑色結晶が斑状を呈す岩石（№ 38）もある。

６）黒曜石（写真 1 － 6 ）

　　やや透明な黒色のガラス質であり，貝殻状断口を呈す。

７）下呂石（写真 1 － 7 ）

　　黒色～黒灰色，ガラス質，微細結晶により濁り感があり，粉状様面を呈す。

８）流紋岩類（写真 1 － 8 ）

白色～黄白色～乳白色，斑晶質，流理構造が見られる岩石もある。石英などの斑晶が大きい斑状
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組織を呈す岩石（濃飛型 ; № 408）もある。

９）安山岩類（写真 2 － 9 ）

灰色～黒灰色～淡茶色，斑状組織を呈する岩石である。大形の輝石結晶を含む場合がある。なお，

板状に剥離する性質を示す岩石（№ 501 や№ 502）もある。

10）ガラス質安山岩（写真 2 － 10）

黒色，無斑晶，ガラス質～無光沢，風化の著しい岩石もあり，貝殻状断口を呈す。頁岩との区別

が難しい場合がある。なお，魚津市大菅沼と坪野を結ぶ林道沿いの露頭には，同様の質感を呈す

ガラス質安山岩が採取できる（黒曜石の採取地点とされる地点の調査により判明した）。

11）アプライト（写真 2 － 11）

灰白色の小さな結晶からなる等粒状組織を呈し，大形の長石と石英からなり，雲母類などの有色

鉱物の少ない岩石である。

12）花崗岩（写真 2 － 12）

　　大型の石英，長石類，黒雲母，輝石類の等粒状組織からなる白色岩石である。

13）蛇紋岩類（写真 2 － 13）

　　暗緑色～淡黄色，不均質岩石，表面は脂肪のような光沢を呈し，滑らかである。

14）透閃石岩（写真 2 － 14）

　　白色～灰色，不均質岩石，表面は脂肪のような光沢を呈し，滑らかである。

15）片岩類（写真 2 － 15）

　　緑色，片理構造が著しい岩石である。緑色鉱物と白色鉱物が縞状を呈す岩石もある（№ 117）。

16）ホルンフェルス類（写真 2 － 16）

　　淡茶色～灰色，風化著しい，二次結晶が斑状の文様を呈し，片理を呈する岩石もある。

17）ヒスイ（写真 3 － 17）

　　緑色や灰色あるいは白色などの不均一な色調を呈す岩石である。

18）メノウ（写真 3 － 18）

乳白色～淡褐色を呈し，表面が滑らかで貝殻状断口を示す。一部に，空洞内に微小な石英結晶が

見られる。玉髄とも言う。

19）滑石類（写真 3 － 19）

　　黒色～淡茶色，表面は樹脂のような光沢を呈し，手触りが滑らかで軟質である。

20）鉄石英（写真 3 － 20）

　　赤色～暗赤色，光沢のある滑らかな表面を呈す。板状を呈すものもある（№ 29）。

（4）考　察
　第 26 表に，各石製遺物と岩石種について集計した表を示す。なお，石製遺物名および岩石名にお

ける？付きは，相当する遺物名および岩石名に含めて示した。

　以下では，主な石製遺物について，使用石材の特徴について述べる。

［石器類；剥片石器類］

　打製石斧は，安山岩，凝灰質砂岩や凝灰岩，ホルンフェルスが多く利用され，一部に火成岩のアプ

ライト，変成岩類の蛇紋岩や透閃石岩，片岩などが含まれていた。
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石鏃は，硬質頁岩，チャート，下呂石，黒曜石，ガラス質安山岩，メノウなど，硬質またはガラス質

で剥離性の良い岩石を利用していると理解される。なお，凝灰岩が 1 点利用されているが（№ 388），

泥質の緻密な岩石である。

　削器類・擦切石器では，凝灰岩類，安山岩あるいは流紋岩など硬質の岩石を利用している。

　その他ピエス・エスキーユがメノウ，黒曜石，石匙未成品が硬質頁岩，石錐が黒曜石をそれぞれ利

用している。

［石器類；礫核石器類］

　磨製石斧は，凝灰岩類，蛇紋岩，透閃石岩など，緻密でやや軟質の岩石が利用されている。

　擦石・敲石・凹石・石錘は，凝灰岩類，安山岩が共通して多く利用され，敲石ではその他の岩石と

して流紋岩や透閃石岩あるいはヒスイや花崗岩が含まれていた。

　砥石・筋砥石は，凝灰岩類のみの利用である。同様に石皿も凝灰岩類のみの利用である。

［石器類；その他］

　剥片は，凝灰岩類，黒曜石，安山岩といった硬質またはガラス質で剥離性の良い岩石が利用されて

いる。なお，石鏃に見られるガラス質安山岩は，剥片には含まれていない。

　石核は，薄片石器の石鏃の石材と相関関係が強いが，石鏃として利用されている下呂石は今回の分

析試料中の石核には含まれていない。

　その他礫器や二次加工剥片で凝灰岩類，円盤形石器で泥岩などを利用している。

［石製品類］

　石棒・異形石棒・石刀は，粘板岩，凝灰岩類，安山岩といった硬質の岩石を利用している。

　石冠では凝灰岩類が多く，流紋岩や安山岩を利用している。

　管玉未成品？・勾玉・垂玉・大珠未成品は，共通してヒスイが利用され，管玉未成品？と垂玉では

滑石も利用されている。

その他石剣で粘板岩と蛇紋岩，独鈷石で凝灰岩類がそれぞれ利用されている。

　石材の種類としては，凝灰岩類が全体の約 44% と最も多く，次いで安山岩が約 19%，透閃石岩が

約 11%，蛇紋岩が約 6 % などである。これら主要な石材は，遺跡周辺の早月川などで調達できる石

材が多いようである。

（藤根　久・中村賢太郎）
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3　石材鑑定

第 25表　石製遺物の石材鑑定結果（1）
№ 遺物

番号
出土地点 種類 材質遺構 出土地点

1 1529 T5 石刀 粘板岩
2 1538 T4　黒色土 石刀 粘板岩
3 1534 T4 石刀 粘板岩
4 1539 T8 石刀 粘板岩
5 1544 T13 石冠 凝灰質砂岩
6 1169 T5　黒色土 打製石斧 凝灰岩
7 1106 T6　排土 打製石斧 凝灰質砂岩（緑色）
8 1104 T8　黒色層 打製石斧 凝灰岩
9 1158 T5　黒色土 打製石斧 凝灰質砂岩

10 1102 T4 打製石斧 安山岩
11 1122 T8 打製石斧 安山岩
12 1281 T5　黒色土 磨製石斧 凝灰質砂岩
13 1537 T4　黒色土 石刀？ 凝灰岩
14 1270 T4 磨製石斧 透閃石岩
15 1267 T13 磨製石斧 透閃石岩
16 1549 T6　排土 石冠 凝灰質砂岩
17 1365 T8 敲石 凝灰質砂岩
18 1454 T7　黒色層 砥石 凝灰質泥岩
19 1428 T10 石錘 凝灰岩砂岩
20 1049 T4　黒色土 石鏃 下呂石
21 1463 T5　黒色土 砥石 凝灰質砂岩
22 1461 T5　黒色土 砥石 凝灰質砂岩
23 1501 T5　黒色土 石棒 凝灰岩（大型結晶）
24 1543 T8 石冠 凝灰質砂岩
25 1057 T5　黒色土 ピエスエスキーユ メノウ
26 1467 T5 原石 黒曜石（魚津坪野）
27 1470 T5 原石 黒曜石（不明１）
28 1473 T5 原石 黒曜石（魚津坪野）
29 1479 T8 石核 鉄石英
30 1507 X80Y78　Ⅰc層 石棒 安山岩
31 1488 SI10 石棒 ホルンフェルス（砂岩質）
32 1432 SI18 石皿 凝灰質砂岩
33 1356 SK279 敲石 安山岩
34 1417 埋甕6 石錘 凝灰質砂岩
35 1293 X35Y20　Ⅰc層 磨製石斧 蛇紋岩
36 1396 X105Y90　側溝 凹石 安山岩
37 1323 SK292 磨製石斧未成品 凝灰岩（緑色）
38 1320 SK148 磨製石斧未成品 凝灰岩（緑色・斑状結晶）
39 1330 SI14 磨製石斧未成品 蛇紋岩
40 1457 SK283 砥石 凝灰質砂岩
41 1360 SK283 敲石 凝灰質砂岩
42 1412 SK219 石錘 凝灰質砂岩
43 1322 SK3222 磨製石斧未成品 凝灰質砂岩
44 1508 X71Y65　Ⅰc層 石棒 安山岩
45 1315 SK148 磨製石斧未成品 透閃石岩
46 1325 SK283 磨製石斧未成品 凝灰質砂岩（緑色）
47 1497 SK3200 石棒 凝灰質砂岩
48 1524 SK3200 石刀 粘板岩
49 1522 埋甕18 石刀 粘板岩
50 1406 SI12 石錘 凝灰質砂岩
51 1557 SX284 岩版? 凝灰質泥岩
52 1029 SI10 石鏃 メノウ
53 1033 SI9 石鏃 ガラス質安山岩
54 1031 SX284 石鏃 下呂石
55 1374 SI18 凹石 安山岩
56 1340 SI18 擦石 花崗岩
57 1375 SI18 凹石 凝灰岩
58 1092 SK1282 打製石斧 凝灰岩
59 1392 SK1285 凹石 凝灰岩
60 1211 SK1274 貝殻状削器 凝灰質砂岩（緑色）
61 1277 SK2156 磨製石斧 透閃石岩
62 1455 SK4127 SI18内 砥石 凝灰質砂岩
63 1217 SI13 擦切石器 凝灰質砂岩
64 SI18 二次加工剥片 凝灰岩
65 1065 SI18 打製石斧 安山岩
66 1184 SI21 削器 安山岩
67 1447 SI20 砥石 凝灰質砂岩
68 1516 SI13 石刀 粘板岩
69 1409 SI14 石錘 凝灰岩
70 1069 SI36 打製石斧 安山岩
71 1162 SK682 打製石斧 安山岩
72 1552 SK891 石鋸形石器 凝灰岩（緑色）
73 1493 SK750 石棒 凝灰岩
74 1347 SX284 敲石 凝灰岩
75 1197 SX284 貝殻状削器 凝灰質砂岩
76 1342 SK4113 擦石 安山岩
77 1339 SK4114 磨製石斧未成品 蛇紋岩
78 1062 SI12 打製石斧 凝灰質砂岩
79 1039 SI3 石鏃 チャート？
80 1481 SI12 石核 硬質頁岩（玉随を伴う）
81 1442 SI18 炉（東側） 砥石 凝灰岩
82 1248 SI21 炉 磨製石斧 透閃石岩
83 1236 SI22 炉 磨製石斧 透閃石岩
84 1377 SI23 炉 凹石 凝灰岩
85 1482 SI21 №2 石核 硬質頁岩
86 1378 SI32 凹石 凝灰岩
87 1070 SI19 打製石斧 凝灰質砂岩
88 1382 SI36 №4 凹石 安山岩
89 1249 SI26 磨製石斧 透閃石岩
90 1373 SI13 凹石 凝灰質砂岩
91 1502 SK794 石棒（異形） 凝灰質砂岩
92 1238 SI13 磨製石斧 透閃石岩
93 1496 SK794 石棒 凝灰質砂岩
94 1302 Ⅰc層 磨製石斧 透閃石岩
95 1335 SI1 磨製石斧未成品 透閃石岩
96 1243 SI14 磨製石斧 透閃石岩
97 1260 SX446 磨製石斧 透閃石岩
98 1289 SD52 X45Y30 磨製石斧 透閃石岩
99 1252 SK415 磨製石斧 透閃石岩

100 1259 SK800 磨製石斧 蛇紋岩

№ 遺物
番号

出土地点 種類 材質遺構 出土地点
101 1257 SX315 磨製石斧 透閃石岩
102 1232 SI4 磨製石斧 透閃石岩
103 1319 SI13 磨製石斧未成品 透閃石岩
104 1445 SK279 砥石 凝灰質砂岩
105 1253 SK864 磨製石斧 透閃石岩
106 1332 SI10 磨製石斧未成品 蛇紋岩
107 1296 X41Y25　Ⅰｃ層 磨製石斧 透閃石岩
108 1492 SK283 石棒 凝灰岩
109 1151 SK242付近 打製石斧 凝灰質砂岩
110 SI9 礫断片 凝灰岩
111 1133 SK3248 打製石斧 安山岩
112 1495 SX477 石棒 安山岩
113 1441 SK1254 砥石 凝灰質砂岩
114 1411 SK1 石錘 凝灰岩
115 1405 SI10 石錘 凝灰岩
116 1352 SI15 炉内 敲石 流紋岩
117 1536 X50Y36　Ⅰｃ層 石刀 片岩
118 1425 X38Y17　Ⅰｃ層 石錘 凝灰岩
119 1393 X50Y35　Ⅰｃ層 凹石 凝灰岩
120 1400 X52Y33　Ⅰc層 凹石 凝灰質砂岩
121 1518 SK855 石刀 粘板岩
122 1517 SK788 石刀 ホルンフェルス
123 1458 SK292 砥石 凝灰質砂岩
124 1520 SK788 石刀 粘板岩
125 1404 SI9 石錘 凝灰岩
126 1553 SX479 独鈷石 凝灰岩
127 1218 SK131 擦切石器 凝灰質砂岩
128 1521 SK881 石刀 ホルンフェルス
129 1407 SI13 石錘 安山岩
130 1414 SK283 石錘 凝灰質砂岩
131 1380 SK322 凹石 花崗岩
132 1329 SK1244 磨製石斧未成品 凝灰岩
133 1172 SK1244 打製石斧？ 凝灰質砂岩
134 1443 SK1244 砥石 凝灰質砂岩
135 1436 SI15 炉 砥石 凝灰質砂岩
136 1437 SI9 砥石 凝灰質砂岩
137 1410 SI18 石錘 凝灰岩
138 1388 SX507 凹石 凝灰質砂岩
139 1372 SI13 凹石 凝灰質砂岩
140 1357 SK886 敲石 凝灰質砂岩
141 1419 SK596 石錘 凝灰質砂岩
142 1124 SK754 打製石斧 安山岩
143 1384 SK219 凹石 凝灰質砂岩
144 1159 SK744 打製石斧 安山岩
145 1370 SK330 敲石？ ヒスイ
146 1397 X70Y50　Ⅱb層 凹石 凝灰岩
147 1189 X53Y42　Ⅱb層 削器 凝灰質砂岩
148 1207 X53Y42　Ⅱb層 貝殻状削器 凝灰質砂岩
149 1395 X−Y−　Ⅱa層 凹石 安山岩
150 1465 X55Y40 砥石 凝灰質砂岩
151 1209 X71Y60 貝殻状削器 凝灰質砂岩
152 1452 X80Y70　Ⅱa層 砥石 凝灰質泥岩
153 1366 X78Y65　Ⅱa層 敲石 凝灰質砂岩
154 1097 X55Y33　Ⅱa層 打製石斧 安山岩
155 1327 X60～65Y45～50　Ⅱb層 磨製石斧未成品 凝灰岩
156 1116 X55～60Y40～44　Ⅱb層 打製石斧 安山岩（板状）
157 1450 X52Y33　Ⅰc層 砥石 凝灰質砂岩
158 1398 X60～65Y43～47　Ⅰc層 凹石 凝灰岩
159 1108 X71Y60 打製石斧 凝灰岩（大型緑色結晶）
160 1231 X99Y66 擦切石器 凝灰質砂岩
161 1423 X−Y− 石錘 凝灰岩
162 1094 X−Y−　排土内 打製石斧 安山岩
163 1282 X50Y25　Ⅰc層 磨製石斧 ホルンフェルス
164 1394 X39Y25　Ⅰc層 凹石 凝灰岩
165 1402 X37Y21　Ⅰc層 凹石 凝灰岩
166 1269 X54Y32　Ⅰc層 磨製石斧 透閃石岩
167 1280 X56Y45　Ⅰc層 磨製石斧 蛇紋岩
168 1527 X46Y35　Ⅰc層 石刀 粘板岩
169 X101Y93　Ⅰc層 礫 安山岩（板状）
170 1297 X45Y28　Ⅰc層 磨製石斧 透閃石岩
171 1271 X53Y32　Ⅰc層 磨製石斧 透閃石岩
172 1283 X39Y20～23　Ⅰc層 磨製石斧 蛇紋岩
173 1306 X39Y20～23　Ⅰc層 磨製石斧 凝灰質砂岩
174 1303 X47Y28　Ⅰc層 磨製石斧 凝灰質砂岩
175 1364 X−Y−　Ⅰa層 敲石 安山岩
176 1288 X54～60Y44～49　Ⅰc層 磨製石斧 凝灰質砂岩
177 1291 X55Y35　Ⅰ層（盛土） 磨製石斧 透閃石岩
178 1311 X51Y25　Ⅱ層 磨製石斧 蛇紋岩
179 1548 X−Y−　Ⅱa層 石冠 凝灰岩
180 1156 X53Y29　Ⅱa層 打製石斧 凝灰質砂岩
181 1127 X45Y33　Ⅱb層 打製石斧 片岩
182 1126 X45Y33　Ⅱb層 打製石斧 安山岩
183 1310 X45Y33　Ⅱb層 磨製石斧 蛇紋岩
184 1285 X115～130Y− 磨製石斧 蛇紋岩
185 1287 X108Y105 磨製石斧 凝灰岩
186 1535 X60Y30 石刀 粘板岩
187 X35Y21 自然石 凝灰質砂岩
188 1361 X80Y84 敲石 凝灰質砂岩
189 1531 X72Y70 石刀 粘板岩
190 1105 X60Y30 打製石斧 凝灰岩
191 1505 X108Y105 石棒 凝灰質砂岩
192 1258 SK426 磨製石斧 透閃石岩
193 1273 X50Y35　Ⅱa層 磨製石斧 透閃石岩
194 1499 X89Y76　Ⅱ層 石棒 安山岩
195 1308 X53Y30～33　Ⅱa層 磨製石斧 透閃石岩
196 1509 X130Y123　Ⅱa層？ 石棒 凝灰岩
197 1363 X117Y111　Ⅱa層 敲石 凝灰岩
198 1533 X51Y31　Ⅱa層 石刀 粘板岩
199 1272 X50Y38　Ⅱb層 磨製石斧 凝灰岩（緑色）
200 1435 SK800 X70Y50　Ⅱ層 石皿 凝灰質砂岩
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第 25表　石製遺物の石材鑑定結果（2）
№ 遺物

番号
出土地点 種類 材質遺構 出土地点

201 1526 X41Y27　Ⅰc層 石刀 粘板岩
202 1292 X50Y25　Ⅰc層 磨製石斧 透閃石岩
203 1284 X50Y36　Ⅰc層 磨製石斧 蛇紋岩
204 1307 X60～65Y45～50　Ⅰc層 磨製石斧 凝灰岩
205 1500 X47Y32　Ⅰc層 石棒 粘板岩
206 1424 X47Y36　Ⅰc層 石錘 凝灰質砂岩
207 1530 X28Y9　Ⅰc層 石刀 粘板岩
208 1401 X45Y21　Ⅰc層 凹石 凝灰岩
209 1403 X115～125Y− 凹石 凝灰岩
210 1134 SI11 打製石斧 ホルンフェルス
211 1143 SI9 打製石斧 安山岩
212 1240 SI9 磨製石斧 蛇紋岩
213 1244 SI18 磨製石斧 透閃石岩
214 1247 SI21 磨製石斧 蛇紋岩
215 1338 SK3249 磨製石斧未成品 蛇紋岩
216 1254 SK1207 磨製石斧 蛇紋岩
217 1262 SX1234 磨製石斧 蛇紋岩
218 1091 SK788 打製石斧 凝灰岩
219 1239 SI19 磨製石斧 透閃石岩
220 1246 SI14 炉 磨製石斧 蛇紋岩
221 1353 SI15 炉 敲石 安山岩
222 1071 SI19 打製石斧 透閃石岩
223 1235 SI22 磨製石斧 透閃石岩
224 1080 SK354 打製石斧 安山岩
225 1275 SK4059 磨製石斧 凝灰質砂岩（緑色）
226 1163 SK595 打製石斧 安山岩
227 1077 SK855 打製石斧 凝灰質砂岩
228 1255 SX1234 磨製石斧 透閃石岩
229 1256 SK283 磨製石斧 蛇紋岩
230 1334 SK4062 磨製石斧未成品 透閃石岩
231 1264 SK4078 磨製石斧 蛇紋岩
232 1265 SK4099 磨製石斧 透閃石岩
233 1278 SK4108 磨製石斧 透閃石岩
234 1276 埋甕30 磨製石斧 凝灰質砂岩
235 1266 X74Y65　Ⅰｃ層 磨製石斧 蛇紋岩
236 1093 埋甕2と3の間 打製石斧 透閃石岩
237 1142 X60Y40　Ⅰc層 打製石斧 安山岩
238 1449 X50Y36　Ⅰc層 砥石 凝灰質砂岩
239 1034 SI9 石鏃 下呂石
240 1038 SI13 石鏃 ガラス質安山岩
241 1026 SI9 石鏃 下呂石
242 1032 SI9 石鏃 黒曜石（不明１）
243 1027 SI9 石鏃 黒曜石（諏訪）
244 1561 SI9 垂玉未成品 ヒスイ？
245 1053 SI13 石錐 黒曜石（不明１）
246 1118 X62Y41 打製石斧 凝灰質砂岩
247 1152 X60Y35　Ⅰc層 打製石斧 安山岩
248 1154 X60～65Y40～45　Ⅰc層 打製石斧 凝灰質砂岩
249 1109 X62Y43　Ⅰc層 打製石斧 安山岩
250 1112 X30Y5 打製石斧 凝灰質砂岩
251 1115 X60Y41　Ⅱb層 打製石斧 安山岩
252 1099 X88Y74　Ⅱ層 打製石斧 凝灰質砂岩
253 1100 X45Y40　Ⅰc層 打製石斧 凝灰岩
254 1123 X29Y11　Ⅰc層 打製石斧 安山岩
255 1167 X80Y84 打製石斧 凝灰質砂岩
256 1129 X40Y28 打製石斧 凝灰岩（大型緑色結晶）
257 1304 X40Y20　Ⅱa層 磨製石斧 蛇紋岩
258 1305 X96Y85　Ⅰc層 磨製石斧 蛇紋岩
259 1333 X96Y85　Ⅰc層 磨製石斧未成品 蛇紋岩
260 1318 X96Y85　Ⅰc層 磨製石斧未成品 蛇紋岩
261 1298 X96Y85　Ⅰc層 磨製石斧 蛇紋岩
262 1268 X55Y33　Ⅱa層 磨製石斧 透閃石岩
263 1326 X96Y85　Ⅰc層 磨製石斧未成品 蛇紋岩？
264 1294 X99Y91　Ⅰc層 磨製石斧 透閃石岩
265 1563 X98Y89 大珠未成品 ヒスイ
266 1060 SI13 打製石斧 凝灰質砂岩
267 1086 SK3222 打製石斧 凝灰質砂岩
268 1138 SI9 打製石斧 安山岩（板状）
269 1164 SK3222 打製石斧 安山岩（板状）
270 1130 SI9 打製石斧 安山岩（板状）
271 1148 SK1001 打製石斧 凝灰岩
272 1075 埋甕31 打製石斧 凝灰岩
273 1085 SK3166 打製石斧 凝灰質砂岩
274 1149 SK594 打製石斧 安山岩（板状）
275 1145 SK379 打製石斧 凝灰質砂岩
276 1061 SI12 打製石斧 凝灰質砂岩
277 1087 SK3208 打製石斧 凝灰質砂岩
278 1166 埋甕31 打製石斧 ホルンフェルス
279 1438 SI2 砥石 凝灰質砂岩
280 1355 SI22 敲石 凝灰岩
281 1359 SX1239 敲石 凝灰質砂岩
282 1391 SK1214 凹石 凝灰質砂岩
283 1413 SK219 石錘 凝灰岩
284 1422 Ⅰc層 石錘 凝灰質砂岩
285 1540 X40Y20　Ⅱa層 石刀 ホルンフェルス
286 1519 SK219 石刀 凝灰岩（緑色）
287 1498 SK1214 石棒 凝灰質砂岩
288 1504 SK1214 石棒(異形） 凝灰岩（緑色）
289 1331 SI14 炉内 磨製石斧未成品 透閃石岩
290 1095 X96Y85　Ⅰｃ層 打製石斧 凝灰岩（緑色）
291 1096 X96Y85　Ⅰc層 打製石斧 凝灰岩
292 1113 X101Y93　Ⅰc層 打製石斧 凝灰質砂岩
293 1119 X96Y85　Ⅰc層 打製石斧 凝灰岩（大型緑色結晶）
294 1111 X52～54Y28～33　Ⅱa層 打製石斧 凝灰質砂岩
295 1121 X105Y90 打製石斧 安山岩
296 1110 X52～54Y28～33　Ⅱa層 打製石斧 安山岩
297 1165 X100Y100　Ⅰｃ層 打製石斧 安山岩
298 1174 X52～54Y28～33　Ⅱa層 打製石斧未成品 凝灰岩
299 1427 X40Y20　Ⅱa層 石錘 凝灰質砂岩
300 1367 SK800 X100Y107　Ⅰc層 敲石 凝灰質砂岩

№ 遺物
番号

出土地点 種類 材質遺構 出土地点
301 1368 X39Y20～23　Ⅰc層 敲石 凝灰質砂岩
302 1515 X48Y26　Ⅰc層 石棒素材 安山岩
303 1362 X100Y107　Ⅰc層 敲石 安山岩
304 1242 SI22 №18 磨製石斧 透閃石岩
305 1439 SI22 №18 砥石 凝灰質砂岩
306 1383 SI37 炉跡 凹石 凝灰質砂岩
307 1153 排土中 打製石斧 ホルンフェルス？
308 1120 X95Y90 打製石斧 安山岩
309 1161 SI36 打製石斧 凝灰質砂岩
310 1328 SK1273 磨製石斧未成品 透閃石岩
311 1250 SK1286 磨製石斧 凝灰質砂岩
312 1343 X61Y43　Ⅰc層 擦石 凝灰質砂岩
313 1506 X93Y83　Ⅰc層 石棒 凝灰質砂岩
314 1376 SI20 凹石 凝灰質砂岩
315 1389 X83Y74　Ⅱa層 凹石 安山岩
316 1462 排土中 砥石 凝灰質砂岩
317 1444 SI18 砥石 凝灰質砂岩
318 1390 X90Y90 凹石 凝灰質砂岩
319 1421 SK4106付近 石錘 凝灰岩
320 1068 SI25 打製石斧 安山岩
321 1067 SI18 打製石斧 安山岩
322 1203 SI18 貝殻状削器 凝灰岩
323 1132 SI25 打製石斧 安山岩
324 1063 SI18 打製石斧 凝灰質砂岩
325 1170 SI25 打製石斧 凝灰質砂岩
326 1131 SI25 打製石斧 安山岩
327 1074 SI27 X101Y91 打製石斧 安山岩
328 1073 SI27 X101Y91 打製石斧 泥岩
329 1182 SI27 X101Y91 剥片 安山岩
330 1299 排土中 磨製石斧 透閃石岩？
331 1241 SI18 磨製石斧 透閃石岩
332 1245 SI18 №5 磨製石斧 透閃石岩
333 1233 SI18 磨製石斧 蛇紋岩
334 1234 SI25 磨製石斧 透閃石岩
335 1440 SI22 №16 砥石 凝灰質砂岩
336 1295 X102Y95　Ⅰc層 磨製石斧 蛇紋岩
337 1309 X102Y95　Ⅰc層 磨製石斧 透閃石岩？
338 1300 X102Y95　Ⅰc層 磨製石斧 透閃石岩？
339 1290 X60Y41　Ⅰc層 磨製石斧 蛇紋岩
340 1263 SK1283 磨製石斧 凝灰岩（緑色）
341 1274 SK1289 磨製石斧 透閃石岩？
342 1237 SI22 磨製石斧 透閃石岩
343 1301 X108Y110　Ⅰc層 磨製石斧 透閃石岩
344 1525 埋甕22 石刀 凝灰岩
345 1076 SK4062 打製石斧 安山岩
346 1079 SK4062 打製石斧 安山岩
347 1387 SK1290 凹石 凝灰質砂岩
348 1523 埋甕23 石刀 粘板岩
349 1385 SK4029 凹石 凝灰質砂岩
350 1556 X102Y95　Ⅰc層 岩版？ 凝灰質砂岩
351 1090 SX327 打製石斧 安山岩
352 1146 SX908 打製石斧 安山岩
353 1140 SK1291 打製石斧 凝灰岩（緑色）
354 1147 SK781 打製石斧 安山岩
355 1084 SK1232 打製石斧 凝灰質砂岩
356 1058 SI9 打製石斧 透閃石岩？
357 1082 SK1114 打製石斧 凝灰岩（大型緑色結晶）
358 1324 SK1247 磨製石斧未成品 凝灰岩（大型緑色結晶）
359 1135 SI15 炉 打製石斧 凝灰岩（大型緑色結晶）
360 1251 SI17 磨製石斧 透閃石岩？
361 1066 SI18 打製石斧 安山岩（板状）
362 1081 SK1247 打製石斧 凝灰岩（大型緑色結晶）
363 1137 SK4075 打製石斧 凝灰岩
364 1064 SI18 打製石斧 安山岩
365 1136 SI22 打製石斧 凝灰岩
366 1107 X101Y93　Ⅰc層 打製石斧 凝灰質砂岩
367 1101 X101Y93　Ⅰc層 打製石斧 ホルンフェルス
368 1098 X96Y85　Ⅰc層 打製石斧 安山岩
369 1072 SI19 打製石斧 安山岩（板状）
370 1279 埋甕27 磨製石斧 凝灰質砂岩
371 1489 SK3239 石棒 粘板岩
372 1490 SK3239 石棒 凝灰岩
373 1491 SK3239 石棒 片岩（緑色）
374 1489 SK3239 石棒 粘板岩
375 1261 SK370 磨製石斧 透閃石岩
376 1434 SX1246 石皿 凝灰質砂岩
377 1078 SX1246 打製石斧 安山岩
378 1341 SX1239 擦石 凝灰岩
379 1464 土坑群 X62Y40　 砥石 凝灰質砂岩
380 1433 SI22 石皿 凝灰質砂岩
381 1426 X108Y105　側溝 石錘 凝灰岩
382 1418 SK1253 石錘 凝灰質砂岩
383 1044 X56Y45　Ⅰc層 石鏃 メノウ
384 1028 SI9 石鏃 硬質頁岩
385 1048 X57～60Y38～40　Ⅰc層 石鏃 ガラス質安山岩
386 1030 X80Y68　Ⅱa層 石鏃 チャート
387 1050 SI3 石鏃 硬質頁岩
388 1036 SI3 石鏃 凝灰岩
389 1051 X57～60Y38～40　Ⅰc層 石鏃 硬質頁岩
390 1047 SI12 石鏃 下呂石
391 1041 SI14 石鏃 チャート
392 1046 X55～65Y40～45　Ⅱa層 石鏃未成品 ガラス質安山岩
393 1042 SX284 石鏃 硬質頁岩
394 1040 SX446 石鏃 下呂石
395 1043 SK687 石鏃 チャート
396 1052 土坑群 X75Y65　 石鏃 下呂石
397 1559 SI2 垂玉 滑石？（黒色）
398 1562 SI14 勾玉 ヒスイ
399 1560 X54Y43　Ⅰc層 垂玉 滑石？（黒色）
400 1564 SK800 X60Y40　Ⅰc層 管玉未成品 滑石
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3　石材鑑定

第 25表　石製遺物の石材鑑定結果（3）
№ 遺物

番号
出土地点 種類 材質遺構 出土地点

401 1054 X82Y70　Ⅱa層 石錐 黒曜石（魚津坪野）
402 1045 X115～130　側溝 石鏃 硬質頁岩
403 1503 X35Y20　Ⅰc層 石棒(異形） 安山岩
404 1550 Ⅰ層 石冠 凝灰質泥岩
405 1554 SK1259 円盤形石器 泥岩
406 1565 X52～55Y42～45　Ⅱb層 管玉未成品 ヒスイ？
407 1466 土坑群 X62Y40　 砥石 凝灰質砂岩
408 X39Y20～23　Ⅰc層 礫 流紋岩（濃飛型）
409 1175 土坑群 X82Y85　 打製石斧未成品？ 安山岩
410 1344 X45Y30　Ⅰc層 擦石 凝灰岩
411 1177 X39Y20～23　Ⅰc層 打製石斧未成品？ 安山岩（板状）
412 1193 X39Y20～23　Ⅰc層 削器 安山岩（板状）
413 1215 X39Y20～23　Ⅰc層 貝殻状削器 凝灰岩
414 1206 X30Y9　Ⅰc層 貝殻状削器 ホルンフェルス
415 1208 X103Y97　Ⅱa層 貝殻状削器 凝灰質砂岩
416 1186 X47Y36　Ⅰc層 削器 安山岩
417 1187 X42Y26　Ⅰc層 削器 安山岩
418 X52～55Y42～45　Ⅱb層 剥片 凝灰岩
419 1227 X60～65Y45～50　Ⅰc層 擦切石器 凝灰質砂岩
420 1399 X56Y45　Ⅰc層 凹石 凝灰岩
421 1371 X44Y21　Ⅰc層 敲石 安山岩
422 1345 X57～60Y38～40　Ⅰc層 擦石 凝灰岩
423 1228 排土 擦切石器 凝灰質砂岩
424 1369 X60～65Y43～47　Ⅰc層 敲石 泥岩
425 1313 X29Y11　Ⅰc層 磨製石斧未成品 透閃石岩？
426 1312 X45Y30　Ⅰc層 磨製石斧未成品 透閃石岩？
427 1514 土坑群 X77Y74　 石棒・石刀未成品 安山岩
428 1510 X39Y20～23　Ⅰc層 石棒・石刀未成品 安山岩
429 1286 排土 磨製石斧 凝灰岩（緑色）
430 1541 排土 石刀 ホルンフェルス
431 1532 X49Y28　Ⅰc層 石刀？ 蛇紋岩
432 1546 X57～60Y38～40　Ⅰc層 石冠？ 凝灰質泥岩
433 1415 X52Y33　Ⅰc層 石錘 安山岩
434 1528 X39Y20～23　Ⅰc層 石刀 粘板岩
435 1542 X54Y31　Ⅰc層 石冠 凝灰岩
436 1558 X98Y89　Ⅰc層 三脚形石器 凝灰岩
437 1551 X40Y24　Ⅰc層 石冠 透閃石岩？
438 1221 土坑群 X75Y60　 擦切石器 凝灰質砂岩
439 1125 X105Y90　側溝 打製石斧 安山岩（板状）
440 1117 X110Y115　側溝 打製石斧 凝灰岩
441 1346 X95Y103　側溝 敲石 花崗岩
442 1157 X95Y103　側溝 打製石斧？ 安山岩
443 1191 X102Y95　Ⅰc層 削器 凝灰岩
444 1431 X102Y95　Ⅰc層 礫器 凝灰岩
445 1460 X70～75Y50～55　Ⅰc層 砥石 凝灰質砂岩
446 1160 X60Y40　Ⅰc層 打製石斧 安山岩
447 1128 X99Y91　Ⅰc層 打製石斧 安山岩（板状）
448 1173 X60～65Y43～47　Ⅰc層 打製石斧未成品 安山岩？
449 1178 X99Y91　Ⅰc層 打製石斧未成品 安山岩（板状）
450 1176 X101Y93　Ⅰc層 打製石斧未成品 安山岩（板状）
451 1114 X105Y108　Ⅰc層 打製石斧 凝灰岩
452 1192 X39Y25　Ⅰc層 削器 安山岩
453 1103 X57～60Y38～40　Ⅰc層 打製石斧 アプライト
454 1179 X99Y91　Ⅰc層 打製石斧未成品 凝灰岩？
455 1181 X52～55Y42～45　Ⅱb層 剥片 凝灰岩
456 1212 X55Y33　Ⅱa層 貝殻状削器？ 凝灰岩
457 1188 X100Y90　Ⅱa層 削器 安山岩（板状）
458 1336 X47Y32　Ⅱa層 磨製石斧未成品 透閃石岩
459 1213 T4 貝殻状削器 凝灰岩
460 1214 T4 貝殻状削器 凝灰岩（緑色）
461 1155 T4 打製石斧 凝灰質砂岩
462 1168 T5 打製石斧 安山岩
463 1210 排土 貝殻状削器 安山岩
464 1453 SK283 砥石 凝灰岩
465 1216 SK283 擦切石器 凝灰質砂岩
466 1204 SK283 貝殻状削器 凝灰岩
467 1379 SX284 凹石 安山岩
468 1316 SK292 磨製石斧未成品 透閃石岩？
469 1416 SK292 石錘 安山岩
470 1196 SK292 貝殻状削器 凝灰質砂岩
471 1386 SK292 凹石 凝灰質砂岩
472 1199 SK360 貝殻状削器 安山岩？
473 1088 X53Y33　Ⅰc層 打製石斧 安山岩
474 1083 SX446 打製石斧 凝灰質砂岩
475 1451 SX490 砥石 凝灰岩
476 1314 SK650 磨製石斧未成品 透閃石岩
477 1448 SK429 砥石 凝灰質砂岩
478 1230 X49Y33　Ⅰc層 擦切石器 凝灰岩
479 1224 SK656 擦切石器 安山岩
480 1185 SX284 削器 硬質頁岩
481 1220 SK283 擦切石器 凝灰質砂岩
482 1198 SK283 貝殻状削器 凝灰岩
483 1219 SK283 擦切石器 凝灰質砂岩
484 1484 X35Y5　Ⅱ層 剥片 黒曜石（不明１）
485 1337 SK283 磨製石斧未成品 透閃石岩
486 1511 SK656 石棒･石刀未成品 安山岩
487 1547 SK242 石冠 安山岩
488 1225 X53Y33　Ⅰc層 擦切石器 凝灰質砂岩
489 1513 SK392 石棒・石刀未成品 凝灰岩
490 1459 SK356 砥石 凝灰質砂岩
491 1229 SX328 擦切石器 安山岩
492 1205 SK322 貝殻状削器 凝灰質砂岩
493 1512 SK392 石棒・石刀未成品 安山岩
494 T5 剥片 安山岩
495 1317 T8 磨製石斧未成品 蛇紋岩
496 1494 埋甕4 石棒 片岩
497 1226 X74Y66　Ⅰc層 擦切石器 凝灰岩
498 1200 埋甕31 貝殻状削器 安山岩
499 1420 SK1114 石錘 粘板岩
500 1222 SX1239 擦切石器 流紋岩

№ 遺物
番号

出土地点 種類 材質遺構 出土地点
501 1089 SX1239 打製石斧 安山岩（板状）
502 1190 SK1250 削器 安山岩（板状）
503 1141 SK1261 打製石斧 安山岩？
504 SX1272 剥片 凝灰岩（緑色結晶）
505 1150 SX1275 打製石斧 凝灰岩（大型緑色結晶）
506 1171 SK3239 打製石斧 凝灰質砂岩
507 1381 SK4097 凹石 凝灰岩
508 1223 SK4108 擦切石器 凝灰質砂岩
509 SI1 自然剥片 安山岩
510 1350 SI1 敲石 凝灰岩
511 1446 SI2 砥石 凝灰質砂岩
512 1194 SI9 貝殻状削器 流紋岩
513 1195 SI13 貝殻状削器 安山岩
514 1180 SI13 打製石斧未成品 凝灰質砂岩
515 1351 SI13 敲石 凝灰岩
516 1456 SI13 砥石 凝灰質砂岩
517 1408 SI14 石錘 凝灰質砂岩
518 1202 SI18 貝殻状削器 流紋岩
519 1201 SI10 貝殻状削器 凝灰岩
520 1183 SI22 剥片 安山岩
521 1468 SI18 石核 ガラス質安山岩
522 1430 SK790 加工礫 安山岩
523 1545 SI13 石冠 流紋岩
524 1144 SK743 打製石斧 凝灰質砂岩
525 1059 SI13 打製石斧 蛇紋岩
526 1139 SI27 打製石斧 安山岩（板状）
527 1354 SI17 敲石 流紋岩
528 1358 SK1277 敲石 流紋岩
529 1348 SX1272 敲石 凝灰岩
530 1429 SX2170 加工礫 安山岩（板状）
531 1349 SI1 敲石 凝灰岩
532 1555 SI21 岩版? 凝灰質泥岩
533 1321 SI14 磨製石斧未成品 凝灰岩
534 1035 SI9 石鏃 ガラス質安山岩
535 1037 SI12 石鏃 硬質頁岩（白色風化）
536 1055 SK892 石匙未成品 硬質頁岩（赤色）
537 1469 T5　排土 石核 黒曜石（諏訪）
538 1487 T5　排土 剥片 黒曜石（不明２）
539 1486 T9　建物付近黒色土 剥片 黒曜石（諏訪）
540 1056 SI9 ピエス・エスキーユ 黒曜石（不明１）
541 1483 SI9 剥片 黒曜石（不明１）
542 1475 SI13 剥片 黒曜石（不明１）
543 1474 SI13 二次加工剥片 黒曜石（不明１）
544 1472 SI13 石核 黒曜石（不明１）
545 1476 SI13 剥片 黒曜石（羽黒）
546 1471 SX1237 石核 黒曜石（不明１）
547 1480 X60～65Y43～47　Ⅰc層 石核 黒曜石（不明１）
548 1485 X50Y36　Ⅰc層 剥片 黒曜石（諏訪）
549 1477 X100～105Y95～100　Ⅰc層 剥片 黒曜石（諏訪）
550 1478 X52～54Y28～33　Ⅱa層 石核 黒曜石（不明１）
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第 160 図　早月上野遺跡の石材利用傾向

石鏃（27点） 打製石斧（126点） 礫器類（32点）

擦切石器（15点） 磨製石斧（107点） 擦石（6点）

敲石（26点） 凹石（33点） 石錘（26点）

砥石（20点） 筋砥石（11点） 剥片（16点）

石棒（23点） 石刀（25点） 石冠（9点）
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3　石材鑑定
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写真 1　石製品石材のマイクロスコープ写真

1. 泥岩（№ 424）　2. 粘板岩（№ 205）　3. 硬質頁岩（№ 389）

4. チャート（№ 391）　5. 凝灰岩類（№ 312）　6. 黒曜石（№ 542, № 543）

7. 下呂石（№ 390）　8. 流紋岩類（№ 518）
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3　石材鑑定

写真 2　石製品石材のマイクロスコープ写真

9. 安山岩類（№ 522）　10. ガラス質安山岩（№ 534）　11. アプライト（№ 453）　

12. 花崗岩（№ 131）　13. 蛇紋岩類（№ 260）　14. 透閃石岩（№ 304）

15. 片岩類（№ 496）　16. ホルンフェルス類（№ 285）
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写真 3　石製品石材のマイクロスコープ写真

17. ヒスイ（№ 398）　18. メノウ（№ 25）　19. 滑石類（№ 400）

20. 鉄石英（№ 29）
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４　早月上野遺跡出土黒曜石製石器の産地推定

㈱パレオ・ラボ

（1）はじめに
　魚津市の早月上野遺跡は，早月川と角川に挟まれた上中島台地に所在する。早月上野遺跡より出土

した黒曜石製石器について，エネルギー分散型蛍光 X 線分析装置による元素分析を行い，産地を推

定した。

（2）試料と方法
　分析対象資料は早月上野遺跡で出土した縄文時代後期～晩期の黒曜石製石器計 22 点である（第 27

表）。また，魚津産の原石試料として，魚津市坪野で露頭採取された黒曜石 1 点も同時に分析した（分

析№ 23）。試料は，測定前にメラミンフォーム製のスポンジを用いて，表面の洗浄を行った。

第 27表　産地推定を行った黒曜石試料とその詳細
 

　分析装置は，㈱セイコーインスツルメンツ社製のエネルギー分散型蛍光 X 線分析計 SEA － 2001L

を使用した。装置の仕様は，X 線管ターゲットはロジウム（Rh），X 線検出器は Si（Li）半導体検出器

である。測定条件は，測定時間 300sec，照射径 10㎜，電流自動設定（1 ～ 63 μ A，デッドタイムが

20％未満になるよう自動設定），電圧 50kV，試料室内雰囲気真空に設定した。

　黒曜石の産地推定には，蛍光 X 線分析による X 線強度を用いた黒曜石産地推定法である判別図法

を用いた（望月，2004 など）。本方法は，まず各試料を蛍光 X 線分析装置で測定し，その測定結果の

4　黒曜石産地推定

分析
№ 遺構 出土地点

法量（㎝・ｇ）
備考 遺物№ 種類

長さ 幅 厚さ 重さ
 1 T5 5.35 4.73 2.74 79.98 I050046 1467 原石
 2 T5 5.46 3.76 2.80 44.57 I050047 1470 原石
 3 T5 4.72 4.37 2.93 59.63 I050048 1473 原石
 4 SI９ 2.20 1.60 0.50 1.12 I060378 1032 石鏃
 5 SI９ 2.00 1.50 0.30 0.84 I060379 1027 石鏃
 6 SI13 4.10 1.50 0.90 3.98 I060381 1053 石錐
 7 X35Y5　Ⅱ層 7.22 1.93 1.63 18.40 I060813 1484 剥片
 8 T5　排土中 3.71 2.94 1.20 12.89 1469 石核
 9 T5　排土中 3.65 1.71 1.30 9.32 1487 剥片
10 T9　建物付近黒色土 2.11 1.30 0.73 1.80 1486 剥片
11 SI９ 2.37 0.94 0.76 2.08 1056 ピエス・エスキーユ
12 SI９ 4.39 2.31 1.33 10.18 1483 剥片
13 SI13 2.59 1.68 0.56 1.78 1475 剥片
14 SI13 3.31 1.63 0.98 6.56 1474 二次加工剥片
15 SI13 2.69 2.24 1.19 6.80 1472 石核
16 SI13 2.28 1.23 0.20 0.60 1476 剥片
17 SX1237 3.38 2.30 1.86 16.18 1471 石核
18 X60～65Y43～47　Ⅰｃ層 3.54 3.13 2.99 24.00 1480 石核
19 X50Y36　Ⅰｃ層 2.36 2.22 0.45 2.34 1485 剥片
20 X100～105Y95～100　Ⅰｃ層 3.69 2.20 1.27 9.56 1477 剥片
21 X52～54Y28～33　Ⅱａ層 4.04 2.91 1.91 17.29 1478 石核
22 埋土中 X82Y70 Ⅱ a 層 1.66 0.85 0.44 0.69 I060609 1054 石錐
23 魚津市坪野 露頭採取 原石
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うち，カリウム（K)，マンガン（Mn），

鉄（Fe），ルビジウム（Rb），ストロ

ンチウム（Sr），イットリウム（Y），

ジルコニウム（Zr）の合計 7 元素の X

線強度（cps；count per second）につ

いて，以下に示す指標値を計算する。

１）Rb 分率 =Rb 強度× 100/（Rb 強

度 +Sr 強度 +Y 強度 +Zr 強度）

２）Sr 分率 =Sr 強度× 100/（Rb 強度

+Sr 強度 +Y 強度 +Zr 強度）

３）Mn 強度× 100/Fe 強度

４）log（Fe 強度 /K 強度）

　そしてこれらの指標値を用いた 2

つの判別図（ 横軸 Rb 分率－縦軸 Mn

強度× 100/Fe 強度の判別図と横軸

Sr 分率－縦軸 log（Fe 強度 /K 強度）の判別図）を作成し，各地の原石データと遺跡出土遺物のデー

タを照合して，産地を推定するものである。この判別図法は，原石同士の判別図が重複した場合，分

離は不可能となるが，現在のところ，

同一エリア内の多少の重複はあって

もエリア間の重複はほとんどないこ

とから，産地エリアの推定には十分

である。また，指標値に蛍光 X 線の

エネルギー差ができる限り小さい元

素同士を組み合わせて算出している

ため，形状や厚みなどの影響を比較

的受けにくいという利点があり，非

破壊分析を原則とし，形状が不規則

で薄い試料も多く存在する出土遺物

の測定に対して非常に有効な方法で

あるといえる。なお，厚みについて

は，かなり薄くても測定可能である

が，それでも 0.5㎜以下では影響をま

ぬかれないといわれる（ 望月 ,1999）。

極端に薄い試料の場合，K 強度が相

対的に強くなるため，log（Fe 強度 /

K 強度）の値が減少する。また，風化

試料の場合でも，log（Fe 強度 /K 強

第 28表　黒曜石産地（東日本）の判別群名称（望月，2004参考）

第 161 図　黒曜石産地分布図（東日本）

都道府県 エリア 判別群 記号 原石採取地

北海道
白滝

八号沢群 STHG 赤石山山頂 ･ 八号沢露頭 ･ 八号沢 ･ 黒曜の沢 ･
幌加林道（36）黒曜の沢群 STKY

赤井川 曲川群 AIMK 曲川 ･ 土木川（12）

青森
木造 出来島群 KDDK 出来島海岸（10）
深浦 八森山群 HUHM 岡崎浜（7），八森山公園（8）

秋田 男鹿
金ヶ崎群 OGKS 金ヶ崎温泉（10）
脇本群 OGWM 脇本海岸（4）

岩手 北上川 北上折居 2 群 KKO2 水沢市折居（9）
山形 羽黒 月山群 HGGS 月山荘前（10）

宮崎 湯ノ倉群 MZYK 湯ノ倉（40）
色麻 根岸群 SMNG 根岸（40）

宮城
仙台

秋保 1 群 SDA1
土蔵（18）

秋保 2 群 SDA2
塩釜 塩竃群 SGSG 塩竃（10）

新潟
新発田 板山群 SBIY 板山牧場（10）
新津 金津群 NTKT 金津（7）

栃木 高原山
甘湯沢群 THAY 甘湯沢（22）
七尋沢群 THNH 七尋沢（3），宮川（3），枝持沢（3）

長野

和田（WD）
鷹山群 WDTY 鷹山（20），東餅屋（20）
小深沢群 WDKB 小深沢（18）
土屋橋西群 WDTN 土屋橋西（11）

和田（WO）
ブドウ沢群 WOBD ブドウ沢（20）
牧ヶ沢群 WOMS 牧ヶ沢下（20）
高松沢群 WOTM 高松沢（19）

諏訪 星ヶ台群 SWHD 星ヶ台（35），星ヶ塔（20）
蓼科 冷山群 TSTY 冷山（20），麦草峠（20），麦草峠東（20）

神奈川
箱根

芦ノ湯群 HNAY 芦ノ湯（20）
畑宿群 HNHJ 畑宿（51）
鍛冶屋群 HNKJ 鍛冶屋（20）

静岡
上多賀群 HNKT 上多賀（20）

天城 柏峠群 AGKT 柏峠（20）

東京 神津島
恩馳島群 KZOB 恩馳島（27）
砂糠崎群 KZSN 砂糠崎（20）

島根 隠岐
久見群 OKHM 久見パーライト中（6），久見採掘現場（5）
箕浦群 OKMU 箕浦海岸（3），加茂（4），岸浜（3）

･1
･2

･3･4
･5
･6

･7 ･
8･9･10･11

･12･13
･14

･15･16 ･17

･18･19
･20

･21
 1.白滝
 2.赤井川
 3.木造
 4.深浦
 5.男鹿
 6.北上川
 7.羽黒
 8.宮崎
 9.色麻
10.仙台

11.塩竈
12.新発田
13.新津
14.高原山
15.和田
16.諏訪
17.蓼科
18.箱根
19.天城
20.神津島

21.隠岐
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度）の値が減少する（同上）。そのため，試料の測定面にはなるべく奇麗で平坦な面を選び，測定した。

測定結果が判別群からかけ離れた値を示した場合は，測定面を変更するか，あるいはメラミンフォー

ム製スポンジで再度表面の洗浄を行った後，何回か再測定を行って検証した。原石試料は，採取原石

を割り新鮮な面を表出させた上で，産地推定対象試料と同様の条件で測定した。第 28 表に各原石産

地とそれぞれの試料点数，ならびにこれらのエリアと判別群名を示す。また，第 161 図に各原石の採

取地分布図を示す。

（3）分析結果
　第 29 表に出土遺物の測定値及び算出された指標値を，第 162・163 図に，黒曜石原石の判別図に遺

跡出土遺物 22 点と魚津市坪野産黒曜石原石１点をプロットした図を示す。なお，図は視覚的にわか

りやすくするため，各判別群を楕円で取り囲んである。5 点が諏訪エリア星ヶ台群 SWHD，1 点が羽

黒エリア月山群 HGGS の範囲にプロットされた。

　残り 16 点は合致する判別群がなく産地不明であったが，うち 3 点は魚津市坪野で採取された原石

（第 162・163 図中の△ 23）と近似した値であり，同じ判別群に属する可能性が高い。なお，この魚

津市坪野の原石のとる値は，古環境研究所（2009）で報告されている魚津エリア早月上野群 UTHT の

判別群の分布に比較的近い。

　また，第 29 表で判別群を不明 1 とした 12 点は，互いに近い値を示しており，同じ判別群に属する

可能性が高い。この不明 1 の分布は，同じく古環境研究所（2009）で報告されている不明 TYX2 群の

判別群の分布に比較的近い。

　分析№ 9（第 29 表では判別群を不明 2 と表記）は，上述 15 点とも大きく異なる値を示した。

第 29表　産地推定結果
 

4　黒曜石産地推定

分析
№

K強度
（cps）

Mn強度
（cps）

Fe強度
（cps）

Rb強度
（cps）

Sr強度
（cps）

Y強度
（cps）

Zr強度
（cps） Rb分率 Mn＊100

Fe Sr分率 log Fe
    K 判別群 エリア 遺物№ 種類

 1 3.15 2.17 58.43 9.94 6.07 3.99 9.68 33.51 3.72 20.44 1.27 魚津坪野 ? 魚津 ? 1467 原石

 2 3.78 3.15 61.07 8.81 13.25 2.85 11.08 24.48 5.16 36.82 1.21 不明 1 ― 1470 原石

 3 3.18 2.28 56.42 9.19 5.43 3.12 8.53 34.98 4.03 20.68 1.25 魚津坪野 ? 魚津 ? 1473 原石

 4 3.26 2.99 54.28 8.68 12.55 2.69 10.34 25.34 5.52 36.63 1.22 不明 1 ― 1032 石鏃

 5 4.83 2.70 34.58 9.16 3.27 3.11 7.23 40.23 7.81 14.37 0.85 SWHD 諏訪 1027 石鏃

 6 3.17 2.80 55.94 8.73 12.72 2.30 11.17 24.99 5.00 36.44 1.25 不明 1 ― 1053 石錐

 7 3.54 3.23 56.50 8.98 12.77 2.98 9.34 26.36 5.72 37.49 1.20 不明 1 ― 1484 剥片

 8 3.59 2.54 30.43 8.53 3.07 3.57 7.10 38.31 8.34 13.77 0.93 SWHD 諏訪 1469 石核

 9 4.03 3.00 46.38 8.60 8.51 2.59 8.20 30.81 6.46 30.51 1.06 不明 2 ― 1487 剥片

10 4.35 2.64 31.75 8.67 2.54 3.09 7.13 40.46 8.31 11.86 0.86 SWHD 諏訪 1486 剥片

11 3.57 2.54 50.79 7.95 11.79 2.17 9.46 25.35 5.00 37.57 1.15 不明 1 ― 1056 ピエス・エスキーユ

12 3.28 2.41 49.07 8.26 11.63 2.25 9.97 25.73 4.92 36.22 1.18 不明 1 ― 1483 剥片

13 2.98 2.41 49.86 8.31 13.40 2.45 9.95 24.37 4.83 39.29 1.22 不明 1 ― 1475 剥片

14 2.72 2.90 51.62 8.32 12.85 2.51 9.89 24.79 5.62 38.28 1.28 不明 1 ― 1474 二次加工剥片

15 3.22 3.21 56.76 8.83 13.98 2.83 10.38 24.51 5.65 38.80 1.25 不明 1 ― 1472 石核

16 4.92 5.25 50.55 8.61 8.78 3.56 7.30 30.48 10.38 31.09 1.01 HGGS 羽黒 1476 剥片

17 2.82 3.02 55.82 8.66 13.56 2.12 10.13 25.13 5.41 39.33 1.30 不明 1 ― 1471 石核

18 3.74 2.93 51.23 8.46 11.88 1.62 9.36 27.00 5.72 37.94 1.14 不明 1 ― 1480 石核

19 4.28 2.75 32.29 9.07 2.81 3.60 7.25 39.91 8.51 12.36 0.88 SWHD 諏訪 1485 剥片

20 3.55 2.78 31.81 8.73 2.31 3.59 7.92 38.72 8.75 10.24 0.95 SWHD 諏訪 1477 剥片

21 2.88 2.71 50.97 7.90 11.38 1.58 9.12 26.36 5.31 37.95 1.25 不明 1 ― 1478 石核

22 3.40 2.23 58.64 9.44 5.56 3.55 9.21 34.01 3.80 20.04 1.24 魚津坪野 ? 魚津 ? 1054 石錐

23 3.51 2.12 57.04 9.60 5.60 3.44 8.97 34.77 3.71 20.29 1.21 魚津坪野 魚津 原石
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　魚津産の黒曜石については，麻柄（1981）ですでに大菅沼と坪野を結ぶ林道での採取が報告されて

おり，今回分析した原石はおそらく同じ産地のものと考えられる。

（4）おわりに
　早月上野遺跡出土の黒曜石製石器 22 点について蛍光 X 線分析による産地推定を行った結果，5 点

が諏訪エリア，1 点が羽黒エリアと推定され，16 点は産地不明であった。なお，産地不明 16 点のうち，

3 点は魚津市坪野で露頭採取された原石 1 点と近似し，12 点は産地不明ながらも同じ判別群に属する

可能性が高い。

（竹原弘展）

引用・参考文献
麻柄一志（1981）“魚津産黒曜石”と縄文遺跡．富山市考古資料館編「富山市資料館報 5」：5-7，富山市考古資料館．

古環境研究所（2009）富山県下山新遺跡，下山新東遺跡および柳田遺跡出土黒曜石の産地推定分析．富山県文化振興財団埋蔵文

化財調査事務所編「竹ノ内Ⅱ遺跡 柳田遺跡 下山新東遺跡 下山新遺跡発掘調査報告―北陸新幹線建設に伴う埋蔵文化財発掘報

告Ⅰ―」：299-306，富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所．

望月明彦（1999）上和田城山遺跡出土の黒曜石産地推定．大和市教育委員会編「埋蔵文化財の保管と活用のための基礎的整理報

告書 2　―上和田城山遺跡篇―」：172-179，大和市教育委員会 .

望月明彦（2004）用田大河内遺跡出土黒曜石の産地推定．かながわ考古学財団編「用田大河内遺跡」：511-517，かながわ考古学

財団．
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4　黒曜石産地推定
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第Ⅵ章　総　括

１　早月上野遺跡の集落構造について

（1）はじめに
　早月上野遺跡では，竪穴建物 41 棟，掘立柱建物 17 棟，環状土坑群５基，貯蔵穴 49 基，埋設土器

32 基のほか，1600 基を超える土坑を検出している。これらの遺構は，広場を中心に同心円状に分布し，

環状集落を形成している。縄文時代中期中葉に出現し，晩期末まで断続的ではあるが長期間にわたり

営まれた集落遺跡である。ここでは，遺構の変遷および集落構造について検討する。

（2）遺跡範囲
Ａ　立　地

　遺跡のある魚津市域は，富山県内の中では山地が海岸へ迫り出した地域で，山地裾部に洪積台地が

広がる。また，幾筋もの河川によって台地ごとに分断されており，それぞれの台地に縄文集落が分布

する。早月上野遺跡は，こうした地形の西端にあたる上中島台地に位置している。遺跡の西側は早月

川をはさみ海岸まで達する早月川扇状地，さらに，常願寺川扇状地・神通川扇状地・氾濫原からなる

富山平野が開けている。早月川扇状地は，縄文時代中期以降遺跡数が増加する時期にも扇央部には散

布地を含めた遺跡が分布せず，南部の丘陵地に限られる。早月上野遺跡は遺跡西側に広がる平野部が

急にすぼまる部分，早月川扇状地の南部にひかえる東福寺野の台地沿い延長上に早月川を渡った箇所

にある。遺跡は台地の最奥部にあり北と西は開けた平坦面となるが，集落の中心は東側段丘際に偏る。

東西両側は河岸段丘が発達し，比高差は東で約 30ｍ，西で約 10ｍを測る。西の早月川までは緩やか

な斜面で約 1.3㎞，東の角川までは谷沿いに約 600ｍを測り，角川に面した段丘縁辺に位置する。南

側は東から小さな谷が入り込み，遺跡は段丘縁辺部に入り込む小谷に沿った平坦地に立地している。

Ｂ　集落範囲

　遺跡の推定範囲は台地の東西両端まで長さ約１㎞，幅 500ｍの台地上約 50 万㎡とされている。こ

れは，過去の調査から，遺物の分布する範囲として知られてきた広さであるが，遺構は上野神社東側

の約 5000㎡の範囲に集中するとみられている。調査区は，北陸新幹線建設に伴い，路線幅 22ｍ，長

さ約 400ｍに及び，この遺跡の中心地帯と想定された箇所を横断している。直線的な調査区であり，

未調査区の状況は不明であるが，縄文集落のほぼ中心部分を検出したと考えられる。東側の崖際から

西側へ 360m までの範囲で遺構を検出しており，西側へ広がらないことは平成 17 年度の調査で確認

している。また，南端を横断するスーパー農道は谷部分にあたり，縄文時代の遺構は土坑３基のみで

あることから，縄文遺跡の南限はこの谷と考えられる。第５・６次調査では，スーパー農道のある谷

部から北へ 200m ほどの範囲までで遺構が確認されている。このことから，早月上野遺跡の縄文集落

の広がりは，東側崖際から西へ 360ｍ，東から入り込む谷の際から北へ約 200ｍ，約 72,000㎡の範囲

を中心とすると考えられる。

（3）集落構造と変遷
　中期・後期・晩期の大別による時期区分に沿って，遺構の変遷を示し，集落構造を検討する。

Ａ　中　期

　本格的に集落が形成されるのは，中期中葉初めから中期後葉にかけての時期である。竪穴建物 41 棟，
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第 164 図　縄文遺跡位置図　（1：50,000）
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掘立柱建物８棟，貯蔵穴 49 基，埋設土器２基を検出している。これらの遺構が広場を中心に同心円

状に分布する環状集落を形成している。広場を中心とし，外周に竪穴建物および貯蔵穴からなる居住

域を配し，居住域と広場との間に夥しい数の土坑群を検出している。この土坑群内では掘立柱建物８

棟を確認しているが，認識し得なかったより多くの掘立柱建物が建つ可能性がある。

　周囲に比して遺構密度の希薄な広場１を中心とし，広場外周に弧状に巡る環状土坑群１を配する。

環状土坑群１は，径約 33ｍの円形に巡ると思われ，広場１の内と外を区切る境界である。環状土坑

群１の内側は，遺構の深度・密度および出土遺物の分布において周囲に比して希薄であり，このこと

は集落形成の初期段階から長期間にわたり一貫している。環状土坑群１の外周幅 80ｍでは群集土坑

群を検出している。これらの土坑群は柱穴状の小型のものから，径１ｍを超える大型のものまであり，

出土遺物は各時期混在する。東側 40 ｍは竪穴建物群と重複している。また，環状土坑群１の外周約

20ｍに広場２・３が位置しており，土坑群は広場（空白域）をはさんで二重の構造をとる可能性もある。

　土坑群に重複して，環状土坑群１のすぐ外縁幅 18ｍほどの範囲に８棟の掘立柱建物が広場１に対

し円周上に並ぶ。掘立柱建物の柱穴は，群集土坑群の中でも径１ｍ，深さ 0.5ｍ前後の比較的大型で，

規則性の高いものである。炉跡や焼土などは確認されないことから，住居とは考えにくい。出土遺物

は中期～後期までのものが混在するが，中期に属すものが主体となるため，中期のものとしている。

　竪穴建物は群集土坑群の外周に東側 25 棟，西側 16 棟を検出している。竪穴建物群は調査区外に

も続いており，広場１を中心に環状に分布すると考えられる。遺構の切り合い，出土土器などから，

少なくても５期に分けられる。１期に東側の SI25・26・31・32・34・35・41 の７棟がまず出現し，

次いで２期に東側の SI17・18・19・20・23・28・29，西側の SI ５・８が作られる。その後３期に，

SI21・22・24・27・30・33・36・37 および西側の SI １・３・７・16，４期に西側で SI ２・４・９・

10・11・15 が作られる。最後に５期として西側の SI ６・12・13・14 が作られる。この他に浅い掘込

みと貼床のみを検出した SI38・39・40 があるが，出土遺物がなく詳細は不明である。西側竪穴建物

群は遺存状態が悪く，詳細を明確に出来ないものも多いが，概ね中期後葉，くだっても後期前葉の段

階までの範疇に収まると考えられる。竪穴建物は中期前葉末から中期中葉の早い段階に東側に出現し，

西側へ移動しながら中期後葉から後期前葉を下限として終息する。

　竪穴建物の形態は円形，楕円形がみられる。後世の削平などにより状態の良くない竪穴建物が多い

が，７割の建物で石組炉が検出されている。石組炉は主に①比較的小型で，三角形・円形などに組ん

だもの，②五角形・六角形など多角形に組んだもの，③長楕円形に組んだもの，④方形に組んだもの，

⑤長方形に組んだもの，⑥副炉を持つもの（複式炉）の６つの形態が認められる。北陸における石組

炉は縄文時代中期前葉に出現し，後期まで継続する炉形態で，中期中葉から後葉にかけて炉が大型化

し，大型化への流れの中で複式炉が出現するとされている注１。調査区内で検出された炉は，小型の

ものが先行し，大型化し，最終段階で複式炉が出現するという流れがあり，北陸における傾向とほぼ

一致する。形態的には多角形，楕円形，方形，長方形とバラエティーに富んでおり，各形態の中で，

小振りな石を用いたものから長大な石を用いたものへと変遷しているようである。

　貯蔵穴は，東側竪穴建物群の外周に位置する。段丘崖際にあたり，集落の最も東端に位置する。

　埋設土器は環状土坑群１の内周で１基（SK1240），広場３の東側外周で１基を検出している。

SK1240 を含め，広場１内では有孔鍔付土器を出土する不整形土坑が弧状に分布する。

Ｂ　後　期

　一時的な断絶期間と考えられる。調査区内で配石遺構 10 基，土坑 55 基，埋設土器１基を検出して

第Ⅵ章　総　括
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第 165 図　竪穴建物変遷図
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第 30表　炉の形態分類
分類 形態 石組方法

1 単式 小型 河原石を三角形・四角形・円形に囲むもの

2 単式 多角形 楕円形の河原石１～２個の長辺を１辺とし、五角形・六角形に囲むもの五角形のものは、角
の隙間を円礫で補強する

3 単式 長楕円形 20㎝大の長楕円形の河原石で囲むもの

4 単式 方形 20㎝大強の長楕円形の河原石で方形に囲むもの
１辺の石は複数個並べるものと、１辺１石のものがある

5 単式 長方形
20㎝大強の長楕円形の河原石で長方形に囲むもの
短辺の石は複数個並べるものと、１辺１石のものがあり、短辺の片側に扁平な石を据えるも
のがある

6 複式 長方形 30㎝大強の長楕円形の河原石を１辺１石で方形に囲む主炉に、小さな副炉が付くもの
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おり，これらの遺構は，広場１の西側 20ｍの地点に位置する広場２の外周約 50ｍの範囲に点在する。

　配石遺構は，墓と考えられ，広場２の西側外縁に等間隔で並び，広場２の外周を取り巻くように分

布する。このことから後期段階は広場２を中心とした墓域となり，居住域は前段階とは異なる地帯に

移動したとみられる。出土遺物は後期前葉から中葉の時期と考えられ，後期後半段階のものは，遺構

も含め散発的となり詳細は不明である。過去の調査結果は中期末～後期前葉にかけて一次衰退し，地

点を移動しながら晩期まで続くとみられており，調査区内での様相とほぼ一致する。

Ｃ　晩　期

　前段階に続き，広場２を中心とした墓域を形成している。掘立柱建物９棟，環状土坑群４基，土坑

50 基，埋設土器 30 基を検出している。これらの遺構は，中期の環状土坑群１の西側内周を東端とし，

広場２の東側 20ｍ，西側 50ｍの範囲に弧状に分布し，おそらく環状に巡る。

　掘立柱建物は，広場２を中心に建物長軸を向けて放射状に配される。柱穴は径１～ 1.5ｍの大型の

もので，重複があり同一地点での建て替えがみられる。中期のものと同様に，炉跡や焼土は認められ

ず住居とは考えにくい。ＳＢ９～ 17 は，埋設土器と同一地帯に分布しており，関連性が高いことか

ら葬送・祭祀に関連した施設と考える。広場を中心とし，放射状に掘立柱建物が配置される形態は，

中期以降に山形県・新潟県一帯で確認される地域色の強い環状集落形態と類似している注２。早月上

野遺跡の掘立柱建物は住居とは考えられないが，集落構造としては類似点が多く，羽越地方の影響を

何らかの形で受けているとみられる。

　また，埋設土器は，掘立柱建物群と同一地帯に環状に分布し，晩期後葉～末のもので占められる。

　環状土坑群は，掘立柱建物・埋設土器の外周に西端３基，東端１基の４基が分布する。建て替えを

行いつつ，ほぼ同位置を占地している。北陸地方の後期～晩期遺跡では，半割材を用いた環状木柱列

が比較的顕著にみられる特徴的な遺構として認識されている。早月上野遺跡で検出された環状土坑群

は，木柱列である可能性は高いが柱痕が確認できないことから「環状土坑群」としている。環状土坑

群４を構成する土坑からは人骨片が出土しており，葬送・祭祀に関連した施設と考える。

Ｄ　集落構造

　早月上野遺跡は，中期中葉初めに出現し，一時的に断絶するものの晩期末まで継続的に営まれてお

り，集落の初期段階から，広場１を中心とし，外周に居住域を配する「重帯構造」注３と呼ばれる環状

集落を形成し，東西の居住域外周で径約 280ｍを測る。広場１外縁に巡る環状土坑群１は，径１ｍ前

後の大型土坑が弧状に連なるもので，重複するものもあり，複数回の建て替えが行われている。この

環状土坑群１を境として外周には幅 80ｍにおよび夥しい数の土坑が群集する。これら群集土坑は各

時期のものがみられ，累積された結果ではあるが，集落形成の初期段階に始まり一貫して造営されて

いる。中期および晩期の掘立柱建物，後期・晩期の墓坑を含んでおり，墓域であると考えられる。

　また，「広場」は遺構の密度および出土遺物の分布において希薄な地帯であるが，広場内の不整形

土坑からは石棒，ヒスイ大珠，岩版類，土偶などの祭祀遺物が出土し，単なる遺構・遺物の空白部で

はなく，祭祀場・墓域など特別な空間として特別視されていたと考えられる。広場３については，広

場１・２のように関連する遺構群や時期が明らかではないが，広場外周に中期の埋設土器があり，広

場中央部からヒスイの大珠未成品が出土していることなどからは，祭祀場・墓域などの性格を有する

と考えられる。秋田県伊勢堂岱遺跡では，集合土坑様を呈する大型不整形土坑について，単なる凹地

とかした土坑に対して引き続き祭祀行為・再葬が行われた再葬墓と考えられる注４としており，早月

上野遺跡の広場内不整形土坑は，これに近い性格を有すると推測される。後期・晩期段階に中心とな

第Ⅵ章　総　括
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る広場（祭祀場）が広場１→広場２に移動しても，広場１は核となる場であり，不可侵な空間であっ

たと思われる。環状土坑群１は断面観察から柱痕が認められる土坑があり，視覚的に広場を明示する

木柱・立石などの構造物，おそらく木柱列があったと考えられる注５。

（4）周辺環境
　早月上野遺跡は，中期前葉末から晩期末まで断続的ではあるが，長期間営まれてきた拠点的集落で

ある。ここでは早月上野遺跡の長期継続を支えた遺跡周辺の環境について検討したい。

Ａ　食糧資源

　集落が長期継続して営まれるためには，安定した食糧資源の確保が絶対条件であろう。動物・植物

に由来する有機質のものは分解されてしまい遺存する例が稀であることから，調査により得られた石

製品を通して，当時の資源利用および生業活動について考えたい。石製品の組成は，生業活動を推定

する重要な指標と捉え，生活に直接関わる道具「第一の道具」と称される石器群の種類と組み合わせ

を対象とする。石器組成は，台帳登録した石製品 1020 点のうち，自然石，剥片・石核・原石，用途

不明な加工礫，石棒類・石冠・玉類など精神文化に係わる「第二の道具」とされる石製品を除く 761

点についての種類と数量比率とし注６，石器の主な用途に応じて器種分けした。なお，過去の調査の内，

台地中央部の第３・４次，遺跡北側縁辺部にあたる第５・６次の各調査成果を合わせた組成を遺跡全

体とした。参考に魚津市内の石垣遺跡，天神山遺跡，桜峠遺跡，ほぼ同時期の集落遺跡である朝日町

境Ａ遺跡，柳田遺跡，小矢部市桜町遺跡の石器組成と比較し，早月上野遺跡の特色をみていく。

　狩猟・漁労具の占める割合は低く，殊に石鏃の割合が低い。同時期の桜町遺跡と比べかなり低率で

あるが，魚津市域の遺跡は組成比率が低いことから，後期以降の気候の冷涼化に伴う動物資源の減少

に因るところもあろうが，地域的に弓矢を用いての鳥類や獣等の狩猟への依存は低かったと言えよう。

石錘を用いての網漁による鮭・鱒などの魚類の捕獲については，遺跡のある上中島地区では古代以降

の生業活動において，漁業が大きな割合を占めていたと考えられ，縄文時代においても河川での漁労

活動は行われていたと考えられる。魚津市域の遺跡と比べてやや低率であるが，集落内の地点を変え

た組成では北側縁辺部で 16.5％となるなどバラツキが大きい。第５・６次調査では集落の縁辺部と中

心部では組成が異なり，集落内の場による違いに因ると考えられている注７。採取・加工具の割合は

高く，打製石斧，次いで磨製石斧が高率となる。打製石斧は石鍬としての機能も持つことから，食糧

資源としての根茎類への依存が高かったと考えられる。また，調理具の擦石・敲石・凹石などの堅果

類の加工具が一定割合を占めており，各種の植物性食糧の採取が中心的な活動であったのであろう。

Ｂ　石材資源

　狩猟具の割合が低く，採取・加工具とりわけ打製石斧・磨製石斧の組成比率が高いことは，早月上

野遺跡を含む魚津市域の遺跡の石器組成は概ね一致している。富山県内の縄文中期以降の傾向とも一

致しているが，県西部の桜町遺跡と比べて狩猟・漁労具の比率が低く，採取・加工具のとりわけ磨製

石斧の比率が高い。早月上野遺跡では，未成品や砥石などの工具類が出土しており集落内で自家製作

が行われていることに加え，地理的にも蛇紋岩製磨製石斧の大量生産地に近く，桜町遺跡に比べ流通

量が豊富で入手しやすい環境にあったためと考えられる。このことは，同様な石器組成を示す魚津市

域の縄文集落に共通してみられ，地域的な傾向である。

　早月上野遺跡を含む魚津市域以東から新潟県頸城地方の糸魚川付近までの地域は，定角式蛇紋岩製

磨製石斧の一大生産地となっている注８。朝日町境Ａ遺跡は蛇紋岩製磨製石斧の大量生産遺跡であり，

石器組成表の磨製石斧は未成品約 35000 点を含んでいる。この境Ａ遺跡に代表されるように縄文中期

第Ⅵ章　総　括
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第 31表　早月上野遺跡石器組成表

遺跡名
魚津市 朝日町 小矢部市

早月上野 石垣 天神山 桜峠 柳田 境Ａ 桜町遺跡全体 平成18年度 第３・４次 第５・６次
時期 中期～晩期 中期～晩期 中期 早期・中期 前期～晩期 中期～晩期 中期～晩期

狩猟・漁労具 117 68 26 23 78 9 10 129 1081 764
10.6% 8.9% 10.4% 25.3% 15.9% 28.1% 15.6% 7.9% 2.2% 30.1%

石鏃 41 31 2 8 35 1 3 86 737 496
3.7% 4.0% 0.8% 8.8% 7.1% 3.1% 4.7% 5.3% 1.5% 19.2%

石槍 1 5 5 2 
1.6% 0.3% 0.01% 0.1%

石錘 76 37 24 15 43 8 6 38 339 266
6.9% 4.8% 9.6% 16.5% 8.8% 25.0% 9.4% 2.3% 0.7% 10.5%

採取・加工具 877 596 221 60 356 18 45 1330 42719 1311
79.6% 78.3% 88.4% 65.9% 72.7% 56.3% 70.3% 81.6% 86.5% 51.7%

打製石斧 378 254 85 39 219 10 23 286 428 872
34.3% 33.3% 34.0% 42.9% 44.7% 31.3% 35.9% 17.5% 0.9% 34.4%

磨製石斧 348 209 118 21 137 8 22 889 36213 303
31.6% 27.4% 47.2% 23.1% 28.0% 25.0% 34.4% 54.5% 73.3% 11.9%

削器 58 42 16 22 636 6
5.3% 5.5% 6.4% 1.3% 1.3% 0.2%

石錐 2 2 7 114 71
0.2% 0.2% 0.4% 0.2% 2.8%

ピエス・エスキーユ 2 2 1 19 2
0.2% 0.2% 0.06% 0.04% 0.1%

擦切石器 16 16 25 124 2
1.5% 2.1% 1.5% 0.3% 0.1%

礫器 1 1 4 231
0.1% 0.1% 0.2% 0.5%

掻器 2 
0.1%

砥石 72 70 2 89 4225 46
6.5% 9.1% 0.8% 5.4% 8.6% 1.8%

台石 7 729 7 
0.4% 1.5% 0.3%

調理具 108 97 3 8 56 5 9 171 5569 462
9.8% 12.8% 1.2% 8.8% 11.4% 15.6% 14.0% 10.5% 11.3% 18.2%

擦石 11 11 11 39 79
10.0% 1.4% 0.7% 0.08% 3.1%

敲石 44 41 1 2 98 4550 163
4.0% 5.3% 0.4% 2.2% 6.0% 9.2% 6.4%

凹石 42 39 3 53 4 9 28 953 181
3.8% 5.1% 3.3% 10.8% 12.5% 14.0% 1.7% 1.9% 7.1%

石皿 8 5 1 2 3 1 26 22 36
0.7% 0.7% 0.4% 2.2% 0.6% 3.1% 1.6% 0.04% 1.4%

石匙 3 1 1 1 8 5 3
0.3% 0.1% 0.4% 1.1% 0.5% 0.01% 0.1%

合計 1102 761 250 91 490 32 64 1630 49369 2537

※上段　点数　　下段　遺跡内での割合
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以降，特定地域で特定の石材を用いて磨製石斧の大量生産が行われることが知られている。これらの

地域の縄文中期～晩期の遺跡では，磨製石斧の未成品，原石，石製工具類が相当量出土するのが通例

であり，早月上野遺跡でも磨製石斧未成品や砥石などの製作工具が出土しており，磨製石斧製作は確

実に行われている。使用石材は，透閃石岩を含む蛇紋岩類が８割を占め，残り２割が凝灰岩類であり，

蛇紋岩原石の分布範囲（産地）からは若干距離があるが，豊富に流通していたのであろう。

　早月上野遺跡では，磨製石斧の他にも石鏃，石棒類，玉類などの未成品が出土しており，各種石製

品の製作を行っている。石材鑑定結果によると使用石材は，凝灰岩類が約 44％，安山岩約 19％，蛇

紋岩類約 17％などである。下呂石や信州および羽黒の黒曜石など県外からの搬入石材も用いられて

いるが，主要石材は遺跡周辺の早月川・角川の河床礫などを利用していたと推定される。また，調査

では台帳登録をしていない剥片・石核・原石が総重量 12125.43ｇ出土している（第 19 表）。これらの

石材は黒曜石，鉄石英，メノウ，チャート，玉随，流紋岩，下呂石などで，黒曜石は全体の約 29％

と高い比率を占める。ここで黒曜石としているのは，透明感のある他地域産のものと，不透明で不純

物の多いものとを含む。魚津市域の山地には後者の黒曜石原産地の存在が知られており，「魚津産黒

曜石」と称されている。魚津産黒曜石は，岩石学的には「松脂石」に分類されることもあり，露頭で

はなく土層中に礫として含まれる二次堆積によるもので，魚津市大菅沼と坪野を結ぶ林道周辺の広範

囲で採取される注９。出土した剥片・石核のうち肉眼観察による魚津産黒曜石は 3176.91ｇ（26％）を占

め，表皮の付いた拳大の石核を含む。魚津産黒曜石が大量に出土する遺跡としては早月上野遺跡と石

垣遺跡が知られ，石垣遺跡は坪野周辺の原産地から北方約 2.5㎞の同一台地上にある。早月上野遺跡

は，角川の支流である富川沿いに約 4㎞くだった角川の対岸に位置しており，石垣遺跡同様に原産地

に近く，入手しやすかったと考えられる。竪穴建物の埋土出土の剥片・石核は，東側竪穴建物群の特

に SI18・19・21 では，剥片はほとんど無く石核が主となるのに対し，西側竪穴建物群は量的には東

側竪穴建物群より多いが，石核は数㎝大の小さなもののみで，各種石材にわたり小剥片が多く，集落

内でも石材の保有の仕方に差があるようである。

  黒曜石産地推定の結果，分析に出した 22 点のうち坪野周辺産と判別されたものは，製品１・石核

２の３点であった。不明１と判別された製品３・石核１・剥片８の 12 点については，同一産地のも

のと考えられ，富山県内でのみ検出されている一群のデータと近く，遺跡周辺に坪野周辺とは別の未

発見の産地が存在する可能性が高くなった。このことからも，早月上野遺跡は，磨製石斧における蛇

紋岩類だけでなく，早月川，角川の両河川や南方の山地など各種石製品の製作を支える豊富な石材資

源を比較的容易に入手できる環境下にあったと推定される。

（5）おわりに
　早月上野遺跡は，広場の外周に墓・掘立柱建物を含む土坑群（墓域），さらに外周に竪穴建物・貯

蔵穴からなる居住域を，おそらく環状に配した重帯構造をとる環状集落である。広場 1 を中心とし

て約 20ｍの等間隔に広場２・３を配しており，中期の掘立柱建物を伴う墓域は各広場間に位置する。

土坑群（墓域）は空白域（広場）をはさんで二重の円構造，あるいは，広場１と中期の墓域を中心とし

て時期の異なる複数の墓域が放射状に配されている可能性も考えられる。環状集落としては，中期の

竪穴建物群（居住域）の外周で直径約 280ｍ，東端の貯蔵穴群まで含めれば約 360ｍにおよび，後期・

晩期の環はこの中期の環の中に内含される。環状集落は東日本各地で確認されているが，規模的には

差があり，居住域の外周直径で 200ｍ前後を最大級としており，新潟県見附市耳取遺跡（推計値 200ｍ）
注 10，新潟県長岡市中道遺跡（190ｍ）注 11，群馬県赤城村三原田遺跡（150ｍ）注 12，岩手県紫波町西田遺
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跡（120ｍ）注 13 などが知られている。県内では，全体が把握されている集落遺跡が少ないが，富山市開ヶ

丘狐谷Ⅲ遺跡（100ｍ）注 14，富山市北代遺跡（推計値 150ｍ）注 15，富山市東黒牧上野遺跡（推計値 60ｍ）
注 16，立山町吉峰遺跡（80 ～ 100ｍ）注 17 などがある。早月上野遺跡は県内はもとより，東日本の中で

も最大級の規模をもち，中期から晩期にかけての長期間にわたり集落構造を確認できる貴重な遺跡で

ある。後世の削平を受けており，消失した遺構や認識できなかった遺構もあるであろうが，調査によ

り確認し得た遺構だけみても，中期中葉初めに出現し，断続的ではあるが晩期末まで継続する。後期・

晩期には墓域のみを確認しており，居住域が移動したと想定できるが，中期の広場を壊すことはなく，

中期中葉初め頃に出現した早い段階での集落構造を晩期末の段階まで維持していたと考えられる。調

査により得られた遺構の姿は，各時期の累積の結果であるが，中期の広場を壊さないこと，後期・晩

期の広場には中期の遺構・遺物は分布しないことなどからは，集落内での場による役割が集落形成の

かなり初期段階に存在し，維持されていたものと想定できる。

注
注１　山本直人　1987「北陸における複式炉前段階の炉」『石川考古学研究会々誌』第 30 号　石川考古学会
注２・３　谷口康浩　2005「Ⅱ－１章　環状集落の空間構成」『環状集落と縄文社会構造』学生社
注４　秋田県教育委員会　1999『伊勢堂岱遺跡　県道木戸石鷹巣線建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告Ⅱ』
　　　奥山一絵　2000「伊勢堂岱遺跡における土地利用」『青森県考古学』第 12 号　青森県考古学会
　　　五十嵐一治　2002「百聞不如一見　伊勢堂岱遺跡の遺構（1）」『研究紀要』第 16 号　秋田県埋蔵文化財センター
注５　麻柄一志　2011「縄文環状集落の広場　区画された空間」『考古学は何を語れるか』同志社大学考古学シリーズⅩ　同志社

大学考古学シリーズ刊行会
注６　遺跡は縄文中期中葉から晩期末までおよんでおり，本来なら時期別の組成について検討すべきであろうが，石製品の多く

が帰属する遺構・時期が不明で，竪穴建物出土であっても包含層が薄く混入の可能性を含んでおり，時期別の分類が困難
であったため，ここでは時期別の組成についてはふれられなかった。

注７　第５・６次調査において，石器組成の違いから，集落内の場による違いと考えられている。
　　　魚津市教育委員会　1983『富山県魚津市早月上野遺跡　第５・６次調査概要』
注８　富山県埋蔵文化財センター　1992『斧の文化』平成４年度特別企画展　展示図録
　　　山本正敏　2007「桜町遺跡の石器 ･ 石製品の様相について」『桜町遺跡発掘調査報告書　縄文時代総括編』小矢部市教育委

員会
注９　麻柄一志　1981「魚津産黒曜石と縄文遺跡」『富山市考古資料館報』５　富山市考古資料館
注 10・11　新潟県立歴史博物館　2011「Ⅰ　概説　にいがたの土偶　新潟県の縄文時代中期土偶とその周辺」『にいがたの土偶
　　　　　 発掘された新潟の歴史 2011』平成 23 年度秋季企画展　展示図録
注 12　群馬県企業局開発課編　1980『三原田遺跡第１巻（住居篇）』
注 13　岩手県教育委員会　1980『東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書Ⅶ　西田遺跡』
　　　 岩手県埋蔵文化財センター　1985『岩手の遺跡』
注 14　富山市教育委員会　2004『富山市開ヶ丘狐谷Ⅲ遺跡・開ヶ丘狐谷Ⅱ遺跡発掘調査報告書』富山市埋蔵文化財調査報告 135
　　　 富山市教育委員会　2004『富山市開ヶ丘狐谷Ⅲ遺跡発掘調査報告書』富山市埋蔵文化財調査報告 136
注 15　富山市教育委員会　1998『史跡北代遺跡発掘調査概要Ⅱ』
注 16　大山町教育委員会　1990『東黒牧上野遺跡Ａ地区発掘調査概要』
注 17　立山町教育委員会　1990『吉峰遺跡第７次発掘調査報告書』立山町埋蔵文化財調査報告書第 11 冊

１　集落構造について



291

２　早月上野遺跡出土土器について

（1）はじめに  中期中葉～後葉にかけての土器群の様相
　今回の調査で確認された遺構は，竪穴建物 41 棟，掘立柱建物 17 棟，埋設土器 32 基のほか 1600 基

を超える土坑があり，縄文時代中期前葉末から晩期末までの土器が出土している。遺構の重複が激し

いため帰属する遺構を明確にできず，また，出土土器も複数の型式にわたるため，個々の遺構の時期

を特定することは難しい。これまでに北陸の中期縄文土器に関して，多くの先学により編年研究が進

められており，土器型式の大枠が明らかにされている。ここでは，上山田・天神山式（小島 2008）注１

および，境Ａ遺跡における中期中葉の変遷試案（狩野 1992）注２を参考とし，比較的まとまって出土し，

出土状況が明らかなものが多い縄文中期中葉～後葉を中心とする，竪穴建物出土土器群の様相を明ら

かにしたい。

（2）竪穴建物出土土器
　竪穴建物は 41 棟あり，主に中期中葉から後葉にかけての土器が伴う。それぞれの竪穴建物出土土

器について概観する。

Ａ　西側竪穴建物群

　西側竪穴建物群はＳＩ１～ 16 までの 16 棟がある。西側竪穴建物群周辺は調査区内では，比較的包

含層の残りが良かったが，後世の削平を受けており，遺構自体の状態は悪い。竪穴建物の規模は東側

に比べ小さく，重複が激しい。出土土器は中期中葉から晩期にかけてのものが混じり，破片も小さく，

磨滅した状態のものが多いうえ，粗製深鉢が主体を占める。

　１号竪穴建物（ＳＩ１）　上山田・天神山式３～４段階と考えられる。２・３・７は隆帯上に櫛状

具による刺突を加える。６は半隆起線による渦巻文を施している。

　２号竪穴建物（ＳＩ２）　上山田・天神山式４～５段階か。13 は沈線により施文する。幅広の半隆

起線の上に櫛状具による刺突を加えている。

　３号竪穴建物（ＳＩ３）　上山田・天神山式３～４段階が主体と考えられる。15・16 は幅が狭く深

い半隆起線で渦巻文を施す。

　４号竪穴建物（ＳＩ４）　ＳＩ１を切り，ＳＩ 14 に切られている。上山田・天神山式４段階と考える。

19 の台付鉢脚部にフリル状の粘土隆帯を巡らせるものなどがある。

　５号竪穴建物（ＳＩ５）　ＳＩ６と重複する。炉内から斜縄文の深鉢が出土しているのみである。直

線的に開く深鉢で，ＳＩ 18 出土のものに近いことから，上山田・天神山式２～３段階とした。

　６号竪穴建物（ＳＩ６）　ＳＩ５・７と重複する。炉もなく掘込みだけの検出であるため，竪穴建

物でない要素も大きい。気屋式土器，後期後半土器が出土しているが，斜縄文の深鉢片が最も多いた

め，上山田・天神山式５段階以降とした。

　７号竪穴建物（ＳＩ７）　ＳＩ６と重複する。炉内から無文の粗製深鉢が出土している。胴部が張り，

肩部で屈曲して口縁が外反する深鉢で，ＳＩ 21・23 出土のものと近い。上山田・天神山式３～４段階か。

　８号竪穴建物（ＳＩ８）　図化していないが，炉内より斜縄文の深鉢片が出土している。比較的小

型の河原石を用いて方形に組んだ小型石組炉であることから，竪穴建物の中では古手なものとした。

　９号竪穴建物（ＳＩ９）　ＳＩ 16 を切り，ＳＩ 13 に切られる。上山田・天神山式４段階と考えられる。

半隆起線による施文を施すが，隆帯を欠くものが多い。42 は幅広の半隆起線で，渦を巻く。33 は大

木８ｂ式系の深鉢とみられる。
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　10 号竪穴建物（ＳＩ 10）　ＳＩ 11 に切られる。上山田・天神山式４～５段階にあたるとみられる。

幅広で低い隆帯上に貝殻腹縁を押圧するものと，櫛状具による刺突を加えるものとがある。

　11 号竪穴建物（ＳＩ 11）　ＳＩ 10 を切り，ＳＩ 12 に切られる。半隆起線による渦巻文や櫛状具に

よる刺突を施すものと，低い隆帯上に貝殻腹縁を押圧するものとがある。ＳＩ 10 を切るが，土器群

としてはあまり時期差のないものとみられ，上山田・天神山式４～５段階にあたると考える。

　12 号竪穴建物（ＳＩ 12）　ＳＩ 11 を切る。中期から後期後半までのものがあり，時期的にまとま

りがない。環状土坑群３に切られているため，各時期の遺物が混入しているとみられ，本来のＳＩ

12 の時期は明確にできないが，斜縄文の深鉢片や低い隆帯上に貝殻腹縁を押圧したものなどが一定

量みられるので，上山田・天神山式５段階～串田新式の段階に収まるものとしたい。

　13 号竪穴建物（ＳＩ 13）　ＳＩ９を切り，環状土坑群５に切られる。このため，中期中葉から晩期

までのものがみられる。半隆起線による施文を施す一群と，串田新式土器とが比較的まとまって出土

していることから，上山田・天神山式５段階～串田新式の段階に収まるものと考えられる。大木８ｂ

式系の小型深鉢がみられる。

　14 号竪穴建物（ＳＩ 14）　ＳＩ４・９を切る。ＳＩ 10・11 とも重複しているが，切り合い関係は

不明である。ＳＩ 14 では，複式炉を土器敷の方形単式炉に作り替えている。炉内出土土器は，波頂

部を押さえた貝殻腹縁文をもつ深鉢で，串田新式で特徴的にみられる双頭波頂の前段階のものとみら

れ，上山田・天神山式５段階～串田新式にあたると考える。

　15 号竪穴建物（ＳＩ 15）　調査区外となるため，比較的小型の方形単式炉周辺のみの検出である。

炉内出土土器は，斜縄文～縦縄文の粗製深鉢で，口縁部をなでて無文帯としている。上山田・天神山

式４～５段階か。

　16 号竪穴建物（ＳＩ 16）　ＳＩ９に切られる。西側竪穴建物群の中では，遺構の状態も良く，出土

土器もまとまりがある。幅が狭く深い半隆起線による施文であること，口縁部に隆帯が巡り渦を巻く

こと，隆帯上には爪形文と櫛状具による刺突の両者がみられることから，上山田・天神山式３～４段

階と考える。

Ｂ　東側竪穴建物群

　東側竪穴建物群は，ＳＩ 17 ～ 41 までの 25 棟からなる。西側竪穴建物群と同様に後世の削平を受

けており，掘込みのみを検出したものも竪穴建物に含めている。東側竪穴建物群は，西側に比べ包含

層の残りが悪く，表土及び圃場整備施工時の保護層直下に遺構検出面が露出する状態であったが，竪

穴建物出土土器の状態は良く，床面直上など検出状況の明確な遺物が多い。別時期の混入かと思われ

る率も少なく，上山田・天神山式２～３段階までに収まるものが主体をなしている。

　17 号竪穴建物（ＳＩ 17）　上山田・天神山式２段階と考えられる。新崎式の終わりから上山田・天

神山式１段階にかけてのものを含む。117 は幅が狭く深い半隆起線で４単位の渦巻文を配す。ＳＩ

19・20 と接合する土器があり，同時期とみられる。

　18 号竪穴建物（ＳＩ 18）　上山田・天神山式１～３段階のものがあり，２段階が主体となる。ＳＩ

18 は調査区内で最大級の規模をもつ楕円形の竪穴建物で，北よりに１基，南よりに２基の３基の石

組炉をもつ。平面形がいびつなため，複数の竪穴建物が重複している可能性を考えたが，断面観察で

は分離できず，遺物にも接合関係がみられることなどから１棟とした。新崎式の終わりから上山田・

天神山式１段階にかけての土器を一定量含み，上山田・天神山式３～４段階にみられる櫛状具による

刺突を加えたものがみられるなど，他の竪穴建物に比べて時期幅がある。北よりの石組炉１周辺から

2　出土土器について
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は，床面に置いた状態と推定される土器が土圧により押し潰された状態で出土している。これら№付

の 20 個体は遺存状態が良く，一括性が高い土器群である。幅が狭く深い半隆起線により器面全体に

施文する深鉢・台付鉢と，胴が張り肩部でくびれて口縁部がやや内湾気味に立ち上がる器形の斜縄文

地の粗製深鉢とがある。三ツ山装飾把手や三叉文彫込みをもち，断面台形の隆帯が渦を巻くなどの点

から，上山田・天神山式２段階にあたると考える。ＳＩ 19・20 と接合する土器があり，同時期とみ

られる。

　19 号竪穴建物（ＳＩ 19）　上山田・天神山式２段階と考える。ＳＩ 17・18 出土土器と接合する一

群があり，同時期とみられる。半隆起線と渦を巻く隆帯で器面全体に施文する一群と，ＳＩ 18 と同

様の器形をもつ粗製深鉢とがある。214 は大型の中空把手で，曽利式水煙文系のものか。この他に，

大木８ｂ式系の外来土器が伴う。

　20 号竪穴建物（ＳＩ 20）　出土土器に接合関係がみられるＳＩ 17・18 と同時期とし，上山田・天

神山式２段階にあたると考える。半隆起線により渦巻文等を施文した深鉢には爪形文を加えた隆帯が

配される。これに，火炎土器系と北関東～中部高地系の外来土器が伴う。252・253 は火焔型土器だが，

本場の搬入品ではなく，強い影響が認められる在地産とみられる。早月上野遺跡の北東約３㎞に位置

する大光寺遺跡注 3 では搬入品の火焔型土器が出土しており，地域的に火炎土器の強い影響がおよん

でいたと考えられ，252・253 はこうした環境下で作られたと想定できる。

　21 号竪穴建物（ＳＩ 21）　上山田・天神山式２～４段階のものがみられるが，３段階が主体となる。

ＳＩ 18 を切る。ＳＩ 22 に切られているが，床面直上出土の土器と接合するなど，同時性が高いもの

とした。床面直上でつぶれたような状態で出土した 13 個体については，ＳＩ 21 本来の遺物と考える。

半隆起線で施文した深鉢・台付鉢と斜縄文地の粗製深鉢とがある。半隆起線はやや幅広となり，隆帯

の欠けるものがみられ，フリル状の粘土隆帯を巡らせた台付鉢がある。269 は口縁が内湾するキャリ

パー型の器形に半隆起線による渦巻文を配した深鉢で，器形は曽利式等の外来要素をもち，在地の文

様構成をもつ折衷型である。292・293 はキャリパー型の粗製深鉢で，曽利式等の外来系の影響を受

けたものであろう。

　22 号竪穴建物（ＳＩ 22）　上山田・天神山式３～４段階のものがあり，３段階が主体とみられる。

ＳＩ 21・23 を切るが，床面直上の 16 点および炉内出土の３点の 19 点は，ＳＩ 22 本来の遺物とした。

半隆起線はやや幅広で，浅くなり，扁平化した隆帯をもつものと，隆帯を欠くものとがある。粗製深

鉢は胴が張り肩部でくびれて口縁部が立ち上がる器形となる。これに，大木系の外来土器が伴う。

　23 号竪穴建物（ＳＩ 23）　上山田・天神山式２段階のものか。出土遺物が少なく，ＳＩ 22 に切ら

れており，ＳＩ 22 の前段階としたが，ＳＩ 22 に比べ，半隆起線の幅が狭く深いこと，隆帯がしっか

りしている等の点からは妥当と考える。炉内出土深鉢は無文の粗製品であるが，器形はＳＩ 18 の粗

製深鉢と同形である。これに，大木系の外来土器が伴う。

　24 号竪穴建物（ＳＩ 24）　新崎式の終わり頃のものから後期のものまでみられ，時期幅が大きい

が上山田・天神山式３～４段階が主体になるようである。半隆起線は幅広で浅く，隆帯上に櫛状具に

よる刺突を加えるものがある。

　25 号竪穴建物（ＳＩ 25）　新崎式の終わり～上山田・天神山式１段階を主体とするか。新崎式から

の器形である，口縁部が直線的に開く円筒形を呈する深鉢が主体をなす。126 は半隆起線による口縁

部文様帯を配する。

　26 号竪穴建物（ＳＩ 26）　石組炉内出土土器が，無文帯上下の楔形刻目文，格子目状文をもつこと
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から，新崎式の終わり～上山田・天神山式１段階を主体とすると考える。

　27 号竪穴建物（ＳＩ 27）　上山田・天神山式３～４段階とみられる。ＳＩ 36 出土土器と接合して

おり，同時期と考えられる。半隆起線は幅広で浅く，扁平な隆帯をもつ。

　28 号竪穴建物・第 29 号竪穴建物（ＳＩ 28・ＳＩ 29）　ＳＩ 28・29 は重複しており，先後関係は不

明瞭だが，貼床が巡ること，炉が中央よりに１基しかないこと，出土土器に時期差がみられないこと

などから同一遺構の可能性が高いと考える。上山田・天神山式２段階を主体とすると考えられる。幅

が狭く深い半隆起線で器面全体に施文している。347・350 は折り返して数段巡らせた半隆起線間を

ヘラ状具で刻む。これは，朝日貝塚「バスケット型土器」注 4 や境Ａ遺跡出土土器と類似する蛇腹状の

文様構成である。350 の口縁隆帯上には３本の縦短隆帯を貼付けるが，347 はＷ字状の半隆起線となっ

ており，347 が若干新しい様相を示すとみられる。

　30 号竪穴建物（ＳＩ 30）　上山田・天神山式３～４段階か。石組炉から斜縄文地の粗製深鉢が出土

しているのみである。炉形態は長大な石の長辺を利用し１辺１石とし，これより小振りな石を２つ並

べて１辺とした長方形石組炉で，ＳＩ 33 と炉の規模および造作が類似する。

　31 号竪穴建物（ＳＩ 31）　出土遺物は斜縄文地の粗製深鉢，新崎式の終わりから上山田・天神山式

１段階とみられる蓮華状文のある深鉢片がある。いずれも小片なため詳細は不明だが，新崎式の終わ

りから上山田・天神山式１段階の可能性がある。

　32 号竪穴建物（ＳＩ 32）　新崎式の終わり～上山田・天神山式１段階を主体とするか。胴部がやや

ふくらみ，口縁部が外反して端部が立ち上がる器形の斜縄文地の粗製深鉢で，入字状の突起がつく。

器形と入字状突起から当該期とした。

　33 号竪穴建物（ＳＩ 33）　上山田・天神山式３～４段階とみられる。やや幅広で浅い半隆起線によ

る施文を施し，フリル状の粘土隆帯を巡らせる台付鉢がある。

　34号竪穴建物（ＳＩ34）　新崎式の終わり～上山田・天神山式１段階か。貼床と掘込みのみを検出し，

出土遺物がなく詳細不明だが，隣接するＳＩ 35 と同規模・同方向の竪穴建物であることから，ＳＩ

35 と同時期の可能性があるものとした。

　35 号竪穴建物（ＳＩ 35）　出土土器が少なく詳細不明だが，ＳＩ 35 に付随する土坑の可能性があり，

付随しない場合でも，ＳＩ 35 廃絶後すぐに掘削されたと考えられるＳＫ 4011 出土土器は，格子目状

文をもつ深鉢があることから，新崎式の終わり～上山田・天神山式１段階を主体とするとみられる。

これに大木系深鉢が伴う。

　36 号竪穴建物（ＳＩ 36）　上山田・天神山式３～４段階とみられる。ＳＩ 27 出土土器と接合する。

356 は斜縄文を施文した後，半隆起線文を施す。幅が狭く深い半隆起線で器面を覆うが，隆帯を欠く。

花切遺跡4号住居跡出土深鉢（古串田新式）注5 と器形や文様構成が類似するが，356は縄文地である点，

半隆起線がくずれていないなどの点で若干古い様相を示すと考える。

　37 号竪穴建物（ＳＩ 37）　出土遺物は斜縄文地の粗製深鉢と，半隆起線文を施すものの小片しかな

く，詳細は不明だが，半隆起線の幅が広く浅いことから，上山田・天神山式３～４段階とした。また，

炉形態がＳＩ 33 の石組炉と規模および造作が類似していることから，ＳＩ 33 と同時期とした。

　38・39・40 号竪穴建物（ＳＩ 38・39・40）　ＳＩ 38・39・40 は一部を確認したのみで，大部分は

調査区外となる。このため，出土遺物もなく詳細不明である。

　41 号竪穴建物（ＳＩ 41）　ＳＩ 41 も大部分が調査区外となり，貼床の広がりと掘込みを検出した

のみである。出土遺物は少ないが，口縁部が外傾して立ち上がり，横位文様帯・山形突起をもつ新崎
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式の終わり～上山田・天神山式１段階の深鉢がある。

（3）変遷案
　早月上野遺跡の 41 棟の竪穴建物のうち詳細不明の３棟を除く 38 棟は，出土遺物や重複関係などか

ら少なくとも５期に分かれる。ここでは，器形，文様構成，製作技法などから変遷を考えてみたい。

　第１期（ＳＩ 25・26・31・32・34・35・41）

　新崎式～上山田・天神山式１段階に相当し，新崎式の様相が強い。器形は，胴部がややふくらむ筒

形で，口縁部が緩く外反または，外反したのちに上端が立ち上がる。口縁端部には入字状突起をつけ

る。口縁部に横位の文様帯を配し，蓮華状文，格子目状文，無文帯上下の楔形刻目文などの特徴的な

文様を施文する。

　第２期（ＳＩ５・８・17・18・19・20・23・28・29）

　上山田・天神山式２段階に相当する。深鉢を中心とし，台付鉢，浅鉢がみられる。深鉢は直線的に

開くものと，胴が張って肩部でくびれ，口縁が外反または内湾気味に立ち上がるものとが主流となる。

口縁部は平縁のものが主流だが，波状口縁のものや，三ツ山装飾環状把手や大型の突起を付すものが

ある。口縁部および右下がりに斜行する渦を巻く隆帯をもち，器面全体を半隆起線でうめる。三叉文

彫込みや半裁竹管による連続刺突文などがみられる。胴部上半に渦巻き等の文様を配し，下半は縦位

に半隆起線を密に引き，花弁状（コスモス状）とする。隆帯上は，半裁竹管による刻みを加えるもの

が殆どであるが，ヘラ状具による刻目を加えるものもあり，眼鏡状突起や，円形または３本の縦短隆

帯などを配す。157 は半隆起線の溝内に，ヘラ状具で押引き状に連続する刺突を加える。

　これら在地土器に，大木８ｂ式系，火炎系，曽利系などの外来土器が伴う。252・253 の火焔型土器は，

直接の搬入品ではなく，強い影響下のもとに周辺地域あるいは在地で作られたものとみられる。

　第３期（ＳＩ１・３・７・16・21・22・24・27・30・33・36・37）

　上山田・天神山式３～４段階に相当すると考える。深鉢を主体とし，台付鉢，浅鉢，小型鉢がみら

れるが，台付鉢がやや増える。深鉢の器形は，前段とほぼ変わらないが，直線的に開くものより，胴

が張り肩部でくびれるものが若干多くなる。隆帯と半隆起線による文様構成をとるが，下半は半隆起

線によるコスモス状文のものと，縄文地のものとがある。隆帯は第２期に比べ，扁平なものとなり，

隆帯を欠くものもみられる。隆帯上には櫛状具による刺突文を加えたものがみられるようになり，３

本の縦短隆帯を付すものと，Ｗ字状の隆帯を付すものとがある。半隆起線も第２期に比べ幅がやや広

く，浅いものとなる。台付鉢の台付け根にフリル状の粘土紐隆帯を巡らせたものがある。

　これに，大木８ｂ式系とみられる外来土器が伴う。

　第４期（ＳＩ２・４・９・10・11・15）

　上山田・天神山式４～５段階に相当する。深鉢，台付鉢，浅鉢があるが，器形全体を把握できる資

料が減るため，詳細は不明である。隆帯は口縁部に巡るが，扁平となり，隆帯自体を欠くものが主流

となり，隆帯上の刻みは櫛状具による刺突の割合が高くなる。前段階までは，口縁部あるいは頸部の

隆帯上に縦短隆帯またはＷ字状隆帯を張り付けていたが，３本またはＷ字状の半隆起線文を多用する

ものへと変遷するようである。半隆起線の幅は，前段に比べさらに幅広く，浅くなり，一部沈線と紛

らわしくなる。縄文地の縄目は，前段までの斜位から縦位に近いものが多くなる。

　これに，大木系とみられる外来土器が伴う。

　第５期（ＳＩ６・12・13・14）

　上山田・天神山式５段階～串田新式に相当すると考える。深鉢のみ出土している。隆帯は口縁部の

2　出土土器について
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みに巡るが，胴部からは欠ける。隆帯上には，櫛状具による刺突と，貝殻腹縁による押圧が加えられ

る。幅広く浅い半隆起線による施文が行われている。従来の古串田新式は，上山田・天神山式の最終

段階とするか，串田新式の最も古い段階とするかは，器形・文様のどちらに重きを置くかで，研究者

により一貫していない。97 は波状口縁の頂部を押さえており，次段階の串田新式で特徴的にみられ

る双頭波頂の萌芽的なものとみられ，隆帯上に貝殻腹縁文が施される点からも，串田新式に近いとい

えるが，幅広で浅くなっているが半隆起線を使用している点から，上山田・天神山式の最終段階に収

まるものとした。また，ＳＩ６については，重複が激しく複数の時期の遺物が混じるため，詳細は不

明であるが，胴が張り，肩部でくびれて口縁が外反する器形とみられる斜縄文地の深鉢片が出土遺物

の大半を占めるため，当該期を含む中期中葉以降とした。

（4）おわりに　
　ここで示した早月上野遺跡における竪穴建物出土土器の変遷案は，床面直上出土遺物との接合関係

がみられる同時性の高いものから，なんとなく似ているというレベルまでを含んでおり，時間幅は大

きい。しかしながら，出土土器間には，器形や文様構成などにある一定の共通性が認められる。従来

の編年観の大枠でみれば，中期前葉末～中葉初めのものが一定量あり，若干のタイムラグをおいて中

期中葉の上山田・天神山式２～３段階を中心とする。上山田・天神山式５段階には激減し，以後は断

続的となるようである。第２期ＳＩ 18・19・20・28・29，第３期ＳＩ 21・22 の土器群は床面直上ま

たは炉内出土で一括性の高い土器群である。若干の時期幅をもつが，従来の上山田・天神山式２～４

段階に相当すると考える。時期別，系統別に細分化する必要もあろうが，ここでは，出土土器が各竪

穴建物の廃絶時における所有土器の様相の一端を示すと仮定し，時間幅を持ったままとした。出土遺

物が少ない竪穴建物を遺構の状態から無理に区分したものもあり，本来なら，文様の構成や施文原体，

技法など系統別に整理しなければならない根幹の部分の説明不足や乱暴な記述については，ご容赦い

ただき，今後の課題としたい。

注
注１　小島俊彰　2008「上山田 ･ 天神山式土器」『総覧　縄文土器』アム・プロモーション
注２　狩野　睦　1992「第Ⅳ章１　縄文時代中期中葉の土器」『北陸自動車道遺跡調査報告　朝日町編７　境Ａ遺跡総括編』富山
　　　県教育委員会
注３　魚津市教育委員会　1967『大光寺遺跡報告書』
　　　広田寿三郎　1967「魚津市大光寺遺跡出土の馬高式土器」『大境』３号  富山考古学会
　　　富山県埋蔵文化財センター　2010『縄文土器の静と動』平成 22 年度特別展図録
注４　小島俊彰　2005「バスケット型土器と三ツ山装飾環状把手」『大境』25 号　富山考古学会
注５　久々忠義　2006「桜町遺跡の中期末・後期初頭の土器について」（花切遺跡）『桜町遺跡縄文土器検討会資料集　縄文時代
　　　中期末・後期初頭について』小矢部市教育委員会
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2　出土土器について

第 175 図　竪穴建物変遷案
土器型式 早月上野 東側竪穴建物群 西側竪穴建物群

新崎様式

第１期

25 26 32 34 35 41 31

上山田・天神山第Ⅰ様式

17 18
19 20

上山田・天神山第Ⅱ様式
第 2 期

23 5 8
28・29

21

上山田・天神山第Ⅲ様式

22 7
16

第 3 期

24 27 36 30 33 37 3 1

上山田・天神山第Ⅳ様式

2 4 9

第 4 期

10 15
11

13

上山田・天神山Ⅴ様式

14 12

第 5 期
6

串田新式

不明
38 39 40
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３　早月上野遺跡出土縄文土器底部の「敷物圧痕」について

（1）はじめに
　早月上野遺跡から出土した縄文土器底部（縄文時代中期～晩期）には，土器製作時に敷かれていた

編物や植物の葉の圧痕，いわば「敷物圧痕」注１を有するものが多い。それらは，土器製作の痕跡的資

料であると同時に，遺存しにくい植物質遺物の間接的資料でもある。そこで小稿では，この種の圧痕

を有する資料 507 点（筆者が実見の機会を得た縄文土器底部 563 点から，圧痕の種類または有無が不

明確な 56 点を除外したもの）を対象として，観察・分類をおこなうことにした。そして，その上で，

本遺跡における「敷物圧痕」の特徴と背景について検討する。

（2）分　類
　分類にあたっては，筆者が 2004 年に東アジア先史土器の「敷物圧痕」を対象として提示した分類試

案（第 176 図）注２を基本とし，必要に応じて細分に追加をおこなった。その結果，早月上野遺跡出土

縄文土器底部の「敷物圧痕」には，大きく分けてＡ類（網代圧痕）・Ｂ類（もじり編み圧痕）・Ｅ類（葉

脈圧痕）の３種類が認められた。以下に，各種の特徴を述べる。なお，第 177 図～第 180 図に主な

圧痕拓本を，第 32 表に観察表（図掲載資料のみ）を示したので，同時に参照されたい。

Ａ類：網代圧痕

　経条・緯条を単純交差させる，（広義の）「網代編み」の編物の圧痕である。編み方（超え・潜り・

送り）注３と素材（ａ～ｅ類×１：硬質，２：軟質）によって細分でき，必要に応じて両者を組み合わ

せて表現する（例えば，「２本超え２本潜り１本送りで，経条・緯条に扁平で太い硬質材を用いるもの」

は「Ａ - ２・２・１ａ１類」となる）。本遺跡で確認できた主なものは，以下の通りである。

Ａ - ２・２・１類　２本超え２本潜り１本送りの網代圧痕である。全国的に最も基本的・普遍的な網

代圧痕で，図示したものでは第 179 図 19 ～ 26 が該当する。

Ａ - ２・２・１／２類　２本超え２本潜りで１本送りと２本送りを繰り返す網代圧痕である。図示し

たものでは第 179 図 27・28 が該当する。この種の編み方の圧痕は，特に中期後半～後期前半の岐阜県
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第 176 図　東アジア先史土器の「敷物圧痕」分類概念図（2004 年試案）

「敷物圧痕」

Ⅰ. 編織物圧痕

Ⅲ. その他

Ⅱ. 自然物圧痕

Ｄ. 巻き上げ圧痕
Ｃ. 織物圧痕
Ｂ. もじり編み圧痕

Ａ. 網代圧痕

Ｈ. その他（中国新石器時代・仰韶文化の特殊な圧痕）
Ｇ. 鯨椎端板圧痕
Ｆ. ホタテ貝圧痕
Ｅ. 葉脈圧痕

1. 細芯・極細巻材、2. 円柱状芯・扁平巻材

1. スダレ状圧痕、2. 編布圧痕、3. カゴ底圧痕

2・2・1、2・1・1、1・1・1他
           × 素材 a～ e × 1. 硬質、2. 軟質

1. 網状葉脈圧痕、2. 平行葉脈圧痕
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３　「敷物圧痕」について

第 32表　早月上野遺跡出土縄文土器底部の「敷物圧痕」観察表
№ 拓本番号 遺物

番号 圧痕の種類（分類） 遺構番号 建物番号 出土地点 器種 法量（㎝） 時期 その他土器の特徴口径 器高 底径
1 第177図1 515 スダレ状圧痕（B-1L） SK1240 有孔鍔付? 24.6 中期～ 斜縄文、口縁部片あり

2 第177図2 162 スダレ状圧痕（B-1L）二重 SI18 深鉢Ｅ 35.6（45.0） 11.8 中期中葉 半隆起線文・楕円形文・三角形区
画・爪形文・隆帯・斜縄文

3 第177図3 スダレ状圧痕（B-1L）二重 SI21 深鉢 11.8 中期～ 斜縄文
4 第177図4 173 スダレ状圧痕（B-1L） SI18 深鉢Ｅ 18.5 18.4 9.4 中期中葉 ボタン状隆帯・斜縄文
5 第177図5 357 スダレ状圧痕（B-1L） SI36　№2 深鉢 11.4 中期～ 斜縄文
6 第178図6 912 スダレ状圧痕（B-1L） X44Y21　Ⅱ b 深鉢 12.5 中期～ 斜～縦縄文
7 第178図7 スダレ状圧痕（B-1L）二重 SK4109 深鉢 11.8 中期～ 斜縄文

8 第178図8 スダレ状圧痕（B-1L） X100～105Y95～
100　Ⅰ c 深鉢 10.5 中期～

9 第178図9 スダレ状圧痕（B-1L） X96Y 不明 深鉢 11.2 中期～
10 第178図10 613 スダレ状圧痕（B-1L） 土坑群 X50～55Y45～50 深鉢 9.0 中期～
11 第178図11 610 スダレ状圧痕（B-1L） 土坑群 X82Y85 小型鉢? 6.0 後期?
12 第178図12 スダレ状圧痕（B-1L,B-1R?）重複? X73Y66　Ⅰ c 深鉢 12.1 晩期
13 第178図13 291 スダレ状圧痕（B-1L） SI21　№6 深鉢 8.0 中期～ 斜縄文
14 第178図14 スダレ状圧痕（B-1L） SK392 深鉢 10.2 不明
15 第178図15 786 スダレ状圧痕（B-1L） SK899 深鉢 9.6 晩期後葉 縦条痕
16 第178図16 編布圧痕（B-2L） SK892 深鉢 後期～

17 第178図17 絡め編み圧痕（B-4L）　　　　　　　　
※内面にスダレ状圧痕（B-1L) 埋甕3 深鉢 不明

18 第178図18 カゴ底圧痕（B-3L） T4　中央　Ⅱ 深鉢 不明
19 第179図19 網代圧痕（A-2・2・1c2） SK488 深鉢 12.0 後期～

20 第179図20 網代圧痕（A-2・2・1c2）,
葉脈圧痕（E-1）重複 SK872 深鉢 10.8 後期～ 縦縄文

21 第179図21 網代圧痕（A-2・2・1c2） SK855 深鉢 14.2 中～後期
22 第179図22 386 網代圧痕（A-2・2・1a1） SK483・SX749 SB14 深鉢 15.3 中期～ 斜縄文
23 第179図23 網代圧痕（A-2・2・1d2） SX1234 深鉢 6.6 中期～ 斜縄文
24 第179図24 網代圧痕（A-2・2・1a1） SX1234 深鉢 14.0 中期～ 斜縄文
25 第179図25 網代圧痕（A-2・2・1c2） SX1239 深鉢 12.0 中期～ 斜～縦縄文
26 第179図26 609 網代圧痕（A-2・2・1c2） 土坑群 X55Y45～50 小型鉢? 7.0 中期～ 斜縄文・沈線文
27 第179図27 網代圧痕（A-2・2・1/2d2） SK895 深鉢 9.5 晩期 縦条痕
28 第179図28 網代圧痕（A-2・2・1/2d2） SX1237 深鉢 9.2 中期～
29 第179図29 網代圧痕（A-模様d1） 土坑群 X75Y65 深鉢 不明
30 第179図30 網代圧痕（A-2・2・1×xc2） SK765 深鉢 12.0 中期～ 斜縄文

31 第180図31 網代圧痕（A-1・1・1×xc2）　　　　　　
東北型に近い ※一部変則（4超2潜） SX1279 深鉢 15.7 中期～ 斜縄文

32 第180図32 911 網代圧痕（A-1・1・1×xc2）                                                                    
東北型に近い T5　Ⅱ 深鉢 14.2 中期～ 斜縄文

33 第180図33 608 網代圧痕（A-1・1・1×xc2）二重                                                    
東北型に近い 土坑群 X98Y89 深鉢 9.5 中期～ 斜縄文

34 第180図34 網代圧痕（A-1・1・1c2）東北型? T7 西半 深鉢 晩期 斜条痕
35 第180図35 909 網代圧痕（A-2・1・1c2） 排土 深鉢 6.4 後期～ 縦縄文
36 第180図36 784 網代圧痕（A-2・1・1d2） SK892 深鉢? 7.8 晩期後葉 横条痕
37 第180図37 網代圧痕（A-2・1・1d2） 土坑群 X50～55Y45～50 深鉢? 8.2 中期～
38 第180図38 網代圧痕（A-2・1・1＋3・3・1d2）複合 SK827 深鉢 9.5 後期～
39 第180図39 葉脈圧痕（E-1） 葉1枚 土坑群 X78Y76 浅鉢? 6.0 中期～
40 第180図40 葉脈圧痕（E-1） 葉1枚 SI18 深鉢? 9.2 中期～ 斜縄文
41 第180図41 802 葉脈圧痕（E-2） 葉1枚以上 SK2059 深鉢Ｌ 19.8 23.9 8.0 晩期後葉 横～斜条痕
42 第180図42 葉脈圧痕（E-2） 葉1枚以上 土坑群 X96Y85 深鉢 11.7 不明
43 第180図43 葉脈圧痕（E-2） 葉2枚以上平行 X111Y118　 深鉢 10.6 中期～ 斜縄文
44 27 網代圧痕（A-不明c2）二重 SI4 深鉢 12.6 中期～
45 35 スダレ状圧痕（B-1L） SI9 深鉢 8.0 中期～ 斜縄文
46 36 網代圧痕（A-不明e1） SI9 深鉢 中期～ 斜縄文
47 37 網代圧痕（A-不明d2） SI9炉 深鉢 11.5 後期～ ? 縦縄文
48 38 網代圧痕（A-不明d2） SI9 深鉢 15.0 中期～ 斜縄文
49 39 網代圧痕（A-2・2・1×xc2） SI9 浅鉢 7.8 中期～
50 77 スダレ状圧痕（B-1L） SI12 深鉢 14.2 中期後葉 縦半隆起線文・縦縄文
51 85 スダレ状圧痕（B-1L） SI15炉 深鉢 11.8 中期～ 斜縄文
52 94 網代圧痕（A-2・1・1d2） SI13 深鉢 12.2 中期～ 縦縄文
53 114 スダレ状圧痕（B-1L） SI16 深鉢 中期～ 斜縄文
54 145 スダレ状圧痕（B-1L） SI18　№14・16 深鉢 11.0 中期後葉 沈線下垂文
55 163 スダレ状圧痕（B-1L） SI18　№3 深鉢Ｅ 33.6（34.1） 10.6 中期～ 口縁半裁竹管文・斜縄文

56 209 スダレ状圧痕（B-1L） SI19 深鉢 13.2 中期中葉 半隆起線文・渦巻文・下垂文・爪形
文・綾杉状刻目文・Ｓ字状隆帯

57 226 スダレ状圧痕（B-1L）二重 SI19 深鉢 7.8 中期前葉～ 斜～縦縄文・縦半隆起線文
58 254 スダレ状圧痕（B-1L） SI20 深鉢Ｅ? 15.4 中期～ 半隆起線文・斜縄文（撚糸?）
59 255 スダレ状圧痕（B-1L） SI20 深鉢 11.2 中期～ 斜縄文
60 262 スダレ状圧痕（B-1L） SI20 浅鉢 7.6 中期～
61 318 スダレ状圧痕（B-1L） SI22　№1 深鉢Ｅ 35.0 41.4 13.1 中期～ 口縁肥厚・斜～縦縄文
62 325 スダレ状圧痕（B-1L）二重 SI22　№7 深鉢 7.4 中期～ 斜～横縄文
63 326 スダレ状圧痕（B-1L）二重 SI22　№5 深鉢Ｂ? 11.7 中期～ 斜縄文
64 365 網代圧痕（A-2・2・1a1） 土坑群 SB3 X96Y85 深鉢 12.1 中期～ 斜縄文
65 367 網代圧痕（A-2・2・1c2） 土坑群 SB7 X81Y66 深鉢 10.1 中期～ 斜～縦縄文
66 379 スダレ状圧痕（B-1L） SK789 SB10 深鉢 8.0 晩期 縦条痕
67 451 スダレ状圧痕（B-1L） SX284 深鉢 8.8 中期後葉 横～斜縄文
68 455 スダレ状圧痕（B-1L） SX284 深鉢 8.5 中期中葉 半隆起線文・下垂文

69 590 スダレ状圧痕（B-1L） 土坑群 X100Y93 深鉢Ｂ 27.8 30.7 11.0 中期中葉 半隆起線文・渦巻文・長方形区画・
櫛状具刻目文・斜縄文

70 592 スダレ状圧痕（B-1L） 土坑群 X98Y89 深鉢 15.6 中期後葉 斜縄文・沈線文
71 593 スダレ状圧痕（B-1L）二重 土坑群 X98Y89 深鉢 10.3 中期後葉 沈線文・貝殻腹縁文
72 634 網代圧痕（A-2・2・1a1） SK743 深鉢 11.9 中期～ 斜縄文
73 658 網代圧痕（A-2・2・1c2） SK833 深鉢 18.8 後期～ 縦縄文
74 687 網代圧痕（A-不明c2） SX1239 浅鉢Ｃ 17.8 7.4 6.5 後期後半～ ?
75 692 網代圧痕（A-2・2・1c2） SK2161 深鉢Ｂ 31.0（35.5） 10.2 後期～ 縦縄文

76 694 網代圧痕（A-不明d2） 土坑群 X85Y79 浅鉢Ａ 22.8 10.6 7.3 後期前葉 環状把手・沈線文・楕円形区画・縄
文帯・円形刺突文

77 812 網代圧痕（A-不明d2） 埋甕7 深鉢Ｋ 31.7 42.9 12.9 晩期後葉 口唇部刻み
78 817 網代圧痕（A-不明d2）二重 埋甕14 深鉢Ｌ 31.7 31.8 9.0 晩期後葉 口縁横、頸部以下縦条痕
79 821 網代圧痕（A-2・1・1d2） 埋甕15 深鉢Ｋ 40.0 36.7 10.1 晩期後葉 口唇部刻み・斜～縦条痕
80 825 網代圧痕（A-不明c2） 埋甕9 深鉢 10.7 晩期 縦条痕
81 826 網代圧痕（A-2・1・1d2） 埋甕28 深鉢Ｋ 29.4 31.2 8.5 晩期後葉 口唇部刻み・縦条痕
82 829 網代圧痕（A-2・1・1d2） 埋甕19 深鉢Ｋ? 10.6 晩期 縦条痕
83 831 葉脈圧痕（E-2） 葉2枚以上交差 埋甕29 深鉢Ｋ? 9.1 晩期後葉 縦条痕
84 836 網代圧痕（A-不明d2） 埋甕13 深鉢Ｋ 11.3 晩期後葉 口唇部刻み・縦条痕
85 837 スダレ状圧痕（B-1L） 埋甕21 深鉢Ｊ 39.5 49.0 11.2 晩期後葉 口唇部刻み・縦条痕
86 838 スダレ状圧痕（B-1L） 埋甕24 深鉢Ｌ 33.4 40.6 12.3 晩期後葉 口唇部刻み・円孔2・縦条痕
87 845 スダレ状圧痕（B-1L） 埋甕31 深鉢Ｌ 40.6（45.0） 21.9 晩期? 縦条痕
88 846 網代圧痕（A-不明c2） 埋甕31 深鉢Ｅ 43.2（45.1） 10.2 後期前葉 平行沈線・幾何学文・充填縄文
89 910 スダレ状圧痕（B-1L） 不明 深鉢 20.0 中期～ 斜～縦縄文
90 959 スダレ状圧痕（B-1L） T5　Ⅱ 小型鉢 6.5 晩期後葉 コップ型・沈線文・赤彩
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山地部に多いが，27・28 はそれとは素材が違うような印象を受ける（後述する素材ｄ２類）。

Ａ - ２・２・１× x 類　経条・緯条ともに２本１組とする２本超え２本潜り１本送りの網代圧痕である。

第 179 図 30 が該当する。

Ａ - 模様類　意図的に模様（文様）を編み出した網代圧痕である。第 179 図 29 が該当し，ジグザグ状

の模様が編み出されている。このジグザグをＮ字状ではなくＺ字状に折れ曲がる向きに見れば，２本

超え４本潜り１本送りを基調とする「木目ゴザ目編み」の類である。

Ａ - １・１・１× x 類　経条を２本１組とする１本超え１本潜り１本送りの網代圧痕である。第 180

図 31 ～ 33 が該当する。これらのうち，31 は一部変則的（４本超え２本潜り）になるものであり，33

は同種（同一）の編物が２回押圧された二重痕である。図示した 3 点はいずれも圧痕の凹凸が強く，

東北型網代圧痕注４（Ａ - １・１・１ｃ２またはｄ２類でボコボコした質感が特徴）に近似する点が注目

される（経条が２本１組になる点が異なる）。

Ａ - １・１・１類　１本超え１本潜り１本送りの網代圧痕である。図示したものでは第 180 図 34 が

該当する。最も単純な構造をした編み方の網代圧痕で，素材を問わなければＡ - ２・２・１類に次い

で全国的によく見られるものである。この種の編み方で，特にボコボコした質感の圧痕が東北型網代

圧痕であり，34 はそれに近似する（凹凸が若干浅く，断定できない）。図示しなかった実見資料の中

には，東北型網代圧痕として良いような凹凸の強いものも確認できた。

Ａ - ２・１・１類　２本超え１本潜り１本送りの網代圧痕である。図示したものでは第 180 図 35 ～

37 が該当する。この種の編み方は，中期後半以降の東日本（東北地方南部～関東甲信越地方）に圧倒

的に多い。ただし，本遺跡は東日本のもの（素材ｄ１類・ｅ１類が主）より素材が軟質（ｄ２類が主）の

傾向があり，必ずしも同じものとは言えない。

Ａ - ２・１・１＋３・３・１類　２本超え１本潜り１本送りと３本超え３本潜り１本送りの複合圧痕

と考えられるものである。一種の模様編みとも言えよう。これは，第 180 図 38 が該当する。

Ａ - ３・２・１類　３本超え２本潜り１本送りの網代圧痕である。図示したものの中にはないが，実

見資料の中に存在を確認した。

ａ１類　経条・緯条に扁平で太い硬質材注５を用いるものである。図示したものでは第 179 図 22・24

が該当する。

ｃ２類　経条・緯条に太い軟質材を用い，片方ないし両方の条が丸みを帯びるものである。図示した

ものでは第 179 図 19 ～ 21・25・26・30，第 180 図 31 ～ 35 が該当する。

ｄ１類　経条・緯条に細い硬質材を用い，片方ないし両方の条が丸みを帯びるものである。図示した

ものでは第 179 図 29 が該当する。

ｄ２類　経条・緯条に細い軟質材を用い，片方ないし両方の条が丸みを帯びるものである。図示した

ものでは第 179 図 23・27・28，第 180 図 36 ～ 38 が該当する。

ｅ１類　経条・緯条に扁平で細い硬質材を用いるものである。図示したものの中にはないが，実見資

料の中に存在を確認した。

Ｂ類：もじり編み圧痕

　一方の条材に別の条材を絡める「もじり編み」の編物の圧痕である。形態などの違いによって，ス

ダレ状圧痕・編布圧痕・カゴ底圧痕・絡め編み圧痕の各種に細分できる。本遺跡では，それぞれ類例

が確認できた。

第Ⅵ章　総　括
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第 177 図　早月上野遺跡「敷物圧痕」拓本 1　（1/2） 
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Ｂ - １類　通常のもじり編みの編物を原体とするスダレ状圧痕注６・注７の類である。図示したものでは

第 177 図１～ 5，第 178 図 6 ～ 15・17 が該当する。これらのうち 2・3・7 は，同種（同一）の編物が

２回押圧された二重痕である。また 12 は，絡みの方向が異なる 2 種類のスダレ状圧痕が重複してい

るようにも見えるが，圧痕の残りが悪く判然としない。

Ｂ - ２類　もじり編みの布である編布を原体とする編布圧痕である。第 178 図 16 が該当するものと

見られる。本資料の原体はきわめて細い材を密に編んだものであり，いわゆる細密な編布圧痕注８に

分類されよう。途中，緯条を数本飛ばしている箇所があり，模様編み編布の類である可能性もある。

Ｂ - ３類　もじり編みのカゴの底部を原体とするカゴ底圧痕である。第 178 図 18 が該当する。「敷物

圧痕」としては数が少ないものであるが，隣県でも類例の存在が知られる注９。この種の圧痕は，カゴ

の存在を確実に示す証拠として重要である。

Ｂ - ４類　絡め編み（ヨコ添えもじり編み）の編物を原体とする「絡め編み圧痕」注 10 の類である。図

示したものでは図 178 図 17 が該当する。第 176 図を見て分かるように，筆者の 2004 年分類試案には

なかったもので，Ｂ - ４類として新たに設定する。さらに 17 は，反対側の面（土器の内底面）にスダ

レ状圧痕が残されており，どのような経緯で両面に圧痕が残されたのか興味深い資料である。

　なお，上記Ｂ類の各種について，筆者の 2004 年分類試案になかった絡みの方向の情報も追加したい。

もじり編みの条材の絡め方には，左絡み（Ｌの縄文原体の撚りと同様の絡み方）と右絡み（Ｒの縄文原

体の撚りと同様の絡み方）の二つがあるが，前者をＬ，後者をＲと略記し，必要に応じて分類の末尾

に付すことにする。すなわち，左絡みのスダレ状圧痕は「Ｂ - １Ｌ類」となる。図示したものもしなかっ

たものも，ほとんどがＬであり，Ｒはその可能性があるものが数点見られたのみである。もじり編み

の編物は，編布を除き左絡みが基本であり（右利きの人間が普通にもじり編みをおこなえば左絡みに

なる），これは当然のことである。ただ，細密な編布圧痕とした第 178 図 16 も左絡みであることに

注意しておきたい。確かに，これまで細密な編布圧痕とされてきたものはいずれも左絡みなのだが，

実物の出土編布は右絡みがほとんどであり（もちろん実物・原体と圧痕の逆転を考慮した上で）注 11，

その点が若干気になるのである。これが，細密な編布だから左絡みになるのか，あるいは別の理由な

のか（実は左絡みが主体となる，編布以外のもじり編みの編物が原体である可能性はないのかなど），

機会を改めて一度検討すべきかも知れない。

Ｅ類：葉脈圧痕

　各種植物の葉の圧痕である。葉脈の違いから網状葉脈圧痕と平行葉脈圧痕の２種類に大別でき，前

者は全国的に見られるが，後者は多雪・寒冷地帯に分布が限られる注 12。本遺跡では，両者とも存在

が確認できた。

Ｅ - １類　主に広葉樹の葉を原体とする網状葉脈圧痕である。図示したものでは第 179 図 20，第 180

図 39・40 が該当する。20 は，Ａ - ２・２・１ｃ２類との重複である。本遺跡の網状葉脈圧痕は，土器

底部１点につき葉１枚分が確認でき，２枚分以上の圧痕が重複するものは見られなかった。

Ｅ - ２類　ササ類の葉を原体とする平行葉脈圧痕である。図示したものでは第 180 図 41 ～ 43 が該当

する。この種の圧痕については，複数枚の葉を平行に並べたり，交差させて敷いたりした例が各地で

見つかっている。本遺跡では破片資料が多く，敷かれていた枚数を特定するのは難しいが，やはり２

枚以上を平行に並べたり（43），交差させたりしていると見られる資料が確認できた。

３　「敷物圧痕」について
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（3）統　計
　早月上野遺跡から出土した縄文時代中期～晩期の縄文土器のうち，底部に「敷物圧痕」を有するも

のは，筆者が実見した上での確実なところで（底部のみの資料・胴部以上も残る資料合わせて）507

点存在する。これは，できる限り接合をおこなった上での数であるが，当然破片資料の中には同一個

体の破片が複数含まれている可能性がある。これら 507 点を上述した基準で分類し，各種の点数を数

えたものが第 33 表である。なお，筆者は土器の数ではなく圧痕の数で統計をとることが多いが，資

料の都合上，今回は土器の数で統計をとった。

　統計の結果，早月上野遺跡全体としては，Ａ類の網代圧痕が主体となり（507 点中 327 点 ※Ｂ類と

の複合？，Ｅ類との重複各１点あり），次いでＢ類のもじり編み圧痕が多いこと（507 点中 158 点 ※

Ａ類との複合？１点あり）が明らかとなった。ただし確実に中期に絞れるもの 60 点に限れば，Ｂ -

１類のスダレ状圧痕（二重痕含む）が 46 点で最も多い。残るＥ類の葉脈圧痕は，全時期を通して数が

少なかった（507 点中 24 点 ※Ａ類との重複１点あり）。

　最も多いＡ類の網代圧痕のうち，編み方が分かるものではＡ - ２・２・１類が最も多く（79 点 ※

Ａ - ２・１・１類との重複１点あり），次いでＡ - ２・１・１類（59 点 ※他のＡ類との複合・重複 3

点あり）が多かった。これらと，Ａ - ２・２・１類の応用（Ａ - ２・２・１／２類，Ａ - ２・２・１× x類），

Ａ - １・１・１類，Ａ - １・１・１× x類を合わせれば，他の編み方はごくわずかである。

　また，Ｂ類のもじり編み圧痕の大半はＢ - １類のスダレ状圧痕であるが（158 点中 153 点 ※内底面

圧痕除く），この圧痕は中期に多く，後期に一気に減り，晩期に若干増えるという傾向が見られた。

　Ｅ類の葉脈圧痕は，少数ながらも，Ｅ - １類の網状葉脈圧痕（24 点中 7 点 ※Ｅ - ２類との重複１点

あり）よりもＥ - ２類の平行葉脈圧痕（24 点中 18 点 ※Ｅ - １類との重複１点あり）の方が多いという

傾向が見られた。

（4）考　察
　それでは，上述した分類・統計を踏まえ，早月上野遺跡における「敷物圧痕」の特徴と背景につい

て検討してみよう。

　まず注目したいのは，Ａ類・Ｂ類の編物圧痕の多さである。すなわち，土器製作用敷物として，植

物の葉よりも編物の方が多用されていたことが分かる。縄文土器製作用の敷物は，成形時の回転具を

兼ねているものと考えられ，作業中に破れてしまう可能性がある植物の葉よりも，丈夫な編物の方が

好まれたのであろう。ただし早月上野遺跡では，全国的に最も普遍的なＡ類の網代圧痕だけではなく，

Ｂ類のもじり編み圧痕（Ｂ - １類のスダレ状圧痕が大半）もかなり多い（特に中期）。網代編みの敷物

であれば，堅く丈夫で隙間なく編むことができる上，単純で編みやすく，土器製作用敷物に非常に適

している。本遺跡において，その網代編みの敷物に加え，もじり編みの敷物も多く使用している理由

については，機会を改めて分析する必要がある。一つの手がかりとして，富山県内では桜町遺跡から

中期末～後期初頭に属するもじり編みの編物が多数出土しているように注 13，北陸地方～山陰地方の

縄文時代遺跡から針葉樹やマタタビなどを素材とするもじり編みの編物の実物が多数見つかっている

ことを挙げておきたい。なお，Ｅ類の原体である植物の葉は，土器製作用敷物として主体的に利用さ

れたのではなく，あくまでも補完的に周囲に生えていたものを採ってきたのであろう。

　続いて，本遺跡で確認できた「敷物圧痕」の種類に注目したい。そもそも北陸地方（特に富山県・

石川県）の「敷物圧痕」に関しては，縄文時代中期前半にＢ - １類のスダレ状圧痕が卓越し（新潟県を

第Ⅵ章　総　括
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３　「敷物圧痕」について

第 33表　早月上野遺跡出土縄文土器底部の「敷物圧痕」統計表

圧痕分類
時期別点数

合計
中 中～ 中～後 後 後？ 後～ 後～？ ～後 後～晩 晩 晩？ 不明

A-2・2・1a1 3 4 15 1 1 2 14 40
A-2・2・1a1二重 1 1 2
A-2・2・1c2 5 6 5 3 11 30
A-2・2・1c2,E1重複 1 1
A-2・2・1d2 1 1 3 5
A-2・2・1a1,                                           
A-2・1・1c2重複 1 1

A-2・2・1/2c2 1 1
A-2・2・1/2d2 1 1 2
A-2・2・1×xc2 2 2 4
A-2・2・1×xd2 1 1
A-1・1・1c2 1 1
A-1・1・1c2                                          
東北型 1 2 3

A-1・1・1c2                                                     
東北型？ 1 1 1 3

A-1・1・1c2（×x?）                                           
東北型近似 3 3

A-1・1・1d2                                           
東北型？ 1 1

A-1・1・1×xc2                                     
東北型近似 2 2

A-1・1・1×xc2二重                                             
東北型近似 1 1

A-2・1・1a1 6 2 8
A-2・1・1c2 3 1 1 5 10
A-2・1・1d1 1 1 1 3
A-2・1・1d2 4 8 4 12 28
A-2・1・1e1 1 2 1 3 7
A-2・1・1＋3・3・1d2 1 1
A-2・1・1d2,                                                    
A不明d2重複 1 1

A-3・2・1c2 1 1
A-模様d1 1 1
A-模様d2 1 1
A-不明a1 8 4 3 1 12 28
A-不明a1二重 1 1
A-不明c2 3 2 12 1 4 1 3 2 23 51
A-不明c2二重 2 2 1 5
A-不明d2 3 2 14 1 4 1 5 4 2 33 69
A-不明d2二重 1 1 2
A-不明e1 1 2 1 2 1 7
A-不明e1二重 1 1
B-1L 34 23 18 1 1 1 7 4 35 124
B-1L二重 12 6 4 1 1 3 27
B-1L,B-1R?重複? 1 1
B-1R? 1 1
B-2L 1 1
B-3L 1 1
B-4L（内面B-1L） 1 1
B-4L? 1 1
B-4L＋A111d2複合? 1 1
E-1 葉1枚 2 2 1 5
E-1,E-2重複? 1 1
E-2 葉1枚以上 1 1 1 1 5 9
E-2 葉2枚以上平行 2 3 5
E-2 葉2枚以上交差 1 1 2
E-2 葉3枚交差? 1 1
合計 60 62 107 2 1 29 2 1 17 33 11 182 507
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経て東北地方にまで及ぶ日本海側地域共通の特

徴），中期後半以降にＡ - ２・２・１類やＡ - １・

１・１類の網代圧痕主体に移行すること（Ａ -

２・１・１類を主体とする新潟県以東の東日本

とは一線を画す西日本的な特徴）が既知の資料

から浮かび上がっていた注 14。また晩期になる

と，再びＢ - １類のスダレ状圧痕の割合が増加

するということ（北陸地方独特の特徴）も指摘

されていた注 15。さらに，多雪・寒冷地帯に特

徴的に分布する東北型網代圧痕（ボコボコした

質感のＡ - １・１・１ｃ２またはｄ２類）や，Ｅ -

２類の平行葉脈圧痕が認められることも知られ

ていた注 16・注 17。

　早月上野遺跡の「敷物圧痕」を見ると，これ

らの知見が改めて確認・補強できる（第181図）。

本遺跡の資料には，Ａ - ２・２・１類をはじめ

とする網代圧痕が多く（中期後半以降の西日本

的特徴），またＢ - １類のスダレ状圧痕も多く

見られた（中期前半の日本海側地域的特徴の名

残および晩期の北陸地方的特徴）。さらに，東

北型網代圧痕またはそれに近似する網代圧痕

（Ａ - １・１・１ｃ２類，Ａ - １・１・１ｄ２類，

Ａ - １・１・１× x ｃ２類）やＥ - ２類の平行葉

脈圧痕も見られ，多雪・寒冷地帯的特徴も確認できた。

　このように，早月上野遺跡に生活痕跡を残した中期～晩期の縄文人たちは，西日本，日本海側地域，

北陸地方，多雪・寒冷地帯といった地域性が交錯する中で，身の回りの植物の特徴を生かし，編物を

中心とする種々の敷物を敷いて土器製作をおこなっていたようである。

　そのほか，Ａ - 模様類（模様編み出し網代圧痕）やＢ - ２類（編布圧痕），Ｂ - ３類（カゴ底圧痕），

Ｂ - ４類（絡め編み圧痕）のような特殊な編物圧痕が少数ながら存在することは，本遺跡における編

物技術の水準の高さを示している。

　以上が，早月上野遺跡の「敷物圧痕」について観察・分類・考察した成果である。粗削りではある

が，魚津市域あるいは富山県域の圧痕資料について，一つの位置付けを示すことができたのではない

だろうか。ただし現状では，富山県の「敷物圧痕」の詳細について，情報不足の感が否めない。今後は，

石川県の圧痕資料に関して先駆的な業績をあげた川端敦子氏注 18 や山本直人氏注 19 の研究成果を参考に

しつつ，各遺跡においてより精緻な分析をおこなう必要があろう。 （松永篤知）
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0       100km
N

 Ａ-1・1・1類（素材はb 類など）が主体
 となり、他にＢ-1類などが加わる

2

Ａ-2・1・1類（素材はd 類・e 類など）
が主体となる

1 1

・各模式図は推測される圧痕原体（縮尺不同）
・Ａ類の送り・Ｂ類の絡みは図の逆もある

全国共通

Ｅ-1類Ａ-1・1・1類Ａ-2・2・1類

Ａ-1・1・1c 類　Ｂ-1類　Ｅ-2類の分布域
（比率にはかなり変動がある）

2

Ａ-2・2・1類（a 類・c 類など）や
Ａ-1・1・1類（c 類・d 類など）が主体
 （全国共通の圧痕が基本となる）

Ｇ類の分布域

Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅴ

Ⅲ
Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ Ⅴ

Ａ-2・2・1/2類
が卓越

Ａ-4・2・3類
が卓越・分布

1 2

22

※素材の種類は無視する

★
早月上野
遺跡

第 181 図　「敷物圧痕」の地域性と早月上野遺跡の
位置（地域性は中期後葉～後期前半のもの）
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注
注１　筆者は，様々な底部圧痕のうち，土器製作時に使用された敷物が残した圧痕に限って「敷物圧痕」と呼んでいる。
注２　松永篤知 2004「東アジア先史土器の「敷物圧痕」分類について」『金沢大学考古学紀要』第 27 号
注３　坪井正五郎 1899「日本石器時代の網代形編み物」『東京人類学会雑誌』第 161 号
注４　植松なおみ 1981「東北型網代圧痕について」『古代文化』第 33 巻第 2 号 古代学協会
注５　太材・細材の境界は，幅３㎜を目安としている。
注６　渡辺誠 1976「スダレ状圧痕の研究」『物質文化』№ 26 物質文化研究会
注７　境Ａ遺跡の発掘報告において，布目順郎氏が「アンギン編み様痕」とした圧痕の大半はスダレ状圧痕である（布目氏もそ
　　　の旨を明記している）。
　　　布目順郎 1992「境Ａ遺跡出土土器底面の編・織目痕」『北陸自動車道遺跡調査報告―朝日町編 7―境Ａ遺跡総括編』富山
　　　県教育委員会
注８　渡辺誠 1985「編布の研究」『日本史の黎明』六興出版
注９　山本直人 1989「石川県におけるワラ・タケ以外のカゴ類」『北陸の考古学Ⅱ』石川考古学研究会
注 10　本遺跡では見つからなかったが，絡め編み圧痕には１条絡め編みの圧痕も含める。今後，必要に応じてヨコ添えもじり
　　　 編み圧痕・１条絡め編み圧痕を細分することもあろう。
注 11　松永篤知 2011「日本列島先史時代の編物〈補遺〉」『植物繊維を「編む」―アンギンの里津南の編み技術と歴史―予稿集』
　　　 津南町教育委員会・信濃川火焔街道連携協議会
注 12　松永篤知 2011「縄文土器底部の平行葉脈圧痕について」『考古学と陶磁史学―佐々木達夫先生退職記念論文集― 』
注 13　中井真夕 2007『富山県小矢部市桜町遺跡発掘調査報告書 木製品・繊維製品・植物編』小矢部市教育委員会　
注 14　松永篤知 2008「縄文土器底部の「敷物圧痕」について」『考古学雑誌』第 92 巻第 2 号 日本考古学会
注 15　小島俊彰 1979『滑川市史』考古資料編 滑川市史編纂委員会
注 16　前掲注４　
注 17　前掲注 12
注 18　川端敦子 1983「底部圧痕に関する基礎的報告」『北陸の考古学』石川考古学研究会
注 19　前掲注９

３　「敷物圧痕」について
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所収遺跡名

ふりがな
所在地

コード 北緯
°　′　″

東経
°　′　″

調査期間
調査面積

㎡
調査原因

市町村 遺跡番号

早
はや

月
つき

上
うわ

野
の 魚

うお

津
づ

市
し

上
うわ

野
の 16204 64

36 度
46 分
40 秒

137 度
24 分
59 秒

20060508 ～
20061208

7,954
（延べ 11,700）

北陸新幹線
建設に伴う
事前調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

早月上野 集落
縄文

竪穴建物 41 棟，　　　
掘立柱建物 17 棟，　　
環状土坑群５基，　　
貯 蔵 穴 49 基，　　　　
配石遺構 10 基，　　　
埋設土器 32 基，　　　
土坑 1600 基以上 

縄文土器，              
有孔球状土製品，土偶，
土製耳飾，円盤状土製品，
石製品

縄文時代中期中葉から晩期
後葉にかけての環状集落

古代 溝７条，土坑３基 土師器，須恵器

要  約

　早月上野遺跡は，早月川と角川に挟まれた上中島台地上の平坦面に位置し，古くから縄文時代の遺跡
として知られてきた。平成 18 年度に北陸新幹線建設にともない，幅 22ｍ，長さ 400ｍにわたり調査を
実施した。縄文時代中期前葉末に出現し，断続的ではあるが晩期末まで長期間にわたり営まれた縄文集
落のほぼ中心部分を検出した。広場外周に墓域，さらに外周に竪穴建物・貯蔵穴などからなる居住域を
配した環状集落であることが明らかになった。
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